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　　　プロローグ







　オークキングを倒すことに成功し、ギルムへと戻って来た翌日。その戦いや移動の疲れから昼前まで寝ていたレイは空腹で目を覚まし、夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭で少し早めの昼食をサービスして貰もらい、セトと共にギルドへと向かっていた。

　街の住民も前日のパレードでセトの姿を見た者や、その存在を教えられた者も多かったのだろう。いつもと違いセトを見ても最初ちょっと驚くだけで、ときには持っていた食べ物をセトに与えるような者もいる。

　そのたびにセトは喉のどを鳴らしたり尻しつ尾ぽを振って感謝を伝え、それを見て恐る恐るその頭や背を撫なでる者が出て来て……と、そんな状態だったために、ギルドに着いたときにはすでに正午を過ぎた時間になっていた。

「じゃあセト、いつもの所で待っていてくれ」

　レイの言葉に短く喉を鳴らし、慣れた様子でセトが従じゆう魔まや馬車用の待機スペースへと向かうのを見送り、レイはギルドの中へと入っていく。

　いつもと違う所があるとすれば、オークの討伐隊に参加した冒険者のうち数名がギルドに入る前にセトの姿を見つけ、挨あい拶さつ代わりにその頭や背を撫でたり、食べ物を与えたりしていたことだろうか。基本的には人懐っこいセトは嬉うれしそうに喉を鳴らしながら構って貰うのだった。




　レイはギルドに入ると、依頼書が貼り付けられているボードには見向きもせずにカウンターへと向かう。

　その姿をギルドの中にいた数人の冒険者たちが目で追うが、レノラに話し掛けるレイに対して絡むようなことはなかった。

「あ、こんにちはレイさん。オークの件の精算ですか？」

「ああ。ついでに討伐証明部位の換金と、素材の買い取りも頼みたいんだけど」

「はい、大丈夫ですよ」

　レノラが頷うなずいたのを確認し、ミスティリングからオークの討伐証明部位である右耳を多数、オーク、オークアーチャー、オークメイジ、オークジェネラルの素材として使える部位の皮膚と牙きば。あるいは魔力が宿っているおかげで錬金術や薬の材料として使えるオークメイジの眼球や心臓、舌や奥歯、弓の弦として使えるというオークジェネラルの腱けんや、武器として使える骨に錬金術に使える内臓各種、そしてオークとオークアーチャーの魔石。

　なお、それらの素材の処理には明らかに差異のある物があった。綺き麗れいに処理されている方はエルクが手本として処理した物で、それに比べると所々傷が付いていたり、一部が欠けていたりする方はレイが処理した物だ。

「えーと、ちょっと待って下さいね。ケニー、あんたもちょっと手伝って」

　カウンターの上に出された量が予想よりもかなり多かったためだろう。レノラが隣でニコニコしながらレイへと話し掛ける隙を狙っていたケニーへと声を掛ける。

　その声に、待ってましたとばかりにケニーがカウンターの方へと近寄って素材を選別していく。

「こっちとこっちは処理も完かん璧ぺき。これはちょっと駄目ね。これは……微妙な所だけど一応良しとしておくとして……」

「ちょっと、頼んだのは私だけどあまりレイさんを贔ひ屓いきしないでよ。そのオークメイジの舌は処理が雑だから良品の方に入れないで」

「あら、そう？　うーん、レノラはちょっと厳しい気もするけど……」

　そんな風にやり取りをしながら素材を処理が出来ている物、出来ていない物へと分別していく。

「おい、何だよあの素材の量。しかもあれってオークジェネラルの牙じゃないか。なんであんなガキが……」

　ギルド内部にある酒場で飲んでいた冒険者の一人が、カウンターで山となっているオークの素材に驚き、隣で飲んでいる友人へと尋ねる。

　尋ねられた冒険者は一瞬呆あきれた目でそちらを見るが、すぐに何かを思い出したように頷く。

「ああ、そう言えばお前は今朝ギルムに戻ってきたんだったな」

「ん？　ああ」

「街で噂を聞いてないか？　ギルムの近くにオークが集落を造ったって」

「もちろんそれは知ってる。と言うか、今朝この街に来てから店やら宿やらで散々聞かされたよ。ったく、護衛の依頼がなきゃ俺もオークの討伐隊に……おい、まさか」

　そこまで喋しやべり、ようやく自分の友人が何を言っているのかを理解する。

「ちょっと待て。それじゃあ何か？　あのガキがオークの討伐隊に参加したってことか？」

「そうなるな」

「噓だろ？　あの背の小ささを考えれば、どう贔屓目に見てもせいぜい十代半ばのガキじゃねぇか」

　ドラゴンローブを身につけフードを下ろしているために、レイの顔はしっかりと確認出来ない。だがそれでも、ローブの上から見てもレイの身体は華きや奢しやで、どう見ても見習い魔法使いにしか見えなかった。

　だが、男の友人は小さく肩を竦すくめて手に持っていたコップに入っているエールを飲みながら口を開く。

「ところがだ。討伐隊に参加した他の奴から聞いた話によると、オークキングを仕留めたのはあいつだって話だぜ？」

「……オークキングを？　あのガキが？」

「ああ。驚くなかれ、ギルドに登録したばかりのランクＧ冒険者がオークキングを倒したってんだからな。……自分で言ってて驚くなかれって言葉を取り消したいよ」

「ランクＧ……」

　自分の理解を超えた話の内容に啞あ然ぜんとするその友人を見ながら、自分も知り合いに話を聞いたときには驚いたんだからせいぜい驚けとばかりに意地の悪い笑みを浮かべ、串くし焼やきへと手を伸ばす。




「あれ？　レイ君。素材ってここにあるのだけ？」

　カウンターの上一杯に広がった各種オークの素材を前に、ケニーがレイへと尋ねるが、レイは無言で頷く。

「魔石がオークとオークアーチャーのしかないんだけど……それとオークキングの素材も」

「ちょっと事情があってね。オークメイジとオークジェネラルの魔石はこっちで使う用事があるし、オークキングの素材に関してもいつか使う可能性があるから、悪いけど売ることは出来ないんだ」

　オークメイジとオークジェネラルの魔石はそれぞれ二つしか入手出来なかったために、セトとデスサイズにスキルを習得させることを考えると売る訳にはいかなかった。同様に一つだけしか入手出来なかったオークキングの魔石も売る訳にはいかない。

　素材に関しては貴重なランクＢモンスターということで、ゴブリンの希少種やクイーンアントの例に漏れずにミスティリングに仕舞い込んでいる。

「うーん、出来れば売って欲しいんだけど……駄目？」

　自慢の胸を強調するように聞いてくるケニーだったが、レイは小さく首を振るだけだった。

「こっちにも一応事情があるから、納得して欲しい」

「そっかー……まあ、しょうがないか。じゃあ、買い取りはこれで全部でいいのよね？　この量だとちょっと時間が掛かるから少し待っててね」

　量が量だけにしょうがないと頷き、査定や鑑定が終わるまでは依頼書が貼られているボードを眺めて時間を潰つぶす。

　そのまま二十分ほどが経ち、レノラのレイを呼ぶ声が周囲に響く。

「レイさん、素材の査定が終わりました」

「討伐証明部位による報酬、素材や魔石の買い取り、そして今回のオーク討伐依頼の報酬と、個別に加算される功績を全て合わせて……白金貨九枚の報酬となります」

　カウンターの向こうでレノラが金額を告げたその瞬間、密ひそかにレイの様子を窺うかがっていたギルド内部の冒険者たちがざわめく。

「おい、噓だろ？　白金貨九枚なんてＢランクやＡランク並の報酬じゃないか？」

「馬鹿、それだけあのレイって子がオーク討伐で重要な役目を果たしたってことでしょ」

「凄すごいな、うちのパーティに入ってくれないかな」

「無駄だよ。噂じゃ、あの坊主一人でオークキングを倒したらしいぜ？」

「……マジ？」

「ああ。と言うか、よく考えろよ。オーク討伐の報酬は白金貨二枚。素材や討伐証明部位の金額があるにしても白金貨九枚だぞ？　敵の大将を倒しでもしないとその額には届かないだろうさ」

　そんな会話を聞きつつレノラから白金貨九枚を受け取り、ミスティリングに収納する。

「……相変わらず便利ですよね、それ。あ、それとランクが上がるのでギルドカードを提出して下さい」

「ああ、そうだったな」

　ギルドカードを受け取りカウンターの奥へと向かうと、数分もせずに戻って来る。平静を装ってはいたが、その顔には動揺の色があった。

「どうぞ、お返しします。ランクアップ、おめでとうございます。けど、その……」

「いきなりＥまで上がってて驚いた、とか？」

「はい。その、正直な所夢なんじゃないかと思って頰を抓つねってしまいました。……ギルドの受付嬢になってから数年経ちますが一つの依頼でランクが二つも上がった人なんて初めて見ましたよ」

「うわっ、本当？　やっぱりレイ君って凄いわね」

　レノラの言葉を聞き、ケニーがレイの持っているギルドカードを覗のぞき込む。

　そこには確かにギルドランクがＧからＥに書き換えられていた。

　そんなレノラとケニーの会話を聞き、再びギルドがざわめく。だが、レイはそんなのは関係ないとばかりにギルドカードをミスティリングの中へと収納する。
















（昨日ボッブスは、近いうちにランクＤへのランクアップ試験を受けて貰うと言っていた。ランクＥになってから、それほど時間が経たないままにランクＤか。間違い無く色々と言われるだろうが……それでもランクアップして困ることは無いし、少し頑張ってみるか）

　内心で近いうちに受けるであろうランクアップ試験に対する決意を固め、話をしているレノラとケニーへと向かって口を開く。

「じゃあ、これで行くよ」

「やっぱり今日は依頼を受けないんですか？」

「さすがに昨日の今日だし。一日くらいはセトと一緒にゆっくり過ごそうと思って」

「あー、残念ね。このあと暇だったら一緒にお酒でも飲みたいところなのに」

「ちょっ、ケニー!?　貴方あなた一体何を考えてるのよ！」

　突然レイを誘い出したケニーへとレノラの怒声が飛ぶが、ケニーはそんなのはお構いなしとばかりにレイへと手を振って自分をアピールする。

　そんな二人の様子に苦笑を浮かべつつも、軽く挨あい拶さつをしてギルドを出るのだった。







　　　第一章







「おや、昨日の今日でもう依頼かい？」

　正門前に到着した途端、自分がレイの担当だとばかりに出て来たランガに従じゆう魔まの首飾りとギルドカードを渡して手続きを済ませる。

「いや、さすがにそれは無いよ。ただちょっとセトと一緒に大空の散歩と洒落しやれ込もうと思って」

「なるほど。あ、以前にも言った通り、街の近くで飛び立ったり着地したりはしないでくれよ」

「ああ、分かってる」

「それと、ランクアップおめでとう。それにしても、一気に二ランクアップとは凄いね」

　ギルドカードに表示されているランクがＧからＥへと変わっていたのを見たランガがそう言い、レイもまた小さく微笑む。

　その様子を満足そうに見たランガはギルドカードをレイへと返す。

「では、ギルドカードを返すよ。……レイさん、オークの討伐ありがとう。警備隊隊長としても、街の住民の一人としても感謝しているよ」

　ペコリと畏かしこまった言葉遣いで頭を下げるランガに一瞬呆あつ気けに取られるレイだったが、すぐに苦笑を浮かべる。

「気にしなくてもいいさ。俺としても色々と得る物のある依頼だったし。ランガが言ったようにランクも上がった。それに俺もまたこのギルムに住んでるんだから、オークのせいでこの街が危険になるというのが避けられたのは幸いだったよ」

　軽く手を振ると、セトと共に街から少し離れた所まで移動してその背へと跨またがった。

「セト、頼む」

「グルルルルルゥッ！」

　高く鳴き、数歩の助走でその巨大な翼を羽ばたかせ、空気を踏みしめるように上空へと駆け上がっていく。

　昨日までの天気と違い薄く雲が広がってはいるが、それは雨雲というものではなく、どちらかと言えば小さめの入道雲といった感じでまだまだ夏の天気だとレイには感じられた。

　そんな太陽の直射日光を浴びながらも、簡易的なエアコン付きとでも表現出来るドラゴンローブを着ているレイや、その程度の気温は全く意に介さないセトは特に何事も無く街から数時間ほどの距離を飛ぶ。ただし、セトの翼で数時間の距離だ。普通に地面を歩いて移動する者なら一日、下手をしたら数日程度の距離である。

　それだけ街から距離を取ったのには当然理由があった。オーク討伐で手に入れた魔石の吸収を行うという目的が。

　上空を飛びながら地上を見下ろしたレイが、林の中でポッカリと穴が空いたように木が生えていない場所を発見する。大雑把にその周囲を見回すが、モンスターや冒険者たちの姿も見えない。

「よし、セト。あそこに降りてくれ」

　レイの言葉に小さく喉のどを鳴らし、指示された場所へと着地するセト。地面に降りたあとは素早く周囲を確認する。

　レイもまたミスティリングからデスサイズを取り出し、いつモンスターに襲撃を受けても対応が可能なように周囲を素早く見回す。

「……大丈夫なようだな」

　周囲にあるのは、現在レイたちがいる空き地のような場所の周囲を覆うようにして生えている木のみで、特にレイやセトに対して敵意を持つモンスターの姿は存在しなかった。

　いや、正確に言えばＧランクで討伐依頼が出されている角つのウサギのようなモンスターはいたのだが、自分とは圧倒的に格が違うセトの姿を見て一目散に逃げ出したのだ。

「邪魔が入らないようだし、ここで魔石の吸収を済ませるとするか」

　こうして魔石やセトの食事としてのオークの肉をミスティリングから取り出すと、セトが嬉うれしそうに喉を鳴らす。ただし、セトの視線が向けられているのは魔石ではなく、オークやその上位種の肉だったが。

　オークを倒した直後は死体をそのままミスティリングへと入れていたのだが、エルクに手伝って貰もらって素材を剝はぎ取ったり魔石を取り出したりしたときにセトがその肉を食べたそうに眺めているのを見て、エルクがついでとばかりに適当な大きさに切り分けてくれていたのだ。

　一応分類的には亜人となるオークだが、当然この世界ではそんなのは関係ないとばかりに……否いな、ランクＤのオークやその上位種たちの肉は一般に出回っている低ランクモンスターの肉よりも魔力を多く含んでいるので美味であり、街中の肉屋でもそれなりに取り扱ってはいるとレイはエルクに聞かされていた。

「ほらっ！」

　オークの集落から街に戻って二日目。宿で貰える食事や、餌え付づけしてくれる街の住民や冒険者たちから貰った食べ物だけでは足りなかったのか、セトはポンと放り投げられたオークの肉をそのクチバシで器用に咥くわえて飲み込んでいく。

（魔石の吸収は、取りあえずセトが一段落してからだな）

　オークの肉を美う味まそうに食べるセトを眺めていると、レイもまた夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭で昼食を食べてからそれほど経っていないというのに腹の虫が自己主張してくる。結局はその自己主張に負け、近くに生えている木から枝を一本切り取ってオークの肉を刺し、地面へと突き刺す。

　次に近くに落ちている枯れ木を集め、魔法で火をおこしてオークの串焼きにし、ミスティリングから取り出した塩を表面に軽く振って口へと運ぶ。

「確かに美味いな」

　オークなだけに豚肉に近い味であり、塩のみというシンプルな味付けで串焼きにしていることもあって、焼きトンのような料理となっていた。ただし、モンスターのオークである分、通常の豚肉と比べて肉の味はより凝縮された味だったが。

「グルゥ……」

　それまで生肉を貪むさぼるように食べていたセトだったが、魔の森から出るときの野営で火を通したウォーターベアの肉を食べており、街中でも串焼きの類たぐいは良く食べていた。

　それゆえにオークの串焼きを食べているレイへと羨うらやましげに喉の奥で鳴き、それを見て苦笑したレイがセトの分の串焼きを作ってやり、一人と一匹は腹一杯になるまでオークの串焼きで腹を満たす。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ミスティリングの中に入っていたオークの肉を数匹分ほど食べて満足したのか、セトが満足そうに喉を鳴らす。

　その頭を撫なでながら少しの間休憩し、林の中を流れていく風を感じる。

　緑の匂いが香る風を堪たん能のうし、耳を澄ませば聞こえるのは鳥や虫、あるいは何らかの獣やモンスターの鳴き声。そんな声を聞きつつ、レイはミスティリングからオークの魔石を取り出す。

　オークの魔石はギルドにその殆ほとんどを売り払ったが、セトとデスサイズ用に二個取っておいたのだ。

「……よし。休憩終了っと。セト、魔石の吸収を始めるぞ」

　セトもまた、魔石を吸収すれば己おのれの力が増すというのを理解しているのでレイの言葉を聞き嬉しげに喉を鳴らす。

「まずはこの通常のオークの魔石だ。……一応ランクＥのゴブリンの希少種でもスキルを覚えられたんだから、可能性はあると思うが……セト！」

　声を掛け、セトの方へと魔石を放り投げる。

　それをクチバシで器用に受け取り、そのまま飲み込むが……スキルを習得したときのアナウンスメッセージが流れることもなく、特に変化は無かった。

「何も起きない、か」

「グルゥ……」

　残念そうに鳴くセト。

　一応念のためにとセトのスキル一覧を脳裏に浮かべるが、そこにあるのは相変わらず水球とファイアブレスの二つのみだ。

「スキルの習得はどういう基準なんだろうな？」

　呟つぶやきつつ残り一つのオークの魔石を宙へと放り、デスサイズで一いつ閃せんする。

　その刃で二つに分断され、煙のように消え去るが……やはりデスサイズもスキルを習得することは出来なかった。

「魔石二つを無駄にしただけか。まあ、せめてもの救いは通常のオークの魔石だったってことだが」

　溜ため息いきを吐つきつつ、次はオークアーチャーの魔石をミスティリングから取り出す。

「セト」

　先程と同じようにオークアーチャーの魔石を放り投げ、同様にセトがその魔石をクチバシで咥えて飲み込む。




【セトは『ウィンドアロー　Ｌｖ．１』を習得した】




　そして脳裏に響くアナウンスメッセージ。

「覚えた、か。にしても、ウィンドアロー？　セトのスキル名が水球とファイアブレスだというのを考えると、風の矢とかになりそうな気がするんだけど……まあ、その辺は恐らく魔獣術を作ったゼパイル一門にいたタクムの趣味か何かなんだろうが」

　スキルの名称に関しては特に気にしないことにして、早速セトが習得した新スキルの威力を確認するべく声を掛ける。

「セト、向こうに生えてる木に向かってウィンドアローを使ってみてくれ」

　セトはレイの言葉に頷うなずき、指示された通りに少し離れた所にある木を睨にらみつける。そして……

「グルルルゥッ！」

　高く吠ほえたかと思うと不可視の何かがセトから複数撃ち出され、木の幹を数ヶ所鋭く切り裂いた。

　ただし、さすがにＬｖ．１と低レベルのためにその威力自体はそれほど強くはなく、木の幹を切り裂いた傷の深さは数センチ程度といったところで、とても木の幹を真っ二つにするような威力は無い。その代わりという訳ではないのだろうが、その射出速度は水球に比べると明らかに速い。

「威力自体は水球やファイアブレスより低めだが、ウィンドアロー──風の矢──の名前通りに不可視に近い攻撃手段というのはかなり使えそうだな」

　レイの言葉に嬉しそうに喉を鳴らすセト。それを横目に、残り一個のオークアーチャーの魔石を宙へと放り投げ、こちらも先程と同様にデスサイズの刃で二つに斬る。その瞬間、煙のように魔石は消え去り……




【デスサイズは『飛ひ斬ざん　Ｌｖ．１』を習得した】




　アナウンスメッセージが脳裏に響く。

「飛斬、か。まあ、読んで字の如くなんだろうが」

　デスサイズを構え、セトが先程ウィンドアローを放った木へと狙いを付ける。

「飛斬！」

　スキルを発動させてデスサイズを振るうと、そのスキル名通りに斬撃が飛んで行き……木へと命中する。

　飛斬が命中した場所は、セトの放ったウィンドアローよりも深く木の幹を切り裂いていた。ただし、ウィンドアローが一度発動するだけで複数の風の矢を飛ばせるのに対して、飛斬で飛ばせる斬撃は一つだけという欠点もある。

「なるほど。手数はウィンドアローが上で、一撃の威力は飛斬の方が上な訳か。さて、次はオークメイジの魔石だな」

　多少予想とは違っていたが、それでも満足気に頷いたレイは続いてオークメイジの魔石をミスティリングから取り出した。

　そしてそれを先程と同様にセトへと吸収させ……




【セトは『ファイアブレス　Ｌｖ．２』を習得した】




　アナウンスメッセージが脳裏を過よぎる。

「へぇ、ファイアブレスのＬｖ．２か。セト」

「グルルゥッ！」

　レイが何を促しているのかを悟ったセトは、そのまま上空へと向けてクチバシを開き……炎を吐き出す。

　その口から吐き出された炎は、Ｌｖ．１のときに比べると明らかに太く、遠くまで届いている。そして炎の温度も以前よりも上がっていた。

「グルゥ？」

　どう？　とばかりにレイの方を振り向き、その顔を擦こすりつけてくる。

「ああ、さすがセトだな。いい炎だった」

　その頭をコリコリと搔かきながら褒めてやると、セトは喉の奥で嬉しそうに……それこそ猫のように喉を鳴らす。

「さて、じゃあ次はデスサイズだな」

　セトから離れ、オークメイジの魔石を宙へと放り、デスサイズで一閃する。

　今までと同様に、二つに切断されて煙の如く消え去るオークメイジの魔石。




【デスサイズは『マジックシールド　Ｌｖ．１』を習得した】




　そして脳裏に流れるアナウンスメッセージ。

　だが、それを聞いたレイは微かすかに眉まゆを顰ひそめてデスサイズへと視線を向ける。

「これは外れ、か？」

　疑問に思いつつも試しとばかりにデスサイズを構える。

「マジックシールド！」

　レイがそう叫ぶのと同時に、レイの目の前に一枚の光の盾のようなものが現れた。

　それを見たレイは、デスサイズを振りながら光の盾を邪魔にならないように動くように念じる。そうすると光の盾は自動的にレイが振り回しているデスサイズの邪魔にならないような位置へと移動する。

　デスサイズを振り回しながらその様子を確認していたレイは、動きを止めてからマジックシールドを消す。

「確かに自動的に動いてくれるというのは悪くない。悪くないんだが……」

　呟きながら、自らが纏まとっているドラゴンローブへと視線を向ける。

　ドラゴンの革かわを使って作られているそのローブは、当然のことながら魔法に対する強い防御力を発揮する。また、二枚重ねになっている革と革の間には竜の鱗うろこが仕込まれているので、並の剣や槍やり、弓ではドラゴンローブを貫いてレイの身体にダメージを与えることは出来ない。

　もっとも、斧おのやハンマーといった重量級の武器なら、刃を防ぐドラゴンローブでも衝撃自体は防げないのでレイにダメージを与えられるのだが。

「……そういう意味では一応有用と言えば有用なのか？　マジックシールド！」

　再びマジックシールドを出現させ、セトの前まで持っていく。

「セト、そのマジックシールドに何か攻撃をしてみてくれ」

　セトはレイの言葉に鋭く鳴きながら、マジックシールドへとその鋭い鉤かぎ爪づめを振り下ろす。

　するとマジックシールドはその一撃を完かん璧ぺきに受け止めるも、次の瞬間にはまるで霞かすみのように消え失うせる。

「……ん？　マジックシールド！　セト、もう一回だ。今度は水球で」

　レイの言葉に、セトの鋭い鳴き声と共に放たれた水球。それも先程同様にマジックシールドがその攻撃を防ぐと、霞のように消え失せる。

「これは、もしかしてかなり強力な攻撃も防げるのか？　セト、次はウィンドアローだ」

　三度レイの声に従い、放たれるウィンドアロー。最初の攻撃は今までと同様に防げたのだが、その攻撃を防いだ瞬間にマジックシールドはこれまで同様に消え失せ、同時に放たれた他のウィンドアローはマジックシールドの後方にあった草を刈り取っていく。

「なるほど。一度という回数制限はあるのか。なら、次はどれほどの攻撃のダメージを防げるかだな。……セト、次は直接攻撃を頼む。これなら防御可能な一発の威力も大体分かるし、何よりセトが直接攻撃をするんだから安心出来るしな」

「グルルゥ？」

　大丈夫？　と小首を傾げながら喉のどを鳴らすセトに小さく頷き、再びマジックシールドを展開する。

「最初は半分ほどの力で頼む」

「……グルルルルゥッ！」

　レイの言葉に雄お叫たけびを上げつつ、走りながら振るわれる前足。

　グリフォンであるセトの力と、マジックアイテムでもある剛ごう力りきの腕輪。この二つの威力が合わさって振るわれた一撃は、手加減をしていると言っても普通の人間が食らえば文字通りの意味で致命的な一撃だろう。だが、致命的なはずの一撃は光の盾に受け止められ、その防御を突破することは無かった。

「これは問題無しか。……ふぅ」

　大丈夫だと半ば確信はしていても、さすがにセトの一撃をその身で受けるのは緊張したらしく思わず溜息を吐く。

　そんなレイに向かって心配そうに喉を鳴らすセト。

「大丈夫、大丈夫だ。心配はいらないさ。それに、もしマジックシールドを突破したとしてもドラゴンローブがあったからな」

　ドラゴンの革と鱗を使って作られたドラゴンローブは、物理的な防御力も相当に高い。それがあるからこそ、セトの攻撃を自ら受けて確かめるという真似も出来たのだ。そして……

「セト、次だ。……全力で頼む」

　イヤ、と喉を鳴らして首を振るセト。

　セトにしても、大好きなレイに向かって攻撃するというのは心理的に相当な負担だったのだ。全力を出さない状況でそれだったのだから、全力で攻撃しろと言われるとさすがに頷くことは出来なかった。

「ほら、大丈夫だって。さっきも見ただろ？　マジックシールドは一回だけとは言っても、強力な防御能力を持っている。それに、今セトで試しておかないと、いざというときに実戦で試すことになりかねない。……な？　だから頼むよ」

　セトの頭をコリコリと搔きながら説得し、ようやくセトが引き受けたのは二十分ほど経ったあとのことだった。

「マジックシールド。……セト、全力で頼む」

「グルゥ……グルルルルルルルルゥッ！」

　一瞬悲しそうに鳴き、それでも次の瞬間には己を鼓舞するかのように高く鳴きながら剛力の腕輪が嵌はまった左足を全力で振るい……

「……ふぅ。何とか無事だった、か」

　セトの全力の一撃を受けたマジックシールドが霞のように消えていくのを見ながら、安あん堵どの息を吐くレイ。

　散々セトに大丈夫だとは言ったものの、それはあくまでもレイの感覚的なものであり、何らかの明確な確証があった訳ではなかったのだ。

　その後も色々と調査をし、マジックシールド自体が自動的に動きつつ不意に行われた攻撃に対しても自動的に反応してくれることを確認したり、セミオートとも呼べる半自動的に動かすというのも可能であるということが判明する。
















　他にも、自分以外にもマジックシールドを張れるのか、あるいは攻撃されずに出しておけるかといった風に試したのだが、前者は自分にしか張れず、後者は約五分で消滅することを確認した。

　マジックシールドの検証に無理を言ったお詫わびとして、ミスティリングから取り出したサンドイッチをセトに与え、嬉うれしそうに食べている姿を見ながらレイは実験の結果を呟く。

「セトの渾こん身しんの一撃も防げるとなると、基本的には殆ほとんどの攻撃を防ぐことは可能だろうな。しかもオート、セミオート、マニュアルの三種類を使い分けることも可能、と。そうなるとさっきの外れという言葉は取り消した方がいいか」

　防御を自動的に行ってくれる盾。しかも防具の盾とは違って質量が無く、ましてや手で持つ必要も無い。

　唯一にして最大の欠点は攻撃を一度防ぐと消えてしまうことだが、それにしてもレイの場合はその莫ばく大だいな魔力に物を言わせてマジックシールドが消えたら再度使用すれば問題無い。

　ドラゴンローブとマジックシールド。この二つの防御を抜くというのは並大抵の攻撃だと無理なのは明らかだった。

「まあ、使えないスキルじゃなくて良かったってことか。それに腐食と違ってあからさまに魔法っぽいからあまり隠す必要も無さそうだし。次、オークジェネラルだな。セト」

　ミスティリングから取り出したオークジェネラルの魔石を放り投げ、それをクチバシで咥くわえて飲み込むセト。

　その様子を見ながら、次はどんなスキルを習得するのかと楽しみにして待つが……

「……何？」

　スキルを習得したというアナウンスメッセージは流れることがなかった。

「どうなっているんだ？　ランクＣモンスターの魔石だぞ？」

　そう呟つぶやくも、アナウンスメッセージが流れることはない。

　セトもまた残念そうに喉を鳴らす。

　その様子を見ながら、レイは内心で考えを纏めていく。

（ランクＣのオークジェネラルでスキルを覚えなかった。その割には希少種とは言ってもゴブリンの魔石でスキルを習得している。スキルの習得には魔石を持っていたモンスターのランクや強さはそれほど関係無いのか？　となると、スキルを覚える条件は何だ？　相性とかか？）

　内心で考えを纏めつつも、習得出来なかったというのを認めるともう一つのオークジェネラルの魔石へと視線を向ける。

（まあ、結局スキルを覚えるには魔石を吸収するしかない以上、倒したモンスターの魔石を与えるしかないんだが……まさか、ランクＣモンスターのオークジェネラルの魔石でスキルを覚えられないとは思わなかったな）

　小さく溜ため息いきを吐つき……だが、次の瞬間何かに気がついたかのように目を見開く。

（いや、待て。そうなると、もしかしてデスサイズの方もオークジェネラルの魔石でスキル習得は出来ないのか？）

　嫌な予感を覚えつつも、オークジェネラルの魔石を宙へと放ってデスサイズで一いつ閃せんする。

　他の魔石のときと同様に二つに分かれて消えていく魔石。

　そしてアナウンスメッセージは……無い。

（なるほど。今のところはセトがスキルを覚えられない魔石だとデスサイズも無理ということになるのか。まあ、セトもデスサイズも両方ともが俺の魔力を基にした魔獣術で作られて……いや、創られているんだから、その辺が共通していると言われれば納得するしかないんだけど）

　やってしまったものはしょうがないと、深く溜息を吐いて気持ちを切り替える。

「オークジェネラルの魔石でスキルを習得出来なかったのは残念だが……取りあえず、ラスト。オークキングの魔石だな」

　ミスティリングから取り出したのは、今まで見てきた魔石の中でも最も大きかったウォーターベアやクイーンアントの魔石と比べても一回りほど大きい魔石だ。

　その魔石を手にし、デスサイズとセトを見比べること三十秒ほど。やがて小さく頷うなずくとセトへと声を掛ける。

「セト、オークキングの魔石はお前が吸収しろ」

　いいの？　と小首を傾げて喉を鳴らすセト。

　レイはその仕草に笑みを浮かべながら頷く。

「ああ。デスサイズには腐食も飛斬もマジックシールドもある。弱点だった魔法攻撃以外の遠距離攻撃も手に入れた以上、オークキングの魔石はお前が吸収した方がいい。ほら」

　ひょい、とばかりに放り投げたオークキングの魔石を、これまで同様クチバシで咥えて飲み込むセト。

（さすがにオークキングの魔石ならスキル習得出来ないとかは無いと思うんだが……）

　あるいはレイのその内心の祈りが通じたのだろう、脳裏にアナウンスメッセージが流れ込む。




【セトは『王の威圧　Ｌｖ．１』を習得した】




　セトがスキルを習得したという事実に、ほっと安堵の息を吐くレイ。

　だが、すぐに首を傾げることになる。

「セト、王の威圧ってどういうスキルだ？」

　そう。スキル名で大体の効果が分かったこれまでと違い、王の威圧というスキル名では効果が予想出来なかったのだ。セト自身はそのスキルを理解しているようなのだが、あいにくとセトは人の言葉を理解は出来るが話すことが出来ないために上う手まく説明出来ない。

　論より証拠とばかりにセトは自分の背へとレイを乗せて上空へと駆け上がって行き、地上で飛び回っている角ウサギの群れを発見してその前へと降り立つ。

「ピィッ！」

　自分たちの前へと突然現れたグリフォンに驚き、そのまま一目散に散って逃げようとするが……

「グルルルルゥッ！」

　セトが高く鳴き、その瞬間角ウサギの動きが止まる。そしてその隙をセトが逃すはずもなく、クチバシと鋭い爪で次々に屠ほふる。




「……なるほど」

　己おのれが倒した角ウサギを食らっているセトを見てレイが呟く。

　今セトがやったことでようやく王の威圧の効果が分かってきたのだ。威圧という名の通りに敵の行動を阻害するのだろう。その効果がどれほどのランクのモンスターにまであるのかというのはきちんと調べなければいけないだろうが、有用なスキルであるというのは間違い無い。

「さすがオークキングの魔石だな。出来ればデスサイズの分も欲しかったが……それはまたの機会があれば、か」

　スキルの習得と検証を終えたレイは、角ウサギを食べ終わったセトと共にギルムへと戻るのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　スキルを大量に習得した翌日の早朝。レイの姿は当然の如くギルドの前にあった。セトはすでに自分の指定席と言ってもいい場所で寝転がっており、ギルドに来た冒険者や街の通行人たちから食べ物を与えられて嬉しげに喉を鳴らしていた。

　そんな中、突然セトを囲んでいた人混みの中から一人の人物が飛び出してきてセトの首筋へと思い切り抱き付く。

「セトちゃんセトちゃんセトちゃんセトちゃん。元気にしてた？　レイに苛いじめられてない？　美お味いしいご飯を食べさせて貰もらってた？」

「グルルゥ？」

　突然自分に飛びついてきた人物に声を掛けられ、小首を傾げるセト。

　だが、首に抱き付いているのが共にオークキングと戦った『灼熱しやくねつの風かぜ』のリーダーでもあるミレイヌであると気がつき、喉を鳴らして挨あい拶さつをする。

　そんなセトの仕草が、またミレイヌの急所を直撃したのだろう。セトの首筋に抱き付いたまま、蕩とろけるような笑顔を浮かべて口を開く。

「ああーん、やっぱり可愛いわね。どう？　レイじゃなくて私の従魔にならない？　私なら毎日お腹なか一杯のご飯を食べさせて……痛っ！」
















　その瞬間、ミレイヌの頭に杖つえが叩たたき落とされてミレイヌの悲鳴が周囲に響く。

　杖の持ち主は四十代ほどの男で、呆あきれたような溜息を吐いた。その後ろにはこちらも苦笑を浮かべた十代後半の少女の姿があった。

　二人共『灼熱の風』のメンバーで、男の方が魔法使いのスルニン、女の方が弓術士のエクリルだ。

　こちらもまた顔見知りの二人であり、セトが喉を鳴らして挨拶をする。

「悪いね、セト。うちのリーダーが迷惑を掛けたみたいで。ほら、ミレイヌ。ギルドで依頼を受けるんでしょう。行きますよ」

　四十代の魔法使いであるにもかかわらず、スルニンはパーティリーダーのミレイヌの首筋を軽々と摑つかみ、年齢を感じさせない動きで地面を引きずりながらギルドの中へと入っていく。エクリルも最後に少しだけセトの頭を撫なでてから、二人のあとを追ってギルドの中に向かう。

　周囲ではまるで嵐のような出来事に驚きつつも、セトがおやつをちょうだいと喉を鳴らすと、再びセトに対する餌え付づけが開始される。




「セトちゃんも、すっかり街の人気者になったわね」

　依頼書が貼られているボードを眺めていたレイの横に、先程ギルド前で別れた──正確にはスルニンに強制連行された──ミレイヌの姿があった。

　武士の情けとばかりに、先程のスルニンの件には触れずに口を開く。

「そっちも依頼か？」

「そっちもって……じゃあやっぱりレイも？　普通はああいう大きい依頼をこなしたあとだったら、一週間くらいは休むものなんだけど……」

　そう言いつつも、ミレイヌの視線はボードに貼られている依頼書へと釘くぎ付づけにされていた。

　その様子に言ってることとやってることが違うんじゃないかとばかりに視線を向けると、ミレイヌはどこかバツの悪い苦笑を浮かべる。

「あー、実はね。オークの討伐で武器とか鎧よろいがおしゃかになって。……しかも私だけじゃなくてスルニンやエクリルも武器や防具に多かれ少なかれダメージを受けてたのよね。で、それを修理したり新しいのに買い換えたりしたら今回の報酬の殆どが消えちゃってさ」

　パーティのリーダーとしては頭の痛いところなのだろう。溜息を吐きながらも言葉を続ける。

「まあ、元々そろそろ武器や鎧をワンランク上の、もっと性能の高い物にしようかなーって考えてたから、丁度いい機会と言えば丁度いい機会だったんだけど。そのおかげでなるべく早く新しい依頼を受けなきゃならなくなったのよ」

　ミレイヌの言葉を聞き、その腰に下げている武器や鎧へと視線を向けるレイ。

　確かにその装備はオーク討伐のときに見た物とは違っており、ミレイヌの言葉を信じるのなら以前よりも性能の高い物になっているのだろう。

　少し離れた位置では、スルニンとエクリルもミレイヌ同様に依頼書の貼られているボードを見ていたが、レイに気が付くと頭を下げたり、あるいは小さく手を振って挨拶をしてきていた。

　その二人に挨拶を返していると、突然ミレイヌが背中からレイへと抱きついてくる。

「ねぇ、レイ。どうせ依頼を探してるのなら、私たちと一緒に依頼を受けない？　ほら、セトちゃ……じゃなくて、レイの実力なら頼りになるしさ」

　その台詞せりふでミレイヌの狙いがどこにあるのかを悟ったレイは苦笑を浮かべる。

　恐らくオーク討伐隊に参加した冒険者の中で、『雷らい神じんの斧おの』を抜かせば一番初めにセトと仲良くなったのもミレイヌなら、同時にセトを一番気に入ったのもミレイヌなのだから。

　だが、そんなミレイヌの言葉にレイは即座に頷く訳にはいかない。

　何しろレイの目的はあくまでもモンスターの魔石であり、素材やら報酬やらは二の次なのだ。そして他の冒険者とパーティを組んだとき、レイが魔石を希望すると揉もめる可能性が非常に高い。モンスターの中で一番高く売れるのは、特殊な例外を除いて基本的に魔石なのだから。

「ミレイヌ、あまり人に無理を言ってはいけませんよ。人にはそれぞれ事情があるのですから」

　レイの困った顔を見たのだろう。スルニンがミレイヌをそう窘たしなめる。

「そうだよ。ミレイヌさんがセトをお気に入りなのは分かるけど、あまり無茶言っちゃ駄目ですよ」

「むぅ……けどさあ」

　スルニンだけではなくエクリルにまで諫いさめられるミレイヌだったが、ちょうどそのときレイが一枚の依頼書を見つける。

　依頼内容は魔の森の近くにある別の森の調査と書かれており、ランクは不問で募集人数が五人。

（これなら『灼熱の風』と一緒に受けてもいいか？　幸い『灼熱の風』の面めん子つには戒めの種を使ってあるから、俺が魔石を欲しがってるところを見せたとしても、深く追及はしてこないだろうし）

「ミレイヌ、この依頼なら一緒に受けても構わないがどうする？」

「え？　本当!?　どの依頼？」

　レイの言葉に満面の笑みを浮かべて依頼書を覗のぞき込むミレイヌ。だが、その表情はすぐに曇る。

「うーん、森の調査かぁ……この手の依頼って報酬はそれなりに高額なんだけど、調査というだけあってあまり知られてない場所に入り込むからどういうモンスターが出て来るか分からないんだよね。でもセトちゃんとは一緒にいたいし、レイの戦闘力も魅力だしなぁ……うーん……スルニンとエクリルはどう？」

　依頼書を睨にらみつつパーティメンバーへと尋ねるミレイヌ。

　そもそもランクＣパーティの『灼熱の風』と違い、レイのランクはＥ。今ミレイヌが見ているようなランク不問の依頼とかでなければ一緒に依頼を受けることは出来ないのだが。

　一応『灼熱の風』がランクＥの依頼を受けることは可能だが、そもそも金を稼ぎたいというのに、わざわざ報酬の少ない低ランクの依頼を受けるというのは無理がある。

　そしてランク不問の依頼というのは往々にして報酬がもの凄すごく安いか、あるいは報酬が高い場合は危険度も同様に高くなっている。今回の場合は魔の森の近くにある別の森の調査ということで、どのようなモンスターが出て来るのかが不明である以上、どちらかと言えば後者に入るだろう。

　つい先日、レイや『灼熱の風』が参加したオークの集落を討伐する依頼も分類的にはこちらに入る。

「申し訳ありませんが、私は反対させて貰います。買ったばかりの杖がまだ馴な染じんでいない状況で、危険度が不明の依頼はちょっと遠慮したいですし」

「だよね。ごめんね、ミレイヌさん。私もまだ新しく買った弓を使いこなせてる訳じゃないからさ」

　申し訳なさそうな顔をしながらも首を振る二人に、ミレイヌは溜息を吐く。

「だよねぇ。まあ、しょうがないと言えばしょうがないんだけどさ。今日は諦あきらめるとしますか。ごめんね、レイ。無理言って」

「いや、構わない。俺は夕暮れの小麦亭に泊まってるから、セトもそこの厩舎きゆうしやにいる。暇があったら遊んでやってくれ」

「うん、絶対行くね。じゃ、私たちはこの辺で。本格的に良さそうな依頼を探さないと、宿の代金を払えなくなりそうだし」

　ミレイヌは残念そうに溜ため息いきを吐つき、スルニンとエクリルを連れてＣランク用の依頼ボードへと去っていく。

　その後ろ姿を見送り、さて自分も何かいい依頼は……と思ったところで、再び近付いてくる人影に気が付いた。

　明らかにレイの姿を見ながら近付いてくるその様子を見れば、誰でもその人物の目的がレイだというのは理解出来ただろう。

　年の頃は十代後半から二十代前半程度。身につけている装備は、冒険者としてはそれほどレベルの高くない物だろう。ただし腰に装備している剣だけは別で、やけに目を惹ひき付けるものがあった。

（魔剣、か？）

『鷹たかの爪つめ』のバルガスが持っていた『パワー・アクス』、あるいは『雷神の斧』のエルクが持っている巨大なバトルアックス。そしてオークキングの持っていたグレートソード。そのどれもが魔力を秘めた武器、すなわちマジックアイテムだ。

　それらは魔力を宿しているためにどうしても人目を惹き付ける物があり、だからこそ魔力を感知出来るような能力を持っていないレイでも、それがマジックアイテムの一種であると何となく理解出来るのだ。

　そして自分へと一直線に近付いてくるその男の腰にある剣もまた、それらと同様の雰囲気を放っているマジックアイテムの剣、すなわち魔剣であると何となく察することが出来た。

「あんたがレイで間違い無いか？」

　レイの前で立ち止まり、尋ねてくるその男に小さく頷うなずく。

「ああ。で、お前は？」

「俺はアロガン。ランクＥ冒険者だ」

　ランクＥ冒険者。すなわち、レイと同ランクということになる。

　もっとも、レイは前日にランクＥになったばかりの新米なのだが。

「で、アロガン。俺に何か用があるのか？」

「ああ。俺はちょっと依頼でギルムから出ていて、今朝帰ってきたんだが……そこで妙な噂を聞いてな」

「妙な噂？」

「何でもランクＧの冒険者がオークキングを倒したっていう、とんでもなくありえない噂をな」

　信じられないだろう？　とでも言うようにレイの顔を覗き込んでくるその様子は、明らかにレイがその噂になっているオークキングを倒した冒険者であると理解した上での行動だった。

（嫉しつ妬とか？　まあ、どちらにしろまともに相手をする必要もないな）

　内心で呟つぶやき、わざとらしく溜息を吐く。

「おいっ、何だよその溜息は」

「で、用件は？」

　頭に血が上ったアロガンの様子を無視して用件を尋ねる。

　その態度に再度頭に血が上りそうになったアロガンだったが、このままペースを握られるのも面白くないとばかりに舌打ちをしてから口を開く。

「何、簡単なことだ。俺とちょっと勝負をして欲しいんだよ。オークキングに勝った実力ってのを見せて欲しいと思ってな」

　予想通りと言えば予想通りのその言葉に、一瞬カウンターの方へと視線を向ける。

　止めて欲しいと思っての行動だったが、レイが絡まれているのを見たら上司へ報告するように言われていたレノラは仕事を果たすべく上司の下へと出向いていたのでその姿はすでに無く、その代わりという訳でもないだろうがケニーは自分のお気に入りのレイへと絡んでいるアロガンを半ば殺気を込めたような視線で睨みつけていた。

「俺がその勝負を受けるメリットは？」

「は？」

　何を言ってるんだ？　とでも言いたげな顔でレイを見るアロガン。

　アロガンとしては、喧けん嘩かを売られたらまず間違い無く無条件で買うと睨んでレイへと絡んだのだが、その予定はあっさりと外れていた。

「おいおい、あの若造本気か？　まだランクＥだってのにレイに喧嘩を売るとか」

「……話を聞く限りじゃ、アロガンとか言ったか？　あいつはしばらくギルムにいなかったらしいからな。しょうがないさ」

「まあなあ。……確かにレイのことを何も知らない状態なら絡んでいくのも分からないこともないんだよな。何しろ背は小さいし、見かけも華きや奢しやだ」

　ギルドにいる冒険者たちが小声で話している声がざわざわと周囲へと響いているのだが、レイを睨みつけるのに精一杯のアロガンには聞こえている様子は無い。

　そんなアロガンを見る冒険者たちの目は、ある種の勇者へと向けるようなものである。もっとも、その勇者とは棍こん棒ぼうのみを装備してドラゴンへと突撃を掛けるという意味の勇者なのだが。

　何しろ、ギルド登録初日にランクＤパーティの『鷹の爪』を相手に一人で圧勝し、その所持金やら装備品やらを根こそぎ奪うという真似をしたのだから、その行状は嫌でも目立つ。

　そのおかげで今もまだ『鷹の爪』は借金を返すために忙しい毎日を送っているのだから、自分もそのような目に遭いたくは無いと考える冒険者にとって、一見華奢で弱そうに見えるレイはすでに鬼門に近い扱いだった。

　さらには先程も周囲の者たちが見ていたように、若手でも実力派として頭角を現し始めているランクＣパーティの『灼熱しやくねつの風』と親しく、なおかつランクＡパーティの『雷神の斧』との付き合いもある。……そして何より、とその場にいた殆ほとんどの冒険者たちはギルドの外にいるであろうグリフォンの姿を思い浮かべた。

　ランクＡモンスターのグリフォン。レイと敵対するということは、自動的にあの大空の死神とも敵対するということを意味するのだから。

　だが街に帰って来たばかりで噂だけを聞き、特に裏を取りもせずにレイへと突っかかっていったアロガンにとってはそんなことが理解出来るはずも無い。何しろ自分はもうじきランクＤへとランクアップ試験を受けるほどの実力者なのだから、ランクＥに上がったばかりの新人はどうとでもなると判断していたのだ。

　ある意味で、これも有名税の一つと言えるだろう。

「とにかく、俺と戦えばいいんだよ。そうすれば俺もお前の実力をきちんと認められるんだからな。それとも何だ？　オークキング殺しを成し遂げたっていうのに、俺みたいなランクＥ冒険者を相手に勝つ自信が無いのか？」

（なるほど。『夜よ闇やみの星ほし』のセリルと似たタイプだな）

　自分の信じたいことのみを信じ、それこそが現実だと認識しているタイプ。

　違うとすれば、ギルムの危機でもあるオークたちの討伐で戦闘の混乱に紛れて大勢で、しかも不意打ちまでしてきたセリルとは違って正面から正々堂々と戦いを挑んでくる分、まだあそこまで腐りきってはいないということか。ここでその自信過剰な所を叩たたき潰つぶせば、セリルの二の舞にはならないだろうとレイは判断する。

（別に、俺がそれをやる必要も無いんだが……）

「だから、俺がお前に勝てるかどうかは別だ。俺がお前との勝負を受けるメリットを示せと言ってるんだよ」

「……な、ならお前は何を出すって言うんだ？」

「はあ？　お前は何を言ってるんだ？　お前が俺に勝負をして貰もらいたいんだろ？　なのに何で俺がお前に対価を支払わないといけないんだ？」

「ぐっ、……そ、そうやって言い逃れする技術だけは一人前らしいが。……いいだろう。じゃあ俺に勝ったら銀貨三枚渡そう。それでどうだ？」

「……まあ、いいか。これ以上ここで騒ぐのは面倒になるだけだしな。で、どこでやる？」

　これ以上相手をするのも馬鹿らしいとばかりに話の先を促す。

　それを聞いてようやくレイが自分と戦う気になったと判断したのか、アロガンは自信満々でギルドのドアへと視線を向ける。

「そんなに手間は掛けないさ。ギルドの外でちゃちゃっと終わらせてやるよ」

　そう告げ、ギルドの外へと向かって歩き出すアロガン。レイもまた溜息を吐き、そのあとを追ってドアを潜り表へと向かう。




「さぁ、武器を構えろ」

　アロガンは腰に装備していた魔剣をスラリと鞘さやから抜き放ち、その剣先をレイへと向けてくる。

　レイもまた、その剣を見ながらミスティリングからデスサイズを取り出して構える。

　周囲には通りすがりの物見高い野次馬が集まっており、この人混みの中でレイに恥を搔かかせて晒さらし者にしようというアロガンの狙いは明らかだった。

　……ただ、その中には以前にも似たようなやり取りがあって『鷹の爪』が恥を搔いたと知る者もそれなりにいたので、アロガンが期待するような視線は、レイではなくアロガンの方へと向けられていたのだが。

　なお、表に出て来たレイを確認したセトは、立ち上がろうとしてレイに目で止められたために、そのまま再び寝転がって騒ぎの様子を眺めている。

「なるほど、それが噂のアイテムボックスな訳だ」

　レイがアイテムボックスを持っているというのは噂で聞いていたのか、舌なめずりをするかのようにレイの右腕に嵌はまっているミスティリングへと視線を向けていた。

　そんな様子を無視しながら、レイはアロガンの持っている剣を観察するように眺める。

（なるほど、過剰とも言える自信はあの魔剣のおかげか。ランクＥの冒険者が持てるような魔剣じゃないと思うが……どこで手に入れたのやら）

　アロガンの持っている魔剣は、黒い刀身に赤い紋様のような物が浮かび上がっているというものだ。刀身から受ける迫力は、その魔剣がかなりの力を秘めているというのを十分に感じさせる。

「行くぞ！」

　短く叫び、地を蹴けってその魔剣を振り下ろしてくるアロガン。

　だが、その剣を操る速度は遅い。……否いな、鈍のろいと言ってもいいくらいのものだった。

　キレも鋭さも力強さもなく。

　確かにランクＥ冒険者として考えるのなら十分な実力を持っているのだろう。だが、同じようなマジックアイテムのグレートソードを持ったオークキングとやり合ったレイにしてみれば、まさに欠伸あくびをしていても簡単に回避できるような一撃。

　後方へと軽く一歩下がり、アロガンの振り下ろした剣先が自分の目の前を通り過ぎたところでデスサイズを下から掬すくい上げるようにしてアロガンの魔剣を受け止める。同時にそのまま刃の内側で刀身を搦からめ捕り……上空へと撥はね上げる。

　デスサイズと魔剣が接触した、キンッという鋭い音が周囲へと鳴り響いた次の瞬間にはアロガンの持っていた魔剣は空へと高く舞い上がっており、クルクルと回転して弧を描きながらアロガンの近くにある地面へとその刀身を突き刺す。

　予想外すぎる成り行きに、アロガンも含め周囲は静まりかえる。

　その様子を見ながらデスサイズをミスティリングへと収納したレイは、アロガンへと向かって口を開く。

「いくら武器が一流でも、使い手が三流ではな……」

　そのレイの声は、アロガンだけではなく周囲で成り行きを見守っていた野次馬たちの間にも響き渡る。














【セト】

　・水球　Ｌｖ．１

　・ファイアブレス　Ｌｖ．２　　ｎｅｗ


　　　　太さ八十センチほどのファイアブレスを吐くことが可能。ファイアブレスの温度は千度程度。



　・ウィンドアロー　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　三～五本の風の矢を射出する。威力自体はそれほど高くはないが、風で作られた矢なので敵が視認しにくいという効果や、矢の速度が速いという特徴がある。



　・王の威圧　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　雄お叫たけびを発し、自分より弱い敵の身を竦すくませて強制的に動きを止めることが出来る。また、雄叫びに耐えた敵がいても速度を一割ほど低下させることが可能。ただし、自分と同等以上の強さを持つ相手には効果が無い。






【デスサイズ】

　・腐食　Ｌｖ．１

　・飛斬　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　斬撃を飛ばすスキル。威力はそれなりに高いのだが、飛ばせる斬撃は一つのみとなっている。



　・マジックシールド　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　光の盾を作りだし、敵の攻撃を一度だけ防ぐ。敵の攻撃を防いだあとは霞かすみのように消え去る。また、光の盾は通常はオートでレイの邪魔にならないように動いているが、意識すれば自分で好きなように動かすことも可能。自分にしか使用出来ず、他人に対しての使用は不可能。また、スキル発動後何もしないまま五分が経てば自動的に消滅する。


















　　　第二章







　アロガンとの決闘……というよりは、茶番劇から五日ほど。その日の昼過ぎにレイの姿はギルドの二階にある会議室の中にあった。

　そう、オークの討伐隊に関する説明をボッブスから受けた会議室だ。

　そして会議室の中には、レイの他にも五人ほどの冒険者たちの姿がある。レイを含めて合計六人。それがランクＤへのランクアップ試験を受ける者たちだ。

　なお、その中にはレイと茶番劇を行い、本来の目論見とは逆の意味で名を広めてしまったアロガンの姿もある。会議室に入ってきたレイと視線を合わせたその瞬間に勢いよく視線を外したのを見れば、アロガンがレイにどのような感情を抱いているのかは分かるだろう。

（ランクアップ試験か）

　前日、いつものようにギルドへとやって来たレイへと声を掛けて来たのは、すでに担当と言ってもいいような存在になっているレノラだった。

　そのときのレノラとの会話を思い出す。




『あ、レイさん。ランクアップ試験ですが、明日から始まりますので昼過ぎに会議室へ来て下さい』

『……やけに急だな。普通ならもっと余裕をもって知らせるんじゃないのか？』

『まあ、確かにそうなんですけどね。ただ、この場合はあくまでも冒険者のランクアップ試験です。緊急の依頼や、いざ何かあったときに時間が無いのでもう少し待って下さいとは言えないでしょう？』

『なるほど、確かにそうだな。明日の昼過ぎだな？』

『はい。ギルドに登録してから一月もしない間にランクアップ試験を受けるというのは、ギルムでの最速記録ですよ。頑張って下さいね』




　そんな会話を思い出しつつ周囲の面々、共にランクアップ試験を受ける者たちへと視線を向ける。

　まず一人目は言わずと知れたアロガンだ。先日の一件で恥を搔いたが、腐っても魔剣使い。本人の技量はともかく、かなり高性能の魔剣を持っている以上は力押しの戦い方を好むのだろう。

　二人目。動きやすいように髪の毛を短く切りそろえている女だ。その髪の毛と同様に動きを阻害しないよう、モンスターの革かわで出来たレザーアーマーを身につけており、腰には二本の短剣。罠わなのチェックや偵察等をこなすシーフなのだろう。年齢的には十代後半と言ったところか。

　三人目。レイと似たようなローブを身につけ、その手には杖つえが握られている。典型的な魔法使いタイプの男で、どこか木ぼく訥とつとした顔をしている。二人目の女の隣に座って笑みを浮かべながら話しているところを見ると、知り合いなのだろう。こちらも年齢的には十代後半と言ったところだ。

　四人目。鋭い目付きをした男の戦士。装備自体はアロガンの持っているような魔剣に比べると圧倒的に劣る、街で売っているような普通のロングソードだが、レイの見たところでは戦士としての格ではアロガンよりも上に感じられた。年齢的には二十代前半で、アロガンより一つ二つ上と言った感じだ。

　五人目。椅子へと座り、じっと目を瞑つむっている女。顔立ちはどちらかと言えば端整と言ってもいいだろう。特筆すべきはその耳。普通の人間より大きく、先端が尖とがっているその耳は女がエルフであることを証明していた。そして眼前のテーブルの上に大きめの弓が置かれているのを見ると弓使いなのだろう。外見年齢は十代後半と言ったところか。




（そして俺、か。はてさてどんな試験が行われるのやら）

　そんな風に考えていると、ふとレイとシーフの女の視線が合う。

『……』

　お互いがお互いを無言で見つめ合うこと数秒。やがて根負けしたかのようにシーフの女が口を開く。

「私に何か用？」

「いや、特に用は無いよ」

「けど、今私のことをじっと見てたじゃない。何か用があったんでしょ？　それとも何、もしかしてこんなときにナンパでもするつもりだったとか？」

「ちょ、キュロット。何いきなり絡んでるのさ。えっと、ごめん。キュロットは初めてランクアップ試験を受けるから緊張してるんだ。あまり気にしないでくれると嬉うれしいな」

　シーフの女、キュロットの隣に座っていた魔法使いの男が女の代わりとでも言うようにペコリと頭を下げてくる。

「スコラ、何であんたが頭を下げてるのよ。悪いのはこいつでしょ。人のことをイヤらしい目でジロジロと見て」

「あー、もう。ごめん。本っ当にごめん。悪気は無い……とは言わないけど、普段はここまで意固地じゃないのに……」

「気にするな。少なくとも俺は気にしてないからな」

「何よ、私なんか相手をする価値も……」

「騒がしいな」

　キュロットの金切り声で騒がしかった室内に、不意に響いた声。その人物が会議室の中へと入ってくるのを感じていたレイはともかく、他の者たちは反射的に声のした方へと視線を向ける。

　そこにいたのは三十代後半から四十代ほどの中年の男。ただし、その鍛えられた身体付きは現役の冒険者のものと言っても差し支えないだろう。

「ほら、ランクアップ試験の説明を始めるぞ。聞く準備はいいか？」

（……どこかで見た顔だな。確か……ああ、ゴブリンの涎よだれと揉もめたときの）

　そう。そこにいたのは、『鷹たかの爪つめ』と揉めたときにレイの戦闘力を十分だと判断してランクＧにしてくれた人物、グランだった。

　その顔を思い出しつつ、レイはキュロットを無視するようにグランの方へと向き直る。

　キュロットもまたグランが誰かを悟ったのだろう。最後に鋭い視線で一瞬だけレイを睨にらみつけるとグランの方へと向き直る。

　なお、その横では再度スコラがレイへと向かって頭を下げてからグランの方へと振り向く。

「さて、では早速だがランクアップ試験についての説明を始める。まずこのあと、お前たちで一度戦って貰もらう」

　グランがそう告げた瞬間、これまでのレイとキュロットのやり取りを我関せずとばかりに無視していたアロガンがギョッとした表情でレイへと視線を向ける。

　その戦闘力の違いを思い知らされてからまだ五日ほどだ。もしレイと当たったら、まず勝ち目が無いと微妙に顔から血の気が引いていく。

　だが、そんなアロガンを安心させるかのようにグランは話を続ける。

「とは言っても、その戦闘で負けたからと言って即ランクアップ試験を失格になる訳じゃない」

　グランのこの言葉に、一番安あん堵どしたのは間違い無くアロガンだっただろう。

「……査定の参考にするというのは否定しないが、戦いの主目的はお前たちがお互いの実力を知ることだ。で、肝心のランクアップ試験だが、ここから馬車で二日程度の場所に盗とう賊ぞく団の根城があることが判明した。この盗賊団の討伐がランクアップ試験の内容となる」

　盗賊団の討伐、と言われて会議室の中がシンと静まりかえる。

　基本的にここにいる者たちはランクＤへのランクアップ試験を受けるのだから、ランクＥ以下の依頼しか受けていない者が殆ほとんどだ。

　一応ギルドの規則的には自分のランクよりも一つ上の依頼まで受けられるのだが、ＥとＤの間にある壁の存在を先輩冒険者たちから聞いているため、実際にランクＤの依頼を受ける者はごく少ない。

　そして、ランクＥ以下の依頼と、ランクＤ以上の依頼。そこにある明確な差は、討伐対象に盗賊や賞金首といった人間が入っていることにある。

　モンスターとの戦闘が日常茶飯事のこの世界でも、やはり人を殺すという行為に抵抗を覚える者は多い。それゆえに、盗賊や賞金首の討伐というような人を相手にする依頼はランクＤ以上に位置付けられているのだ。

「その様子を見る限りでは全員知ってるようだが、ランクＤ以上の依頼には稀まれに盗賊の討伐、あるいは商人や旅人の護衛といった仕事が入ってくる」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切ると、自分の言葉がきちんと理解出来ているかを見定めるように六人の姿を見渡し、言葉を続ける。

「それらの依頼を受けて、いざというときに敵を殺すのを躊躇ちゆうちよしたために逆襲され、仲間や護衛対象が殺されてしまいました……なんてことになったら最悪だからな。前者はまだしも、後者の場合は冒険者ギルド全体の信頼にもかかわってくる。だからこそＤランクへと上がるためのランクアップ試験は、基本的に人を殺す依頼を受けることになる」

　グランの言葉だけが会議室の中へと響き、ランクアップ試験に挑む者たちはじっとその話を聞いている。

　ただし、その中でもレイは他の者ほど緊張してはいなかった。

　何しろ、オークの討伐任務で『夜よ闇やみの星ほし』の四人をその手に掛けているのだ。確かに人を殺すというのは好んでしたいような行為ではなかったが、だからと言っていざというときに躊躇するような弱さがある訳ではない。

　そしてもう一人。

（あいつも、か）

　レイの視線の先にいるのはアロガンではない方の戦士だ。集中してグランの話を聞いているように見えるが、他の者のように目に見えて緊張しているといった雰囲気ではない。

　それだけで、恐らく自分同様に人を殺した経験があるのだろうとレイは何となく理解する。

「さて、話は分かったな。じゃあ早速それぞれに戦って貰う。当然試験を受けに来てるんだから自分が使う武器は持ってきてるな？　俺に付いて来い」

　そう告げ、会議室を出て行くグラン。そのあとをレイたちもまた追う。

「戦闘に関しては訓練場がギルドの奥にあるから、そこでやるぞ」

「訓練場？」

　思わず呟つぶやいたレイの言葉に、近くを歩いていたキュロットが呆あきれたような視線を向ける。

「呆れた。あんたギルドの裏にある訓練場も知らないの？　そんなんでよくランクＥまで上がって来れたわね」

「あー、もう。何でそんなにこの人に突っかかるのさ。ごめんなさい、キュロットのことは気にしないでくれると助かります」

「気にするな」

　そんな二人のコンビっぷりに苦笑を浮かべつつ、訓練場について考える。

（ゴブリンの涎といい、アロガンといい、何で俺と戦うときに訓練場を使わないでわざわざギルドの前を……ああ、そうか。自分が勝つところを野次馬の目に見せて俺を晒さらし上げたかったのか）

　何となく理解しながらグランのあとを付いてギルドの一階へ下り、ギルドの裏口を通って外へと出る。

　そのまま数分ほど進むと、グランの言っていた訓練場が見えてきた。

　とは言っても、特に大仰な設備が整えられている訳ではない。広い空間に壁を立てて囲ってあるだけで、屋根すらも存在していない。

　訓練場自体の広さはかなりのものがあり、それこそ騎士団同士の模擬戦を行ってもまだ余裕がありそうなほどだ。現在はその訓練場の中にポツポツと十人程度が存在して、それぞれに訓練をしていた。

　周囲から向けられる視線を全く気にした様子も無く訓練場の中央まで進み、グランがレイたちに声を掛ける。

「あまり周りの視線に気を取られるなよ。今から行う模擬戦の成績が試験の結果に直結する訳では無いとは言っても、参考にするというのは変わらないんだからな」

　自分たちに向けられている視線を綺き麗れいに無視し、一同を見回して口を開く。

「さて、まずは自己紹介からだな。一人ずつ自分の名前、職業、得意な武器、知られてもいいスキルを順番に言え。まず、お前からだ」

　グランが指名した人物、それは予定調和と言うべきかレイだった。

　ニヤリとした笑みを浮かべているグランに、苦笑を浮かべつつも口を開く。

「レイだ。職業は魔法戦士。武器は……」

　ミスティリングからデスサイズを取り出して一振りする。ほんの一振り。それだけで訓練場にいる者たちの視線はレイとデスサイズへと釘くぎ付づけになる。

「この大鎌、デスサイズだ。それと炎の魔法を得意としている。……テイムに関しても？」

　この場にはいないセトについても話した方がいいのか？　と暗に尋ねるが、グランは小さく頷うなずきを返す。

「他にも一匹モンスターをテイムしている。それなりに知ってる奴もいると思うが、ギルドの従じゆう魔まや馬車用の待機スペースでよく寝転がっているグリフォンだ」

「ちょっ！　じゃああんたがあのオークキング殺しの!?」

　グリフォンという単語でレイの素す性じようが理解出来たのか、キュロットが思わずといった様子で叫ぶ。

「ほら、騒ぐのは分かるがまだ自己紹介は終わってないぞ。次、お前だ」

　パンパン、と手を叩たたいて皆みなの注目を集めたグランが次に指名したのは、女盗とう賊ぞくのキュロットだった。

　啞あ然ぜんとしてレイを見ていたキュロットは、横にいるスコラに背中を突かれて我に返る。

「私はキュロット。職業はシーフ。武器は見ての通り短剣よ。スキルについては、そうね……偵察とか罠の設置を得意としてるわ」

「なるほど、シーフか。今回の試験では色々と活躍しそうだな。次」

　次に指名されたのは、キュロットの隣にいるスコラ。

「僕はスコラ。職業は魔法使いで、武器は特に無いかな。魔法に関しては水と風、回復魔法を使えるよ」

「ほう、攻撃魔法の他に回復魔法も使えるのか。これは将来有望かもしれんな」

　グランが感心したようにスコラへと視線を向ける。

　魔法使いというのは、基本的には攻撃魔法が得意な者は回復魔法が苦手で、同様に回復魔法が得意な者は攻撃魔法が苦手というのが一般的だ。それゆえに攻撃と回復の両方に適性のあるスコラは冒険者たちの中でも数が少ない魔法使い、その魔法使いの中でもさらに稀き少しような存在と言っても過言では無かった。

　自分が評価されているのを聞くのはやはり嬉しいのだろう。スコラはグランの言葉に頰を赤くして笑みを浮かべ、照れ隠しに俯うつむく。

「次」

　次に指名されたのはアロガン。レイの視線を気にしつつも、意図的に気にしないようにして口を開く。

「俺はアロガン。戦士だ。武器はこの魔剣。スキルという訳じゃないが、直接的な攻撃力に関しては自信がある」

「ランクＥで魔剣使いか、しかもなかなかの威力を持つ魔剣らしいな。……使いこなせればその威力は目を見張るものがあるだろう」

　先日起きたレイとの諍いさかいを知っているのか、暗に今のお前では宝の持ち腐れだと匂わせ、グランは次の人物へと目を向ける。

　その言葉を聞いたアロガンは微かすかに眉まゆを顰ひそめつつも、言い返すことなく黙り込む。

「次」

　次に指名されたのは、レイの他に唯ゆい一いつ人を殺した経験があると思われる鋭い目つきをした戦士の男だった。

「スペルビア、戦士だ。武器はこのロングソードで、スキルも戦士としての能力以外には特に無い」

「……なるほど。腕の方は問題無いようだな。次」

　グランはスペルビアを一いち瞥べつしただけでスペルビアの腕を見抜いたのか、小さく頷いて最後の一人へと視線を向ける。

　大きな弓を背負ったエルフの女は、グランの視線を受け止めてから小さく頷き口を開く。

「フィールマ・パトローノ。メインの武器は弓を使っているわ。職業的にはレンジャー、あるいは精せい霊れい魔法使いかしらね。スキルは今も言ったように精霊魔法をある程度は使えるわ」

　エルフというのは、それこそ老人から子供までが弓の達人であるとして知られている。他にも人間より大きな魔力を持つことから魔法使いとしても優れているが、その両方を使いこなせるという者は滅多にいない。

　その稀少さは、先程の攻撃魔法と回復魔法の両方を使えるスコラに勝るとも劣らないものだ。

　そして、フィールマ・パトローノ。名字持ちということは、エルフの世界でもそれなりの家の出であることを示していた。

　グランもまた、フィールマの自己紹介を聞いてニヤリとした笑みを口元に浮かべる。

「ほう。エルフというだけでも珍しいのに、弓と精霊魔法を使いこなすか。レイといい、スコラといい、今回は随分と豊作だな」

　そう呟き、自己紹介が終わった試験参加者たちを一瞥して口を開く。

「さて、簡単な自己紹介はこれでいいだろう。次はお互いに模擬戦をしてそれぞれの実力を把握してもらう。何しろ、基本的にはお前たちだけで盗賊団の討伐をやってもらうんだからな。習うより慣れろって奴だ。最初の試合は……レイとスペルビア」

　グランはそう言い、レイとスペルビアの二人を指名する。

　その言葉を聞き、早速前に出て向かい合う二人。

　レイの手にはいつものデスサイズが、そしてスペルビアの手にはロングソードが握られている。

「言っておくが、これはあくまでも模擬戦だぞ。ランクアップ試験の本番である盗賊団の殲せん滅めつに向けてお互いの実力、あるいは仲間の実力を知るためのものだ。決して熱くなりすぎたりしないようにな」

　グランの言葉にレイとスペルビア、そしてその場にいる全員が頷く。

「何か質問はあるか？」

　そう問うグランにレイが声を上げる。

「俺の戦闘スタイルは基本的にセトとコンビを組んでのものなんだけど。……それは？」

「ランクＤなりランクＥなりにグリフォンなんて持ち込んだら普通は勝負にもならないだろうが。禁止だ禁止。言っておくが、盗賊団の殲滅でもグリフォンを使役するのは禁止だからな」

　そこまで告げ、小さく溜ため息いきを吐ついたグランは言い聞かせるようにレイへと声を掛ける。

「いくらテイムがお前のスキルだからと言っても、いつでもお前の側にグリフォンがいる訳じゃないだろ？　今回の試験はあくまでもお前自身の力で参加して貰う」

「テイムも俺の力だ……というのは聞いて貰えないのかな？」

　当然とばかりに頷くグランを見て小さく溜息を吐き、デスサイズを構えてスペルビアと向き合う。

　レイにしても聞いて貰えればラッキー程度の気持ちで口にした意見だったので、それ以上は特に気にせず相手を観察する。

（……へぇ）

　そして改めて武器を構えたスペルビアと向かい合い、思わず内心で感嘆の声を上げる。

　剣を構えるその仕草が堂に入いっていたからだ。もちろんオークの討伐隊で一緒になったミレイヌに比べれば色々と隙は見み出いだせるが、それでも魔剣の攻撃力に頼り切ったアロガンよりはよほど腕の立つ使い手に見えた。

　また、同様にスペルビアもデスサイズを構えたレイの様子を確認して警戒度を上げる。

（魔法戦士と名乗ってはいたが……どちらかと言えば戦士の比重が大きいタイプだな。それも相当の凄すご腕うでだ。こうして向かい合っていても打ち込む隙が見当たらない。だが、奴の武器はあの巨大な鎌。あんな長物である以上は懐に飛び込めば対処は難しいはず。ならば！）

「はあああぁぁっ！」

　気合いの声を上げつつ、自分に出せる最大の速度で地を蹴けりレイの懐に潜りこむべく接近していく。

（最初の一撃さえ凌しのげれば懐に入れる。そうすれば勝ち目はある！）

　内心で一瞬だけ考え、レイが動かすデスサイズの初動を見極めんとその巨大な鎌へと意識を集中する。

「ここだ！」

　スペルビアがレイの間合いに入ったその瞬間、横よこ薙なぎに振られたその一撃をロングソードで受け流そうとするが……

　デスサイズの刃の部分を受け流そうとして、振るわれた一撃の圧倒的な重さを受け流しきれず、そのままデスサイズとぶつかり合ったロングソードごとスペルビア自身が吹き飛ばされる。

「がぁっ！」

　十メートル近くも真横へと一直線に空を飛び、そのまま地面へと数度バウンドしながら土を削るようにしてようやくその動きを止める。

　あまりに身も蓋ふたもない一撃に、訓練場の中がシンと静まりかえる。

「ぐっ、くそっ。何だ今の一撃は……」

　それでもさすがにランクアップ試験を受けるだけはあるのだろう。スペルビアは今の一撃で足をふらつかせながらも剣を支えにして立ち上がり、レイの方へと向けて歩み寄る。

　その様子をレイは多少の驚きを以もつて眺めていた。

「へぇ、あの一撃を受けてもまだ立てるのか。ちょっと予想外だな。……まだやるか？」

「当然……だっ！」

　よろめく足でバランスを崩しながらも、その勢いすらも利用して再び挑み掛かろうとした所で……

「そこまでだ！」

　グランの声がスペルビアの動きを止める。

「試験官、俺はまだやれるぞ！」

「そのフラフラの足でか？　最初に言ったが、これはあくまでも模擬戦であって、盗賊退治という依頼を共に行う仲間の実力を知るためのものだ」

「……分かった」

　スペルビアが重い溜息を吐き、まだふらつく足を引きずりながらも元の場所へと移動する。

　それを見たレイもまた、スペルビアから少し離れた場所へと向かう。

　二人の行動を確認したグランが次の組み合わせを告げる。

「次、アロガンとキュロット。前に出ろ」

「ちっ、女かよ」

「ちょっと、女だからって何よ！　あんまり甘く見ないでよね。こう見えても私だってランクアップ試験を受けるだけの実力は持ってるんだから！」

　ボソリと呟いたアロガンへと嚙かみつくキュロット。グランはそんな二人を呆れたように眺めながら溜息を吐く。

「アロガン、冒険者に必要なのは実力だ。性別じゃない。キュロット、お前もだ。会議室でもレイに食って掛かっていたようだが、少なくともランクＤ冒険者として活動したいのなら、その協調性の無さは問題だぞ」

「……ふん」

「すいませんでした」

　アロガンはグランの意見を鼻で笑い、キュロットは素直に謝る。そうして皆の前で魔剣を持ったアロガンと短剣を構えたキュロットが向かい合う。

「スペルビアにも言ったが、この模擬戦はお互いの力を確認するためのものだ。くれぐれも熱くなりすぎないように。……始め！」

　開始の合図と共に、キュロットがシーフ特有の素早い体たい捌さばきで前へと出る。

　それを迎え撃つべく、アロガンもまた己おのれの魔剣を鞘さやから引き抜いて構える。

　模擬戦開始前にはキュロットを馬鹿にしたような態度を取っていたアロガンだったが、その目には油断は無い。いや、むしろ真剣な表情でキュロットの行動を観察していた。

「はぁっ！」

　自己紹介のときにアロガンの持っているのがかなりレベルの高い魔剣だというのを聞いていたキュロットは、その剣の力が発揮される前に勝負を掛けた。……否いな、掛けようとしたのだ。

　鋭い叫び声と共に突き出された短剣の切っ先。キュロットの狙い通りであれば、アロガンはそれに対処出来ずに首筋へと切っ先を突きつけられて勝負ありとなるはずだった。

　だが、実際には突き出された剣先の前にアロガンの姿は無い。キュロットの狙いを読んだのか、あるいは直感的な判断だったのか。

　鋭く地を蹴って後方へと跳んだアロガンは、キュロットの攻撃が外れた次の瞬間再び地を蹴ってキュロットの横へと回り込み、剣を振るう。

　それをシーフゆえの鋭敏な感覚で察知し、咄とつ嗟さに短剣を横へと突き出す。

　もしアロガンの振るう剣が通常の剣なら、長剣を防げはしなくとも受け流すことくらいは出来ただろう。だが、今回に限って言えば相手が悪かった。……否、正確にはアロガンの持っている武器が悪かったと表現すべきか。

　ギィンッ、とアロガンの魔剣とキュロットの短剣がぶつかった甲高い音が周囲に響き、同時にキュロットの手に握られていた短剣は空高く舞い上がる。同時に、次の瞬間にはピタリとキュロットの首筋へとアロガンの魔剣の剣先が突き付けられていた。

　このとき、一連の動きを見ていた周囲の観客や、あるいはランクアップ試験に参加する者たちはアロガンの剣の動きに瞠どう目もくする。

　何故なら、キュロットが反射的に防御のために短剣を突き出したのは右側。当然アロガンの魔剣もそちらに振るわれ、短剣を弾はじき飛ばしたのだ。だが、次の瞬間に剣先が突き付けられていたのはキュロットの左の首筋だった。

　短剣を弾き飛ばした後、強引にそちらへと刃を向けたのだ。技では無く、身体能力によって強引に。

　その剣の腕は、五日ほど前にレイと戦ったときよりも明らかに上がっている。アロガンとしても、レイにあっさりと負けてから遊んで過ごしていた訳では無く、このランクアップ試験に備えて訓練を積んできた証あかしだった。

　身体能力任せとはいえ、自らの短剣を弾き飛ばしたあとに空中で強引に軌道を変えて首筋へと突きつけられた、艶なまめかしいほどに黒い刀身を間近で目にしたキュロットは思わず息を吞のむ。

「そこまで。勝者、アロガン！」

　グランの声が周囲へと響き、それを聞いたアロガンはキュロットの首筋から魔剣を離して鞘へと収めた。

　自分に対する自信が瞬殺とも言えるような負け方でへし折られてしまったキュロットは、弾き飛ばされて訓練場に落ちていた自分の短剣を拾い上げ、悔しさを押し殺しながらもスコラの隣へと戻る。

　そのあとを追おうとしたアロガンだったが、その背へとグランが声を掛けた。

「その魔剣の効力は身体能力増強か？」

「まあ、そんなところだ」

「なるほど、ならさっき言ったことは取り消した方が良さそうだな。お前は十分その魔剣を使いこなしていると言ってもいい」

「……けど、あいつには一蹴いつしゆうされた」

　ポツリ、とレイの方を見ながら口の中だけで呟つぶやくアロガン。

　数日前のレイとアロガンの戦い。そのときは今と同様に魔剣の力で身体能力を強化して挑んだにもかかわらず、あっさりと武器を弾かれるという屈辱的な負け方をしてしまったのだ。

　あの戦いは自分の力に自信を持ち、驕おごりとすらなっていたアロガンの心をこれでもかとばかりに叩たたきのめした。そう、例えば自分の視線の先にいるキュロットのように。

「あいつはそもそもランクＥにいるのがおかしいような規格外なんだから、それほど気にする必要はないと思うがな。……まあ、いい。戻れ」

　アロガンはグランの言葉に一瞬だけレイの方へと視線を向けるも、すぐに視線を逸そらして自分の元いた場所へと戻っていく。

「さて、じゃあ次は最後の模擬戦だな。スコラとフィールマだ。前に出ろ。ああ、それとフィールマは今回弓じゃなくて純粋に魔法で戦うように」

「頑張ります」

「精霊魔法のみ？　……まあ、しょうがないわね」

　グランの声にスコラとフィールマが皆みなの前へと進み出る。スコラはその純朴な顔に精一杯の勝利の意志を込めて。フィールマは表情を殆ほとんど変えずに、その手に持っていた弓と矢筒を地面へと置いて。

　そんな状態で向かい合う二人だったが、グランが開始の合図をする前にスコラが口を開く。

「ねぇ。精霊魔法を使うって話だけど、魔法の発動体はいいの？」

　自分の持っている杖つえを見、フィールマへと声を掛けるスコラ。

　そのスコラの言葉に、フィールマは小さな笑みを浮かべて頷うなずく。

「ええ。精霊魔法を使うには貴方あなたたちのような発動体は必要ないのよ。精霊と意思の疎通が出来て、友達になってさえいれば問題無いわ」

「へぇ、便利なんだね。いいなぁ……僕たちも使えるのかな？」

「どうかしらね。精霊の姿を見て、話を聞いて、友達になれば可能かもしれないわよ」

「お喋しやべりはそこまでにしろ。お前たちにも一応言っておくが、これはお互いの実力を確認するための模擬戦なので必要以上に熱くならないように。……では、始めっ！」

　グランの合図がされると同時に、スコラは杖をフィールマへと向けて呪文を唱え始める。

　同様にフィールマもまた、己の友である精霊へと呼びかける。

『風よ、見えざる矢と化して、眼前に立ち塞ふさがりし者へと突き立てん』

　スコラの呪文が世界を偽り、眼前へと見えざる矢を作り出す。

『ウィンドアロー！』

　魔法が完成するのと同時に放たれた数本の矢。それは呪文にあったように見えざる矢としてフィールマへと襲い掛かる。だが……

『風の精霊よ、防御をお願い』

　フィールマの口から発せられたその短い言葉に、風の精霊はフィールマを中心として風の障壁を作り出すことで応こたえる。

　ウィンドアローはその障壁を貫かんと速度を増して風の障壁を穿うがとうとするが、数秒の拮きつ抗こうの結果、勝利したのはウィンドアローが砕け散ったあとも残っている風の障壁だった。

『地の精霊よ、彼の足下を崩して』

　風の障壁が消えるや否や、再びフィールマが口を開く。風の精霊ではなく、地の精霊へと呼びかける声だ。

「っ！」

　その声を聞いたスコラは咄嗟にその場を飛び退のく。すると次の瞬間には、それまでスコラのいた場所にまるで落とし穴でもあったかのように数センチほど地面が陥没する。

　スコラはその様子を見ながら、飛び退いた場所で再び持っていた杖をフィールマの方へと向けて呪文を唱える。

『水よ、鞭むちと化して我が敵を打て！』

　その呪文により、スコラの手元へと水が集まって鞭と化す。

『ウォーターウィップ！』

　呪文の完成により、鞭と化した水が振り上げられ……そのまま振り下ろされる！

　だが、フィールマはエルフ族特有の軽い身のこなしでその鞭の一撃を回避し、前へと進み出てスコラとの距離を縮める。

『風の精霊、地の精霊。彼に縛いましめを』

「……え？」

　自分に近付いてくるフィールマへと向かって水の鞭を振り下ろそうとしたスコラだったが、ふと気が付くとその足下には土が纏まとわり付き、同時に身体には風が纏わり付いて動きを阻害し、身動きが取れなくなっていることに気が付く。

　このままでは不ま味ずいと判断し、自らの動きを止めている土と風を何とかしようとした瞬間、すでに目の前にはフィールマの姿があり、掌てのひらをスコラへと向けていた。

「そこまで！　勝者フィールマ！」

　同時にグランの声が訓練場へと響き渡り、全ての模擬戦は終了する。
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「さて、これで大体それぞれの実力は理解出来ただろう」

　訓練場でランクアップ試験参加者の前でそう告げるグラン。

　それを受ける者たちは、ある者は小さく頷き、またある者は笑みを浮かべ、あるいは悔しそうな顔のままグランの言葉を聞いていた。

「何度も言うようだが、今回の模擬戦はあくまでも盗とう賊ぞく討伐依頼をこなす上で必要なお互いの実力を知っておくためのものだ。あまり拘こだわらないようにな。で、次に決めるのはこの臨時パーティのリーダーを誰がやるかだが……」

　呟き、六人の顔を順繰りに見つめていくグラン。それぞれが自分がなりたい、なりたくないは別にして誰がリーダーに指名されるのかを息を吞んで待ち受けている。そんな中、グランの視線はある一人へと固定されていた。

「レイ、お前がリーダーだ」

　そしてそう告げる。

「え？　俺が？」

　グランの言葉に驚きを顔に浮かべるレイ。だが、グランは何の躊躇ためらいも無くその問いに頷く。

「ああ。正直お前の戦闘力自体はすでにランクＤとかそういうレベルのものじゃないというのは理解している。何しろオークキングを倒す実力を持っているんだからな」

　その口から出るのは賞賛と言ってもいい言葉。だが、口に出しているグランの表情は決してその言葉通りのものではなかった。

「だが、お前の場合戦闘力は高いが、一方で個人としての行動に特化していて、パーティでの行動に関しては未熟と言わざるをえない。ランクＥまでならそれでもいいのかもしれないが、ランクＤ以上になれば臨時や固定で自然と他の者とパーティを組む必要が出て来るはずだ」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めたグランは、意味ありげな視線をレイへと向けてから再び言葉を続ける。

「だからこそ、人と接するのが苦手なお前が上のランクに上がるにはそれをどうにかしないといけない。少なくとも、最低限のコミュニケーションは取れるようにな」

　理路整然と指摘してくるグランの言葉に、レイは沈黙を守るしか無かった。基本的に自分が人との付き合い方がそれほど上う手まくないというのは自覚していたからだ。それが上のランクに上がるための条件だと言われれば、レイにとってリーダーを引き受けないという選択肢は残っていない。

「分かった。リーダーを引き受けさせて貰もらう」

「他の奴等もいいな。このランクアップ試験の課題である盗賊団の討伐が終わるまで、この臨時パーティのリーダーはレイだぞ」

　グランのその言葉に、皆がそれぞれ頷く。

「よし、じゃあ早速だが今回の盗賊討伐依頼の詳細だ。まず、盗賊団の根城までの案内は俺がすることになる。と言うか、試験官なんだからどのみちお前等と一緒に行かないといけないんだがな」

　小さく肩を竦すくめたグランの様子に、確かにと頷く一同。

「出発は明日の朝。午前九時の鐘が鳴る前に正門前に集合だ。足としてギルドが馬車を出してくれる。何か質問は？」

　グランの言葉に、キュロットが口を開く。

「馬車の用意はギルドがしてくれるってことだけど、その他の物資……特に食料やポーションの類たぐいは？」

　キュロットのその質問によく気が付いた、とでも言うようにグランは笑みを浮かべる。

「ギルドから提供されるのは馬車だけだ。その他の物資はそれぞれが自分で必要な分を用意するように。当然各自が用意した物資も査定に入れさせて貰う」

　次に口を開いたのはスペルビア。

「盗賊団というが、具体的にどの程度の人数なのか把握は出来ているのか？」

「最低でも二十人程度はいるとのことだ」

「……なるほど。最低でも、か」

　グランの言葉の裏を理解して頷くスペルビア。その辺はオーク討伐のときと一緒だったためにレイにもすぐに察することが出来た。

「最低でもって、何でその言葉にそこまで拘るんだよ？」

　言葉の裏を理解出来ていないアロガンがスペルビアへと尋ねる。スコラも同様に首を傾げて隣にいるキュロットへと視線を向けていた。

「どうやら分かっていないのが数人いるみたいだな。レイ、リーダーとしての初仕事だ」

　グランに促され、レイが溜ため息いきと共に口を開く。

「最低でも二十人ということは、それ以上の人数、それこそ四十人だったり百人だったりする可能性もある訳だ」

　その言葉にギョッとするアロガンとスコラ。

　だが、その二人を安心させるようにフィールマが言葉を続ける。

「とは言っても、これはあくまでもギルドのランクアップ試験に選ばれた任務。そこまで無茶な数はいないと思ってもいいでしょうね」

　その言葉に、あからさまに安あん堵どの息を吐く二人。だが、グランは意地悪そうな笑みを浮かべて再度口を開く。

「確かにこれはギルドの試験でもあるが、だからと言って絶対に安全ということはないんだ。気を緩めると死ぬぞ。……さて、他に質問は？」

　グランのその言葉に、誰も口を開かない。それを確認したグランは、その視線をレイへと向ける。

「レイ、減点一だ。これが依頼である以上はリーダーとして報酬のことを聞いておくべきだろう」

「……ああ、なるほど」

　指摘され、小さく頷くレイ。

　レイにとっての依頼とは魔石を手に入れるための手段であって、報酬自体はそれほど気にしていなかった。それゆえその点に思い至らなかったらしい。

「小さいようだが、報酬の確認をしておかないと依頼達成後に依頼主と揉もめる可能性がある。……まあ、ギルドの依頼ボードに貼られている依頼を受けるというのならこの辺は気にしなくてもいいがな」

　グランの言葉は、依頼ボードに貼られている依頼に関しては何かトラブルがあったときにはギルドが介入するので、その種の問題が起きにくいということを示していた。

「だが、ランクＤ以上になると稀まれにだがギルドを通さないで依頼をされることもある。その場合はきちんと報酬や依頼に関する注意点を聞いておくのを忘れないように。ちなみに今回はランクアップ試験という関係上報酬はそれぞれ銀貨一枚となっている」

　グランの言葉に皆が頷く。

「よし、では今日はこれで解散とする。先程も言ったが、明日の朝九時の鐘がなったら出発するからそれまでに各自荷物を整えて正門前に集合だ。それとこれも繰り返しになるが、レイはグリフォンを連れてくるのは禁止とする」

　その言葉を合図に、皆がそれぞれ散っていく。




　臨時のパーティメンバーたちの後ろ姿を見ながら、思わず溜息を吐つくレイ。

　まさか自分がパーティリーダーなんて任される羽目になるとは思わなかったというのもあるが、それよりも問題なのは……

（セトをどうするか、だな。行きに二日、帰りに二日。そして恐らく向こうで一日で五日。しかもこれは何のトラブルもないと仮定してのものだ。一応余裕を持って二日ほど見るとして一週間）

　そこまで考え、脳裏に厩舎きゆうしやでじっとしていて寂しそうに鳴いているセトの姿が浮かぶ。

（さすがに一週間もセトを厩舎に閉じ込めておく訳にはいかないだろうな。となると、誰かに預けるしかない訳だが適当な人材が……いや、待て）

　その瞬間、レイの脳裏に浮かんだのはミレイヌの姿だった。

　ある程度自分たちの異常さを知っており、それでもなお親しみを込めて接してくる希け有うな人物。それでいて戒めの種を埋め込んであるために、万が一の心配もいらない。また、ミレイヌ自身がセトへとかなりの愛着を持っているのは見ていれば分かる。

「そうなると問題は明日までに捕まえられるかどうか……か」

　小さく呟つぶやき、善は急げとばかりにギルドの中へと向かう。




「レノラ、『灼熱しやくねつの風かぜ』のミレイヌと至急連絡を取りたいんだけど、何かいい方法はないかな？」

　ギルドの中へと戻り周囲を見回すが、そこにはミレイヌを含む『灼熱の風』の姿は無かった。すでに日中という時間帯なので冒険者がギルドにいる可能性は少ないと踏んでいたため、特に気落ちもせずにカウンターへと向かいレノラへと声を掛ける。

「『灼熱の風』のミレイヌさんですか？　彼女でしたら今日の夕方には依頼を片付けてギルドへ戻って来ることになってますが」

「正確な時間が分かるなら教えて欲しいんだけど」

「いえ、さすがにそれは……申し訳ありません」

「ああ、いや。気にしないで欲しい。俺も無茶を言ったと思うから。じゃあ、ミレイヌが戻ってきたら伝言を頼めるかな？」

「それは別に構いませんけど」

　レノラの言葉に、ほっと安堵の息を吐くレイ。

　もし伝言を頼むのが駄目なようなら、『灼熱の風』が戻って来るまでずっとギルドで待っていなければいけなかったのだ。

　ミスティリングの中には遠出に必要な物はあらかた入っているが、それでも完全ではない。その補充や、他にも持っていれば便利な物を買っておきたかった。

「あー、レイ君。私という存在がありながら浮うわ気きするつもりなの？」

　そんなレイを見ながら、レノラの隣で興味深そうに二人の会話を聞いていたケニーが声を掛ける。

　その様子に苦笑を浮かべながら首を振るレイ。

「そういう意味での伝言じゃないよ。知っての通りランクアップ試験を受けてるんだけど、セトを連れていくのは戦力過剰過ぎて駄目だと言われてね。かと言って、一週間近くもセトを宿の厩舎に入れておくのは可哀想だからミレイヌにその間の世話を頼もうかと思ったんだ。幸い、ミレイヌはセトに対してかなり好意的だし」

「なるほど。確かにＤランクのランクアップ試験にあの子を連れて行ったら戦力的にちょっと問題ですよね。分かりました、伝言をお預かりします」

「じゃあ、依頼が終わって戻ってきたら夕暮れの小麦亭に来るように伝えて欲しい。セトの件で話があると」

「はい、お任せ下さい」

「ちぇー。なんか仲間外れにされてる雰囲気」

　レイの言葉にレノラが頷うなずき、その隣ではケニーが若干不満そうにレイへと視線を向けていた。




　夕暮れの小麦亭で夕食を食べ終え、部屋で寛くつろいでいるとドアがノックされる。

「レイ、いる？　ギルドで伝言を貰って来たんだけど」

「ああ、ちょっと待ってくれ」

　寛ぐために脱いでいたドラゴンローブを羽織り、スレイプニルの靴を履き、ドアを開ける。

　そこには約束をしておいたミレイヌの他にも、『灼熱の風』のパーティメンバーである魔法使いのスルニンと、弓術士のエクリルの姿があった。

「大まかな話はレノラから聞いてるよ。セトちゃんをしばらく私たちに預けたいってことでしょ？　一応、『灼熱の風』全員に関係のあることだから皆みんなで来たんだけど」

「問題無い。入ってくれ」

　ミレイヌの言葉に頷き、ドアの前から移動して三人を部屋の中へと招き入れる。

　さすがに一人用の部屋に四人も集まっていると狭苦しいのだが、それぞれが椅子や床、あるいはベッドへと腰を下ろす。

　最初に口を開いたのは当然の如くミレイヌだった。

「で、セトちゃんについてだけど、私たちに預けるって本気？」

　そう問いただしてくるミレイヌだったが、その顔には期待に満ちた笑みが浮かんでいた。セトに夢中になっているミレイヌにしてみれば、自分たちにセトを預けるというのはまさに渡りに船なのだろう。

「ああ。ギルドでレノラから聞いたかもしれないが、俺の受けるランクアップ試験にセトを連れていくのは禁止だと言われてな。かと言って、最短で五日。余裕を見れば一週間もセトを厩舎に閉じ込めておくなんて真似をするのもちょっとな」

「従魔の首飾りを着けてるんだから、好きにさせればいいじゃない。セトちゃんならきっと街の皆からも歓迎されるわよ？」

「ミレイヌ、それはちょっと無理です」

　ミレイヌの言葉に待ったを掛けたのは、『灼熱の風』の知恵袋でもある魔法使いのスルニンだった。

「たとえ従魔の首飾りを着けていたとしても、さすがにグリフォンほどの高ランクのモンスターが主あるじの冒険者も無しで歩き回っていては、この街に住んでいてセトのことを知っている者ならともかく、ギルムに来たばかりの人や、レイとセトを知らない住民がパニックを起こすかもしれません」

「えー、あんなに可愛いセトちゃんなのに……」

「スルニンの言うことももっともだから、誰かセトに付いていてくれれば安心して自由に出来る訳だ。もちろん何のメリットもなくセトを預かれなんてことは言わないさ。俺がランクアップ試験を受けている間は、セトをそっちの従魔扱いにして依頼を受ける際の戦力として考えてくれてもいい。どうだ？」

　レイのその言葉にミレイヌは見るからに歓迎といった様子で表情を明るくし、エクリルもまた賛成らしく小さな笑みを浮かべていた。そのままミレイヌがセトの件を引き受けようと口を開こうとして……そこにスルニンが割って入る。

「確かに従魔を短期間ながら他人に貸し出す、あるいは事情があって面倒を見て貰うというのは良くある……とまでは言いませんが、それなりに聞く話です。ですが、もし従魔が預けられた先で何か問題を起こした場合はその主が全ての責任を取らなければならないと理解した上での提案ですか？」

「それは問題無い。お前たちを信頼しているというのもあるし、セト自身頭がいいから何かあってもどうとでもなるだろう」

　レイのその言葉を聞き、スルニンもまたミレイヌへと視線を向けて小さく頷く。

「分かりました。そこまで私たちを信頼して下さっているのなら、引き受けても構いません。依頼の際に戦力が増える……それもグリフォンのセトなら私も文句は無いです」

　こうして『灼熱の風』の全員がセトの受け入れを了解し、レイがランクアップ試験で盗とう賊ぞく団の討伐に出向いている間はセトとレイは別行動を取ることになる。

　それを聞いたセトが、喉のどの奥で小さく鳴きながらその円つぶらな瞳ひとみでレイへと寂しそうな視線を向けてきたため、レイや『灼熱の風』の面々の中には小さな罪悪感が芽生えることになったのだが……





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　セトを『灼熱の風』に預ける約束をした翌日、まだ九時の鐘が鳴る前にレイはセトと共に大通りを歩いて正門へと向かっていた。

　大通りを歩くセトを見て、街の住人やセトを知っている冒険者たちはいつものように干し肉やパン、果物といった食べ物をセトへと与えようとするのだが、今日のセトは小さく鳴くだけで何も貰おうとはしない。

「ねぇ、セトに何かあったの？　いつもなら喜んで僕の干し肉食べるのに」

　セトへと干し肉を与えようとしていた十歳くらいの少年が心配そうに尋ねてくるが、レイは苦笑を浮かべて口を開く。

「ちょっとな。俺が依頼のためにしばらくセトと離れ離れになるから、それで寂しがってるんだよ。まあ、坊主が話し掛けてやれば気も紛れるだろうから、これに懲りずにセトと遊んでやってくれ」

「うん！」

　元気に返事をし、そのまま走り去る少年を見ながらセトの頭をコリコリと搔かく。

「セト、いい加減元気を出せ。昨日も言った通り、一週間なんてすぐだ。それに順調に進めば五日程度で戻ってこられるはずだしな」

「グルゥ……」

　レイの言葉に、寂しげに喉の奥で鳴くセト。

　そんなセトを宥なだめるように、頭の次は背中を撫なでる。そしてシルクのような手触りを楽しみながら大通りを進んで行くと、やがて正門が見えてきた。




「あ、レイ君。今日も依頼かな？」

　レイの姿を見たランガがまっすぐに向かって来て声を掛ける。

「いや、ランクアップ試験だよ。それよりもちょっと待って欲しい。ここで待ち合わせが……」

「セトちゃーん！　元気してた？　あ、レイも昨日振り」

　噂をすれば何とやらと言うべきか、ふと気が付くとセトの預け先のパーティである『灼熱の風』のリーダーでもあるミレイヌがセトへと抱きつきながらその頭や背を撫でていた。

「んー、相変わらずの手触り、肌触り。……でも、やっぱり元気ないわね。レイと離れるのは寂しいかもしれないけど、数日間はよろしくね」

「おや、ミレイヌさん。……レイ君と離れる、とは？」

　要領を得ないといった様子のランガへと一通りの事情を説明する。

「預けている間に何かあったら俺が責任を取るという話なら、昨日スルニンから聞いている。こいつらなら安心してセトを預けられると判断したから問題無いよ」

「そうか、承知の上であればこちらからは何も言うことはないね。ではギルドカードと従魔の首飾りを」

　ランガの言葉に従い、ミスティリングから取り出したギルドカードとセトの首に掛かっていた従魔の首飾りを手渡す。

「はい、結構。では、くれぐれも気を付けて」

　従魔の首飾りはそのままに、ギルドカードのみを返して貰もらい『灼熱の風』と共に正門の外へと出て行く。

「じゃ、私たちはトレントの討伐依頼があるからここで失礼するわね。セトちゃんに関してはなるべく気をつけておくから、レイはきちんとランクアップ試験を頑張ってきなさい。ほら、待ち合わせはあそこでしょ？」

　ミレイヌの示した方向へと視線を向けると、そこには大きめの馬車が一台存在していた。その馬車の隣には試験官であるグランの姿と、これからしばらく行動を共にすることになるスペルビアの姿があった。

「じゃあ、セトのことは頼むな。セト、また一週間後に会えるのを楽しみにしてるぞ」

　レイの言葉に寂しげに頭を擦こすりつけてくるセトだったが、レイはその頭を軽く撫でるとそのままグランの方へと向かう。

「グルゥ！」

　最後に一声、頑張ってとでも言うように高く鳴くと、そのままセトはミレイヌ率いる『灼熱の風』と共に街道を進んで行く。




「あのグリフォンが昨日言ってた従魔か。……確かに、凄すごい迫力だな」

　レイが馬車へと近付くと、スペルビアがそう声を掛けてくる。

「まあな。俺の掛け替えのない相棒だよ。それよりそっちは早いな」

「ああ。何しろ毎朝の剣の稽けい古こが日課になっていてな。自然と早起きするようになったんだよ」

　そう言いながら、腰に装備しているロングソードを軽く叩たたく。

「なるほど。で、グラン。ギルドで用意した馬車ってのはこれでいいのか？」

　グランへと声を掛けつつ、馬車へと視線を向ける。

　大きさ的にはオークの集落を討伐したときに乗ったのと同じ型だ。

　レイたち六人とグランの合計七人が乗るにはちょっと狭いかもしれないが、御者や見張りもレイたちが出さなければいけないのだから実質的に不都合はないのだろう。

「ああ、一応七人で乗ることになるから大きめの馬車を用意して貰ったんだ。確かオークの集落の討伐のときに使ったはずだから、乗り心地に関しては知ってるだろう？」

　そんな風に会話をしていると、やがてギルムの正門からキュロットとスコラの二人が現れる。

「おはよう。今日からしばらくよろしくね」

「よろしくお願いします」

　そのままレイたちの方へと移動し、二人揃そろってペコリと頭を下げて挨あい拶さつをしてくる。

　その様子は昨日とは打って変わってしおらしいものになっており、あれだけの勢いでレイへと嚙かみついてきた人物だとは思えなかった。

　そう思うレイの表情を見て、何を考えているのか察したのだろう。グランと話しているキュロットをそのままに、スコラがレイとスペルビアへと近付いてくる。

「その、キュロットの様子が昨日と違うから驚いたでしょ？」

「そうだな」

「確かに随分と違うな」

　そんな二人に苦笑を浮かべながらスコラが口を開く。

「実はキュロットって、ああ見えて結構上がり症なんだ。それにこれが初めてのランクアップ試験だからね。それもあって意気込みとかそういうので暴走気味だったんだよ」

　スコラの台詞せりふにレイは意外そうな表情を浮かべ、グランと会話をしているキュロットを眺める。

　確かに言われてみれば、レイの眼から見てもキュロットにはかなり力が入っているように感じられた。

（パーティの眼として動くシーフが力んでいるというのはあまり嬉うれしくないな。セトがいればその心配はいらないんだろうが）

　グリフォンであるセトの感覚はそのランクに相応ふさわしく、文字通りの意味で人外の領域にある。そして今までレイとセトが依頼を受けてモンスターの討伐をするときは敵を発見する、誰かが接近して立てる音や気配を感じ取るといった役目はセトのものだった。

　それゆえにパーティリーダーを務めることになったレイにとって、現在のキュロットの様子はあまり嬉しいものではない。

「あら、皆早いわね。ちょっと遅れたかしら？　おはよう」

　そんなレイたちに新たに声が掛けられる。

　その声の持ち主は手に弓を持ち、背中に矢筒を背負ったエルフのフィールマだ。

　それぞれが挨拶を返し、今回の試験に関することや何を持ってきたのかといった風に話していると、やがて九時の鐘が周囲へと鳴り響く。

（……で、アロガンはどこだ？）

　鐘の音を聞き周囲を見回すが、そこにいるのはグラン、スペルビア、キュロット、スコラ、フィールマの五人とレイのみだ。話している間にレイ以外もそれに気が付いたのだろう、周囲を見回す。

　だがそれでも周囲にアロガンの姿が無いと分かると、グラン以外の四人の視線はレイへと集まる。

　パーティリーダーだからどうにかしろという無言の圧力に、グランへと声を掛けるレイ。

「アロガンが九時の鐘が鳴っても来ないんだが、こういう場合はどうなるんだ？」

「あー、そうだな。さすがにこういう展開は予想してなかった。ただ、冒険者にとって依頼の開始時間に遅れるというのはかなり大きい減点要素だ。しかも肝心の試験当日に遅刻するようじゃ、とても上のランクには……」

　グランがそう言い、アロガンの失格を宣言しようとしたときだ。正門からアロガンが悠々と歩いてくるのが見えたのは。

「悪い、遅れたか？」

　そしてそのまま軽い調子で話し掛けてくる。

「……おい、それだけか？」

　その様子に、思わずなのだろう。スペルビアがそう声を掛ける。

「あん？　何だよ。別にまだ出発してないんだからいいじゃねえか」

　傲ごう慢まんとも言えるアロガンの言葉に、さてどうしたものかと周囲を見回すと、自分へと視線を向けていたグランと目が合う。その目はパーティリーダーなんだからお前がどうにかするようにと告げていた。

　溜ため息いきを吐つき、ミスティリングからデスサイズを取り出して皆みなの目が留まらぬような速度で刃をアロガンの首へと突きつける。

「何か言うことがあるだろう？」

「……遅れて悪かった。次からは気をつける」

　渋々、といった様子で告げるアロガンの首に突きつけていたデスサイズをミスティリングへと収納する。

「これが個人での試験ならともかく、パーティを組んでの試験だ。お前が自分の足を引っ張るのは勝手だが、それが他の面めん子つにまで悪影響を及ぼすということを理解しろ。……いいな？」

「……ああ」

　アロガンが頷うなずいたのを見て、レイはグランへと視線を向ける。

「そろそろ出発したいんだが」

「ここからはお前たちが決断をしていくんだ。俺は盗賊団の根城までの案内はするが、それ以外は口や手を出したりはしない」

　その言葉を聞き、レイは周囲を見回す。

「まずこの中で、馬車の御者をやったことのある奴はいるか？」

　その質問に、キュロット、スコラ、スペルビアの三人が手を挙げる。

「そうか、ならお前たち三人が交代で馬車の御者を頼む。俺とフィールマ、アロガンの三人は御者の隣で襲ってくるモンスターがいないかどうかの警戒だ」

　そこで言葉を止めたレイは、アロガンへと鋭い視線を向けて口を開く。

「……アロガン。お前は先程のペナルティとして、他の者よりも多く見張りをやってもらう。見張りに関して手を抜いてモンスターに奇襲を受けるようなことになったら……次に空を飛ぶのは、お前の魔剣ではなく頭部になるかもな？」

　レイの言葉に本気を感じ取ったのだろう。アロガンは真剣な表情をして頷く。

「よし、じゃあ出発だ。最初の御者はスコラ。見張りはアロガンだ。持ってきた荷物は馬車の後部に纏まとめて置いてくれ」

　ランクアップ試験に参加する者たちにそう宣言し、皆で馬車へと乗り込む。




　ガタゴトと揺れながら、一台の馬車が街道を進んで行く。三頭もの馬が引く馬車の速度はそれなりに速く、その御者台ではローブを纏った魔法使いと思おぼしき者が馬の手綱を握り、魔法使いの隣では戦士風の男がモンスターの奇襲を警戒して周囲の様子を探っている。

　そして馬車の内部では……

「うわっ、本当にまだ温かい。これっていつ買った奴？」

「何日前だったかちょっと忘れたけど、焼きたてなのは間違い無いな」

　レイがミスティリングから出した焼きたてのクッキーをキュロットが驚きながらも笑みを浮かべて口に運ぶ。

「あら、いい匂いね。私も一枚貰ってもいい？」

「いいわよ。かなり美お味いしいからフィールマも食べてみなさいよ」

　その匂いに釣られたフィールマが思わずといった様子でクッキーを口に運ぶ。

「あら、本当。……アイテムボックスって凄いわね。いつでも焼きたてのクッキーが食べられるなんて」

「……いや、普通はアイテムボックスはこういう風に使うんじゃないと思うんだが」

　フィールマの言葉に、スペルビアが啞あ然ぜんとしながらもそう口に出す。

　そんなスペルビアの様子に、自分のアイテムボックスの使い方が普通とは違うというのを理解しているレイは苦笑を浮かべ、まだ残っている焼きたてのクッキーが入っている皿を差し出した。

「食うか？」

　だが、皿に乗せられているクッキーを眼にしたスペルビアは小さく首を左右に振る。

「いや、甘い物は苦手でな」

「なら俺が一枚貰おうか」

　断ったスペルビアの代わりに、グランが手を伸ばしてクッキーを手にとって口に運ぶ。

「うん、確かに美う味まいな」

　外の御者台で緊張感を漂わせているアロガンと違い、馬車の中は和わ気き藹あい々あいとした様子だった。

　昨日は緊張のあまりにレイへと突っかかってきたキュロットにしても、さすがに一日も経てばその緊張感にも慣れてきたのだろう。その態度は至って普通だ。あるいは、より明確に嫌う対象であるアロガンという存在が現れたのも関係しているのかもしれないが。

　レイはパーティの眼であり、耳であり、鼻でもあるキュロットの様子に安あん堵どを覚えつつ、自分もクッキーを口に運びながらグランへと声を掛ける。

「今回の試験は盗とう賊ぞく団の討伐だけど、生きて捕獲とかは考えなくてもいいのか？　オーク討伐のときにボッブスから盗賊なんかは生きて捕らえると奴隷として売り払うことが出来ると聞いたんだけど」

「ああ、確かに普段ならそれでもいいんだが、何しろ今回はお前たちが盗賊……いや、人間を相手にしてきちんと殺せるかどうかというものだからな。その辺は考えずに全て倒し……いや、殺してしまって構わん」

　人を殺すという事実を誤魔化さないために、敢あえて倒すから殺すへと言葉を変えて口に出すグラン。

　それを聞いていたフィールマとキュロットは軽く眉まゆを顰ひそめ、対照的にレイとスペルビアは特に表情を変えること無く受け入れる。

「でもさ、今更だけど盗賊の数は最低二十人なんでしょ？　私たち六人でそれを相手にするのはちょっときつそうだよね」

「いや、そうでもない。何しろ俺たちが攻撃する側なんだから奇襲を仕掛けることも可能だと思う。……もっとも、奇襲できるかどうかはお前の働きに懸かってるけどな」

　不安そうに呟つぶやいたキュロットへとレイが告げる。

　実際、盗賊と言われてはいるが、戦闘力や仲間との連携、あるいは人間ゆえの頭の良さといった要素を加えて総合的に考えても、その危険度や戦闘力はゴブリン以上、オーク未満といったところで、ランク的に言えばせいぜいＥランク相当でしかない。

　ただ、盗賊というのは人間──正確にはエルフや獣人、ドワーフのような亜人も交ざっていることがあるが──であるという点で冒険者たちが殺すのを躊躇ためらう可能性もあるので、ランク的にはＤ以上の依頼となっているのだ。

「だろうな。実際、今回この試験を受けている参加者は試験官のグランさんも言っていたが粒つぶ揃ぞろいだ。そもそもパーティ六人のうち三人が魔法を使える時点で、盗賊退治程度には贅ぜい沢たく極まりないメンバーだよ」

　レイとキュロットの話を聞いていたスペルビアが小さく笑みを浮かべ、キュロットの緊張を解ほぐすべくそう告げる。

「……ちなみに、私の精霊魔法と御者をしているスコラの魔法は見たけど、レイの魔法はどんな風なの？」

　前日に行われた模擬戦で、レイはデスサイズを使った戦闘しか見せていないために興味を抱いていたのだろう。フィールマが身を乗り出して尋ねてくる。

（エルフ、ねぇ）

　レイは自分の中にあったエルフというイメージとは随分と違うフィールマの様子に、多少戸惑いつつも口を開く。

「基本的には炎の魔法がメインだな。ただ、威力は強いがそれだけに周囲に与える影響も大きい。威力の調整も出来てせいぜい生焼けか黒こげかってところで、今回みたいな殲せん滅めつ戦ならともかく捕獲とかになると途端に使えなくなる」

　その説明に、炎の魔法である以上はしょうがないとフィールマが呟き、他の者たちも同感だと頷く。

　そんな風に冒険者としての話や、あるいはギルムで体験した出来事を話しながらも馬車は進む。




「ねぇ、レイ。そろそろ野営の準備をした方がいいんじゃない？」

　太陽が沈んでいく夕暮れを馬車で進む中、スコラがレイへとそう声を掛けてくる。

　その声を聞き、窓から外の様子を眺めると数秒ほど考えて頷く。

「そうだな。まだ初日なんだし、ここで頑張りすぎても明日以降に響く可能性があるか」

　スコラの提案に頷き、御者台と繫つながっている扉を開けて御者をやっているスペルビアと見張りのアロガンへと声を掛ける。

「そろそろ野営の準備に入るから、良さそうな場所があったら止まってくれ」

「ああ、分かった」

「……」

　レイの言葉に短く返事をするスペルビアと、無言で返すアロガン。

　出発時のゴタゴタがまだ尾を引いており、御者台にはどこか緊張感が漂っていた。

　そんな状態ではあったが、スペルビアは必要以上に揉もめごとを起こす気は無いらしく沈黙を守り、アロガンはアロガンで先日の一件や出発前の一件でレイに対する恐怖心染みた苦手意識を植え付けられ、大人しく敵の襲撃を警戒している。

　御者台にいる二人に声を掛けてからしばらくすると岩の陰になって周囲から見えにくくなっている場所を発見し、そこで一晩を明かすことになった。

　その岩陰へと馬車を止め、まだ明るいうちにレイの持ってきたテントを男用に。キュロットの持ってきたテントを女用として設営する。

　同様に、エルフであるフィールマが近くにある森から薪を集め、アロガンが川から水を汲くんできて野営の準備は完了した。

　そのあとはそれぞれが持ってきた食べ物で夕食を済ませる。

「見張りは二人一組。それを三交代制にする。一組目はアロガンとスコラ。二組目はキュロットとスペルビア。最後は俺とフィールマだ。異論がある者は？」

「その組み合わせの根拠は何だ？」

　レイの向かい側、焚たき火の向こう側にいるスペルビアがそう尋ねる。

　その言葉を聞いたキュロットが自分と組むのが不満なのかと視線を向けるが、スペルビアはその視線を意に介さずレイの返事を待つ。

「一組目は魔法使いと戦士。二組目は戦士とシーフ。三組目は魔法戦士とレンジャー。前衛と後衛で組み合わせたつもりだ」

「……了解した。それでいい」

　スペルビアが頷くと、特に他に何か意見がある者がいる訳でもなかったためにあとはそのまま自由時間になる。

　キュロットとフィールマが女同士で話をし、アロガンは自慢の魔剣の手入れを。スコラは魔法の稽けい古こなのか昨日の模擬戦でも使った水の鞭むちを作りだしては消してというのを繰り返している。

　そんな皆の様子をグランは特に何を言うでもなく見守り、レイはデザートとして街で買っておいたクムの実──梨に近い食感とミカンの酸味を持つ──を食べていた。

　そんなレイの下へとスペルビアが近付き声を掛ける。

「レイ、ちょっといいか？」

「ああ」

「良ければでいいんだが、俺の剣の稽古に付き合ってくれないか？」

「剣の稽古？」

「何しろ今日はずっと馬車の中だったから、少し身体を動かしておきたいんだ」

　その言葉に少し考えてから頷くレイ。

　剣の稽古という意味でならアロガンもいるのだろうが、基本的な性格が傲慢なだけにスペルビアとも合わないのだろうと判断したのだ。

　それに自分に話し掛けてきたスペルビアは、稽古と言うよりも昨日の模擬戦のリベンジを、という雰囲気を放っているというのもあるだろう。

「じゃあ、少し離れるか。ここでやって他の面子に怪我をさせる訳にもいかないし」

「ああ、それで構わない」

　レイがそう提案し、スペルビアは頷く。

　その場にいる面々に断って少し離れた場所へと移動すると、レイはミスティリングからデスサイズを取り出す。対するスペルビアは鞘さやから剣を抜いて構える。

　そんな二人の様子をキュロットとフィールマ、グランは興味深そうに眺め、アロガンは興味のない振りをしながらもチラチラと視線を向けていた。全く興味を向けていないのは、魔法の稽古に集中しているスコラだけである。

「来い」

「行くぞ！」

　レイの言葉に鋭く叫び、地を蹴けって間合いを詰める。デスサイズという長物を使っている以上、懐に入られればどうしようもないだろうという判断。そしてレイはそれをさせじとデスサイズを振り下ろす。

　ここまでは昨日と全く同じ展開。昨日はここでスペルビアがデスサイズを剣で受け流そうとして身体ごと吹き飛ばされた。つまりは……

「選ぶべき選択肢は受けではなく回避！」

　横合いからデスサイズが迫っているのを感じ取り、そのまま地を這はうように姿勢を低くして死神の一撃を潜り抜ける。そして目の前にある足下へと剣を横よこ薙なぎに……

「甘いな」

　しようとした、その瞬間。つい一瞬前に自分の上を通り過ぎたはずのデスサイズの柄が、何故かスペルビアの目の前にあった。

　横薙ぎにしたロングソードは、当然その柄に受け止められている。

「ちぃ！」

　攻撃が止められたと理解して今の場所にこのままいるのは危険だと判断。咄とつ嗟さに後ろへと跳躍しようとするが、足首を何かが通り過ぎたかと思うと、いつの間にかスペルビアはその場へと転がされていた。

　そして目の前に突きつけられたデスサイズの巨大な刃。

「……今、何をした？」

　何をしたと聞いてはいるが、レイが何をしたのかというのはやられた自分が一番よく分かっている。だが、それをいつ行ったのかが全く分からなかった。昨日為なす術すべもなく敗れた相手との再戦なのだから、決して手を抜いていた訳ではない。

　だがそこまで注意していたにもかかわらず、自分の足をいつ掬すくわれたのかが全く分からなかった。

　レイはある種の畏い怖ふが混じった目で自分へと視線を向けるスペルビアを気にした様子は無く、数歩離れた位置で再びデスサイズを構える。

「どうした？　稽古はもう終わりなのか？」

　その言葉がスペルビアのプライドを刺激したのだろう、そのまま立ち上がる。

　何しろ昨日とは違い、足を掬われて転ばされただけなのだ。このまま稽古を続けるのに全く支障はない。

　その圧倒的ともいえる実力差が、よけいにスペルビアのやる気を刺激した。

「はぁっ！」

　気合いと共にロングソードを振り下ろし、横薙ぎに一いつ閃せん、突き、足首を狙った地を這うような一撃。

　それ等全ての攻撃を、いなされ、回避され、弾はじかれる。

　そんな、模擬戦と言うよりはすでに戦いと言ってもいいやり取りが開始されてから二十分ほど。唐突にレイが構えていたデスサイズをミスティリングへと戻す。

「どうしたんだ？　俺は、まだやれるぞ」

　そうは言いつつも、スペルビアの息はすでに乱れているのは誰が見ても明らかだった。

「このままやっても明日に疲れを残すだけだ。今日はここまでにしておこう」

「……」

　多少不満そうにしつつも、自分の状態はきちんと理解しているのだろう。不承不承ながらその剣を鞘へと戻す。

　こうして、多少のイベントを起こしつつランクアップ試験一日目の夜は過ぎていった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　パチッ、パチッ、と焚き火の中で炎が跳ねる。

　そんな炎を何とはなしに眺めながら、レイは周囲の気配や音を感じ取っていた。

　基本的に辺境であるギルム周辺は、夜になるとモンスターが我が物顔で歩き回り、街道にも出没する。

　ある程度の知能があるモンスターなら襲い掛かる相手の力量や数で危険度を理解出来るのだが、それすらも理解出来ないモンスターは誰彼構わずに襲い掛かるのだ。

　現に、焚き火を眺めながら見張りをしているレイとフィールマの周囲には五匹ほどのゴブリンの死体が無造作に積み上げられている。これはレイが倒したのではなく、レイたちの前に見張りを担当していたキュロットとスペルビアが倒したものだ。

　幸いそれ以降は特に襲撃もないので、それほど緊張しているという訳でもないのか、フィールマが持っていたコップに焚き火で温めたお湯を使ってお茶を淹いれてレイへと差し出す。

「はい」

「悪いな」

　そのコップを受け取り、香りを楽しんでから少しずつ口に含む。

　そろそろ真夏を通り越して晩夏という時期に差し掛かってはいるのだが、それでもまだまだ熱帯夜と言ってもいい夜が続いている。

　そんな中で、汗の一つも搔かかずにお茶を飲んでいるレイをフィールマは興味深そうに眺めていた。

「ねぇ、何でこの暑い中で熱いお茶を飲んでるのに汗を搔かないの？」

　その言葉に、ピクリとするが、フィールマの顔を黙って見返しながら口を開く。

「それはお前もじゃないか？　それともエルフ族というのは暑さに強いのか？」

「うーん、まあ、そうね。種族的にある程度の暑さには強いかな？」

「……エルフというのは人里には出てこないで、森の奥に閉じ籠こもってるって話を良く聞くけど？」

「あはは。確かにある程度以上歳を取ったエルフはそうかもしれないわね」

　笑顔を浮かべながらも、どこか寂しげな表情を浮かべるフィールマ。

　レイはその様子に何か訳ありなのだろうと判断し、深入りするのを避けるために話題を逸そらす。

「そう言えば、その弓は随分と業わざ物ものらしいな」

　視線の先にあるのは、レイと焚き火を通して向かい合うようにして座っているフィールマの横に置かれている弓。

　他人の魔力を感じ取る力は持っていないレイだが、それでもその弓からは何となく感じられるものがあった。それはアロガンの魔剣と同じような感覚であり、つまりはマジックアイテムなのだろうと判断する。

「あ、やっぱり分かる？　これはうちの家に代々伝わる家宝なのよ。矢に風属性を付与出来るって業物よ」

「へぇ、風属性か。その辺はさすがエルフと言うべきなのか？」

「あはは。褒め言葉として受け取っておくわ。でも、レイのその大きい鎌だってかなりの業物なんでしょう？」

　フィールマの目が、レイの隣に置いてあるデスサイズへと向く。

　昨日の戦いでも、そして就寝前に行われた稽古という名の模擬戦でも見たが、二メートルほどの金属の塊を目の前にいる小柄で華きや奢しやな人物はいとも容易たやすく操っていたのだ。それも、ときには片手で。

「さっきの模擬戦とかを見てる限りだと……持ち手に重量を感じさせないとか？」

「そうだな。そういう能力があるのは間違い無いよ」

「へぇ、その口ぶりだとまだ他にも隠された能力とかがあるようね」

「どうだろうな。……まあ、いざとなったら見ることがあるかもしれないな」

　コップに入っていたお茶の最後の一口を飲みながら、そう誤魔化す。

　だが、フィールマにしても馬鹿正直に自分の切り札にもなるマジックアイテムの能力を全て話すとは最初から思っていなかったのだろう。

　そのまま次の話題へと移っていく。

「ね、じゃあ今度は私から聞いてもいい？」

「ああ」

「レイはさ、何で冒険者になろうと思ったの？」

「冒険者になった理由か。……そうだな……」

　脳裏で、初めてギルムに辿たどり着いたときにランガへとした説明を思い出す。

「そもそも俺は、ずっと魔法の師匠と一緒に暮らしていたんだよ。それも、俺と師匠以外に人は誰もいないような山奥で」

「ふーん。山奥でなんて、それこそエルフみたいな暮らしをしていたのね」

「かもな。で、師匠から魔法を一通り習った訳だけど、それが終わった途端セト──ああ、俺がテイムしているグリフォン──と一緒に転移魔法で魔の森とかいう場所に強制的に送られたんだよ。そのあとは魔の森を抜け出してからギルムに辿り着いた訳だ」

　レイの説明を聞きつつ、啞あ然ぜんとした表情をするフィールマ。

　彼女も森に居を構えるエルフとして、当然魔の森の噂は聞いたことがあった。

　曰いわく、入ったら二度と出てこられない。

　曰く、複数の竜種が棲すみ着く森。

　曰く、古いにしえの魔人が眠る場所。

　曰く、ランクＡ以上のモンスターが大量に湧いて出る。

　等々。他にも噓か真まことかは分からないが、数え切れないほどの物騒な噂がある森なのだ。

　それだけに、そんな魔の森から無事脱出出来たレイはフィールマにしてみれば、ランクＤどころかランクＡになっていてもおかしくないように思えた。

「……良く無事に魔の森を抜け出せたわね」

「ま、モンスターに殆ほとんど出会わなかったってのもあるし、何よりセトがいたからな」

　呟つぶやき、脳裏に今は別れて行動しているセトの姿を思い浮かべる。

　図体に関しては二メートルを超えているのだが、それでもまだ生まれてからそれほど経っていないこともあって、酷ひどく甘えたがりな相棒の姿を。

「……で、とにかく魔の森をセトのおかげで抜け出したのはいいんだが、知っての通りセトは身体がでかい。つまり、一日に必要とする食料もそれ相応の量が必要になる訳だ。で、思いついたのがモンスターを倒してその肉をセトの食料にするという案なんだが……」

　そこで言葉を止め、小さく肩を竦すくめてから再び口を開く。

「それなら冒険者になればモンスターを倒してその肉をセトが食い、討伐証明部位や素材をギルドで換金出来て、なおかつ討伐依頼を受けられると、いいこと尽くめに思えてな。そんな単純な理由だよ」

　まさか、モンスターの魔石を必要とするために冒険者となったとは言えず、いつもの作り話で誤魔化す。

　もっとも、セトの食料としてモンスターを狩るという話やその素材の換金、あるいは討伐依頼云うん々ぬんという話はレイにとってもある程度の事実でもあるので、完全な噓とは言えないのだが。

「で、俺の理由はそんなところだけど……ん？　話しているうちに大分明るくなってきたな」

　周囲を見ると、東から太陽が昇り朝焼けを見ることが出来る。

　てっきり自分が冒険者になった理由も話そうと思っていたフィールマは、多少気を抜かれながらも美しい朝焼けへと目を奪われていた。

　そんな朝焼けをしばらく二人で眺めていたが、やがて周囲が明るくなってきたのを感じ取ったのかテントからゴソゴソとした物音が聞こえてくる。

「あら、残念。私が冒険者になった理由を話しそびれたわね」

　焚たき火へと枯れ木を放り投げながらそう言い、テントから出て来たキュロットへと挨あい拶さつをするフィールマ。

　そんな様子を見ながら、ランクアップ試験二日目を迎えることになる。
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「あれが盗とう賊ぞく団の根城ね」

　森の中、パーティの眼としての役割を果たすキュロットが視線の先にある巨大な崖がけを見て呟く。

　ランクアップ試験に参加してから三日目の昼、グランからの情報通りにキュロットはあっさりと盗賊団の根城を発見していた。

　数百メートルほどの落差のある崖。その崖下の中でも切れ目となっている場所から出入りをしている盗賊たち。恐らくあの切れ目が盗賊団が根城として使っている場所へと続く洞どう窟くつか何かの出入り口なのだろう。そこがグランに教えられた盗賊団の根城だった。

「なるほど。確かにあれだけ出入り口が狭ければ、大きいモンスターが中に入るのは無理ね」

　崖の切れ目となっている洞窟の出入り口はかなり小さく、それこそ盗賊団の者たちも中に入るときは屈かがんで出入りをしており、出入り口には人の背丈程度の高さではあるが見張り台も存在していた。

　それを確認したキュロットは、素早くグランたちが待っている場所まで戻って行く。




「見つけたわよ」

「うおっ！　驚かすなよ」

　殆ど音も立てずに森の中から出て来たキュロットに、殆ど反射的に魔剣を構えるアロガン。だが相手がキュロットだと知ると、慌てて構えを解いてぼやく。

「何よ、ぼけーっとしてるのが悪いんでしょうが」

「ほら、アロガンもキュロットもいい加減にしなさい。毎回毎回懲りないわね」

　そんな二人の様子を見て、フィールマが窘たしなめるように言う。

　何しろこの二人、模擬戦のときの揉もめごとを見ても分かるように、徹底的に馬が合わない。ギルムを出発してからも何度か今回と似たような諍いさかいを起こしているのだ。

「ちっ、分かったよ。もう少しで本番だってのに、こんなところで揉めても盗賊共を喜ばせるだけだしな」

　今回は幸いもうすぐ戦闘になるということでアロガンがあっさりと引いたため、特に何か問題が起こるようなことはなかった。

　レイはそんなアロガンへと一度視線を向けてから、キュロットへと声を掛ける。

「で、盗賊団の根城は見つかったのか？」

「え？　あ、うん。グランさんの言った通り、この森を抜けた先にある崖下にある洞窟を根城にしてるみたい」

「洞窟の根城……か。なら意外と簡単に片付くか？」

「え？　どうやるの？」

　レイの言葉に興味を持ったのか、スコラが尋ねる。それに対するレイの言葉は単純明快だった。

「何、簡単なことだ。俺の炎の魔法をその洞窟の出入り口から中に放り込んでやればいい。それだけで中にいる連中は全員焼け死ぬなり窒息死するなりして全滅だろう。もし万が一にも魔法使いがいた場合でも盗賊共全員を守りきれるはずも無いしな」

「……それはちょっと……」

　あまりと言えばあまりの作戦に、スコラは思わず言葉を詰まらせる。

　だが、それに待ったを掛けたのはスペルビアだった。

「待ってくれ。確かにレイの案は効率がいいかもしれないが、もしあの洞窟の中に捕まっている者がいたらどうするんだ？　そいつまで一緒に焼き殺すことになってしまうんだが」

「それに、盗賊といえばお宝。あいつらが溜ため込んでいるお宝も焼いちゃうのは勿もつ体たいないでしょ？」

　スペルビアに続き、キュロットにも却下される。

　なお、盗賊の根城にある金目の物については基本的にそれを討伐した冒険者たちが貰もらってもいいことになっている。

　一応、所有権を主張する商人なり何なりが出て来た場合は冒険者に金を払ってそれ等を買い取るということもあるが、盗賊に襲われた商人たちは基本的に殺されることが多いので滅多にあることではない。

「ついでにもう一つだ。忘れてるようだから言っておくが、この試験の目的はお前たちが人を殺せるかどうかを試すためのものでもある。それをレイ一人で片付けられても、他の奴等のランクアップが可能かどうかの判定は出来ないだろう」

　次々に自分の案を否定されるが、その根拠が理解出来る内容なのでレイとしてもそれを受け入れるしかなかった。

「まあ、面倒臭いというのは分かるんだけどな。その面倒臭いことをやってこその冒険者だ。きちんとリーダーとして指揮を執るんだな」

　ポンッとグランに肩を叩たたかれ、改めて作戦を考えるレイ。

「キュロット、崖の出入り口はお前が見つけた場所だけか？」

「あー、ちょっと分かんないかな。何しろ崖って言ってもかなり大きいから、ぐるっと一回りしてこないと。……一応、見渡せる限りの場所だと他に出入り口らしき場所はなかったけど」

「その辺も不明、か。となるとやっぱり不意打ちが一番だな。よし、聞いてくれ。今夜あいつらに夜襲を仕掛ける」

「今攻めるのは駄目なのか？　夜襲となると、夜にあの森を抜けるんだろう？　そうなると森でモンスターに襲撃されるかもしれないが」

　夜襲と聞いて首を傾げたスペルビアの言葉に、小さく頷うなずくレイ。

「確かに夜に森を通り抜けようとすれば、モンスターに襲撃されるかもしれない。だが昼間に襲撃するとなると、盗賊たちが全員根城にいないという可能性もある」

「なるほど、仕事中という訳か」

「ああ。だが仕事熱心な盗賊たちも、さすがにモンスターが闊かつ歩ぽする夜に出歩くような真似はしないだろう。だからこそ、だ」

「分かった。進めてくれ」

「夜になっても、さすがに見張りくらいは置いてるだろう。キュロット、その辺はどうだった？」

　レイの問いに、先程自分が見た光景を思い出すキュロット。

「確かに出入り口近くには小さいけど見張り台っぽいのがあったよ」

「何人くらいの見張りがいそうだ？」

「んー、予想だから確実にとは言えないけど……多分二人」

　キュロットの言葉を聞き、フィールマとスコラへと視線を向けるレイ。

「お前たち二人で見張りを遠距離から仕留めることが出来るか？　出来ればなるべく物音を立てないようにして」

「そう、ね。私の弓なら一人はまず確実に倒せると思うけど。……スコラは？」

「距離によるかな。キュロット、僕の魔法の射程範囲は大体分かるよね？　その辺はどうだった？」

「スコラのウィンドアローなら届くと思う」

　キュロットの言葉を聞き、大丈夫だと頷くスコラを一いち瞥べつし、レイは説明を続ける。

「じゃあ、見張りを倒したあとだ。まずはキュロットが中に先行偵察をして、どのくらいの人数がいるのかを確認。ついでに捕まっている者がいるかどうかの確認も頼む」

「分かった」

「そのあとは、スペルビアとアロガンの二人を前衛に侵入。中衛はフィールマとスコラだな」

「私は偵察が終わったらどうすればいいの？」

「人数を把握したあとは、捕まっている者がいないようなら他に出入り口がないかどうかを確認。それが終わったら合流してくれ。捕まってる者がいた場合はそっちの救出を頼むと思う」

「分かったわ。……ちなみにレイはどうするの？」

「俺は後衛、だな。後ろから奇襲を仕掛けられたときにフィールマとスコラを守る者が必要だろう？　それにデスサイズは長物だから、狭い場所での戦いは向いてないんだよ。魔法も炎の魔法が基本だから洞窟の中だと使いにくいし」

　レイの説明に頷く五人。そしてグランは離れた所からその様子を満足気に眺めていた。

（何だ、人付き合いが苦手とか言う割にはパーティリーダーも結構堂に入いってるじゃねぇか。これなら安心して見てられそうだな）

「よし、じゃあ夜襲に備えてこれから休憩に入る。見張りの順番は夜のときと同じだ」

　レイの指示に従い、夜襲に備えて睡眠と見張りに分かれる。
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　虫の音が五う月る蠅さいくらいに響いている夜の森。そんな中を進んでいる者たちがいた。

「ちっ、しつこいな！」

　先頭を進むアロガンが、舌打ちをしながら暗闇へと向けて魔剣を一いつ閃せん。今にも襲い掛かろうとしていたゴブリンが首を切断され、悲鳴もなくその場へと倒れこむ。

「全く。夜の森を進むとか、どこかおかしいんじゃねえか？」

「……お前は昼の作戦会議のときに特に何も意見を言っていなかっただろうに。今更それか？」

　空中から音もなく襲い掛かってきた、一メートルはあろうかという巨大な蝙蝠こうもりへと剣を突き刺し、スペルビアが呆あきれたように言う。

「はっ、俺としてはどうしてお前等があんな化け物に気を許してるのかが分からないけどな」

「あのねえ。文句があるのなら私たちじゃなくて本人に言ってよね。レイの前に出ると大人しい癖に、いないと態度がでかくなるんだから」

「ああ!?」

　キュロットの呆れたような言葉にその顔を睨にらみつけるアロガンだったが、すぐに今はそんなことをしている場合ではないと理解したのか、前を向いて森の中を進んで行く。

「大体、パーティバランスが悪くないか？　戦士二人にシーフ一人とか。どう見ても後衛が足りないだろうが」

　もっとも、愚痴を口にしながらだったが。

　そう。現在アロガン、スペルビア、キュロットの三人だけで夜の森を進んでいた。

　もちろんレイ、スコラ、フィールマの三人が後方で休んでいる訳ではない。残りの三人は昼間に話した作戦通り、見張りの盗賊たちに見つからない位置から狙撃すべく移動中だった。

　この三人が別行動を取っているのは、遠距離からの狙撃が失敗したときに素早く距離を詰めて見張りを仕留めるためなのだが……

「つーか、狙撃が失敗したらその時点で見張りが中の奴に知らせるに決まってるじゃねえか。それを俺たちにどうにかしろって言われてもなぁ。そもそも俺たちと一緒に近付いてから狙撃してもいいだろうに」

「だから、あくまでも念のためだとレイも言ってただろう。それよりもほら、森を抜けるぞ。見張りが中に知らせる云々の前に、俺たちが見張りに見つかりでもしたら目も当てられない」

　そこで一度言葉を切り、夜の森へと視線を送りながら言葉を続ける。

「それに狙撃組が俺たちと別行動を取るのはしょうがないだろう。レンジャーのフィールマと色々と謎なレイはともかく、スコラは生粋の魔法使いで盗賊たち相手に気取られない距離まで移動するなんて真似が出来ないんだから」

　アロガンへとそう告げるスペルビアだったが、それを聞いたキュロットがニンマリとでも表現出来そうな笑みを浮かべて言葉を続ける。

「これで私たちが見つかったら、ただでさえレイに厳しく見られてるアロガンとかどうなるかしら。ちょっと見てみたいかも」

「おいっ、冗談でもそんな不吉なことを言うんじゃねえ。ったく、分かったよ、真面目にやればいいんだろ」

　アロガンの、小声で叫ぶという奇妙な特技で発揮した声を聞きつつ、キュロットは盗賊たちの出入り口になっている崖へと続く森の中からそっと先を覗のぞき込む。

　そこにはキュロットの予想通り二人の見張りがいた。だが、あからさまに気が抜けて油断している様子が見て取れる。

（それだけこの隠れ家が見つからない自信があるのか……あるいは単なる馬鹿か）

　アロガンの方へと一瞬だけ視線を向けるキュロット。

（……多分馬鹿の方だね）

　松たい明まつを持っているのはいいだろう。何しろきちんと訓練を積んだ冒険者のシーフとは違い、あくまでも野盗の一種であるならず者としての盗賊でしかないので、キュロットのように夜目が利くという訳でも無いのだから。

　だが、見張りだというのに見張り台に座り込んで何やら話し込んでは馬鹿笑いの声を響かせているその様は、キュロットにしてみれば見張りとは呼べないし、呼びたくもない。

　何しろ気配を消していたり音を立てないようにしているとは言っても、十メートルも離れていない自分たちに全く気が付いていないのだから。

（これならスコラが気配を消せないとか考えないで、アロガンの言う通りに一緒に来ても問題無かったわね）

　内心で呟つぶやきながら、ここまで共に行動してきた二人の様子を確認する。

　アロガンとスペルビアの二人はすでに己おのれの武器を抜いており、いつでも襲い掛かれる姿勢を取っている。それを確認したキュロットも、森でゴブリンの首を搔かき切った短剣をそのままに事が起きるのを待つ。




「呆れたわね」

　キュロットたちから離れた場所にある狙撃地点。そこでフィールマは、遠くに見える盗とう賊ぞく団の見張りを眺めながら呆れたように呟いた。

　何しろ視線の先にいる見張りが座り込んで何かを話しながら笑っており、見張りとしての役目を果たしていないのだから無理もない。

「でも、僕たちにしてみれば助かるんだから、責める必要は無いんじゃない？」

「それは分かってるんだけど……ね」

　そんな二人のやり取りを聞きながら、レイは森の方へと視線を向ける。

　本来であれば夜闇に包まれた森の様子を把握するというのは、それこそキュロットのようなシーフでなければ無理だろう。だが、ゼパイル一門によって創られたレイの身体は、そんな常識は関係無いと言わんばかりに森の中の様子がしっかりと見えている。

　そんなレイの視線の先では、アロガン、スペルビア、キュロットの三人が森の出口付近に身を潜めているのがしっかりと確認出来た。

「前衛組の三人も無事配置についたようだな。用意はいいか？」

　レイの言葉に無言で頷く二人。

　それを確認するとレイもまた頷きながら夜襲の開始を告げる。

「よし、スコラは呪文の詠唱を始めてくれ。フィールマはスコラが魔法を放つのにタイミングを合わせて弓で攻撃を頼む」

　その言葉にスコラが頷いて呪文の詠唱を始め、フィールマもまた弓に矢を番つがえてタイミングを合わせる。

『風よ、見えざる矢と化して、眼前に立ち塞ふさがりし者へと突き立てん』

　模擬戦のときにも使ったスコラの呪文が世界を偽り、その眼前へと見えざる矢を作り出す。太陽があるときに使っても見えにくい不可視の風の矢は、夜に使うことでよりその隠密性を増していた。

　呪文を唱え終わり、あとは魔法を発動するだけというところで一いつ旦たん止まると、フィールマへと視線を向けるスコラ。その視線にフィールマが頷いたのを確認すると魔法を解き放つ。

『ウィンドアロー！』

　その言葉と共に、不可視の風の矢が五本ほど放たれる。同時に、フィールマもまた番えていた矢を見張りたちの真上へと向かって解き放つ。

　二人の攻撃が放たれた次の瞬間、ウィンドアローは座って話をしていた見張りのうち片方の男の首や顔へと殺到し、同時にその向かいで何が起きたか分からない様子のもう片方の男は、頭上から一直線に落ちてきた矢によってその頭部を貫かれ絶命する。




「来たっ！」

　視線の先にいた見張り二人のうち片方が首や顔を切り裂かれて血を噴き出しながらその衝撃で見張り台から地面へと崩れ落ち、それと殆ほとんど同時にもう片方の男が頭上から降ってきた矢に頭部を貫かれたのを確認したキュロットは、短くアロガンとスペルビアへと鋭く叫ぶ。

　その言葉を聞いた二人は即座に森の出口から素早く駆け出し、見張りとの距離を急速に縮めていく。

　そして見張りとの距離を縮めつつスペルビアが舌打ちを一つ。

「不ま味ずいな、スコラの魔法で攻撃された方はまだ仕留め切れてない。アロガン、お前は見張り台から地面に落ちてまだ生きてる方の見張りを仕留めろ。俺は洞どう窟くつの内部から誰か出て来ないか警戒する」

「おいっ、何で俺が！」

「黙れ、時間が無いんだ。ここからは悠長に喋しやべっている暇は無い。時間との勝負だぞ」

「ちっ、分かったよ、クソが」

　喋っているうちに見張りの下へと辿たどり着き、スペルビアはロングソードを構えたまま洞窟の出入り口付近へと身を潜めて中の様子を窺うかがう。

　幸い、中から聞こえて来るのは笑い声や歓声といったものが殆どだ。恐らく酒盛りでもしているのだろうと判断したスペルビアは、見張りの件が気付かれた様子がないのに安あん堵どの息を吐く。

　その近くで、アロガンは地面に倒れて痛みと混乱により暴れている見張りへと狙いを付け……そのまま固まっていた。

「くそっ、俺がこんな……」

「が、がぁ……げふっ、た、たふひぇて……」

　見張りの男の不幸は、スコラの魔法の腕がまだ未熟だったということだろう。……いや、ランクＥ冒険者としては十分な腕なのだが、隠密性と攻撃速度を重視したウィンドアローでは五本全てが首や頭部へと命中したとしても、その一撃で命を刈り取ることが出来なかったのだ。

　そういう意味では、フィールマの矢に頭部を貫かれた男の方が幸せだっただろう。何が起きたのかも分からないまま、一瞬にしてその生を終えたのだから。

「アロガンッ、早くしろ！」

　人を殺す、という行為に躊躇ためらっているアロガンへと向かい、スペルビアが小声で素早く命じる。

　だが、アロガンにしても人を殺す……それも自分でそう認識してから自分と同種族の命を刈り取るという行為に、その手は震えて上う手まく動かない。

　模擬戦や、あるいは以前レイと行ったような決闘でその命を奪ってやる！　とばかりに魔剣を振るったことは数多いが、幸か不幸かこれまで実際に人間の命を奪ったことは無かった。それゆえに、今こうして魔剣を持つ手が震えているのだが。

「ちぃ、キュロット、お前はレイの指示通りに内部の偵察を」

「わ、分かった！」

　スペルビアは自分と引き替えにスルリと洞窟の中へと入っていくキュロットの背を見送り、苦痛と息苦しさにより地面を転がり回っている見張りの男へと近寄ると、無造作にロングソードを男の首目掛けて振り下ろす。

「がっ！」

　ロングソードの刃により首を切断された見張りの頭は、血の跡を残しながら地面を転がっていく。

「オエエエェェェェェェッッ！」

　モンスターではない、自分と同種の生物が死んだその光景を目にしたアロガンは、物陰へと走り胃の中の物を吐き出す。

　そんなアロガンを複雑な表情で見ながらも、スペルビアは洞窟内部の様子から聞こえて来る音に耳を澄ませていた。

　幸い中ではまだ見張りが死んだというのも、あるいはキュロットという侵入者がいるというのも気が付いていないらしく相変わらず歓声や笑い声だけが聞こえてくる。

　そんな状況の中、後衛組が合流する。

「キュロットはどうした？」

「作戦通り、中に侵入した」

　レイへと答えながら、スコラとフィールマの様子を確認するスペルビア。

　フィールマは人を殺したという行為に特に罪悪感を覚えている様子は無い。あるいはそれを隠し通せるだけの精神的な強さがあるのだろう。だが、スコラの方は見るからに顔から血の気が引いていた。

「スコラもか」

　スペルビアのそんな言葉に、レイもまた、未いまだに物陰で吐いているアロガンへと視線を向ける。

「らしいな。自分の使った魔法で苦しんでいるというのが応こたえたらしい」

「まあ、初めての人殺しだ。そうなっても無理はないけどな」

「スペルビアは平気そうだけど？」

「どういうものにも慣れってのはあるもんだ。それはそっちも変わらないだろう？」

「さて、どうだろうな……っと、戻ってきたか」

　足音を殺しながら戻ってきたキュロットに気が付き、会話を一旦止めるレイ。スペルビアは不思議そうな顔をしつつも、洞窟からキュロットが出て来ると納得した表情になる。

「どうだった？」

　そんなレイの質問に、小さく頷うなずいてキュロットが答える。

「この先はしばらく一本道ね。ただ、先で通路が三つに分かれてるわ。右側が牢ろう屋やで商人らしき人が何人か捕まってる。見張りがいたから正確な人数は分からないけど。真ん中の道の先は広く作られていて、さっきから聞こえて来る宴会の音もそこからよ。で、左側が倉庫とか武器庫とかそんな感じ」

「盗賊の人数は？」

「ざっと三十人弱ってところね」

「なるほど。ここの他に外と繫つながっている出入り口があるかどうかは？」

「さすがに時間が無くてそこまでは調べられなかったわ」

「となると、まずは最初の接触でなるべく多くの盗賊たちを仕留めた方がいいか？」

「でも、商人が人質にされるのは面白くないぞ」

　レイの呟きに、スペルビアがそう口を出す。

「まあ、確かに。……キュロット、その宴会をやってる場所から牢屋に行く抜け道とかがあるかどうかは分かるか？」

「今も言ったけど、時間が無かったからちょっと分からないわ。ただ個人的な意見を言わせて貰もらうのなら、自分たちがやってることを思えばいつ討伐隊が来てもおかしくないんだから、いざというときの対応を考えてないとは思えないわね」

「となると……キュロット、お前は真っ先にその牢屋に向かって人質を確保してくれ。そのあとは……グラン、いるんだろ？」

　闇の中へと声を掛けると、苦笑を浮かべたグランが姿を現す。

「気付かれるとは思ってなかったな。で、用件はなんだ？」

「人質を救出したあと、そっちに任せるというのはランクアップ試験的にありか？」

「いや、無しだ。俺の役目は、あくまでもお前たちがランクＤ相当の実力があるかどうかを見極めるだけだからな。よほどの理由がないと手助けは出来ないことになっている。で、今の事態はよほどの理由に値しない訳だ」

「……しょうがない。戦力が減るのは惜しいが、キュロット、お前は捕虜を救出したあとは一旦ここまで戻ってきて身を隠していろ」

「分かったわ」

「よし、じゃあ洞窟に突入するぞ。昼にも言った通り、前衛はアロガンとスペルビア。中衛はスコラとフィールマ。後衛は俺でいく。……やれるな？」

　ようやく吐き気が治まったのか、レイたちの側に戻ってきたアロガンへと声を掛けると、苦い表情をして頷く。

「ああ、やってやるよ」

「スコラ、お前は？」

「だ、大丈夫だよ。何とかやってみる」

　スコラも少し時間を置いたためか、先程よりも大分マシになっていた。

「よし、突入だ」

　レイの合図と共に、洞窟内部へと突入していく。




　出入り口が狭いために、まずは先程中に入ったキュロットが先行して見張りの交代や何か不審に思った盗賊の姿がないかどうかを確認する。そのあと、スペルビア、アロガン、スコラ、フィールマの順に中へと入っていき、最後にレイが最後尾として中へと入る。

「……狭いな」

　洞窟の中は、二人が何とか並んで通れる程度の幅しかない。もし戦闘になったとしたら、余裕を持って戦えるのはせいぜい一人といったところだろう。

　その様子を確認し、一番大事な役目を果たすキュロットへと声を掛けるレイ。

「キュロットは人質を確保したら、表にある見張り台の物陰にでも隠れてろ」

「……さっきアロガンがその物陰で吐いてたんだけど……」

　不満そうに口を尖とがらせるキュロットだったが、だからと言って戦いに関しては素しろ人うとであろう商人たちを守りながら森の中で待機するというのを考えると、結局は物陰に隠れる方を選ぶ。

「これ以降は時間との勝負だ。盗賊を見つけたら躊躇ちゆうちよせずに殺すんだ。俺たちが侵入したことを他の仲間に知らされるのを遅らせたいから、出来れば声も出させないようにして仕留めるように。……酒盛りをしてるところに奇襲を仕掛けるんだ。戦い自体は殆ど手間が掛からないだろう」

　レイの言葉に皆みなが頷き、キュロットが先行して牢屋のある右側の通路へと入っていく。

　それを見届けたレイたちも素早く、なるべく音を立てないようにして真ん中の通路を進み……

「っ!?」

　先頭を進んでいたスペルビアが、手を振って止まるように指示を出してからレイへと声を掛ける。

「いたぞ」

「敵の数は？」

「きちんと数えた訳じゃないが、キュロットの報告通りざっと三十人といったところだ。殆ど全員が酔っ払ってるし、連れ込まれているような奴もいない」

「よし、じゃあまずは見張りを倒したときのように飛び道具で先制攻撃だ。今回は俺も参加する。俺、スコラ、フィールマの三人が魔法や弓で先制攻撃をして盗賊共を混乱させるから、スペルビアとアロガンはその混乱に乗じて突っ込め。俺は後衛二人の護衛として広間の出入り口に陣取る」

　レイの指示に全員が頷き、スペルビアとアロガンは武器を抜いていつでも中へと突入出来るように準備を整え、フィールマは弓を構え、スコラは呪文を唱える。

　それを確認したレイもまた、長物の武器は洞窟の中だと取り回しがしにくいということで持っていたミスリルナイフを腰へと戻し、ミスティリングから魔法発動体でもあるデスサイズを取り出す。

『炎よ、我が意に従い敵を焼け』

　呪文を唱えるのと同時に、三十センチほどの火球がレイの前へと現れて周囲の温度を急激に上げていく。

　レイがチラリとスコラへと視線を向けると、向こうも詠唱を完了したのか小さく頷く。

『火球』

　初めに放たれたのはレイの炎球。五人ほどが固まって酒を飲んでいる集団の中央にいた盗とう賊ぞくの男へと命中する。最初に炎球を直接当てられた男が瞬時に燃え上がり、断末魔すら発する間もなくその命を散らす。

　同時に男へと命中した炎が小さな炎を周辺にも撒まき散らし、一瞬にして燃え尽きた男の周囲にいた者たちに大小の差はあれど火傷やけどを与える。

「何だ？　敵襲か!?　全員迎……」

　燃え上がった盗賊たちの近くにいた男が咄とつ嗟さに迎撃を指示しようとするが、そうはさせじとフィールマの放った矢が額へと突き刺さって地面に崩れ落ちる。

「敵襲、敵襲だぁっ！　迎え撃てぇっ！」

　さすがに酔っ払ってはいても、攻撃されているというのには気が付いたのだろう。部屋の奥にいた首領らしい巨体を誇る男が叫んで命令する。

　その命令を聞いた男たちが、近くへと置いてあった剣、斧おの、棍こん棒ぼう、弓といった自分の武器を手に取り、広間となっている場所の唯一の出入り口へと視線を向ける。その瞬間、スコラの魔法が発動……するはずだったのだ。だが……

『ウィンド・ブ……うわああぁぁぁっ！」

　本来であれば問題無く放たれた魔法。風によって生み出された拳こぶしが出入り口に殺到してきた盗賊たちを打ちのめすはずだった。だが、血相を変えて走り寄ってくる盗賊たちの姿を見た瞬間、スコラの心に怯おびえが走り、魔法を完成させる直前にその構成を自ら乱すことになる。

　これが、まだ魔法の構成を練っているときであれば問題は無かっただろう。だが、魔法の発動直前となれば話は別だった。

　本来であれば風を凝縮させて拳が形成されるはずの魔法は、拳の形成というプロセスのみが省略され……つまりは、洞どう窟くつ内へと猛烈な突風が吹き荒れることになる。

「うああっ！　モンスターだ、モンスターの攻撃だぁっ！」

　突風に吹き飛ばされ、洞窟の壁に叩たたきつけられたのを見た盗賊の一人が叫ぶ。だが、起きたのはそれだけでは無い。指向性を持たせずに解き放たれた突風は、盗賊たちだけではなくレイたちにも被害をもたらしていたのだ。

「スコラ！　落ち着け！」

　突風に乗って飛んできた酒瓶を斬り捨て、スペルビアが叫ぶ。

　やはり人と敵対するという意味では経験者だけに落ち着きがあったのだろう。

「魔力を抑えろ！　このまま暴走させ続ければ、洞窟が崩れるぞ！」

　スペルビア同様に、人と敵対するという行為を経験しているレイもまた叫ぶ。

「ほら、落ち着いて。風は全ての者に対して平等よ。貴方あなたにも、盗賊たちにも……まずは心を落ち着かせてから、魔力を練り直すの。今暴走している構成を落ち着かせて、飼い馴ならして、手て懐なずけるのよ。……ほら」

「あ……う、うん。……大丈夫、もう大丈夫だよ。ごめん、心配掛けて」

　フィールマの言葉を聞き、何とか気持ちを落ち着けて吹き荒れていた突風を落ち着かせることに成功する。

「よし、もう大丈夫だな」

　スコラが落ち着いたのを見て、素早く周囲を見回すレイ。

　自分たちは先程の突風はスコラの魔法が暴走したことが原因だと理解しているので落ち着いていたが、突然炎に襲われ、あるいは弓や突風に襲われた盗賊たちはそうもいかなかった。いや、寧むしろ先程の突風により混乱はさらに深まったと言ってもいいだろう。

（どうする？　このまま前衛を突っ込ませるか？　……いや、駄目だな。このままだとスコラが自分の落ち度を気にしてこのあとの戦闘で使い物にならなくなる。ならもう一度やらせる……か？）

　内心で素早く考えを纏まとめ、再度スコラへと声を掛ける。

「スコラ、もう一度だ。最初に使おうとしていた魔法。……出来るな？」

「……うん！」

　一連の行動で混乱や怯えといった感情が一周し、かえって落ち着いたのだろう。再び魔力を集中して魔法を発動する。

『ウィンド・ブロー！』

　その言葉と共に放たれた魔法は、モンスターの襲撃だと騒いでいた盗賊たちを数名吹き飛ばし、それが結果的に盗賊たちに対してさらなる混乱をもたらす。

「ええい、馬鹿が。炎と風の魔法を使うモンスターはこの辺にはいないだろうが！　しかも敵は弓を使ってるんだぞ！　しっかりしろ！」

　首領がそう叫ぶが、一いつ旦たん混乱に陥ってしまった者が我に返るというのはそう簡単なことではない。それが訓練された兵士や冒険者ならともかく、寄せ集めの盗賊ならなおさらだ。そして……

「行けっ！」

　レイの口から鋭い叫びが発せられるのと同時に、スペルビアとアロガンが武器を構えて盗賊たちへと突っ込んでいく。

「ええいっ、クソッ。スコラだってやれたんだ。なら俺だってやってやる。やってやるさ！」

　半ば捨て鉢になりつつも……いや、そうすることによってようやく殺人という行為に覚悟を決めたアロガンが、魔剣を使って手近にいた盗賊の腹を薙なぎ払うようにして一いつ閃せんした。

「ぎゃあっ！」

　さすが魔剣と言うべきか、その横薙ぎの一閃は特に抵抗もなく盗賊の胴体を上下の二つに分断。

　そのまま内臓と血を周囲へとばら撒きながら盗賊の男は絶命し、アロガンは生涯初めての人殺しを経験する。

「アロガン、ぼうっとするな。敵はまだいるんだぞ！」

　スペルビアがそう叫びながら近くにいる盗賊の頭へとロングソードを叩き込み、盗賊が持っていた短剣を弓を構えようとしている盗賊の手足へと向かって投げつける。

　アロガンもまた、スペルビアの言葉に今は悩んだり葛かつ藤とうしている場合ではないと認識したのだろう。必死になって盗賊相手に魔剣を振るう。

　そしてその二人を援護すべくスコラからは風や水の攻撃魔法が。フィールマからはマジックアイテムである弓から放たれた風属性を与えられた矢が放たれて前線で戦う二人に対する援護が行われていた。

「ええいっ、まずはあの後ろにいる三人を片付けろ！」

　盗賊の首領の命令に従って、スコラとフィールマへと襲い掛かる盗賊もいるが……

「この広さがあれば問題無いな」

　デスサイズを構えたレイが、そんな盗賊たちの前へと立ち塞ふさがる。

「どけ、クソガキがぁっ！」

　宴会の最中に奇襲を受け仲間を次々に殺された恐怖と焦り、怒りといった感情で興奮しているのだろう。盗賊の男が血走った目をして、スコラとフィールマを守るように立ち塞がったレイの頭へと斧を振り下ろす。

　盗賊にしてみれば大鎌という巨大な武器を持ってはいるものの、身長は自分の胸くらいまでしかなく、その身体も華きや奢しやに見えるのだ。自分の一撃で殺せるはずだと思い込んでもしょうがなかっただろう。だが……

「人を見た目で判断するのは三流のやることだ」

　キン！　という金属音を立て、頭へと降ってきた斧をデスサイズの刃で受け止める。

　……否いな。受け止めるまでもなく、魔力の通ったデスサイズの刃へと振り下ろされた斧はデスサイズの刃の外側の部分へと当たる。そしてそのまま魔力で強化されたデスサイズにより、自らの重量と振り下ろされた勢いにより真っ二つにされる。

「んな馬鹿な！」

　予想もしていなかった光景なのだろう。啞あ然ぜんとして思わず動きを止めた盗賊の男の胴体を、レイの持つ、文字通りの死神の鎌は薙ぎ払う。

「げふっ！」

　胴体そのものを切断され、上半身と下半身に分かたれた盗賊はその生涯を終える。

（とは言っても、この乱戦だと何が起きるか分からないからな。いざというときのために保険は使っておくべきか）

　内心で呟つぶやき、つい先日手に入れたばかりのスキルを発動する。

「マジックシールド」

　レイがスキルを発動させるのと同時に、光の盾が姿を現す。その盾は、まるで自らの意志があるかのようにレイの邪魔にならない場所へと自動的に移動し、自らの主人であるレイへの攻撃にいつでも反応出来るように備える。

「レイ、それは……」

　そんなレイのマジックシールドを見ていたフィールマが驚きの声を上げかけるが、すぐに今はそれどころではないと判断して弓へと矢を番つがえ、アロガンへと向かおうとしていた盗賊へと矢を放つ。

　盗賊たちにしてもさすがに混乱から立ち直りつつはあるのだが、それでもまだ完全とは言い難い。

　何しろ、酒盛りをしていたということは当然酒を飲んでいたという訳で、敵が来たからと言ってその酔いがすぐに覚める訳ではないのだから。

　アロガンとスペルビアもそれを理解しているのか、早いうちに勝負を付けようと魔剣で敵を文字通りに真っ二つにし、あるいはロングソードで盗賊の首や四肢を斬り落としていく。

「くそっ、かなりの手て練だれが揃そろってやがるな。それも魔法使いが二人だと？　盗賊退治にしては過剰戦力じゃねぇか！」

　首領が吐き捨てるように言って、この広間からの出入り口を塞いでいるレイたち三人を睨にらみつける。

「弓を持ってる奴！　出入り口を塞いでる敵を排除しろ！」

　首領の命令に従い、数人の盗賊が弓を引き絞ってレイたちへと狙いを付ける。

「そうそう好きにやらせるか。飛ひ斬ざん！」

　首領から下された命令を聞き逃さなかったレイが、飛斬のスキルを発動させながら大きくデスサイズを振るう。

　その軌跡を描くかのように飛ばされた斬撃は、弓を構えていた三人ほどの盗賊を纏めて斬り裂く。

　スキルのＬｖ自体がまだ１のために命中した箇所を切断するというようなことは出来なかったが、それでもその傷は大きく、この戦闘で弓を使うような真似は出来ないだろう。

「レイッ！」

　フィールマの口から放たれる悲鳴のような声。それは地面へと倒れた仲間たちの死体に紛れながら弓を引いてレイを狙っている盗賊の姿を見つけたからだ。

　咄嗟に自分も弓を引いてその盗賊を狙うが、一瞬遅く、すでにその矢は放たれていた。

　弓を放った盗賊はフィールマの矢に頭部を射い貫ぬかれて絶命する。しかし、その矢を放つのを防ぐことは出来なかった。そしてフィールマはレイが矢に貫かれる姿が脳裏を過よぎる。だが……

「構うな、こっちは問題無い」

　咄嗟に目を瞑つむったフィールマに、いつも通りの冷静なレイの声が聞こえて来る。

　その様子に疑問を覚えながらも目を開けたフィールマの視界に入ってきたのは、矢を受け止めたマジックシールドが霞かすみのように消えていく所だった。

「分かったな？　ならまずは敵の数を減らすのを優先するんだ。盗賊共もそろそろ混乱から立ち直りつつあるからな」

「え、ええ」

　頷うなずきつつ、広間の中へと視線を向けて精霊へと語りかけるべく意識を集中するフィールマ。

（ここは洞窟の奥だから、風の精霊の力は弱い。かと言って迂う闊かつに地の精霊の力を使えば崩落する危険が……いえ、洞窟そのものではなく地面に干渉すれば）

『地の精霊よ、大地の槍やりを！』

　フィールマの呼びかけに地の精霊が応こたえ、盗賊たちの足下から一メートルほどの鋭い切っ先を持つ土の槍が突き出される。

「うわぁっ！」

「な、何だ!?」

「くそっ、何が起きてる！」

「どけ、邪魔だよ！」

　仲間の数人が、いきなり真下から生えてきた土の槍に突き刺されたのを見た盗賊たちは、再び混乱に陥る。

　ようやく奇襲の混乱から立ち直りかけたときに起きたその新しい混乱は、盗賊たちへと絶望をもたらす。

「うおおおおおぉぉっ！」

　真下から土の槍によって貫かれた仲間の姿に、思わず飛び退のいた盗賊。その盗賊にアロガンが雄お叫たけびを上げながら斬りかかっていったのだ。

　また、仲間がアロガンとスペルビアの二人を相手にしている間に、もうここにはいたくないとばかりに逃げ出して広間の出入り口に向かう盗賊もいたのだが……

『アイス・ニードル』

　スコラの放つ数十もの短剣のような氷の針にその全身を串くし刺ざしにされ、地面へと倒れこむ。

「くそっ、おい。お前とお前。俺に付いて来い。他の奴等に気が付かれないようにな」

　殆ほとんど恐慌状態になりつつも、広間の出入り口に向かってはスコラの魔法、フィールマの矢、そしてレイの持っている巨大な大鎌で文字通りその命を刈り取られて行く様を見た盗賊の首領は、近くにいた自分の側近へと小声で指示する。

　その二人も首領が何を考えているのか分かったのだろう。小さく頷き、気配を消して首領と共に広間の奥へと移動していく。

　首領とその側近だけが知っている秘密。すなわち、この広間から抜け出るための秘密の脱出路だ。

　部下たちを犠牲にしても、自分たちだけはいざというときに生き残る。そのためにこの洞窟を自分たちの本拠地と決めたとき、広間から外へと繫つながる通路を真っ先に隠してその存在を秘匿したのだから。

　すでに広間の中で無事な盗賊は十人を切っている。その殆どが未いまだ覚めぬ酔いと、半ば破れかぶれな気持ちで奇襲を仕掛けてきた相手へと向かっていっているのだ。この通路を知っている者はすでに自分たち以外は皆みな死んでいる。ならばさっさとここから逃げ延び、また盗とう賊ぞく団を一から組織するまでだ。

　そんな風に内心で思いながら、広間の中で暴れている者たちに見つからないように奥へ、奥へと移動していた首領たち。

　だが、そんな様子を見逃さなかった存在も当然いる。

「……広間の中は残り七人。あとはお前たちで何とかなるな？」

「え？　ええ。それは大丈夫だと思うけど……突然どうしたの？」

　また一人、盗賊の腕へと矢を射込みながらフィールマが尋ねる。

「いや、こそこそと逃げだそうとしているネズミがいてな。そいつらを処分してくる。一応念のために……マジックシールド」

「は？　ネズミ？」

　フィールマの戸惑ったような声を聞き流し、デスサイズを構えたまま先程もフィールマが見た光の盾を再び呼び出してから地面を強く蹴けり、アロガン、スペルビアの二人と盗賊たちで乱戦になっている場所へと向かい突っ込んでいく。

「ちょっ、レイ!?」

「うわ、二人共気をつけて。レイがそっちに突っ込んでいったよ！」

　戸惑ったようなフィールマの声と、スコラが前衛二人に呼びかける声を聞きつつ乱戦の場との距離を縮め……

　空を走れるというマジックアイテムのスレイプニルの靴の効果により、そのまま跳躍して乱戦となっている場所の上空を一歩、二歩と蹴って飛び越える。

「は？」

「何!?」

　背後からの声でレイが近付いていたことに気が付いていたアロガンとスペルビアの間の抜けたような声が響いたが、それは聞き流してさらに空中を三歩、四歩と踏み越え……目標の位置へと着地する。

　そう、こっそりとこの場を抜け出そうとしていた盗賊たちの首領とその側近の目の前へと。

「……何をしたんだ、お前は」

　盗賊の首領は、自分の目で見たものが信じられなかった。

　目の前にいるまだ十代半ばにしか見えない子供がやったことは、それほどに常識外れのものだった。

　空を走る、なんて真似は、長く盗賊を続けてきて裏の世界に精通している首領にしても初めて見るものだったのだから。

「さて、何をしたんだろうな。とにかく、お前をここから逃がすような真似をさせる気はないんだがな」

　手に持っていたデスサイズを構えて光の盾を従者の如く従え、盗賊の首領とその側近二人をじっと眺める。

「そもそも、部下に戦わせておいて自分たちだけ逃げるとか……盗賊団を率いる者としてどうなんだ？」

「う、うるせぇっ！　盗賊ってのは生き残ってこそ意味があるんだよ！　おい、お前等。一斉に掛かるぞ！　こいつさえ何とかすればあとは逃げられる」

　側近へと叫び、首領自身も手に持っていた巨大な戦せん斧ぷを構える。

「へぇ、まだやる気なのか。……どのみち今回の目的は盗賊たちの殲せん滅めつだから、逃げようが降伏しようが、あるいは玉砕をしようが結果は変わらないんだがな」

「やかましぃっ！　ちょっと空を跳べるからって俺たちがビビると思ってんのか!?　おい、いくぞ！」

「ああ！」

「ちっ、やるしかないか」

　側近二人も長剣と槍を手に持ち、それぞれが同時にレイへと攻め掛かる。

　槍を持った男が、他の二人の邪魔にならないようにそのリーチを活いかしてレイの胴体を狙って穂先で突き。

　もう一人の男がレイの右側から足を狙って剣を振り下ろし。

　そして最後に盗賊の首領が頭を叩たたき割らんと自慢の腕力で戦斧を振るう。

「連携が甘いな」

　槍の一撃は魔力を通したデスサイズで受け止め、その穂先ごと斬り落とし、次の瞬間には即座に柄を撥はね上げて足を狙ってきた剣を弾はじく。そして頭部を狙った首領の戦斧はマジックシールドが受け止める。

「な!?」

　その呆ぼう然ぜんとした声は誰が上げたのだろう。だが、そんなことは知ったことではないとばかりにデスサイズを振るって剣を持っている男の首を切断し、そのまま素早く一歩前へと進み出てから返す刃やいばで槍を持った男を脳天から真っ二つにしてその身体を左右へと斬り裂く。

　剣を持った男は首から血を大量に噴き出しつつ地面へと倒れこみ、左右に切断された槍を持った男は内臓と血をボタボタと地面に溢こぼしながらそれぞれの身体が左右へと崩れ落ちる。

「な、何をした!?」

　盗賊の首領はと言えば、側近二人が殺されたことよりも自分の一撃が呆あつ気けなく防がれたことに啞然としつつ、すぐに後退して再び戦斧を構える。

　その足下には槍を持った男の内臓や血が広がっているのだが、生き残るのに必死な首領はそんなことには構っていられず、必死にレイの隙を探る。

「さて、何だろうな」

　呟き、霞のように消えていくマジックシールドを見るレイ。

　再びマジックシールドを展開してもいいのだが、そうすれば首領もそれが何らかの魔法であることに気が付くだろうと判断し、そのままデスサイズを大きく振るって刃に付いていた血を払い、切っ先を首領の方へと向ける。

「ぐっ、くそっ、くそっ、くそったれがぁっ！　せっかくこれまで上う手まくいってたのに何で邪魔をするんだよ。お前たちが来なければこんなことにならなかったってのによぉっ！」

　持っていた戦斧を大きく振り回しながら叫ぶ首領。どうあっても逃げられないと知り、癇癪かんしやくを起こしたらしい。

　そんな首領の様子を、レイは呆あきれたように眺めていた。

「そもそも、討伐されるのが嫌なら盗賊なんてやらないで地道に働けばいいだろうに。お前が人を殺すのは良くて、お前が殺されるのは駄目なのか？」

「黙れクソガキが！　目上の者に向かってなんて口を利きやがる！　いいからお前はそこを退のけぇっ！」

　叫びながら振り下ろされる戦斧。だがその一撃は速度もなく、威力もなく、鋭さもない。本当にただ力任せに振り下ろしただけの一撃だった。

「……見苦しい。己おのれの罪を嚙かみ締めて……死ね」

　戦斧の一撃をデスサイズの柄で受け止め、弾はじく。同時に返す刃で首領の首へと繰り出した横よこ薙なぎの一いつ閃せんがその頭部を斬り飛ばす。

　数秒、そのまま首がない状態でその場に立っていた首領の身体だったが、血が噴き出すのと同時に地面へと倒れこむ。

　それを確認したレイが乱戦を行っていた場所へと視線を向けると、そこではすでに決着が付いており、盗賊たちはその全てが死体へと変わっていた。




「さて。何とか片付いた、か」

　デスサイズを大きく一振りし、刃に付いた血を払う。

　モンスターを相手にしているときならここから解体へと移るのだが、さすがに人から取れる素材なんて物は無いので、人を解体するという悪趣味な真似をする必要もない。

（亜人であるオークとかは解体するんだから、その辺はあくまでも人間としての感傷でしかないんだろうけどな）

「そうだな。まさかこの人数を相手にするとは思わなかったが。……で、これからどうする？」

　スペルビアがレイへと近付きながら尋ねる。
















「この広間の真ん中に死体を集めてくれ」

「は？　何でそんな面倒な真似をしなきゃならないんだよ」

　レイの言葉に、アロガンがいかにも面倒といった様子で口を出す。

　その様子からは、戦闘中に初めて人を殺して衝撃を受けていたときのような様子は微み塵じんも存在していなかった。

（いや、今は戦闘終了後で興奮してるからだな。恐らく今夜が山場、か）

　人を殺したというのを受け入れられるかどうか。もしそれを受け入れられるのならこれからも冒険者を続けていけるだろうし、それが無理なら最悪冒険者を辞める可能性もあるだろう。

「いいか、このままここに死体を放置していったらどうなると思う？」

「そりゃまあ、腐るだろうな」

「……だからだよ」

「はぁ？　だから何でだよ」

　処置無しとばかりに溜ため息いきを吐ついたレイの代わりに、スコラがアロガンへと説明を始める。

「死体をこのままにしておいたら、それこそゾンビやスケルトンみたいなアンデッドになる可能性もあるんだけど……知らないの？　それに、腐敗した死体は病を呼ぶ。ギルムから馬車で二日程度は離れてるから大丈夫だとは思うけど、変な疫病とかが広まっても困るでしょ」

「ったく、わーった。死体を集めればいいんだな。で、集めてどうするんだよ」

　デスサイズをミスティリングへと収納し、首領の死体を引っ張りながらレイが答える。

「簡単な話だ。ここで俺が焼く。それこそ骨も残さずにな」

「っ!?　……分かったよ」

　レイの目に何を見たのか、半ば気け圧おされたようにアロガンは首領の側近の死体を広間の真ん中へと運んでいく。

　それを見たスコラ、スペルビア、フィールマの三人もまた、無言で広間の中央に盗賊たちの死体を集める。

　そんな中、非力なために顔を真っ赤にしながら死体を集めているスコラへとレイが声を掛ける。

「スコラ、ここはいいからキュロットに盗賊退治が終わったと伝えてきてくれ。それと倉庫の方のチェックをしておくようにと」

「あ、うん。分かった」

　スコラにしてみれば純粋な魔法使いである分、力仕事は苦手だったのだろう。そして何よりも人を殺したばかりのスコラがその死体を運んでいるのだ。アロガン同様、今はまだ戦闘後の興奮で何も感じていないようでも、落ち着いたらどうなるかは分からなかった。

「優しいのね」

　レイの耳元で囁ささやくようにフィールマが告げる。

　その様子に苦笑を浮かべながら小さく首を振るレイ。

「そうでもない。そもそもあいつは純粋な魔法使いだけに、こういう力仕事には向いてないし。いてもいなくても作業効率はそう変わらないよ」

「……一応、私も後衛職なんだけど」

「レンジャーで弓を使ってる以上は、スコラよりも体力あるだろう？」

　フィールマは、そんなレイの言葉に乙女心を傷つけた賠償として、ギルムに戻るときに再び焼きたてのクッキーを提供させる約束を取り付けることに成功する。




「洞どう窟くつの中、静かになったわね」

　洞窟の外、見張り台の物陰でキュロットが小さく呟つぶやく。

　気丈に振る舞ってはいるが、その声はどこか掠かすれている。

　人を殺すという行為を初めて体験したのだ。牢ろう屋やの見張りの首を短剣で斬り裂いたときの感触は、今でもキュロットの手にしっかりと残っている。

　自分と同じ生き物の命を奪った感触。

　もしこの場にいるのが自分だけであれば、恐らくは物陰でひたすら吐き続けていただろう感触。

　それでも今、キュロットが半ばやせ我慢をしながらもこの場にいるのは、自分が守らなければいけない者たちがいるからだった。

「キュロットさん、腕の傷は大丈夫ですか？」

　その後ろに身を潜めていた二十代ほどの男が心配そうに小声で尋ねる。

　キュロットの右腕には刃物で付けられた傷が付いており、布を巻くという応急処置をしてあるだけだ。本来ならポーションで回復しておきたかったのだが、キュロットが今回用意してきたポーションは一つのみ。

　そして捕まっていた商人の中には、盗とう賊ぞくたちに襲われたときそれなりに重傷と言ってもいい怪我をしている者がいたのでポーションはそちらに使い、商人たちの見張りと戦った際に受けた傷は最低限の止血のみとなっていた。

「すいません。奪われた荷物を取り戻せればポーションの類たぐいもあるんですが」

「全くだ。嬢ちゃんには盗賊共から助けて貰もらった上に、ポーションまで譲って貰って恩ばっかりが積み重なるな。ここを何とか出来たら必ずこの恩は返すからな」

　先程の声を発した男の後ろから、もう一人がキュロットへと声を掛ける。こちらの男は四十代ほどの、まさに働き盛りの頑固親父といった雰囲気を持っていた。

　着ている服には大量の血が付いているが本人に痛がっている様子はない。この商人こそキュロットがポーションを使った相手であり、その血は怪我をしたときのものだからだ。

　そんな二人が自分の側にいるから、そしてパーティリーダーのレイに商人の護衛を命じられたからこそ、キュロットは目の前にいる商人たちを見張っていた相手を殺した罪悪感や恐怖といったものをとりあえず棚上げにすることが出来ていた。

　商人の二人もキュロットの様子には気が付いているのだろう。ポツポツと言葉を交わしながら落ち着かせるように自らの失敗談のような馬鹿な笑い話を小声で喋しやべり続ける。

　そんな行為が功を奏したのだろう。何とか腕の震えは止まり、大分落ち着いた様子を取り戻すことに成功する。

　そしてキュロットもまた、自分の失敗談を話して一ひと先まずは大丈夫だと思った、そのとき。シーフとしてのキュロットが自分たちに近付いてくる足音を聞きつけて反射的に短剣を構える。

　その様子を見た商人二人も、キュロットの邪魔にならないようにとさらに見張り台の陰へと身を隠す。だが……

「ふぅ……なんだ」

　その足音が聞き覚えのあるものだと気が付いたキュロットは安あん堵どの息を吐きながら警戒を解く。

「キュロットさん？」

「嬢ちゃん？」

　護衛対象の二人に声を掛けられ、笑みを浮かべて小さく頷うなずく。

「大丈夫。私の仲間よ」

　そのキュロットの言葉はすぐに証明された。洞窟の中からスコラが顔を出して周囲の安全を確認するように周囲を見回していたのだ。

「スコラ、こっちよ」

「あ、キュロット。無事で良かった……って、怪我してるじゃないか。ちょっと待ってて」

　相棒の右腕が布で止血されているのに気が付いたスコラは、急いでキュロットの下へと移動して杖つえを構える。

「お願い。さすがにちょっと緊張してたみたいで、ドジッちゃったのよ」

「キュロットらしいと言えばらしいね」

　お互いに顔を見合わせて苦笑を浮かべる。二人共相手が初めての人殺しを経験したと、長い付き合いゆえに理解したからこそ相手に気遣わせないための苦笑だった。

　スコラはその苦笑をすぐに消し、キュロットの腕へと意識を集中しながら呪文の詠唱を開始する。

『水よ、かの者に慈愛の魔力を以もちて癒いやしを与え給え』

　スコラの呪文が紡がれるに従い杖の先端へと青い光が集まり、それがやがてキュロットの右腕へと移動する。

『アクア・ヒーリング』

　そして魔法が発動すると同時にその青い光は傷口へと沈み込み……キュロットが感じていた痛みは自然と治まっていった。

　安堵の息を吐き、念のために止血用に縛っていた布を解ほどく。するとそこには傷跡というものは一切無く、元の綺き麗れいな肌があるのみだった。

「へぇ、坊主は回復魔法を使えるのか。やるなぁ……」

　中年の男の褒め言葉に、頰を赤くして照れるスコラ。その様子に先程の苦笑とは違う、本当の笑みを浮かべながらキュロットは口を開く。

「で、結局何でここに？」

「あ、そうそう。レイからの指示。倉庫の方を確認してこいって」

「ふーん。じゃあ盗賊たちは片付いたのね？」

「うん。いや、皆みんな凄すごかったよ。特にレイなんて何かのマジックアイテムなんだろうけど、空中を走ってたし」

「……相変わらず規格外ね。ま、それはともかく話は分かったわ。念のためにあんたも付いて来なさい。そっちの二人も行くわよ。自分の荷物を取り戻したいでしょ？」

　キュロットの言葉に、思わず目を剝むく商人たち。本来なら盗賊に奪われた荷物というのは、相応の金を支払って返却して貰うというのが一般的なのだからそれも無理はない。

　だが、キュロットは問題無いとばかりに洞窟の中へと入っていく。

「今回のパーティリーダーのレイはそんなことで文句を言うほどケチじゃないわよ。……あ、でもアロガン辺りが文句をいってくるかも」

「ふふっ、たしかにそうかもね。けど、アロガンはレイに頭が上がらないから」

「らしいわね。ってことで問題無いわ。付いて来て」

　こうして、商人二人は恐る恐るながらもキュロットのあとを付いて洞窟の中へと戻っていく。

　一応念のためと言うことだろう、スコラがその最後尾で盗賊の残党がいないかどうかを警戒しながら。




（……気持ちは分かるんだが、ちょっと減点だな。荷物を返すにしても、せめてパーティリーダーのレイに確認を取ってからだろうに）

　気配を消して今のやり取りを聞いていたグランは、内心でキュロットに対する査定を少しだけ下げながらそのあとを追っていく。

（まあ、商人たちに対するやり取りを見る限りでは、今のマイナス分もそうハンデにはならないだろうがな）

　査定云うん々ぬんはともかく、牢屋の見張り番である盗賊を殺したときの戦闘や、捕まっていた商人たちを救出したときのやり取りに対しては個人的に好感を持つグランだった。




　洞窟の広間。そこに盗賊たちの死体が山となって積み上げられている。

　アロガン、スペルビア、フィールマ、そしてレイが苦労して集めた結果だ。

　その死体の山を微かすかに眉まゆを顰ひそめながら眺め、レイは三人へと指示を出す。

「そろそろスコラとキュロットが倉庫の方をどうにかしてるはずだから、そっちに合流するぞ」

　レイの言葉に、フィールマが不思議そうに尋ねる。

「それはいいんだけど、この死体は？　燃やすとか言ってなかった？」

「確かにそうだけど、それはこの洞窟から出る直前だな。下手に今燃やしてしまうと洞窟が煙で充満してしまうからな」

「ああ、なるほど。人間はその辺不便なのね」

　納得した、と頷くフィールマの言葉に引っ掛かったのか、スペルビアが口を開く。

「エルフは違うのか？」

「んー、そうね。煙の充満している所にずっといればそのうち倒れるというのは変わらないわ。でも、そんなにすぐにって訳じゃないのよ」

「ほう、エルフというのは便利なものだな」

「その代わり直接的な筋力なんかでは人間よりも大分弱いんだけどね。エルフの戦士とかは、私みたいなレンジャーや魔法使いに比べて随分と少ないでしょ？」

「いや、そもそもエルフ自体見るのはフィールマが初めてなんだが……」

「ああ、なるほど。そもそも森から出て来ているエルフの数自体が少ないものね」

　そんな風に話している二人へと、アロガンが苛いら立だったように声を掛ける。

「おい、そんな話はあとでしろよ。次は倉庫に行くんだろ。いつまでもこんな場所にいるのはごめんだ。くそっ、血の臭いで鼻がバカになってやがる」

「……まあ、アロガンの言うことももっともだな。それに捕虜をいつまでもキュロットとスコラの二人に任せておくのも悪い。さっさと行くと……」

　そこまで言った所で、レイの動きが止まる。

　突然動きの止まったレイに他の三人も不思議そうな顔を向けるが、レイは何故か微かな笑みを口元に浮かべているだけだった。

　その理由。それはつい今し方唐突に頭の中に声が響き渡ったからだ。それも、すでに聞き慣れた声が。すなわち……
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　というアナウンスメッセージだ。

（そうか、やっぱり俺とセトが別行動をしていても……そしてセト自身で魔石を吸収してもスキルの習得は可能な訳だ。これが判明しただけでも、今回セトと別行動を取った甲か斐いはあったな）

「レイ？」

　スペルビアの問いかけに、内心の思いを隠しながら首を振る。

「いや、何でも無い。まだ盗賊の残党がいるような気がしたが、気のせいだったらしい。それよりも倉庫へ行くとしようか」

　そう言い、広間から出て分かれ道の位置まで戻り、倉庫のある左側の道へと進む。




「あ、フィールマ。レイたちも」

　倉庫の前でレイたちを迎えたのはキュロットとスコラ。そして見覚えのない二人の人間だった。

　恐らくこの二人が捕まっていた商人なんだろうと予想しつつも、レイはキュロットへと声を掛ける。

「で、中身は？」

「んー、そうね。まあまあってところかしら。金目の物は金貨、銀貨、銅貨がそれなりの数があって、宝石も少し。他には安物のマジックアイテムがいくつか。ただ、妙なことに武器の類がやたらと充実しているのよね」

　ほら、とキュロットに促されて倉庫の中を覗のぞくと、確かに剣や槍やり、斧おの、あるいは弓や矢といった武器が大量に置かれている。

　倉庫の中に置かれている武器に、どこか釈然としないものを感じていたレイだったが、そこにキュロットが声を掛けてきた。

「ね、捕まってた二人に盗賊に奪われた商品を返したんだけど、良かったわよね？」

　そう言われて商人二人の方を見れば、確かにその背には巨大なリュックのような物が背負われている。

「いいんじゃないか？」

「おいっ、本来ならこういう場合は金を貰って荷物を返すのが普通だろ？　なのに何でそうもあっさりとしてるん……だ……よ……」

　喋っている途中で、レイが自分に視線を向けているのに気が付いたのだろう。次第にアロガンの言こと葉ば尻じりの力が無くなっていく。

　それでも自分の報酬が減るのは我慢出来ないのか、スペルビアとフィールマの方へと顔を向けるアロガン。

　しかしそれも無理はない。何しろこの盗賊団の討伐というのは、ランクアップ試験のために報酬が銀貨一枚と前もって宣言されているのだ。つまり、それ以上の報酬を欲するのなら、盗賊が溜ため込んだお宝に期待するしかないのだから。だが……

「別にいいんじゃない？　元々その人たちの荷物なんだし」

「俺も特に異論は無い」

　スペルビアとフィールマの二人もレイの意見に特に異論は無いらしく、アロガンはまさに孤立無援となる。

　ただ、この場合冒険者としてどちらが正しいのかと言えば、アロガンの方が正しい。何しろ冒険者というのは基本的に非常に危険な仕事が多いので、安請け合いをしてしまうとそれが他の冒険者たちに迷惑を掛けるかもしれないのだから。

　だが幸いなことに、捕まっていた商人二人はその辺をきちんと理解している者たちだった。

「まあまあ、その辺で。こちらとしても命を助けて貰もらって、なおかつ商品も取り戻して貰ったというのにお礼もしないというのはさすがに気が咎とがめます。なので、ギルムに戻ったら相応のお礼の品を渡すということでどうでしょう？　私たちはこれでもマジックアイテムを扱っているので、きっと気にいって頂ける品物があると思いますが……」

　レイたちの話を聞いていた若い方の商人がそう提案すると、マジックアイテムと聞きアロガンの顔が喜色に歪ゆがんだ。

　基本的にマジックアイテムというのは、生活用品のような物はともかく上を見れば高価な物が多いので無理はないのだが。

　結局命を救って貰ったのと荷物を返して貰った礼については、後日ギルムにある二人の店を訪ねたときにお礼の品を渡すということで話がついたのだった。

「で、そっちの話がついたところでこの倉庫の中身なんだが……どうする？」

「どうするって？　僕たちが貰っていってもいいんでしょ？」

「いや、それは確かだが……この量を持ち帰るのか？　それこそ馬車のある所まで持っていくので一苦労だし、なによりも馬車にこれ全部積み込むのは無理だろう」

「あ、そっか」

　スペルビアの言葉に、スコラは頷く。

　キュロットにしても、フィールマにしても、アロガンにしても、自分たちの物にするかどうかというのはともかく、この武器をここに置いたままにするのが危険だというのは分かっていた。

　新たな盗とう賊ぞくがここに居を構えてこの武器を利用するかもしれないし、あるいは森に生息しているゴブリンのようなモンスターが入り込み、武装するかもしれない。

　そんな中、レイが溜ため息いきを吐つきながら口を開く。

「しょうがない、この倉庫にある中身は俺がアイテムボックスに全部収納して持ち帰る。中身の分配については、街に戻ってからってことでいいか？」

　その言葉にアロガンは複雑な顔をしながら頷き、他の面々は声を上げて喜ぶ。

　特にスペルビアに関しては盗賊との戦いでロングソードの一部が欠けていたりしたので、前払いということで倉庫の中にあった状態の良さそうなロングソードを手に取り、そのあとはレイが倉庫の中の物をミスティリングに収納していく。

　なお、レイがアイテムボックスを持っているというのを知らなかった商人二人は、その光景を啞あ然ぜんとした表情で眺めていた。
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　ときは戻り、レイたちが盗賊団の潜む洞どう窟くつへと突入しようとしていた頃。

『灼熱しやくねつの風』の面々は、預けられたグリフォンのセトと共に森の中で夜を明かしていた。

　今回『灼熱の風』が受けた依頼はトレント五匹の討伐なのだが、そのトレントがなかなか見つからなかったのだ。

　トレント自体はモンスターランクＤと、ランクＣパーティである『灼熱の風』にとってはそれほど苦戦する相手ではない。ましてや今回はランクＡモンスターのセトも一緒に行動をしているのだから、戦力的には全く問題無い。

　ただし、それもあくまでも正面から戦えればの話である。

　トレントというのは簡単に言えば樹の幹に顔があるモンスターだ。根を使い地上を歩き回ることも可能で、その状態ならすぐに発見出来る。だが動かずにじっとしていれば森に生えている普通の樹と変わらないため、見つけるのは非常に難しい。

　現に、人間よりも鋭い五感を持っているセトですらも身を隠しているトレントを見つけることが出来なかったのだから。

「あーあ。まさか三日掛かってトレントを一匹も見つけられないなんて思わなかったわね」

　焚たき火の中へ拾ってきた枯れ木を放り込みながらミレイヌが呟つぶやく。

「しょうがないですよ。元々トレントは見つけるのが大変だというのは分かっていたことですし」

　愚痴るミレイヌを宥なだめるようにスルニンが告げ、焚き火で沸かしていたお湯で入れたお茶の入ったカップを差し出す。

「ありがと。でも、ここまで見つからないとは思わなかったのよ。ほら、以前に同じような依頼を受けたときは結構あっさりと見つけたじゃない」

「あー……あれね。あのときは本当に死ぬかと思ったのは私だけじゃないと思う」

　三人目のメンバーであるエクリルが苦笑を浮かべてミレイヌの言っているときのことを思い出す。

　それは『灼熱の風』がまだランクＤパーティだったとき。今回と同様のトレント討伐の依頼を受け、指定された森の中へと入ってトレントを倒したのは良かったのだが……目標を倒して休憩しようと近くにあった小さな湖まで行くと、湖から現れた水を纏まとった馬──ランクＣモンスターのケルピー──と遭遇してしまったのだ。

　ランクＣモンスターのケルピー。これがもし『灼熱の風』の面々の体力や気力が十分なら、ケルピー一匹に対して三人なのだから何とかなったかもしれない。だがトレントを倒してからまだそれほど時間も経っていないということもあり、まず勝てないと判断して必死に逃げたのだ。

「馬型のモンスターであるケルピーから無事逃げ切れたけど、今考えてもどうやって逃げ切ったのか覚えてないわ」

「あははは。確かにあのときは本気で死ぬかと思ったかも」

「グルゥ？」

　どこか乾いた笑いを見せるミレイヌとエクリルを、焚き火の側で寝転がっていたセトが小首を傾げて見上げていた。

　元々セトを猫可愛がりしているミレイヌだけに、そんなセトの様子を見ると相そう好ごうを崩してその背を撫なでる。

「あー、もう。セトちゃんは可愛いなぁ！」

　セト自身も背中を撫でられて嬉うれしかったのか、嬉しそうに喉のどを鳴らす。

　ただ、やはりレイがいないために寂しいというのもあるのだろう。その鳴き声はいつもより元気がないようにミレイヌには感じられた。

「全く、ミレイヌは何でそんなにセトに夢中なんでしょうね」

　セトと戯れるミレイヌを苦笑しながら眺めるスルニン。

　そんなスルニンへと、ミレイヌは抗議するような目を向けた所で……

「グルルルルルルル」

　唐突にセトが警戒するような唸うなり声を上げる。

　一瞬、何故急にそんな声を上げたのか分からなかったミレイヌだったが、次の瞬間には素早く立ち上がり長剣を抜いて構える。

「二人共、戦闘用意。どうやら歓迎のパーティをしてくれるらしいわよ」

「やれやれ。出来るなら歓迎パーティは日中にして欲しかったんですけどね」

「サプライズパーティって奴ですよ、きっと」

　軽い口調で言いながらも、スルニンは杖つえを、エクリルは弓をそれぞれ素早く構えて森の中の闇へと視線を向ける。そして……

「グルゥッ！」

　闇の中から何かが飛んできたのを察知したセトが鋭く鳴きながらクチバシを広げ、ファイアブレスを吐き出す。

　セトの口から吐かれたファイアブレスは、闇を斬り裂くようにして現れた鞭むちのような何かを瞬時に炭へと変える。

「……オークの集落で見たときよりもファイアブレスの威力が上がってませんか？」

　オークキング率いるオークたちとの戦いでオークアーチャーへと使って見せたファイアブレス。今スルニンが見たセトのファイアブレスは、確実にあのときのものよりも威力、射程共に上だった。

「スルニン、セトちゃんに見とれてる場合じゃない。……来るわよっ！」

　セトを相手にしているときの蕩とろけるような笑みではなく、獲物を前にした肉食獣の如き獰どう猛もうな笑み。そんな笑みを浮かべながら夜の森の中から抜け出てきたモンスターへと視線をむけるミレイヌ。

　そこから現れたのは『灼熱の風』の標的でもあるトレントだった。……ただし

「トレントの数は六匹！　ただ、一匹は初めて見るタイプのトレントよ。恐らく希少種！」

　視線の先にいるのは普通のトレントが五匹。これはいいのだが、その背後にはまるでトレントたちを指揮しているかのような異形のトレントが一匹存在していた。

　普通のトレントと違ってあからさまに樹の表面がどす黒く染まっており、まず間違い無く毒持ちなのだろうとミレイヌ以外の二人も直感的に理解する。

「全く、まさか希少種が出て来るとは思いませんでした」

「そうね。ここ最近希少種の確認数が増えてるって噂があったけど……どうやら本当だったらしいわね」

「毒とか勘弁して欲しい……」

　本来であれば希少種という存在ゆえにランクＣパーティといえども油断出来る相手ではなかった。……そう。本来であれば、だ。

「グルルルルルルルルゥッ！」

『灼熱の風』の前にセトが立ちはだかり、森中に響けとばかりに雄お叫たけびを上げる。同時に、王の威圧を使用。

　この時点でトレントたちの動きは目に見えて鈍くなり、動きの鈍くなったトレントたちは攻撃を命中させることも出来ず、あるいは攻撃を回避することも出来ずに『灼熱の風』に面白いように狩られていく。そして……

　セトは再び高く鳴き、ウィンドアローを複数放ちながらトレントを牽けん制せい。ただでさえ王の威圧により動きの鈍ったトレントたちがその攻撃を回避出来るはずも無く、ウィンドアローにより樹の表面を削られていく。

　そして横よこ薙なぎに放たれる鷲わしの前足の一撃。それだけでトレントはへし折られ、吹き飛ばされる。

　先程の暗闇の中から放たれたような蔓つるの一撃を放ってくるトレントもいたが、それも再び放たれたファイアブレスにより瞬時に炭と化す。

　トレント相手に戦っているその様子は、『灼熱の風』を守るというよりはレイと離れ離れになっている鬱うつ憤ぷんを晴らすかのような、いわば八つ当たりに近いものがあった。

　結局、『灼熱の風』がトレントを二匹倒したときには、残り三匹のトレントはいずれも身体を真っ二つにへし折られてその生命を終えていた。

　そして希少種であるはずの毒持ちトレントもまた、セトのクチバシにより身体の中心部分を貫かれ、同時に魔石を鋭いクチバシで抉えぐり取られてセトに飲み込まれ、その生命を終える。
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　セトとレイにだけ聞こえるそのアナウンスメッセージを聞き、嬉しげに鳴くセトの様子に『灼熱の風』の面々は苦笑を浮かべるしか出来ない。

　もっとも、ミレイヌだけはセトの勇姿に満足そうに頷うなずいていたのだが。

「あー……とりあえず今のうちに討伐証明部位を」

　スルニンは熱心にセトを見ているミレイヌを呆あきれたような目で眺め、エクリルへと声を掛ける。

　エクリルもまたしょうがない、とばかりにトレントの討伐証明部位であるトレント一匹につき一つだけ生えている若芽を切り取る。

　なお、このトレントの若芽は討伐証明部位であると同時にポーションの材料の一つとしてそれなりに高額で買い取って貰える素材でもあり、魔法使いの杖や弓の部品等にも使えるトレントの枝と同様に金欠気味の『灼熱の風』にとってはそれなりに美お味いしいモンスターだったりする。

「……出来れば、希少種の魔石も欲しかったんですけどね」

「しょうがないわよ。そもそもあの希少種を倒したのは私たちじゃないんだから」

　スルニンの言葉に我に返ったミレイヌがそう言い返し、素材と魔石、討伐証明部位を集めるのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ラルクス辺境伯領の中でも唯一の街であるギルムへと繫つながる街道を二台の馬車が進んでいた。

　まだまだ青く高い空に入道雲が姿を見せる中、二台の馬車を引く馬はゆっくりと道を進んでいく。

「お、そろそろ街が見えてきたな」

　二台の馬車のうち、大きい方の馬車の中でグランが呟く。

　窓からギルムの外壁が見えたのだ。

「あー、疲れたわね。ランクアップ試験のためとは言っても、さすがに数日掛かりで遠出するのは堪えるわ」

　外壁が見えてきて安心したのだろう。キュロットが思わずといった様子で呟く。

「確かに疲れたけど……でも、良かったじゃないか。捕まってた商人の人たちの馬車が無事で」

「まあねー。盗賊も馬車は使い道があると思ったんでしょ」

　盗賊団の根城であった洞窟を制圧したレイたちだったが、森からは見えないようになっている場所に捕まっていた商人たち二人が乗っていた馬車がそのまま残っていたのだ。

　盗賊たちにしても馬車というのは、襲った相手から奪った荷物を運ぶのに使えると判断していたのだろう。そのため、定員ギリギリだったギルドの馬車に二人を同乗させて窮屈な思いをする羽目になるという事態を回避出来た。

　そんな風に自分たちの帰るべき場所でもあるギルムが見えてきたところで、グランが馬車の壁を叩たたいて御者台に座っているスペルビアと見張りのレイの注意を引く。

「レイとスペルビアも聞こえるな？」

「ああ」

「問題無い」

　御者台の方からの返事に頷き、グランが口を開く。

「さて、ギルムも見えてきたことだし街に戻ってからのことを説明しておく。とは言ってもそう難しい話じゃない。今日はギルドに戻ったらそのまま解散だ。今回の件の報酬はそのあとにでも受付で貰もらってくれ。そして、明日の午後にもう一度ギルドの会議室に集合してもらう」

　その言葉に試験を受けた者が頷くのを確認し、説明を続ける。

「ランクアップ試験の結果に関してはそのときに発表することになるから、忘れてたとかいうのは無しだぞ。ま、簡単だがこんなところだな。何か質問は？」

　グランの声にキュロットが口を開く。

「盗賊団の根城から奪って来たお宝については？」

「その辺はお前たちで決めてくれて構わん。ただし、下手に揉もめて騒ぎを起こすような真似はするなよ」

「分かったわ。じゃあ、そうならないためにもギルドで解散したら早めに山分けにするってことでいいかしら？」

　キュロットの言葉に馬車の中にいる者たちは頷き、御者台にいたレイとスペルビアにしても特に異論は無いのか黙っていた。

「じゃ、それで決まりね。レイ、聞こえてたわよね？　ギルドで解散したら一いつ旦たん……あー、どこでお宝の分配をすればいいのかな？　まさかギルドの中でなんて出来ないし……」

　冒険者たちの中にはランクを笠かさに着て無法を働くような質たちの悪い者もそれなりにいる。そんな者たちが見ている中でわざわざ餌を見せるような真似をすればどうなるか……キュロットには碌ろくでもない目に遭う未来しか想像出来ない。

「そうだな、ならギルドの二階の会議室を貸し出そう。量が量だから一度に持ち帰るのは大変かもしれないが、その辺はそっちでなんとかしてくれ」

　そんなキュロットへと救いの手を差し伸べたのはグランだった。

「え？　本当？　じゃあこれでお宝について心配する必要はないわね。グランさんありがと」

「こちらとしてもギルドの中でわざわざ揉め事を起こされるよりはよほどマシだからな」

「何よ、私たちが……あ、そうね。アロガンとかちょっと危ないかもしれないわね」

「おいっ、何で俺だけだよ」

　ふざけたように言い合いをするアロガンとキュロット。だが、その様子はランクアップ試験当初のような険悪なものではない。

　それも当然だろう。盗とう賊ぞく団を全滅させてからの数日、夜毎にうなされていたアロガン、キュロット、スコラの三人はそれぞれの思いを吐き出し、腹を割って盗賊たちを殺したときの思いを話し合ったのだ。

　その結果、三人……というよりアロガンとキュロットは、当初の険悪さは何だったのかと周囲の者たちが思うほどに意気投合をしていた。

　出来ればランクアップ試験が始まってすぐにそうなって欲しかったと思いつつ、レイは苦笑を浮かべる。

「……レイ」

　そんなレイへと背後に聞こえないように小声で話し掛けるスペルビア。

「どうかしたか？」

「いや、その……何だ。今回は色々と勉強になった。俺は自分が強いとは思っていたし、実際ランクＥという範囲で見れば間違い無く強いというのは事実なんだろう。けど、それはあくまでもランクＥという限られた世界の中だけだっていうのを今回思い知らされたよ」

「お前がそう思ったのならそれでいいんじゃないか？　俺は別に特別なことはしてないし」

　こうしてギルムに着くまでの短い時間だが、お互いが近接戦闘を行うときに気をつけていることや、あるいはこれまでに経験してきた戦いの話をしながら過ごす。




「おや、レイ君。お帰りなさい。ランクアップ試験は無事終了したのかな？」

　正門前へと馬車が着くと、慣れた様子でランガが声を掛けてくる。

「ああ、何とか無事に。特に怪我人の類たぐいもいないし、これであとは試験に合格していれば文句無しなんだけど……」

　会話をしつつ、ギルドカードを差し出す。

　その近くでは、馬車の中にいた者たちも警備兵たちへと自分のギルドカードや身分証を提出していた。

　素早くチェックを終えると、問題無いと頷く。

「はい、どうぞ。通っていいよ」

　通行の許可を貰い、馬車は街の中へと向かう。

　なお、商人二人の馬車は手続きが冒険者たちよりも複雑らしく、ここで別れることになる。

　そして街中へと入ると真っ直ぐにギルドへと向かい、皆みなで馬車から降りてそれぞれの荷物を取り出す。

　当然、レイの場合は荷物は全てミスティリングに入っている上に、デスサイズも街中では邪魔になるのでこちらもミスティリングの中だ。なので完全に手ぶらである。武装に関しては、腰に差してあるミスリルナイフのみだ。

　それぞれが自分の荷物を馬車から降ろしたあとはグランが全員へと声を掛ける。

「よし、ランクアップ試験ご苦労だった。じゃあ、ここで解散とする。……報酬はさっきも馬車の中で言ったように、受付に行けば貰えるようになっている。それと会議室に関してもこっちで手続きをしておくから使ってくれて構わん。では、解散」

　グランがそう言い、さっさとギルドの中へと入っていく。試験官は試験官で色々と仕事があるらしい。

「さて、じゃあまずは皆で報酬を貰いに行こうか」

「だな。銀貨一枚に笑う者は銀貨一枚に泣くって言うしな」

　キュロットが提案し、アロガンがそう言いながら賛成する。

　そして皆でギルドの中へと入ると、そこはやはり日中ということもあり殆ほとんど冒険者の姿は見えなかった。数人の冒険者が遅い昼食を食べ、あるいは依頼書が貼り出されている依頼ボードを眺めている。

　そんな状況の中、レイたち六人はカウンターへと向かうと、素早くその姿を見つけたレノラとケニーの顔がパッと輝く。

「レイさん、お帰りなさい。ランクアップ試験は無事終了しましたか？」

「ああ、何とかね。それでランクアップ試験の報酬を受け取りに来たんだけど。試験官のグランにここで貰えると聞いたんだが」

「はい、それで合ってます。一応念のためにギルドカードを提出して下さい」

「ちょっ、レノラ。レイ君は私が……」

「ほら、レイさんは私に任せてケニーは他の人をお願いね」

「……分かったわよ」

　レノラの声に従い、六人それぞれが数人の受付嬢へと分かれて自分のギルドカードを提出する。

　受け取ったギルドカードと、手元にある書類を確認してから依頼完了のサインをし、報酬の銀貨一枚をそれぞれが受け取った。

「試験終了おめでとうございます。あとは試験の結果待ちですが、疲れを残さないためにも今日はゆっくりと身体を休めて下さいね」

「ああ、それと上の会議室をちょっと使わせて貰ってもいいか？　グランが話を通してくれるらしいけど」

「分かりました。今日は特に会議室を使って行われる会議等も無いので、問題無いと思います」

　レノラの言葉に頷き、報酬を受け取った他の面々と一緒に階段を上って二階へと上がっていく。

「レイ君、試験に合格したらお祝いをしましょうねー」

　ケニーのそんな声を背に受けながら。




「レイってば随分ともてるのね。ちょっと意外だったかも」

　興味深そうな目でレイを見るフィールマ。その隣ではキュロットもまた珍しいものを見たとばかりに笑みを浮かべて口を開く。

「レイが年上趣味だとは思わなかったわ。これは私も気をつけなくちゃいけないわね」

「あれは俺を好きとかそういうんじゃなくて、ただ単純にからかってるだけだろ？」

「そうかしら？　あの目は結構本気なように見えたけど」

　そんな会話を続ける横で、スペルビアがボソリと呟つぶやく。

「……羨うらやましい」

「ちょっ、スペルビア!?　あんたそういうキャラだったっけ!?」

「レイの好みも意外なら、スペルビアの性格も意外ね」

　そんな風に馬鹿話をしながらも会議室の中へと入り、念のために扉をしっかりと閉めると、早速とばかりにミスティリングから盗賊団の根城から持ってきた武器や防具、あるいは宝石や貨幣、ポーションや安物のマジックアイテムを会議室の机の上に並べていく。

　安っぽい机の場合、その重量に耐えられずに足が折れてしまうのではないかと思えるほどの量。それでもなお問題が無いとばかりにその重量を支えられるのは、さすが冒険者ギルドの会議室にある机と言うべきか。

　次々に何も無い空間から出て来る様子に半ば啞あ然ぜんとしながら眺める五人。だがそれも五分ほどで全てを出し切ると、やがてその目は机の上の戦利品へと移る。

「さて、問題はこれをどう分けるかだけど……六等分すると言ってもな。まずは……それぞれの希望を挙げるか。俺は武器で構わない」

　レイがそう告げると、それぞれが順番に自分の希望する物を口に出す。

　アロガン、キュロットは貨幣。スコラはポーションと安物のマジックアイテム。フィールマは宝石、スペルビアは防具という風に分かれる。

「ちょっと、何であんたまでお金なのよ。予備の武器とか防具でもいいじゃないの」

「それを言うならお前もだろ？　盗賊なんだから武器とか防具でもいいじゃないか」

　アロガンとキュロットが言い合いを始め、レイを含めた四人はそれを呆あきれたように眺めていた。

　だが、そんなやり取りも五分、十分と続くとやがて見飽きてくるのは事実であり。

「俺は取りあえず槍やりを十本ほどと短剣を五本でいい。何か文句がある奴はいるか？」

　レイはそう言い、他の五人へと視線を向ける。

「いや、槍と短剣なら別に問題ないけど……」

　キュロットの声にその場の全員が頷うなずく。

「俺も別に槍や短剣は構わないが……槍でいいんだな？　お前にはあの大鎌があるから、予備としてしか使えないだろうに」

「何、投とう擲てき用の投げ槍として考えれば使い道は結構あるさ」

　スペルビアに答えつつ、机の上にある槍と短剣をミスティリングへと収納する。

「俺の取り分はこれだけでいいから、あとは五人で話して決めてくれ。セトについても心配だし、俺はそろそろ宿に戻るよ」

「あ、ああ」

「まあ、レイがそれでいいんなら」

　アロガンが半ば気け圧おされたように頷き、フィールマも特に問題無いと答える。

　他の者たちにしても、自分の狙っている物とは被かぶっていないために特に何かを言い張るのでもなく頷いた。

　特にアロガンにしてみれば、苦手意識を持っているレイがずっとこの場にいるよりは槍という自分には使いようのない武器や、それほど価値の無い短剣で満足してくれるのなら大歓迎で願ってもないことなので、内心の喜びを隠して頷く。

「じゃあ、また明日ギルドで」

　五人共が特に異論は無いということでその場をさっさとあとにするレイ。

　そしてそんなレイが消えたあとは、再度会議室の中からアロガンとキュロットの言い争いをする声が響き渡っていた。




「あら、レイさん。会議室の方はもういいんですか？」

　ギルドの一階へと下りると、レノラがカウンターからそう声を掛けてくる。

　いつものようにケニーもレイへと声を掛けたかったのだが、現在は他の冒険者の相手でそれが出来ないためにレノラに一瞬だけ恨めしそうな視線を向けたのだが。

「俺の用事は済んだから。ただ、まだ他の五人が使ってるからもう少し掛かりそうだけど」

「そうですか。まあ、先程も言ったように今日は会議室を使う予定が無いからいいんですけどね」

　そんな風に短く会話をしてギルドを出るレイ。

　レノラもレイが何をそんなに急いでいるのか大体予想していたために、ケニーから嫉しつ妬との視線を向けられつつも笑みを浮かべて見送る。

　そしてそれから十分ほど後。レイの姿は夕暮れの小麦亭、その厩舎きゆうしやの前にあった。

　手には露店で買ってきたセトが好む串くし焼やきが十本ほど握られている。

「グルルルルルルゥ！」

　そして厩舎の中へとセトの喜びに満ちた鳴き声が響き渡った。

　自分に与えられた厩舎の場所から顔を突き出し、数日ぶりに見るレイに向かい寂しかったと顔を擦こすりつけてくる。

　レイに頭や首筋を撫なでられる感触に気持ちよさげに喉のどを鳴らし、レイが差し出した串焼きを喜んで食べる。

　その際に自分だけで食べるのが寂しかったのだろう。レイにも一緒に食べようと喉を鳴らして甘え、一人と一匹は再会の喜びのままに時を過ごす。

　その時間は宿の女将おかみでもあるラナに注意されるまで続いていた。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ランクアップ試験終了翌日。遠出をして盗賊団を倒すというのはともかく、殆ど面識も無い相手とパーティを組み、なおかつそのパーティリーダーを任されるという、肉体的にはともかく精神的な疲労でぐっすりと眠っていたレイが起きたのはすでに昼近くになってからのことだった。
















　そのまま身支度をし、いつものようにドラゴンローブとスレイプニルの靴を身につけてから夕暮れの小麦亭の一階の食堂で遅めの朝食……というよりは早めの昼食を済ませて厩舎へと向かう。

　昨日はセトが嬉うれしさのあまりはしゃぎすぎたため宿の女将であるラナに注意されたが、さすがに一晩も経てばセトも落ち着いたらしくレイを迎えたのは普通の鳴き声だった。

「グルゥ」

「ああ、おはよう。さて、今日は依頼は無いがランクアップ試験の結果を聞きにギルドに行くんだがセトも行くか？」

　当然、とばかりに頷くセトに笑みを浮かべつつ、共に厩舎から出る。




　夏も終わりに近づいて来ているためか、今日の天気は昨日までと違い薄い雲が上空を覆っている。そんな天気の中、レイとセトの一人と一匹は街へと出掛けていく。

　ギルドに向かう途中では、すでにお馴な染じみとなった屋台からサンドイッチやら串焼きやらといった歩きながら食べられる物を買ってはセトと共に分けて食べ、あるいはギルムの住人たちがセトへと干し肉やパンを与え、子供たちがセトと戯れる。

　あるいはギルムに来たばかりでセトのことを知らないためにセトを見て驚いている者と、それを止めて説明する者たちを眺めながら歩く。そんな風にしながら半ば散歩のようにギルドへと向かっていた一人と一匹だったので、ギルドに着いたときにはすでに昼も終わりそうな時間帯となっていた。

「セト、いつものように外で待っててくれ。ただ、今日はちょっと時間が掛かるかもしれないが……まあ、問題は無いか」

　当然、とばかりに喉を鳴らすセト。何しろ現在のセトはギルムでもかなり有名な存在だ。ランクＡモンスターであるというのに、その人懐っこさのギャップで子供から大人まで、それこそ女、子供、老人にもセトのファンはいる。

　それゆえにセトを構いたい者たちはかなりの数が存在し、ギルドの馬車や従魔が待機するための場所はそんなセトと触れ合える場として密ひそかに人気のスポットになっていた。

　それを知っているレイは、セトの頭を軽く撫でてからギルドの中へと入っていく。




「あ、レイ君おはよう！　……いや、こんにちはかな。とにかくこっちこっち」

　カウンターの中で嬉しそうに大きく手を振るケニー。その声はギルド中へと響いており、少なくない冒険者たちの視線がレイへと集まる。

　今はカウンターで見えないが、もしその後ろに回れば尻しつ尾ぽが嬉しそうに動いている様子を見ることが出来ただろう。

　その隣ではレノラが冒険者に依頼の説明をしているという、レイにしてみればいつもとは逆の光景が起きていた。

「ランクアップ試験の合否発表を聞きに来たんだけど」

「うん、聞いてるよ。他の参加者の人たちも、もう何人か来ているみたい。場所は昨日レイ君たちが借りた会議室ね」

　ケニーの言葉に短く礼を告げ、階段に向かおうとしたところでふと足を止める。

「そう言えば、昨日はいつくらいまであいつらが会議室を使っていたか分かるか？」

「うーん、エルフの人と戦士の人はレイ君の少しあとに帰ったけど……」

「アロガン、キュロット、スコラの三人か」

「名前は詳しく分からないけど、もう一人の戦士の人と、シーフと魔法使いのコンビはしばらく残ってたわ。まあ、最終的にはグランさんに一喝されてどうにかなったみたいだけど」

「結局はそうなったか」

　欲を搔かくからそうなったんだとばかりに溜ため息いきを吐つき、ケニーに礼を言って二階の会議室へと向かう。




「あら、遅かったわね」

　レイを迎えたのはフィールマのそんな声だった。

　会議室の中ではフィールマとキュロットが話をしており、スコラは何かの本を読んでいる。

「そうか？　まだ残り二人が来てないんだし言うほど遅くもないと思うけど」

　フィールマにそう返しながら、近くの椅子へと腰を下ろしてキュロットへと声を掛ける。

「昨日は随分長い間言い争ってたって？」

「らしいわね。私たちも丁度その話をしていたところなのよ」

「それを私に言われても……アロガンが欲張るのが悪いのよ」

「どっちもどっちだと思うけど。で、結局分け前はどういう風に？」

「……まだ継続中。今日もこの発表が終わったら話を再開する予定よ」

「まあ、俺はもう自分の取り分をきちんと貰もらったから何も言わないけど……欲張り過ぎるのはどうかと思うぞ」

「それを言うなら私じゃなくてアロガンに言ってよね」

「……それは俺の台詞せりふだよ」

　不機嫌そうに呟きながら会議室に入ってきたのはアロガンだった。

「シーフというのは強欲と相場は決まってるが、お前はその中でも飛びっきりだな」

「ちょっと、それはどういうことよ！」

「そのままの意味に決まってるだろうが」

　キュロットと言い合いをしながらも、その隣へと腰を下ろす。

　その様子は確かに一見するとランクアップ試験開始当初のような険悪な様子にも見えるのだが、根底にはお互いを認め合った者同士のような一種の信頼があった。

　ああだこうだと言い合いをしている二人を、フィールマと共に呆れた様子で眺めているレイ。本来キュロットのストッパー役のスコラは、我関せずと本を読むのに集中している。

「そっちはそっちで随分と本に夢中になってるらしいな」

「そっち？　ああ、スコラね。何でも前から欲しがっていた魔法書がようやく入荷したからって、朝一番で買ってきたらしいわ」

「報酬は銀貨一枚で、盗賊のお宝もスコラの希望はポーションの類たぐいと安物のマジックアイテムだったのに、よくそんな金があったな」

「前から取り寄せを頼んでた本だから、そのためにお金を貯めてたって話よ」

「へぇ、魔法を使う身としては興味あるな。どんな魔法書なんだ？」

「魔人の一人としても有名な希代の錬金術師、エスタ・ノールの関係らしいわ」

「……ほう」

　突然出て来たその名前に、一瞬固まるレイ。

　何しろエスタ・ノールと言えばゼパイル一門の錬金術師であり、レイが身につけている数々のマジックアイテムも、その殆ほとんどがそのエスタ・ノールが作った作品なのだから。

「レイ？」

「いや、思ったよりも大物の名前が出て来たからちょっと驚いてな。それにしてもスコラは風と水を得意とする魔法使いだったと思うけど、錬金術にも手を出すのか？」

「さぁ？　それを私に聞かれてもね。そういうのは本人に聞いてよ」

「まあ、本に集中しているようだし今はいいさ」

　そんな風にアロガンとキュロットが言い争いをし、レイとフィールマが世間話を、スコラが魔法書へと熱中していると、ようやく最後の一人が姿を現す。

「どうやら俺が最後らしいな」

「確かに。けどまだグランが来た訳じゃないから気にしなくてもいいと思うぞ」

　そう言いながら会議室へと入ってきたスペルビアは、前日までとは違う鎧よろいを身につけていた。

　種別としては同じレザーアーマーなのだろうが、より上等な物へと変わっている。

「なるほど、それがお前の選んだ防具か」

「ああ。……昨日は疲れた。防具ってのは当然重いし、場所を取るからな。自分の分と予備だけを取って置いて、残ったのは全部店に売り払ったんだが……」

　ポーションや宝石といった物はそれほどスペースを取らないし、レイにしても希望したのは槍が十本に短剣が五本程度だ。それくらいなら持ち歩くのもそう大変ではないし、何よりレイにはミスティリングがある。

　それに比べてスペルビアが受け取ったのは防具。盾にしろ鎧にしろ、金属やモンスターの革かわや骨といった素材を使って出来ているのだから、その重さは相当なものだろう。

「どうしたんだ？」

「知り合いを呼んで運んで貰った。おかげでそれなりの金になったけどな」

　そんな風にスペルビアと話していたレイが、会議室に近付いてくる足音を聞き取る。

「どうやら来たな」

　レイの言葉通り、それから数秒もしないうちに会議室の中へとグランが入ってくる。

　そのグランは会議室の中を見回し、ランクアップ試験に参加したメンバーが全員いるのを確認してから口を開く。

「よし、全員いるな。じゃあ早速だが試験の結果を発表する」

　グランの声に、さすがに緊張しているのか会議室の中は静まりかえる。

　本に集中して周囲の様子を気にしていなかったスコラも、さすがに今は緊張した様子でグランへと視線を向けていた。

　皆みなの注目を集める中……グランは笑みを浮かべて頷うなずく。

「おめでとう。お前たち全員、ランクＤに昇格決定だ」

「よっしゃぁぁぁぁっ！」

「やったやった」

「あー良かった……」

「何とかなった、か」

「一安心ね」

　アロガン、キュロット、スコラ、スペルビア、フィールマがそれぞれ安あん堵どの息を吐きながら自分のランクアップ試験合格を喜ぶ。

　レイもまた、安堵の息を吐きながら嬉しそうに笑みを浮かべる。

　何しろ、人付き合いが苦手な自分がパーティリーダーを務めての試験だったのだ。得意分野であるのなら自信もあったのだろうが、さすがに苦手分野で試験の結果を判断するとなるとレイといえども緊張していた。

「取りあえず喜ぶのはその辺にしておけ。おい、入ってこい」

　グランの声に、ギルドの職員と思われる人物が会議室の中へと入ってきてレイたちの側へと近寄ってくる。

「全員、ギルドカードのランクを更新するからこいつに渡すように」

　指示に従い全員がギルドカードを渡す。それを確認しながら集めていくギルドの職員。

「グランさん、では私は早速作業に入りますので」

「ああ、頼む。出来上がるまではしばらく今回の試験について話して時間を潰つぶしておくからよ」

「はい、それほど時間は掛からないと思いますから」

　それだけ言って出て行くギルド職員を見送ってから、グランはレイたちを改めて見回す。

「お前たちはこれで晴れて今日からランクＤ冒険者となる。ただし、今回の試験はかなり危なかった場面もあるというのを覚えておくように」

　そこまでを口にし、次にレイの方へと視線を向けて口を開く。

「まずはレイ。試験開始前にも言ったが、お前は戦闘力については問題無い。ただ、ランクＤ以上では多かれ少なかれパーティを組むということが増えてくる。その際の人間関係が問題だったんだが……」

　小さく溜息を一つ。

「戦闘中についての指示は完かん璧ぺきとは言わないが及第点だった。仲間との連携も同様だ。ただし商人を助けたあと、特に積荷に関してのやり取りは減点要素だな。お前が無料で荷物を返したというのを他の冒険者たちにも強要するような商人だったらかなり問題になっていたぞ」

　再度の溜息を吐き、そのまま言葉を続ける。

「幸い、あの商人たちはそういう悪知恵を働かせるような者じゃなかったから今回は良かったが、ランクＤ以上になったらそういうことにも気をつけるように」

　グランの言葉に頷くレイ。

　それを確認したグランは、キュロットへと視線を移す。

「次、キュロットだ。お前はランクアップ試験当初は緊張のせいかレイやアロガンに食って掛かっていたのと、レイにも言ったように商人に荷物を無料で返したというのが問題点だ。だが、それ以外のシーフとしての力量はランクＤに相応ふさわしいものがあるから今後も精進するように」

　キュロットもまた頷く。

　そしてグランの視線はスコラへと。

「スコラの場合はその精神的な弱さが問題だな。前衛職ならともかく、後衛の魔法使いであるお前が盗賊を殺したことで動揺してどうする。これからの課題は精神的な強さをどう身につけるかだな」

「はい、頑張ります」

　スコラがそう返事をする。

　その様子に満足そうに頷きながら、グランの視線はスペルビアとフィールマの方に。

「次、スペルビアとフィールマ。お前たち二人は人を殺すという行為をしても動揺を表に出すこと無く、きちんと自分のやるべきことをこなした。今回のランクアップ試験に点数を付けるとするのなら、お前たち二人がトップだな。だが、お前たちはまだランクＤでしかない。冒険者全体で見れば上はまだまだいる。これに満足しないでこれからも精進するように」

　その言葉に二人が無言で頷いたのを見て、最後にアロガンへと。

「今回の試験で一番評価が低かったのはお前だ。自分の力を過信して他人を低く見る。待ち合わせ時間に遅れる。パーティの仲間とのコミュニケーションも上う手まく行ってなかったな。そして人を殺したあとの精神的な弱さ」

　次々にアロガンの欠点を口にするグランが、溜息を吐きながら言葉を続ける。

「正直、あのままだったらお前はランクアップ試験に落ちていたのは間違い無い。だが、人を殺したという精神的な弱さについてもキュロットやスコラたちと本音で話し合って乗り越えたし、そのおかげという訳でも無いがパーティ内の人間関係も及第点に達している。……ただし、いいか。本当にお前はギリギリでランクアップ試験に合格したのだということを忘れるなよ」

「……ああ」

　グランの酷評に、苦い顔をしながら頷くアロガン。

　その様子を確認してから、次はその場にいる全員へと視線を向ける。

「とにかく、お前たちは今日からランクＤ冒険者だ。初心者や駆け出しといった、ランクＥを越えてきた一人前の冒険者として見られることになる。その辺をくれぐれも忘れないようにして行動しろ。……特にアロガン、お前はその辺を常に意識しておけよ」

「お待たせしました」

　グランの言葉が終わると、タイミング良く先程の職員が戻ってくる。

　その手には六枚のギルドカードが握られており、それぞれが持ち主へと返却される。

　ギルドカードに刻まれているランクは皆がＥからＤへと変わっており、それを見てランクアップしたと実感したのか、それぞれの顔に笑みが浮かぶ。

　それは普段あまり表情を変えないレイもまた同様だった。

「よし、ではこれでランクアップ試験を終了とする！　これからもお前たちの活躍に期待する。解散！」

　その声に従い、それぞれが席を立ち会議室から出て行く。アロガンとキュロットは昨日の続きをしようというのか、本を持ったスコラを引っ張って行く。

　レイもまた、そのあとを追おうと席を立ったところで……グランに声を掛けられる。

「レイ、お前はここに残ってくれ。ちょっと話がある」

　どこか厳しい顔付きをしたグランがそう告げる。

「ランクアップで何か不ま味ずいことでもあったか？」

　そう尋ねるレイへと小さく首を振るグラン。そのままギルドカードを持ってきた職員へと視線を向けると、その職員は承知したとばかりに小さく頷いて会議室を出て行く。

　その背を見送り、きちんと会議室の扉が閉められているのを確認したグランは、先程までレイたちが座っていた場所へと腰を下ろす。

「レイ、ちょっと大事な話がある」

　その顔がふざけている類のものでないことはレイにもすぐに分かった。そのため、特に何を言うでもなくグランの正面の椅子へと座る。

「で、話っていうのは？」

「あー、そうだな。……まず何を言ったらいいのか。まあ、最初はやっぱりこれからだな。ランクアップ試験合格おめでとう」

「何か改まって言われると照れるけど……ありがとうと言っておくよ。で、まさかそれを言いたくて残した訳じゃないんだろう？」

「当然だ。早速だが本題に入らせて貰う。知っての通り冒険者が依頼を受けるにはボードから依頼書を持っていくという手段があるが、その他にも幾つか種類がある。そんな中の一つに、指名依頼というものがある。その辺はギルド登録時に聞いてるか？」

　グランの言葉にギルドに登録するときレノラから聞いた話を思い出すが、その辺は聞いていなかったために首を振る。

「いや、指名依頼というのは聞いてないな。ただまあ、その名称から大体どんなものかは予想がつくよ。依頼ボードに貼り出すように不特定多数に任せるんじゃなくて、自分が指名した冒険者にその依頼を任せるってところか？」

「大体その認識でいい。当然わざわざ指名して依頼をするんだから、相応に難易度が高かったり守秘義務が課せられるようなものもある。あるいは依頼人側の事情だったりな」

　そう言いながら、微かすかに苦い表情を浮かべるグラン。その様は、指名依頼というものに良い印象を持っていないのだろうというのはレイにも感じ取れた。

「で、今その話を俺にするということは……」

「ご名答。レイ、お前に対して指名依頼が入っている」

「……まあ、話の流れでその辺は分かったが何故俺に？　俺は今日ようやくランクＤになったばかりなんだけど」

「そう、確かにお前は今日ランクＤになったばかりの新米だ。大勢いる冒険者たちから見れば、ランクＤに成り立てのひよっ子に過ぎないだろう。だが、同時にお前はランクＢモンスターのオークキングを独力で倒す力を持ち、ランクＡモンスターのグリフォンをテイムしている。つまり戦闘力だけを見ればランクＤの枠には収まらない訳だ」

「そういう特殊なランクＤ冒険者が必要だってことか？」

　レイのその質問に頷くグラン。

「おまけに、この依頼でレイを指名してきたのはこの街の大物中の大物だ」

「……そういう表現になるということは、貴族とか？」

　ギルムにも、それなりに貴族はいる。それもギルムの領主であるラルクス辺境伯のダスカーが所属している中立派と言われる勢力だけではなく、国王派、貴族派といった者たちも少なからずこの街には存在しているのだ。

　何しろこのギルムは辺境に接するラルクス辺境伯の領地で唯一の街。つまりそれだけ辺境に住むモンスターの脅威を直接確かめる必要があったり、あるいは辺境だからこそ有能な冒険者たちが存在しており、あわよくばそのスカウトという目的もある。そんな貴族たちからの依頼だろうとレイはグランに尋ねたのだが……

「そうだな、貴族と言えば貴族で間違い無いだろう。何しろこのギルムの領主なんだからな」

「……え？」

「だから、この依頼でお前を指名してきたのはこのギルムの領主でもあるラルクス辺境伯だって言ってるんだよ」

「何でそんなお偉いさんが俺を……いや、聞くまでもないか」

　グランへと問い掛け、すぐに納得して苦笑を浮かべる。

　何しろ先程グランも言ったように、自分はランクＡモンスターのグリフォンを従えてオークキングすら倒す実力を持っているのだから。誰かが奇異に思って領主へと報告してもおかしくはないのだろうと。

「その様子だと理解したらしいな。どうやらラルクス辺境伯はお前のことを随分前から気に掛けていたらしい。何しろ今回のランクアップ試験自体が領主からの直々の指示によって行われたものらしいからな」

「俺を紐ひも付つきにでもする気でか？」

　レイにとって、この街の領主であるという人物がそこまで自分に対して便宜を図るという理由はそのくらいしか思いつかなかった。

　なにしろ、ギルドに登録したての新人としては桁けた外はずれと言ってもいい実力を持っているのだから、そう考えてもおかしくはないだろうと。

「さて、その辺は俺には分からない。何しろ貴族の中でも辺境伯と言えば上位に位置する爵位だ。そんな人物が考えていることをギルドの一職員でしかない俺が理解出来るはずもないだろうよ。ただ、可能性として言えば、紐付きと言うよりはこの街にとっての重要な戦力として期待されてるんじゃないかとは思うが」

　そこまでを語り、じっと探るような視線をレイへと向けるグラン。

「この国の貴族は主に三つの勢力に分けられている。それは知ってるか？」

「ああ。図書館にある本に載ってたよ。国王派、貴族派、中立派の三つだろう？」

「そうだ。その中でも一番小さい勢力が中立派で、そしてここの領主であるラルクス辺境伯はそんな中立派の中でも大物として認識されている訳だ。つまり、このギルムから強力な戦力を引き抜くというのは中立派の戦力を低下させるのと同様の意味を持つ。それを警戒しているんだと思うが……」

　小さく肩を竦すくめて言葉を紡ぐ。

「まあ、あくまでもギルドの一職員としての邪推だ。気にしすぎる必要は無い」

　苦笑を浮かべながらそう告げてくるグランだが、レイにしてみれば参考になる意見だったので深く頷く。

「っと、話がずれてたな。で、その指名依頼についてだが……一週間ほど後に、このギルムに貴族派の中でも中心人物であるケレベル公爵の一人娘とその御一行が来る訳だ」

「……自分と敵対している派閥の街に貴族派の中心人物の一人娘を送り込むと？」

「ああ。と言っても、今回は別に派閥争いに関してどうこうする予定という訳ではないらしい。……少なくとも、向こうさんとしてはそう明言しているから、それほど気にする必要はないだろう」

「なら、何のためにそんな貴族のご令嬢ともあろう者がこんな辺境にわざわざ来るんだ？」

「それが、どうも目的はダンジョンらしい」

「ダンジョン？」

「ああ。お前が『鷹たかの爪』と揉もめたときに、ルーノが話していた内容を覚えているか？」

　ルーノという名を出されて脳裏に浮かぶのは、『鷹の爪』とレイが揉めたときに一人だけ我関せずとしていた調子のいい男の顔だった。




「確か、魔力を直接見ることが出来る魔眼を持ってるとかいう」

「そう、そいつだ。で、お前が『鷹の爪』と揉めたときもそのダンジョンの探索が上手く行った打ち上げでだっただろう？」

「そう言えば、そんなことを言っていたな。……つまり、その公爵令嬢が来るのはそのダンジョンが目的なのか？」

　呆あきれた、とでも言うようにグランを見るレイ。

　だが、グランはそんなレイに向けて苦笑を浮かべながら首を振る。

「お前が何を想像したのかは知らないが、ケレベル公爵令嬢はそこらの貴族のお姫様とは違う。それこそ冒険者としてギルドに登録すれば、今すぐにでもランクＢ……下手をしたらランクＡってくらいの実力は持っている」

「……一応聞いておくが、公爵令嬢なんだよな？」

「ああ」

「俺のイメージする貴族のお嬢様と言えば、蝶ちようよ花よと育てられた箱入り娘とかが思い浮かぶんだけど……どこか間違っているか？」

「まあ、大筋では間違ってはいない。実際、王都にいる貴族の令嬢と言えば大抵がその想像通りだろうさ。だが、ケレベル公爵令嬢は違う。何しろ二年前に起こったベスティア帝国との小競り合いでは、自らケレベル公爵の騎士団を率いて戦場を駆け巡り、最終的には敵の将軍を一騎討ちで討ち取ったって話だしな」




　ベスティア帝国。それはミレアーナ王国に隣接する国の一つであり、同時にこの大陸でも最大級の国力を持っている国だ。大陸でも有数の大国でもあるミレアーナ王国と比べてもその国力は上であり、今でも近隣の小国を少しずつ自らの支配下に加えていっているところにその拡大政策が見て取れるだろう。




　当然、レイにしても図書館で自分が今いる国については学んでいるので、ベスティア帝国がミレアーナ王国と長年に渡って対立しているというのも知っている。

　だが、さすがに公爵令嬢ともあろう存在が戦場を駆け巡ったというのは初耳だった。

「それは本当に公爵令嬢なのか？　俺の持っているイメージとは違いすぎるんだけど」

「まあな。実際、相当珍しいのは事実だろうさ。ベスティア帝国でも姫ひめ将しよう軍ぐんとか呼ばれて恐れられているらしい。でもってその名前がミレアーナ王国にも広がっている訳だ」

「姫将軍、ねぇ……貴族が姫と名乗ってもいいのか？」

「それを俺に言ってもな。言うならベスティア帝国の連中に言ってくれ。だがまあ、貴族の姫なんだし間違ってはいないと思うが。で、話を戻すとだ。理由は分からないが、その姫将軍が数名の供だけを連れてダンジョンにやってくるらしい。それでケレベル公爵からラルクス辺境伯に依頼があった訳だ」

　グランの言葉に、納得しつつも小さく眉まゆを顰ひそめる。

「別に俺みたいな新人じゃなくても、それこそランクＡとかＢの連中を雇えばいいんじゃないのか？　あるいはダンジョンなんだから、キュロットみたいなシーフとか」

　当然と言えば当然の疑問。何しろ愛娘まなむすめをダンジョンという危険な場所に送るのだ。その護衛という意味で冒険者を雇うのだとしたら、実力が証明されているランクの高い冒険者の方が安心出来るだろう。何もランクＤになったばかりのレイを雇う必要は無いのだ。

「その辺も俺にはあまり詳しく知らされてないんだが、どうやらランクＣ以上の冒険者は駄目らしい」

「……あからさまに怪しいだろ、それは」

「まあな。だが公爵なんて存在に依頼されたら、ラルクス辺境伯だって明確な理由も無しには断れないだろうさ」

　実際、権力の大きさで言えば中立派と貴族派では随分と差があるために、迂う闊かつな真似をすると途端に中立派が追い詰められることになるのは間違い無い。また、辺境伯と公爵と身分の面でも差があるのだから、ラルクス辺境伯としては受け入れるしかなかったのだ。

「で、ラルクス辺境伯もしょうがなくその依頼を受けることにした訳だ。けど、国内外でも名を轟とどろかす姫将軍とも言われる公爵令嬢が、万が一にも自分の領地で死んでしまった場合は……どうなるか、予想は出来るだろう？」

「最悪、ラルクス辺境伯という貴族そのものが存在出来なくなるか」

「ああ。最良の結果だとしてもかなりの領地を削られるだろうさ。……まあ、実質ラルクス辺境伯の領地で街はこのギルムのみだから、他の場所をいくら取られてもそれほど問題は無い。だが、もしこのギルムを奪われでもしたら……」

　グランの言葉に深く溜ため息いきを吐つく。

「で、ランクＤにもかかわらず腕の立つ護衛ということで俺が選ばれた訳だ」

「その通り。そもそも姫将軍と呼ばれて戦場にも出て行く人物で、敵の将軍を一騎討ちで倒しているというのを考えても腕は相当に立つらしいのは確かだ。だからあくまでもレイの存在はいざというときのためなんだろう。それにお前の場合はグリフォンを従えているというのも大きいしな」

「一応聞いておくが、指名依頼というのは断れるのか？」

「そういう聞き方をしてるってことは、大体予想が付いてるんだろう？　普通なら指名依頼を断るというのは可能だし、それほど珍しい話でもない。だが、今回の依頼主はこの街の領主でもあるラルクス辺境伯なんだ。断れるはずがない」

　グランの言葉を聞き、内心で依頼について考える。

（断るのは無理か。だが、この依頼はダンジョンに一度は行ってみたかった俺に取ってはチャンスであるとも言える。ダンジョンにはかなり高ランクのモンスターもいるらしいから、魔石についてはある程度の質と量は期待出来るだろう）

　ダンジョンに行ったときの利点を並べ、次に不安要素を考える。

（問題は、その魔石を俺が売らないのを怪しまれるかどうか……いや、王都の公爵令嬢だ。どんな用事があってダンジョンに向かうのかは知らないが、用事が済めばこんな辺境からはとっとと帰るだろう。なら俺が魔石を売らないという不自然さに気が付く可能性は低い）

「ちなみに、そのダンジョンにはセトを連れて入ることが出来るのか？　より正確に言えば、そのダンジョンの中でセトの巨体で戦闘が可能な広さがあるのかどうかだけど」

「その辺は問題無い。ダンジョンの中にはお前のグリフォンであるセトよりも大きなモンスターも確認されているからな。そいつらが不自由しない程度の広さは確保されている」

「なるほど。なら何とかなるか」

「そういう言葉が出て来たってことは、依頼を受けるという判断でいいんだな？」

「元より断れないと言っていたのは誰だ？」

　レイの言葉に、グランは苦笑を浮かべるしか無い。

「それもそうだが、やっぱり本人の意志ってのは大事だろ。で、受けるってことでいいんだな？」

「ああ。で、俺はどうすればいい？　その姫将軍とやらが来る一週間後にギルドに来ればいいのか？」

「そうなる。詳しい話は近いうちに出来るだろうから、お前は体調を整えておいてくれ。いざ依頼となったときに怪我をしていて戦力になりませんでしたってのは洒落しやれにならないからな。出来ればこの一週間は討伐依頼とかも受けないでくれると助かる」

「……そこまでする必要があるのか？」

　思わず出たその問いに、グランは大真面目に頷うなずく。

「ああ。何しろ公爵令嬢の身の安全、ひいてはギルムの命運も懸かってるからな。お前もそのつもりでいてくれ」

「……はぁ、分かったよ。ちなみに報酬は？」

「成功報酬だが、光金貨二枚」

「……本気か？」

　光金貨二枚。一度の依頼でそれほどの報酬が出る依頼となると、ランクＡでも滅多にない代物だ。

「何度も言ったように、それだけ重要な依頼だってことだ。その辺、肝に銘じておけよ」

　こうしてランクＤに上がったばかりのレイは、いきなりの指名依頼を半ば強制的に受ける羽目になる。

　そして、この依頼こそがレイにとっての重大な分岐点になるのだが、それを本人が知る由も無かった。




「あ、レイ君。一人だけ遅かったみたいだけど、何かあったの？」

　依頼の件を聞いたレイが面倒臭そうにしてギルドの一階へと下りてくると、そんなレイを見つけたケニーが早速声を掛けてくる。だが、さすがにそれなりに人の多い所で公爵令嬢云うん々ぬんという話をする訳にもいかないので適当に誤魔化す。

「ちょっと今回のランクアップ試験についてね。何しろパーティリーダーをやったのは初めてだったから」

「そうなんだ。でも、確かにレイ君ってソロよね。……ランクもＤに上がったんだし、そろそろパーティとか考えない？　ほら、色々と危険度の高い依頼とかも増えてくるだろうし」

「ちょっと、不ぶ躾しつけよ。レイさんにも色々事情があるんだから」

　パーティを組むべきだと主張するケニーに、隣から窘たしなめるのはレノラだ。

「何よ、じゃあレノラはレイ君がこのままソロでもいいって言うの？」

「別にそうは言わないけど、だからってギルドの職員である私たちが口を出すのは良くないって言ってるの」

「……分かってるわよ。全く、レノラったらお堅いんだから。そんなんだから身体も硬くて女らしい柔らかさを持ってないって言われるのよ」

　周囲に聞こえるような微妙な大きさで呟つぶやかれた言葉に、瞬時に眉を吊つり上げるレノラ。

「ちょっと、聞き捨てならないわね。誰がそんなことを言ってるのかしら？」

「べっつにー。みーんな言ってますー」

　詰め寄ってくるレノラへと、あからさまに挑発するような口調で告げるケニー。

　それを見ては当然レノラも黙っていられるはずもなく、いつものじゃれ合いのような口くち喧げん嘩かが始まる。

　幸いなのは、午後という時間の関係上ギルドの中に冒険者が殆ほとんどいないことだろう。いたとしても、殆どが遅めの昼食やちょっと小腹を空かした者が酒場にいる程度だ。

　……さすがにレノラやケニーも、早朝や夕方といった冒険者たちで溢あふれる時間帯に言い合うような真似はしないだろうが。

「さて、そっちも忙しいらしいから俺はそろそろ行かせて貰もらうよ。じゃあな」

「あ、ちょっとレイ君!?　お姉さんがランクアップ試験合格のお祝いを……」

「ちょっとケニーッ！　あんたまだ仕事中でしょ！」

　恐らく先に会議室から下りてきていた面々からランクアップ試験の全員合格を聞かされていたのだろうケニーの誘いに、レノラが突っ込む。

　そんなやり取りを背中で聞きながら、レイはギルドを出ていく。




　ギルドを出たレイを迎えたのは、数人の子供たちに撫なでられているセトの鳴き声だった。

　セトを撫でている子供の中には、ランクアップ試験に出掛けるときに干し肉を与えようとしていた子供の姿もある。

「あ、お兄ちゃん。ほら、セトがきちんと干し肉を食べてくれるようになったよ」

　レイの姿を見つけた少年が嬉うれしそうに報告してくる。

　それを聞きながら頭を擦こすりつけてくるセトの頭をコリコリと搔かき、笑みを浮かべるレイ。

「良かったな。さて俺たちはもう行かなきゃいけないんだが、そろそろいいか？」

「うん！　セトもじゃあまた今度ね」

　少年がそう言って街中へと駆けていくと、他の子供たちも口々にレイとセトへと挨あい拶さつをして少年の後ろを追いかけていく。

　そんな子供たちの後ろ姿をセトの背を撫でながら見送るレイだった。

「いつの間にか、随分と街の人気者になったな。さて、一いつ旦たん宿に戻るか。……にしても、残り一週間をどう過ごすかだな」

　討伐依頼を引き受けるのは禁止とまでは言われていないが、出来るだけ受けないで欲しいとグランに釘くぎを刺されている。出来るとすれば採取依頼か？　と考えつつ、一人と一匹はすでに定宿と化している夕暮れの小麦亭へと向かう。

　その帰り道にも、露店や屋台で簡単な食べ物を買い続ける。

　何しろ食べきれない分は、ミスティリングに入れておけばいつでも出来たてを食べられるので腐らせるということはない。それだけに何の遠慮も無く買い物をしていく。

　そんな風にいつものように店の売り上げに貢献しつつ夕暮れの小麦亭へと辿たどり着き、厩舎きゆうしやでセトと別れて宿の中に入ったレイの目に予想外の光景が入ってきた。

「あ、レイ。こっちこっち。遅かったけどどうしたの？」

　フィールマがコップに入ったワインを飲みながら呼び掛け。

「確かに随分とゆっくりだったな」

　スペルビアが肉がたっぷりと入ったシチューを食べながら声を掛け。

「……」

　スコラは会議室で見たときと同様に魔法書に集中しており、何もレイには気が付いておらず。

「……ふん」

　アロガンはそっぽを向きながらも串くし焼やきにされた肉を口に運んでいた。

「びっくりした？　サプライズ成功ね」

　キュロットはしてやったりとした笑みを浮かべてレイを迎える。

「……どうしたんだ？」

　そんな五人へと声を掛けつつ、テーブルへと近付いていく。

「何って、ランクアップ試験の合格祝いよ。せっかくなんだからこういうときは騒がないと駄目でしょ」

「いや、俺はその辺全然聞いてないんだが？」

「そりゃそうよ。パーティをするって話をしたとき、あんたはまだ会議室に残ってたんだし」

　どうやら自分が居残りさせられていたときに決まったらしいと理解して、レイもまた空いている席へと腰を下ろす。

　このエルジィンでは基本的に飲酒が可能になるという明確な年齢制限のようなものは無い。ある程度の身体が出来ればという曖あい昧まいなものであるが、ドワーフは子供の頃から酒好きだし、人間でも十歳くらいから酒を飲む者もいる。

　だが、レイ自身はそれほどアルコールに強くないということもあり、それを知っているラナはいつものように水で薄めたワインをレイの前に置く。

「レイさん、ランクアップ試験合格おめでとうございます」

「ああ、何とかね」

「さて、じゃあレイにも祝杯が渡ったところで……ほら、レイ。パーティリーダーなんだからこういうときも仕切りなさいよ」

　キュロットに強引に言われ、溜息を吐きながらワインの入ったコップを持ち上げる。

「じゃあ、ランクアップ試験に参加した全員が無事合格したことを祝して、それとついでにこれからの俺たちの活躍を祈って……乾杯！」

『乾杯！』

　そのときばかりはアロガンも特に異論を口にせず、嬉しそうに乾杯と呟く。

「それにしても、さすがにランクアップ試験というだけあってきつかったわね。体力的にはともかく、精神的にね」

　微かすかに眉を顰めつつも、そう口に出すキュロット。酒の影響もあるのだろうが、人を殺したという罪悪感を自分の中で乗り越えられたというのがその口調からは感じられる。

「そうね、やっぱりああいうのはあまり気持ちのいい物じゃないわね」

　それに同意するフィールマ。

　実際に戦闘を行っているときにはあまり顔には出さなかったが、やはり人を殺すというのは精神的にかなりの重圧だったのだろう。

「……っと、ごめんごめん。暗い話をしたい訳じゃないのよ。話を変えましょ。ところで皆みんなはランクＤになってからどうするとかいうのはあるの？　私はその……」

　キュロットは言い淀よどみ、チラリとアロガンとスコラへと視線を向ける。

「この二人とパーティを組むことになったんだけど」

　そして驚愕きようがくの一言が発せられた。

「おいっ、別にこいつ等に言う必要は無いだろうが」

「何よ。せっかく一緒にランクアップした仲間なんだから、別にいいじゃない。言わば同期よ同期」

「……お前等二人は報酬の件で言い争っていたと思うんだけど、いつの間にそんな話になっていたんだ？」

　レイにしてもキュロットの発言は衝撃的だったのか、驚きを顔に浮かべてそう尋ねる。

　その疑問に答えたのはアロガンでもキュロットでもなく、ようやく魔法書を読むのを止めて食事を楽しんでいたスコラだった。

「それが原因みたいだよ」

「それ？」

「そう。報酬の件で言い争っていたらいつの間にか意気投合してたみたい。で、話がトントン拍子に進んでいったんだ」

「いや、お前はそれでいいのか？　お前もキュロットのパーティの一員だろうに」

　レイとスコラの会話を聞いていたスペルビアがそう突っ込むが、スコラは問題無いとばかりに小さく頷く。

「ほら、僕とキュロットって魔法使いとシーフでしょ？　その二人でパーティを組んでるから、前衛が不足気味だっていうのは前々から話してたんだ。どうしても僕たち二人で前衛と後衛に分けるとしたら、キュロットが前衛になるしかないんだけど……」

　そこで一旦言葉を止め、キュロットに視線を向けてから再び説明を続ける。

「何だかんだ言っても結局はシーフだからね。決定力不足に防御力不足。それを考えれば、アロガンみたいに強力な戦士がパーティに入ってくれるのは僕としても喜ばしいことだよ」

「けど、パーティの相性とかもあるでしょう？」

　フィールマの質問に、苦笑を浮かべながら言い争いをしている……と言うよりは、じゃれ合っているアロガンとキュロットへと目を向ける。

「そこはほら、似たもの同士って奴だよ」

「……近親憎悪にならないといいけどな」

　レイが呟き、それがツボに嵌はまったのか、あるいはアルコールの力なのか。スコラとスペルビア、フィールマの三人は思わず噴き出しそうになる。

「それよりも僕たち三人はパーティを組むけど、そっちの三人はどうするの？　戦士のスペルビアに前衛と後衛の両方をこなせる魔法戦士のレイ、精霊魔法と弓を使える後衛のフィールマと、バランス的には完かん璧ぺきだと思うけど」

「うーん。それも面白そうではあるんだが、もしその面めん子つでパーティを組むとなったらレイを相手に勝つ……とまでは言わないが、五分には渡り合えるようにならないとちょっとな」

　スペルビアが苦笑を浮かべながらワインを飲み干し、女将おかみのラナへと新たにエールを注文しながらそう呟く。

　戦士としてのプライドゆえに、レイよりも弱い状態でおんぶに抱っこされるのが我慢出来ないのだろう。

「そうね……私は別に構わないんだけど。レイはどうなの？」

　フィールマの言葉にレイは小さく首を振る。

「パーティを組むにしても、組まないにしても、しばらくは無理だと思う」

「あら、なんで？」

　その場にいた全員の、それこそ数秒前までじゃれ合っていたはずのアロガンとキュロットも含めた視線が自分へと集まっているのを感じたレイは、この連中なら大おお袈げ裟さに話を広めることもないだろうと判断して口を開く。

「ちょっと難しそうな依頼を引き受けることになってしまったんだよ。どのくらいの期間が掛かるか分からないから、パーティ云々っていうのはそれが片付いてからだろうな」

「あ、もしかして一人だけ会議室に残ってたのってそれが理由？」

　キュロットの言葉に頷うなずく。

「ああ。ランクＤに上がったばかりだってのに、いきなりの指名依頼だってさ」

「……まあ、レイの強さを考えればそれほど不思議な話でもないだろう」

　スペルビアがそう言いながら頷く。

　今回の試験で盗とう賊ぞく団の根城へと辿り着くまで稽けい古こに付き合って貰い、同時に盗賊団との戦闘でその実力を見て、帰りにも行きと同様に稽古に付き合って貰った。

　このランクアップ試験中はそんな風に殆ど毎日レイと模擬戦を繰り広げていたスペルビアにしてみれば、ランクＤに上がったばかりのレイに指名依頼が来たと聞いても特に不思議には思わず、むしろレイほどの戦闘力を持っているのなら当然だという認識だった。

「それに今回パーティリーダーをやってみて、つくづく俺は団体行動に向いてないというのが分かったからな。少なくとも、パーティリーダーはもうごめんだ」

「確かにレイみたいに強ければソロでもやっていけると思うけど、それってちょっと厳しくない？」

「キュロットの心配も分かるが、俺には相棒のセト……ああ、グリフォンがいるから、一人と一匹でしばらくは行動してみるよ」

　実際、セトを戦力として考えればグリフォンというだけでも強力なモンスターなのに、そこへさらに魔石を吸収して習得したスキルの数々があるのだ。その戦力は、ランクＡの冒険者を凌りよう駕がしていると言ってもいいだろう。

（それに、魔石の件で揉もめるかもしれないと考えるとちょっとな。その辺を考えるとソロ一択なんだよな）

　内心で考えながら、テーブルの上にあるポイズントードのモモ肉の炒いため物を口へと運ぶ。

　丁度そのとき、夕暮れの小麦亭のドアが開いて二人組が中へと入って来る。

　そしてその二人は真っ直ぐにレイたちがいるテーブルへと向かう。

「ギルドで聞きました、ランクアップおめでとうございます」

「おめでとー」

　そう言ってきたのは、一人の魔法使いと一人の弓使い。レイにも見覚えのある顔だ。

「スルニンとエクリルか。久しぶりだな、俺がいない間はセトの面倒を見てくれて助かったよ」

「いえいえ、こちらこそ助かりました。……あ、ご一緒してよろしいですか？」

　スルニンの言葉にレイは周囲の面々へと視線を向けるが、全員が特に異論は無いらしいので頷いて席を勧める。

「それにしても、もうランクＤですか。このままだとあっという間に追いつかれてしまいそうですね」

「おばちゃん、私とこっちの人にもエールちょうだい。あと、摘つまめるものを適当に」

　エクリルもまた、席に座りながらラナへと注文する。

「レイ、この人たちってもしかして……」

　フィールマのその様子に、『灼熱しやくねつの風』のことを知っているのだと判断して頷く。

「ああ。『灼熱の風』のスルニンとエクリルだよ。オーク討伐のときに知り合ってな。……そう言えば、ミレイヌはどうした？　今日は別行動なのか？」

「あー……それが」

　苦笑を浮かべながら頰を搔くスルニン。その様子を見ただけでレイには大体の予想が付いてしまった。

「なるほど、厩舎か」

「ええ。昨日ギルドでレイ君たちが帰ってきたってのは聞いてたんですが、それでよけいにセトと別れるのが辛つらくなったらしくて」

「で、厩舎へと突っ込んで行った訳か。……まあ、いいさ。ここで飲んでればそのうち来るだろ？」

「そうですね。それでは前途有望な皆さんの昇格を祝って、今日は私たちがここの払いを持ちましょう」

「……いいのか？　少し前まで金がないって言ってたのに」

「何、セトのおかげで労せずトレントを倒せましたからね。今は結構余裕があるんですよ」

　こうして、その日はそのまま宴会へと雪崩れ込むのだった。

　その宴会の中で、『灼熱の風』の面々とフィールマたち五人もそれなりに打ち解け、以後は色々と目を掛けて貰もらうようになる。














【セト】

　・水球　Ｌｖ．１

　・ファイアブレス　Ｌｖ．２

　・ウィンドアロー　Ｌｖ．１

　・王の威圧　Ｌｖ．１

　・毒の爪　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　爪から毒を分泌し、爪を使って傷つけた相手に毒を与える。毒の強さはＬｖによって変わる。






【デスサイズ】

　・腐食　Ｌｖ．１

　・飛斬　Ｌｖ．１

　・マジックシールド　Ｌｖ．１
















　　　第三章







　ランクアップ試験合格発表から数日。レイの姿は相変わらず夕ゆう暮ぐれの小こ麦むぎ亭にあった。

　借りている部屋でドラゴンローブやスレイプニルの靴を脱ぎ、気楽な表情でベッドへと寝転がって本屋で買ってきた本を眺めている。

　そこに書かれているのはダンジョンに関しての注意事項が主な内容だ。

　グランから聞かされた指名依頼の場所がダンジョンだということで、以前にもモンスターの解体方法の本を買った店に行って購入してきた物だ。

「やっぱりダンジョンにはシーフが必ひつ須すか」

　本によると、ダンジョンには大抵トラップが仕掛けられていると書かれている。

　そのトラップも、ダンジョンに棲すみ着いているモンスターの中である程度の知恵ある者が仕掛けた物もあれば、ダンジョンが形成されたとき自然発生的に作られる物もあるとのことだ。

「姫ひめ将しよう軍ぐんとやらは、戦場で戦うくらいなんだからまずシーフの技能を持ってないと考えてもいい。それは俺も同様だ。となると、このギルムでシーフを雇うか、あるいは姫将軍様のお供にシーフがいるのを祈るしかないんだが……」

　そう思いつつも、半ば諦あきらめの表情を浮かべる。

　何しろ、指名依頼としてレイだけが公爵令嬢と共に行動をするとグランに言われているのだ。ならギルムで新たにシーフを雇うという可能性はまず無いと思ってもいいだろう。そうなると、残る希望は公爵令嬢のお供にシーフの技能を持っている人物がいるだけなのだが。

「いっそ、俺が簡単な罠わななら解除出来るように勉強しておくか？」

　そうも考えたレイだったが、依頼開始までの時間は残り数日。とてもではないが、今からシーフの技能を修めることが不可能なのは明らかだった。

「このままここで考えていてもしょうがない、か。少し身体を動かしてくるか」

　とは言っても、出来れば討伐依頼を引き受けないように言われている以上、ギルドの訓練場で鈍らない程度に身体を動かすしかないのだが。

　それでもやらないよりはマシと勢いよく起き上がり、出掛ける準備を整えて宿を出る。

　そして厩舎きゆうしやへと顔を出すと……

「はい、セトちゃん。これも食べて食べて」

　何故かそこには、蕩とろけるような表情を浮かべてセトへと餌え付づけをしているミレイヌの姿があった。

　セトも喉のどを鳴らしながら喜んで餌付けされているその様子に、苦笑を浮かべつつ、近付いていく。

「あ、レイ。お邪魔してるわよ」

「いや、確かにいつでもセトに会いに来てもいいとは言ったけど……今日は依頼はないのか？」

　そんなレイの質問に、セトの背を撫なでながらミレイヌが小さく頷く。

「うん。昨日ちょっとフォレスト・クローラーを相手に頑張ったからね。今日はお休み」

「……そうか。よく頑張ったな」

「でしょ？　だから今日はこうしてストレス解消のためにセトちゃんと戯れている訳。……レイは何の用事？」











【フォレスト・クローラー】

　その名の通りに森に住む巨大な芋虫のようなモンスターである。その大きさは小さい物でも全長二メートル。大きくなれば全長三メートルを超えるのもそう珍しくはない。戦闘力自体はランクＤモンスターとそれほど高くなく、危険度も同ランクのトレント等に比べればかなり低い。だが、その見た目が巨大な芋虫ということもあり、女の冒険者たちには蛇だ蝎かつの如く嫌われている。そのブヨブヨしている身体は前衛職の者たちにとっては、なるべく触れたくない相手として有名。













「いや、ちょっと身体を動かしにギルドの訓練場まで行こうと思って。どうせならセトも行くかと思ったんだけど、どうする？」

　ミレイヌに撫でられているセトへと声を掛けるレイ。何ならこのままここでミレイヌと一緒にいても構わないが……という思いもあって尋ねたのだが、セトは自分も一緒に行くと小さく喉を鳴らす。

　それがミレイヌにも分かったのだろう。残念そうな顔をしながらも、溜ため息いきを吐つく。

「ということだけど、ミレイヌはどうする？」

「あー……そうね。なら私も一緒に行くわ。一度レイと模擬戦をしてみたかったってのもあるし。……どう？」

　ミレイヌにしても、自分よりも格上のモンスターであるオークキングを一対一で倒せるレイの戦闘力には興味があったので、少し悩んだあとにあっさりと頷うなずく。

「それにセトちゃんとももう少し一緒にいたかったしね」

　ただ、そう付け加えるのがミレイヌがミレイヌたる所以ゆえんなのだろう。

　そのあとはセトを厩舎から出して、いつものようにギルドへと向かう。

　いつもと違うのは、一人と一匹なのではなく二人と一匹であるということか。

「セトちゃん、セトちゃん。はい、これ」

　これまではレイが屋台で食べ物を買ってセトに与えていたのだが、その役目がミレイヌに変わっていた。

　その様子を眺めながら、コッペパンのようなパンに肉を挟んだホットドッグのような物を自分用に買って口に運び、ミレイヌへと声を掛ける。

「少し前までは金欠だって騒いでいたのに、今は余裕があるのか？」

「まあね。セトちゃんと一緒にやったトレントの討伐依頼で希少種を倒せたからね。その素材がかなり高額で売れたのよ。……魔石は手に入らなかったけど」

　ミレイヌの言葉に、レイはセトが毒の爪を得たのはその希少種の魔石だったのだろうと予想する。

「それに昨日のフォレスト・クローラーも足とか糸とか魔石がそれなりの値段で売れたしね。今はお金に少し余裕があるの」

　そんなミレイヌとセトの下へとギルムの住人やセトを知っている冒険者たちが集まってくるのも、平常通りの光景だ。

　そしてギルドへと到着し、セトはレイに何も言われなくても馬車や従じゆう魔ま用の待機スペースへと移動して寝転ぶ。

　日の当たる暖かいその場所は、すでに半ばセトの専用スペースとなっていた。

「セトちゃん、じゃあしばらくお別れね。貴方あなたのご主人様と戦ってくるわ」

　セトも喉の奥で短く鳴いて二人を見送り、レイとミレイヌはそのままギルドの中には入らずに訓練場へと向かう。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「今日はあまり人がいないわね」

　訓練場の中を見回してミレイヌが呟つぶやく。

　実際、訓練場の中では五人ほどの集団が一ついるだけで、他に訓練をしている者の姿は見えない。

　その五人にしても同じ場所で固まって訓練をしている以上は、パーティかあるいは知り合い同士だというのは容易に想像が付く。

「まあ、日中だしこんなものだと思うぞ」

　早朝ならまだこれからの依頼に向けて軽く身体を動かすような者もいるかもしれないが、今は日中だ。この時間帯に訓練場にいるということは、レイやミレイヌのように休日か、あるいは訓練日としている者たちだけだろう。

「それもそうね。さて、じゃあお互いにちょっと身体を温めてからやり合うことにしましょうか。いいわよね？」

「ああ、問題無い」

　ミレイヌの言葉に頷き、ミスティリングからデスサイズを取り出すレイ。

　その様子を見ていた五人組の方から驚きの声が上がるが、ミスティリングを見て驚く者というのはレイにとってもすでに見慣れた光景だ。その様子に構わずに準備運動を開始する。

　デスサイズをゆっくりと振り下ろし、斬り上げ、そのままの流れで横よこ薙なぎにする。同時に刃の付いている方だけではなく、柄を棍を扱うように取り回しては空中を突く。

　まるで演舞のようなその動きに、先に訓練場にいた五人だけではなくミレイヌまでもが思わず見み惚ほれていた。

「って、だからそうじゃなくて」

　苦笑を浮かべながらミレイヌもまた、自分のロングソードを鞘さやから抜いて準備運動を開始する。

　それから数分、お互いの身体が解ほぐれたところで小さく頷き、それぞれの武器を構えて向き直った。

　そしていざ！　と思ったそのとき、まるでタイミングを計っていたかのように声が掛けられる。

「あれ、レイ？　こんなところで何をしているの？」

　今にもミレイヌとの距離を縮めようとしていたレイは、聞き覚えのある声に思わず踏み出そうとした足を止めて声のした方へと視線を向ける。

　そこにいたのは、勝ち気そうな目をしたシーフの少女、典型的な魔法使いの格好をした少年、どこか不機嫌そうな視線をレイへと向けている戦士の青年たちだった。つい先日に共にランクアップ試験を受けた、キュロット、スコラ、アロガンの三人だった。

（そう言えば、三人でパーティを組むとか言ってたな）

　夕暮れの小麦亭で半ば済なし崩し的に行われたランクアップ試験の合格祝いで聞かされたことを思い出し、デスサイズの石突きを地面に突きながら口を開く。

「ちょっと戦闘訓練をな。『灼熱しやくねつの風かぜ』のパーティリーダーのミレイヌだ。知ってるか？　確か祝勝会のときにはミレイヌがセトに構ってて結局こっちに来なかったけど」

「当然でしょ、若くしてランクＣパーティを率いているんだから。有名よ？　初めまして、ミレイヌさん。私はキュロット。こっちの魔法使いがスコラで、戦士がアロガンです。レイとはランクアップ試験で一緒だった仲でして」

　その言葉にスコラはペコリと頭を下げ、アロガンもさすがに自分より明らかに目上の人物に向かっては素直に頭を下げる。

　キュロットの言葉を聞き、こちらも構えていた剣を下ろしながらミレイヌが口を開く。

「へぇ、レイの同期ね。……色々と大変そうね」

「……ええ、まあ」

　女二人、それぞれがレイの非常識な面を知っているだけに思わず分かり合ったかのように頷きあう。

　目と目で通じ合ったミレイヌが、ふと何かを思いついたかのように小さく笑みを浮かべてレイへと声を掛ける。

「ね、どうせなら私たちの模擬戦を見て貰もらわない？　観客がいた方が盛り上がるだろうし、彼女たちにも上級者の戦いは見るだけでも勉強になるでしょうし」

　その言葉を聞き、アロガンが微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　それこそ自分と同期であり、年齢的にも自分よりも下のレイが上級者と区別されたのが面白く無かったのだ。

　だが、そのレイの実力を実際にその身で知っているだけに、何も言えずに黙り込む。

　そんなアロガンに気が付いた訳でも無いだろうが、キュロットは驚きの声を上げる。

「いいんですか？」

「ええ、私は構わないわ。……レイは？」

　女二人の間で話がここまで進んだ以上、何を言っても無駄だと判断したのだろう。それにレイにしても自分の戦闘を見られても特に困るということは無いので、小さく溜息を吐きながら頷く。

「分かった、俺も構わない。……ただし、くれぐれも邪魔だけはしないようにしてくれ」

「分かったわよ。……ほら、スコラとアロガンも二人の邪魔にならないように退どくわよ」

　キュロットの言葉に従い、レイとミレイヌの邪魔にならない場所まで移動するスコラとアロガン。

　その様子を確認してから、改めてレイとミレイヌはお互いに武器を構えて向かい合う。

「ちょっと意外だったわね。色々と秘密の多いレイなんだから、模擬戦の見学なんて断ると思ってたのに」

「そもそも断れないような雰囲気を作りあげておいてよく言うよ。……それにしても秘密の多い、か。確かにそれは否定出来ないな」

「そりゃそうでしょ。私の身体にあんな物を埋め込むんだもの。……まあ、結果的に私たちは意図せずに戦力アップが出来たんだからいいんだけどね」

　あんな物、と言われて『灼熱の風』へと使用した戒めの種を思いだす。

　確かにあの魔法はレイの秘密を話さない限りは害は無い。それどころか炎に対する耐性を得たり、炎関係の魔法の威力が上がったりとメリットもあるのだ。

「このままお喋しやべりをしても仕方ないわね。……そろそろ、行くわよ！」

　その言葉と共に、ミレイヌがロングソードを構えたまま地を蹴けりレイへと迫っていく。

　それを迎え撃つべくデスサイズを構えつつ、敢あえて前に出るレイ。

「っ!?」

　まさか長物を持っているレイが自分から間合いを潰つぶしてくるとは思わなかったのだろう。ミレイヌは一瞬だけ躊躇ちゆうちよをし……その結果、剣の間合いの内側にレイの接近を許してしまう。

「行くぞっ！」

　その一瞬の隙を突き、デスサイズの柄でミレイヌの足を掬すくい上げるような一撃を放つレイだったが、刃の部分の動きでレイが何を狙っているのか悟ったミレイヌは素早く後方へと跳躍する。

　その一瞬後、ミレイヌの足があった場所をデスサイズの柄が鋭く通り過ぎていく。

「……さすがにやるね。これでランクＤだとか詐欺でしょ」

「そっちこそ、こうも容易たやすくこっちの意図を見破るとは思わなかった」

「これでもランクＣなんだから、そうそう容易くやられはしないよ。ギャラリーの目もあるってのにあっさりやられたりしたら、先輩の面目丸つぶれでしょ」

「そういうのを気にするタイプだったか？」

　軽口を言い合いながらも、目や身体の動きでフェイントを仕掛け、お互いの隙を探る。

（とは言え、このままだと時間だけが過ぎていくか。なら……）

　内心で決意し、会話を続けながらも徐々に、徐々に隙を作ってはそれを大きくしていく。

　その様子を見ていたミレイヌも隙が出来るごとにピクリと反応はするのだが、それが誘いであるというのも理解しているので迂う闊かつに仕掛けられない。

　わざと隙を作ってそこに攻撃を誘うという真似をしたレイだったが、その行為にミレイヌはどこへ攻撃を仕掛けたとしても防がれるのではないかというプレッシャーを感じ始める。

　ここで攻めてもいいのか？　それともこれも隙なのか？　ここで攻めないと……そんな考えが頭を巡り……

「はぁぁぁっ！」

　そのプレッシャーに耐えきれなくなったように大きく一歩前へと出る。

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に振り下ろされた一撃を、レイはデスサイズの刃が付いていない柄の部分で受け流し……そのままミレイヌの刀身が柄を摑つかんでいるレイの手元付近まで来たとき、柄の部分で刀身を絡めるようにして上空へと剣を弾はじき飛ばす。

　そして次の瞬間、無手になったミレイヌの首筋にはデスサイズの刃がピタリと当てられていた。

「……降参」

　どこからどう見ても自分の負けだと判断したミレイヌの声を聞き、それを見ていたキュロットたち三人は、ランクＤ冒険者がランクＣ冒険者に勝ったという出来事に小さく驚きの声を上げる。

　ここで大きく驚かなかったのは、やはりレイの実力をその目で確認して理解していたからだろう。もしも何も知らない人物が今の一連の動きを見ていれば、驚愕きようがくの表情を浮かべていたのは間違いが無かった。

　ランクＣパーティを率いているミレイヌと、ランクＤになったばかりのレイ。この二人の戦いはそれほどのレベルのものだったのだから。

　戦闘自体は短時間で終わったのだが、それでもミレイヌの顔には大粒の汗がいくつも浮かんでいる。それがこの戦闘の凄すさまじさを物語っていた。

「ミレイヌさん、お疲れ様です。これで汗を拭ふいて下さい」

「悪いわね。さすがにいい訓練になったわ」

　小さく笑みを浮かべ、汗を拭いていくミレイヌ。だが、やがてふと何かを思いついたかのようにキュロットへと視線を向ける。

「ねえ、なんだったら貴方たちもレイと模擬戦してみない？」

「……え？」

　突然とも言えるミレイヌの提案にキュロットは意表を突かれたかのように間の抜けた声を上げ、次の瞬間には勢いよく首を左右に振りながら叫ぶ。

「無理無理無理無理、無理ですってば。あのレイですよ？　そもそも、ミレイヌさんに勝つような人を相手に私が勝てる訳ないじゃないですか！」

　自分の言葉に半ば混乱しているキュロット。そして同感だと頷いているスコラと、以前に戦ったときのことを思い出しているのだろう。忌々しげに眉を顰めているアロガン。

　そんな三人を見ながら、ミレイヌは小さく肩を竦すくめて口を開く。

「何も一人ずつ戦えなんて言ってないわよ。貴方たち三人でレイと戦ったらって言ってるの。レイにしてみれば対多数用の戦闘訓練になるし、貴方たちにしても、レイほどに強い相手との戦いはいい経験になるでしょ？　どう？」

「どうって言われてもな」

　ミレイヌに視線を向けられたレイは、キュロットたち三人を見やる。そこには、自分一人では無理でも、三人ならあるいは……そう考えているキュロットたちの姿があった。

　小さく肩を竦め、持っていたデスサイズを肩に担ぎながらキュロットたち三人へと声を掛ける。

「ま、いいだろ。ランクアップ試験からまだそれほど日は経っていないけど、連携訓練くらいはしたんだろ？　ちょっとやってみるか」

「……へぇ。いくらなんでも、私たち三人を相手にしてそれはちょっと言い過ぎじゃない？」

　プライドを傷つけられたのだろう。キュロットは腰の鞘から短剣を引き抜きながらレイへと鋭い視線を向ける。

　スコラは溜ため息いきを吐つきながらいつでも魔法を放てるように魔力を集中させ、アロガンもまた同様に魔剣を鞘から抜き放っている。

「じゃ、私が審判をするわね。くれぐれも致命的なダメージは与えないように。……始めっ！」

　ミレイヌがそう叫び、その声が響いた瞬間にレイは肩で担いでいたデスサイズを両手で握りしめて地面を蹴る。

　向かう先は三人のリーダー格でもあるキュロット……ではなく、魔法使いのスコラだ。レイ自身が魔法を使うだけに、後衛の魔法使いの厄介さを理解しているからこその行動だった。

「なっ！　スコラ、回避して！」

　てっきり自分に向かって来るものだとばかり思っていたのだろう。キュロットがレイの後を追いながら叫ぶ。

　だが、その叫びもすでに遅い。レイは圧倒的な脚力と瞬発力にものを言わせ、一気にスコラの懐に飛び込んでデスサイズの石突きを突き出し……

「させるかぁっ！」

　そう叫び、魔剣でデスサイズの一撃を受け止めるアロガン。

　自分のことしか考えていなかったアロガンが仲間を庇かばうという行動をとったことに、レイは驚きで目を見開く。

　だが、それは一瞬。次の瞬間にはデスサイズの石突きを受け止めたアロガンは、その勢いを殺しきれずにまともに吹き飛ばされていく。

　しかしその一瞬があればスコラがレイから数歩分だけ距離をとるには十分な時間だった。そして、レイがその数歩を再び縮めようとした瞬間。

「さ、せ、る、かぁあああぁっ！」

　背後からの叫び声を聞き、そのままデスサイズの石突きを背後へと突き出す。

　スコラとの距離を取らせるため、意図的に叫び声を上げて自分に注意を引きつけるというキュロットの作戦は成功した。しかし、こうもすぐに対応されるとは思ってもおらず、結局石突きを短剣で受け止めつつもアロガン同様に背後へと吹き飛ばされる。

　だが、キュロットが稼いだその時間は決して無駄では無かった。

『ウィンド・ブロー！』

　スコラが最も得意としている風の魔法。その中でも使用頻度が高く、熟達しているウィンド・ブローの魔法。

　風の拳こぶしで敵を殴りつけるというだけの効果だが、それゆえに詠唱が短く、さらに風の拳であるために視認も出来ない。その一撃はゴブリン程度なら楽に殺せるほどの威力でもある。だが……

「甘いっ！」




　斬っ！




　魔力を通したデスサイズが振るわれたその瞬間、レイへと向かっていた風の拳は全てが斬り裂かれ……スコラがふと気が付くと、首筋に黒と赤の巨大な刃が突き付けられていた。

「それまで！」

　そしてキュロットとアロガンが何とか立ち上がり、それでもこれ以上の戦闘は不可能だと判断したミレイヌの一声により、模擬戦は終了する。

「痛!?　……負けちゃった、か」

「……くそ」

　悔しげに呟つぶやくキュロットとアロガン。だが、そんな二人へと向かってレイは感心したような声を掛ける。

「確かに模擬戦は俺の勝ちだったが、随分と連携が上う手まくなってたな。アロガンがスコラを庇うなんて、最初に俺に絡んできたときのことを思えば信じられなかったし、キュロットも自分を囮おとりに使ってスコラに攻撃の機会を作った」

　そこまで告げ、悔しそうにしているアロガンへと視線を向けながら再び言葉を紡ぐ。

「それにキュロットとスコラはともかく、アロガンとパーティを組んでからまだ数日だろ？　その割には、随分といい連携だったぞ」

　そんなレイの予想外の褒め言葉に、キュロットはどこか居心地が悪そうに、そしてアロガンはそっぽを向きながら、スコラは笑みを浮かべるのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ミレイヌやキュロット、アロガン、スコラたちとの模擬戦翌日。これまでの数日のように宿屋の自室でダンジョンに関する本を読んでいたレイは、ドアをノックする音で我に返った。

「誰だ？」

「ギルドから来ました。指名依頼の件について説明があるとのことですので、申し訳ありませんが同行して貰もらえますか？」

「分かった。準備をするからちょっと待って欲しい」

（いよいよ来た、か）

　ランクアップ試験の合格発表時にグランが言っていた依頼の詳しい説明の件だと理解したレイは、読んでいた本をミスティリングへと収納してドラゴンローブを身に纏まとい、スレイプニルの靴を履いてドアを開ける。

　そこにいたのは、四十代ほどに見える中年の男だった。

　レイを見ると、小さく頭を下げる。

「では早速案内致します」

「ああ。……ちなみに、行くのは俺だけで？」

「はい？　レイさんがパーティを組んでるという情報はないのですが。……違うのですか？」

「そうじゃなくて、俺がテイムしているグリフォンはいいのかって意味なんだけど」

　自分の聞いた情報が間違っていたかもしれないと思っていたのだろう。迎えの男は安あん堵どの息を吐きながらも小さく頷うなずく。

「はい。今日はレイさんだけでお願いします。向かう場所がギルドならテイムしているモンスターが一緒でも構わないのですが」

「ん？　さっきギルドから来たとか言ってたと思うけど？」

「私は確かにギルドの職員ですが、案内する場所は今回レイさんを指名して依頼をする人物です。こう言えば分かりますか？」

　レイへと依頼した人物。それが誰なのかは、グランから話を聞いて知っていた。すなわち……

「この街の領主、ラルクス辺境伯……か」

「その通りです。本来ならギルドの方で説明をするのが普通なんですが、今回は場合が場合ですので領主様の館で説明することになりました」

「まあ、確かにそれだとグリフォンは連れていけないよな」

　もしセトを連れていった場合、下手をすればギルムに自分がいられなくなるだろうというのは容易に想像がついた。

「分かった。ただ、行く前にちょっと厩舎きゆうしやに寄ってもいいかな？　俺がテイムしているグリフォンはかなり頭がいいから、一応出掛けることを知らせておきたいんだ。下手をしたら、俺が誘拐されたとでも勘違いして追ってくる可能性があるから」

「……グリフォンというのはそれほどに頭がいいものなんですか？」

「さて、俺のグリフォンが特別なだけかもしれないけどね」

　ギルドからの使者に断り、厩舎へと向かう。その途中、夕暮れの小麦亭の前にそれなりに立派な馬車があるのを見たレイは、さすが領主からの依頼だと妙な所で感心しながら厩舎の中へと入って行く。

　厩舎の中に入ったレイをセトは喉のどの奥で鳴きながら迎える。

　だが、レイはそんなセトの頭を撫なでながら口を開く。

「悪いな、セト。確かに今から出掛けるが、今回は領主の館に向かうから一緒に連れていけない」

　レイの言葉に寂しそうな声で鳴き、頭を擦こすりつけてくるセト。

「この前のランクアップ試験のときとは違って、今回はすぐに戻って来るさ。別に数日留守にするって訳でもないんだからな」

　それでも寂しそうに鳴くセトの頭を、最後にもう一度だけ撫でてから厩舎を出て行くレイ。

　セトはその後ろ姿が見えなくなるまでじっと眺めていた。




「すまない、待たせた」

　馬車の前にいるギルドの使者へとそう言うが、使者は小さく頭を振って馬車の扉を開ける。

「いえ、冒険者の方に色々とあるのはギルドで働いてるだけに理解しています。さ、どうぞ。領主様もお待ちしてますので」

「そう言って貰えると助かるよ」

　笑みを浮かべて馬車に乗るように促す。

　その様子に、自分はそこまでお偉いさんになった覚えは無いんだがと思いつつも、レイは馬車に乗り込む。

　それを確認すると、使者は扉を閉めて馬車を出発させる。

「……今日はあまりいい天気じゃないな」

　馬車の窓から外を見上げて呟くレイ。

　実際、現在の空は雨雲で覆われており、いつ雨が降ってきてもおかしくはない天気だ。

　そんな風に思いつつ、馬車の中では特にやることもないので、部屋で読んでいたダンジョンの本をミスティリングから取り出して読み耽ふける。

　ここ数日で大分読み進めてはいたが、それでもまだ七割ほどといったところだ。せめて実際に依頼が始まる前までには読み切ってしまいたいレイだった。

　そして本に集中してしばらく。これまで軽快に走っていた馬車が突然止まり、扉が開かれる。

「レイさん、領主様の館に到着しました」

「ああ、分かった」

　馬車を降りたレイは、頰にポツポツと水滴が降り注ぐのを感じながら使者の案内に従って領主の館の門を潜る。

（領主の館と言うよりは……どこぞの砦とりでのように見えるな）

　それが領主の館を見たレイが抱いた感想だった。

　屋敷と言うには大きすぎ、城と呼ぶにはどこか物足りない。そんな建物を見てイメージしたのは砦だった。実際、この領主の館は砦としての役目を持たされているのは明らかであり、恐らく有事の際にはギルムの住民をある程度避難させる役目も持っているのだろうというのはレイにも簡単に予想出来る。

「こちらです」

　ギルドの使者のあとを追い、領主の館へと入っていく。一応は領主としての体裁なのだろう、通路の所々には絵が飾ってあったり、壺つぼが置かれていたりする。また、魔石を使ったマジックアイテムの明かりが一定距離ごとに壁に埋め込まれているというのも印象的だった。

　それでも通路の途中に飾られるようにハルバードや槍やりといった武器があるのを見ると、やはり領主の館と言うよりも砦という印象が強く残るのだが。

　物珍しそうに通路に飾られている品を眺めながら使者のあとを歩いて行くと、十分ほどで精せい緻ちな彫り物を施された扉が見えてくる。その扉だけで金貨数枚……下手をしたら白金貨が必要になるだろう、それほどの芸術品のようにレイには見えた。

　その扉の前へと二人が辿たどり着くと、使者は当然とばかりに扉の横にあるドアノッカーで壁をノックする。

（ドアノッカーなんだからドアをノックする物じゃないのか？　いや、確かにどちらかと言えば芸術品だろうが……何でこの扉だけこんな風に豪華なんだ？　砦にしか見えないこの館を見る限りだと、貴族的な贅ぜい沢たくをするような性格には思えないんだが）

　そんな風にレイが内心で考えていると、扉の奥から声が聞こえて来る。

「入れ」

「はい。失礼します」

　一言声を掛け、扉へと手を伸ばす使者。一応取っ手の部分を持ってはいるが、彫られている部分にはなるべく触らないようにして扉を開ける。

「領主様、指名依頼の件でランクＤ冒険者のレイを連れて参りました」

「うむ、ご苦労。待っていたぞ。さぁ、中に入れ」

　中からそう言われ、レイは使者に促されるようにして部屋の中へと入る。

「っ!?」

　そして部屋へと一歩足を踏み入れたその瞬間、自分に向けられている殺気の混じった視線を感じ取る。

　反射的にミスティリングへと手を伸ばしながらも視線を辿ると、その先には一人の男が存在していた。その人物は金属で出来た鎧よろいを身につけており、その頭部は二十代ほどの端整な顔とオレンジ色の髪をしており、金属の兜かぶとを身につけている。

　執務用の机に座っている男がダスカーなのは間違い無いと判断しつつも、レイは自分に向けて殺気の混じった視線を送ってくる鎧の男を脳裏で検索するが、間違い無く初対面だった。少なくとも、こうして殺気の混じった視線を向けられる覚えは無い。

「キュステ殿、あの者は俺が呼んだのだ。殺気を送るような真似はよしてくれ」

「……申し訳ありません。ですが、私たちと行動を共にする者をお願いしていたはずですが、それが何故あのような平民を？」

　部屋の主でもある男の声に、キュステと呼ばれた男は殺気を納める。だが、殺気の代わりにレイへと向けられたのは侮ぶ蔑べつの視線だった。

　当然、レイとしてもそのような視線を向けられて面白いはずが無く、まるで雑ざ魚こを相手にしている時間は無いとばかりに鼻で笑って一いち瞥べつし、キュステの隣で執務用の机に座っている男へと視線を向ける。

　だが、それがよほど気に食わなかったのだろう。キュステは反射的に腰に下げている剣の鞘さやへと右手を伸ばしながら、口を開く。

「ダスカー様。申し訳ありませんが、私は己おのれの分ぶを知らぬこのような者を信用することが出来ませんし、何よりもその実力も当てに出来ません。出来れば一度模擬戦なりなんなりで腕を確かめさせて欲しいのですが」

　冷静を装ってそう告げるキュステだったが、額には血管が浮き出ており、レイのような平民に対して逆に見下された怒りで顔は赤く染まっている。

　ダスカーと呼ばれた男はキュステに向かって何かを言おうとするが、すぐに小さく首を横に振る。

「レイ、と言ったな。俺はダスカー・ラルクス。ラルクス辺境伯の当主だ。そしてこっちにいるのはキュステ・ブラシン。今回お前を呼んだ指名依頼の関係者なんだが。……どうやら、その実力が信用出来ないらしい。悪いが模擬戦をしてくれ」

　ダスカーの言葉で、目の前にいるのがギルムを治めている貴族であると確信したレイは、一瞬だけキュステへと視線を向けて挑発を込めた侮蔑の視線を送ってから小さく頷く。

「分かりました。実力の差、というものを見せてやりましょう。場所はどこで？」

「……この館には騎士団が常駐しており、その訓練場がある。そこで戦って貰おう。構わないか、キュステ殿？」

「はい。この平民の言葉通り、力の差というものを教えてやりましょう」

　挑発するような言葉や仕草を向けられ、すでにいつ爆発してもおかしくないキュステ。その様子を眺めていたダスカーは、二人を訓練場へと案内する。




　領主の館の中にある、訓練場。人数にして百人同士の集団戦が繰り広げられるほどの広さを持つだろうその場所で、レイとキュステは向かい合っていた。

　審判として騎士団の一人が任され、ダスカーは少し離れた場所で二人が対たい峙じしている光景を眺めている。

「これより模擬戦を始めるが、お互い相手を殺傷するような攻撃は禁止する。分かったな？」

　ダスカーの言葉に頷き、ミスティリングからデスサイズを取り出すレイ。

　それを見て一瞬だけ驚きの表情を浮かべたキュステだったが、それ以上何かを表に出すことなく腰の鞘から剣を引き抜く。

「キュステ殿、貴公の得意とする武器は槍だったはずだが……剣でいいのかね？」

「ええ、もちろんです。私の槍はあの方を守るための槍。下げ賤せんの者を躾しつけるのに使うのは大仰というものですから」

　見るからに貴族以外の者を見下すという、典型的な貴族至上主義。そんなキュステへと向けるレイの視線は、より鋭くなっていく。

「その驕おごりゆえに負けに繫つながるというのを身を以もつて教えてやる」

「ふんっ、言葉だけなら何とでも言えるだろうよ。貴様のような平民風情にこそ、その力量をきちんと示してやる」

　まるでこれから行われるのが、模擬戦ではなく決闘だとでもいうような空気が満ちる中、これ以上は言葉を掛けても無駄だろうと判断したダスカーが、騎士へと頷く。

「では……始めっ！」

　騎士は開始の言葉を告げると同時に背後へと下がる。

　嫌な予感がしたゆえの行動だったが、それは決して間違いではなかった。

　何故なら、開始の合図が下ったその瞬間にレイはデスサイズを構えつつ前方へと飛び出し、キュステもまた剣を上段に構えつつ前に飛び出したからだ。

　キィンッ！

　次の瞬間には周囲へと高い金属音が鳴り響く。

　だが、一連の行動を見ていた者はレイの有利を確信する。何しろ互いが同時に飛び出したにもかかわらず、大鎌と剣がぶつかったのは圧倒的にキュステが構えていた場所のすぐ近くだったからだ。そして何よりも……

「ぐおおおぉぉっ！」

　刃やいばを一度交わしただけで、まるで子供が投げた小石のように真横へと吹き飛ばされるキュステ。

　吹き飛びつつも空中で体勢を立て直したのはさすがと言うべきだが、それでもレイ自身の膂力りよりよくと、何よりもデスサイズの重量に内心で驚愕きようがくする。

　その威力がどれほどのものなのかというのは、空中で体勢を立て直して地上に降り立ってからも地面を擦った足跡が証明しているだろう。

（くそっ、何だあの馬鹿げた威力は!?　本当に人間か!?）

　内心で驚愕するキュステだったが、同時にレイもまた驚愕の表情を浮かべていた。

（間違い無くデスサイズに魔力は流した。それでも刀身を切断出来なかったということは……アロガンの持っていたのと同じような魔剣、か）

「だが、それでも！」

　立て直す隙は与えないとばかりに、デスサイズを構えたまま地を蹴けるレイ。

　先程よりも鋭い踏み込みにより、デスサイズの間合いまで詰めたレイは横よこ薙なぎにその刃を振るう。

　もし止めなければ、確実に胴体が上下に分断されるだろう一撃。だが、キュステも先程の一連のやり取りでレイの馬鹿げた膂力に関しては理解している。そのため、まともに受けるようなことはせずに後方へと跳ぶ。

　……そう、本来であれば自分の目の前をあの巨大な鎌が通り過ぎた瞬間に地を蹴って間合いを詰め、魔剣を振るえば勝負あり。……そのはずだったのだ。

　だが、文字通りに空気を斬り裂くようにして目の前を通り過ぎていくその一撃に、キュステは表面上はどうあれ内心で恐怖を刻み込まれる。その証拠とでも言うように、キュステの背中には冷たい汗がどっと噴き出していた。

　それに気が付いたキュステは、自らを叱しつ咤たするかの如く大声をだす。

「うおおおおおおぉぉぉぉっっっ！」

（馬鹿な。この私がいくらラルクス辺境伯が推薦した人物とは言ってもランクＤの冒険者如きに脅威を覚えるだと？　いや、今のはたまたまだ。そんなことは断じて認めん！）

　人は自分の想像を超えた存在と出会ったとき、その存在に対して敵対するか友好的に接するかを選ぶことになる。それはすなわち、その存在を排除する方向に精神を持っていくか、あるいは友好的な関係を築いて庇ひ護ごを得るかという違いだ。そしてこの男は即座に前者を選択する。

　キュステは、内心の叫びと雄お叫たけびの外と内からの両方で己おのれを鼓舞しながらも魔剣を構える。

　その様子を見ていたレイは、沈黙を保ったままデスサイズの柄を握りしめる。

「行くぞ」

　口から言葉が吐き出された瞬間、地を蹴りキュステとの間合いを縮めていく。

　文字通りの意味で瞬時に間合いを潰つぶされ、咄とつ嗟さに魔剣を真横へと構えるキュステ。

　先程の叫びが無ければ、恐らくは間に合わなかっただろう一撃。その一撃を何とか防ぐことには成功するが……

「がはっ！」

　レイの手により振るわれたデスサイズの一撃により、再び真横へと吹き飛ばされる。

　五メートル以上を吹き飛ばされつつ、それでも魔剣を地面に突き刺してそれ以上吹き飛ばされるのを防ぐ。同時に、ここが最後の勝負所とばかりに地面を踏みしめている足へと力を入れ、レイへと向かって魔剣を構えたまま距離を縮める。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　貴族とは思えないほどに泥臭い戦い。だが、それでもキュステは貴族として平民であるレイに負ける訳にはいかなかった。その、最後の意地を使って現在の自分に出来る限りの突き。

　本来であれば槍を使っているキュステにとって、多少使い心地に違和感はあれども突きというのは慣れた動作だ。それゆえに十分な速度と威力を以てその一撃は放たれた。

　だが、レイはその渾こん身しんの力を込めた一撃を、微かすかに首を動かすという動作だけで回避する。

「くっ、まだだぁっ！」

　本来は相手に致命的な一撃を与えてはならないと前もって注意されて行われた模擬戦ではあったが、すでにキュステの脳裏にそのようなことはない。ただ、自分の突きをまるで児戯だとでも言うように回避するレイに当てることだけに集中する。

　突きとして放たれた刀身はほんの一瞬で男の手元へと戻され、そのまま再び閃せん光こうの如き突きが新たに一撃、二撃、三撃と連続で放たれる。

　その尽ことごとくを最小限の動きで回避しながら間合いを詰めていくレイ。

（馬鹿な、いつもの魔ま槍そうではなく魔剣を使っているとは言っても私の突きをここまで連続で回避するだと？　本当にランクＤか!?）

　男もまた内心でレイに対して得体の知れない恐怖を覚えつつも、得意の五連突き最後の一撃を放つ。

　最後の一撃にして、最速の一撃。その突きをデスサイズの柄で弾はじいたレイは、そのまま近距離から柄を使って男の胴体へと打撃を加える。

「がっ！」

　メキョッという、とても金属の鎧を殴ったような音ではない打撃音が間違い無く周囲で模擬戦を見ていた者たちの耳に聞こえた。同時に、その音を出した男はそのまま強引に胴体ごと柄を上へと振り抜いたレイにより空中へと浮き上げられ……

「そこまで！」

　デスサイズの一撃が落下してきたキュステへと放たれる寸前、審判の男の声が周囲に響き渡った。

　その声を聞いて腕を止めるレイ。同時に、先程の一撃で空中に浮かんでいたキュステは、そのまま地面へと崩れ落ちる。

「回復魔法を使える者を呼べ！　至急だ！」

　地面に倒れ込んだキュステがピクリともしないのを見たダスカーが大声で叫ぶ。

　最後の、掬すくい上げるかのような柄の一撃。その一撃で、キュステは完全に意識を絶たれていた。

「ぐっ、ぐぅ……」

　それでも鎧諸もろ共ともに肋あばらをへし折られたキュステは、痛みによりどうにか目を覚ます。何しろ鎧越しとは言っても百キロを超える重量を誇るデスサイズの柄で、なおかつレイの力でまともに殴られたのだ。その威力は鎧の胴体部分が半ば砕けているのが十分証明していた。

　ダスカーはそんなキュステへと近寄り、気をしっかり持たせようと声を掛ける。

「キュステ殿、すぐに回復魔法を使える者が来る。それまでもう少し我慢してくれ」

「いえ、それには及びません」

　キュステは苦しそうに脇腹を押さえながらも、ラルクス辺境伯の言葉を断り意識を集中する。

『水よ、その慈悲の心持ちて我が傷を癒いやせ』

　手に青い光が集まり……

『青の癒し』

　回復魔法が完成し、その光がキュステの脇腹へと吸い込まれていく。そのまま数秒ほどその体勢を維持していたキュステだったが、やがてすっと立ち上がる。

　その様子を周囲で見ていた騎士たちは、キュステの使った回復魔法にどよめく。

　回復魔法を使える者というのはそれだけ少なく、騎士でありながら回復魔法をも使えるキュステの力量に対するものだ。

　だが、キュステはそんなどよめきを向けられるのは慣れているのか、全く気にした様子も無く近くにいるダスカーへと声を掛ける。

「お見苦しい所をお見せしました。もう大丈夫です」

「ほう。水の回復魔法を使えるのか。さすがと言うべきだな」

「何しろあの方の護衛である以上は回復魔法は必ひつ須すですので」

「なるほど。……とにかく模擬戦を通してお互いの力量も理解しただろう。ならこれ以上の話は執務室に戻ってからだ」

　ダスカーはそう告げ、レイとキュステの二人を率いて訓練場をあとにする。




　レイが最初に案内された執務室。そこに到着してソファを勧められたレイは、最初に小さく頭を下げて口を開く。

「挨あい拶さつがおくれましたが、ランクＤ冒険者のレイです。今日は指名依頼の件で呼ばれて来ました。山奥で育ったために色々と失礼な言葉遣いもあると思いますが、見逃して貰もらえると助かります」

「ああ、気にしないでいい。それよりもさっさと座れ。俺もこう見えて忙しいんだからすぐに依頼について説明を始めるぞ」

　基本的にレイの自意識は日本の東北、それもどちらかと言えば山奥に近い田舎で育った佐さ伯えき玲れい二じのものだ。当然その言葉遣いはそれ相応のものであり、貴族に対するものとしては不適格なのだが……幸い、ラルクス辺境伯は元々が武人肌であり細かい礼儀作法にも拘こだわらない性格のため、特に気にした様子は無いようだった。

　……ただし、その代わりとでも言うようにキュステが胡う乱ろんそうな視線をレイへと向けていたが。

「さて、じゃあ早速だが依頼について話すとしようか。まず自己紹介からだな。先程も言ったが、改めて名乗ろう。俺がこのギルムの領主でもあるダスカー・ラルクスだ」

　執務用の机と思われる、豪華な机に手を突きながら自己紹介をするラルクス辺境伯のダスカー。

　それを受けて、キュステが口を開く。

「キュステ・ブラシン。エレーナ様の護衛騎士団の団長を務めている」

（なるほど、名字持ち。つまりはこのキュステとかいう男も貴族で、プライドの高さはそれが原因か）

　キュステの言葉に納得したように内心で頷うなずくレイだが、それを知ってか知らずかダスカーはキュステへと声を掛ける。

「で、肝心の依頼の件だが……キュステ殿、説明を」

　ダスカーの言葉に頷き、キュステはレイへと向き直る。

「いいか、依頼としては至極単純だ。ケレベル公爵令嬢のエレーナ様をこのギルムの近くにあるダンジョンへとお連れし、最下層付近にあると言われている継承けいしようの祭さい壇だんと呼ばれる場所へとお連れすることだ」

「……継承の祭壇？　それは？」

　聞き覚えのない継承の祭壇という名称に聞き返すが、キュステはその質問を鼻で笑う。

「いくらラルクス辺境伯が推薦された人物だとは言っても、ただの冒険者風情が口を挟むことではない。お前はただ黙って言われた仕事をこなしていればいい」

　軽く眉まゆを顰ひそめたレイだったが、ラルクス辺境伯の前ということもありそのまま話を聞く。

「つまりは文字通りの護衛と考えていいんだな？」

「そうだ。お前はそれ以外何もしなくてもいい。……もっとも、その護衛とて我々やエレーナ様がいらっしゃれば必要無いとは思うのだがな」

　溜ため息いきを吐つき、ダスカーへと視線を向けたあとで再びレイへと視線を向けて言葉を続ける。

「この街の領主であるラルクス辺境伯がどうしてもと言うから貴族でもないお前を連れていくのだ。……いいか、くれぐれも勘違いはしないようにな。お前はあくまでもおまけであり、よけいな行動はしなくてもいい。大人しく私たちについてくれば依頼達成となり報酬を貰えるんだ。文句は無いだろう」

「……キュステ殿、それはちょっと言い過ぎだろう。そもそも、ランクＤまでの冒険者を用意するようにと仰おつしやったのはケレベル公爵なのだが？」

「それは存じております。ですが、せめて貴族の冒険者を用意は出来なかったのですか？」

　窘たしなめるようなダスカーの言葉に、不満そうに言い募るキュステ。

　だが、ダスカーは小さく首を横に振る。

「残念だが、ここはキュステ殿も知っての通り辺境。冒険者として上に行くには、家柄では無く実力こそが重要視されるのだよ」

「ラルクス辺境伯！　それは我々貴族を馬鹿にしておいでですか！」

　貴族では実力がないと言われたも同然のキュステの言葉に、再度ダスカーは首を横に振る。

「落ち着け、キュステ殿。確かに王都では実力のある貴族もいるし、その貴族が冒険者として活動していることもあるだろう」

　そこで言葉を溜ためるように数秒沈黙し、キュステが何かを口にしようとしたとき、それを制するかのように再び口を開く。

「だが、今も言ったがここは辺境なのだ。そもそも貴族の数自体が少なく、その数少ない貴族もまた実力のある家は多くない。実際の戦闘力に関しても権力的に考えてもだ。それは貴族派の中心人物でもあるケレベル公爵に仕えているキュステ殿なら十分理解出来るのではないか？」

「それは……はい、理解出来ます」

「それに冒険者に必要なのは、あくまでも実力だ。レイの実力は先程自分で身をもって味わっただろう」

「……はい」

「そして最後に、この者はランクＡモンスターのグリフォンを従えている。それでもまだ不満があるかな？」

「いえ。せっかくのラルクス辺境伯のご厚意ですので、ありがたく受け取らせて貰います。では、私は明日エレーナ様をお出迎えする準備がありますのでこの辺で失礼させて貰います」

　ダスカーに手間を取らせたという意味で小さく頭を下げ、再度その視線をソファに座っているレイへと向ける。ただし、その視線はダスカーに向けていた感謝の籠こもったものとは違う視線だった。

「……おい、レイとか言ったな。お前とエレーナ様との顔合わせも必要だ。明日の午前九時の鐘が鳴る頃に街の正門前に来い。……グリフォンとやらも一緒にな。ただし、エレーナ様に対してくれぐれも失礼の無いようにしろよ」

　見下すようにレイを一いち瞥べつし、それだけ言って部屋を出て行くキュステ。

　いくらこの街の領主であるラルクス辺境伯の指示とはいえ、レイのような存在が貴族である自分たちと共に行動するというのは我慢が出来なかった。

（くそっ、何だってこの私があんな平民風情に気を配らなくてはならないのだ。辺境伯も辺境伯だ。あんな氏うじ素す性じようも知れない者をエレーナ様の側に近づけようとは……何を考えている？　まさかヴェルが心配していたようにこの機会に貴族派の権力や戦力を削ごうとでもしているのか？）

　このギルムへと出発する前、同僚から聞いた話が脳裏を過よぎる。

　すなわち、今回のエレーナの件でラルクス辺境伯が何かを企たくらんでいるかもしれないというものだ。そのためにいざというときの危険を避ける意味でも、ヴェルはケレベル公爵に相談してエレーナたちに付けるのはランクＤ冒険者までとしたのだが……

（あの戦闘力はどう考えてもランクＤなんてものじゃなかった。実力的に言えばランクＢ……いや、ランクＡと言ってもおかしくない。その上でランクＡモンスターであるグリフォンを従えているだと？　……危険だな。一応エレーナ様たちが到着したらヴェルに裏を取って貰った方がいいだろうな）

　性格が軽い割にはその手の裏の仕事に慣れている同僚の姿を脳裏に思い浮かべるキュステ。

　本来ならエレーナ一行の先触れとして出向くのは団長である自分ではなく、部下たちの予定だった。それを、エレーナがこれから世話になるのだからと誠意を見せるべくキュステに先触れを命じたのだ。

　当初は自分が崇敬していると言ってもいいエレーナの側から離れるのは身を切られるような思いだったのだが、実際にギルムに来た今となってはこの街がどれほどに危険な場所なのかを身をもって知ることが出来たので、結果的には良かったのだろうと声に出さずに内心で考えていた。




「すまんな」

　キュステの姿が部屋から消えたのを見てダスカーはレイへと短く謝る。

　普通の貴族は平民に対して謝るような真似は権威の関係上まずしないのだが、それを平気で行えるところにラルクス辺境伯であるダスカーの異質さが表れていた。もっともそのような人物だからこそ、この辺境であるギルムの領主として皆みなに慕われているというのも事実なのだが。

「いえ、貴族としてはああいう態度の方が普通なんでしょうから気にしてない……ません」

「くっくっく。敬語がよほど苦手なようだな」

　わざわざ言い直すレイへと思わず笑みを浮かべるダスカー。だが、すぐに真面目な表情になって口を開く。

「だが、お前もランクＤになった以上は貴族の類たぐいとも付き合いが増えていく可能性もあるだろう。それに実力だけなら、すでにランクＢやＡにも匹敵すると報告が来ているしな。今のうちに言葉遣いにも慣れておくことだ」

「……はい。ですが、実力だけはあっても殆ほとんど初対面の俺とこうして二人で向かい合うというのは危険では？」

「そこは俺じゃなくて自分、もしくは私とした方がいいと思うが……ま、その辺はそれぞれか。何しろ俺自身が私なんて言葉遣いはしないしな。で、何だったか。こうして向かい合うのが危険だという話だが……気が付いているんだろう？」

　意味深に告げるダスカーに微かに視線を隣の部屋へと繫つながっているドアや天井、そして床へと向けるレイ。

　その、レイが視線を向けた全ての場所から押し殺しているかのような人の気配が感じられるのだ。

「やっぱりお前はランクＤなんて器じゃないな。エレーナ嬢の護衛騎士団を率いているキュステ殿でさえ気が付かなかったってのにな」

　レイの視線がどこを向いているのかを察したダスカーは苦笑を浮かべる。

「で、だ。キュステ殿がいなくなった所で早速依頼の本題に入らせて貰おうか。さっきキュステ殿が言ったように、エレーナ嬢の目的地はダンジョンの最下層付近にあると言われている、継承の祭壇と呼ばれているエリアだというのは本当らしい」

「……何故姫将軍とも言われる人がわざわざダンジョンに？」

「さて、詳しい話は俺も知らない。だが、王都からわざわざこんな辺境まで来てダンジョンに向かい、継承の祭壇と呼ばれるエリアに向かう以上は何かしらの理由ってのがあるんだろうよ」

　どこか呆あきれたように小さく溜息を吐いたダスカーが言葉を続ける。

「で、問題はこの継承の祭壇と呼ばれるエリアが最下層付近にあるということだ。つまり、そこに行くまでにはダンジョンを突破していかなければならないんだが……レイ、ダンジョンについての知識はあるか？」

　そう問われたレイは、ここ最近読んでいたダンジョンについて書かれていた本の内容を思い出す。

「何らかの理由で魔力が物質化して核となって創られると。その核から力を得たモンスターがボスモンスターとなって、ボスモンスターが倒されるまではダンジョンは少しずつ規模を広げ、ボスモンスターを倒せばダンジョンの拡張は止まる。最終的には核を破壊すればダンジョンも崩壊するとか。ただ、ダンジョンで得られる素材や鉱石、貴重なアイテム等を入手出来なくなるので基本的に核は破壊しないと本にはありましたね」

「ああ、大体合っている。それでエレーナ嬢の向かうダンジョンは未いまだにボスモンスターが討伐されていない、いわゆる生きているダンジョンな訳だ。それだけに危険も多い。だからこそお前を指名して護衛に就つかせる訳だが」

「……ダンジョンの地図は貰えるんでしょうか？」

　ダンジョンの地図というのは、浅い階層の物なら普通にギルド等で売られている。

　だが、深い階層。それこそ金になる素材を持つモンスターや良質な鉱石、貴重な薬草が生えているような場所の地図は、知っている者たちが情報を独占することが多いためによほどのことが無い限りはランクの低い冒険者たちが手に入れることは出来ない。だが……

「その辺についてはこっちで用意している。さすがに継承の祭壇があるような最下層付近までの地図は無いが、中層階までなら何とか用意出来るだろう。ただし、その情報は貴重だからな。用意出来る地図は一枚で、それを持つのはお前じゃなくて今回の探索のリーダーであるエレーナ嬢になる」

「分かりました。ある程度まででも地図があるだけ助かります」

「……頼んだぞ。正直、今回の依頼は色々と不ふ明瞭めいりようなところが多すぎる。姫将軍と呼ばれているとは言っても、エレーナ嬢が知っているのはあくまでも人間としての戦場が主なはずだ。それなのに何故か護衛は数名、そしてこちらから派遣出来る冒険者もランクＤまで」

　ダスカーは苦笑を浮かべつつ、言葉を続ける。

「こうまであからさま過ぎると、かえって裏がないんじゃないかと思えるほどだ。……だが、万が一この依頼でエレーナ嬢が死んだりしてしまえば、俺の責任は免れないだろう」

「ですが、それは向こうの要求に無理があるのでは？　それこそ、『雷らい神じんの斧おの』辺りを同行させれば問題はないと思うのですが……」

「その無理を押し通して、こっちの不備に出来るのが公爵って地位なんだよ」

　数秒前に浮かべていた苦笑を完全に消し去ったダスカーは、小さく溜息を吐いてから再び口を開く。

「正直、いくら戦闘力に関しては信頼が置けるとは言っても、ランクＤに昇格したばかりのお前にこの件を任せるのは厳しいと思う。だが、それを押してでも頼む。お前のためでもない、ましてや俺のためでもない。このギルムに貴族派が干渉してくる口実を与えないためにも、この依頼を成功させて欲しい」

　頭を下げるダスカー。

「頭を上げて下さい。俺としてもこの街が妙な輩やからにちょっかいを出されるのは困りますから、せいぜい頑張らせてもらいますよ」

　ダスカーへと言葉を返しながら、レイは脳裏にギルムの人々を思い浮かべる。

　最初はセトに対して怖がっていた者が多かったのだが、それでも辺境であるがゆえに突拍子の無い存在でも受け入れるのが早かった。

　今ではセトを見れば喜んで近づき、撫なでたり食べ物を与えたりしてギルムのマスコット的な存在にもなっている。

　そんな街の人々とかかわりあっていれば、レイもまたギルムに対して愛着を持つのは当然だった。

　こうして、レイは否応なく貴族たちの揉もめごとに巻き込まれることになる。
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　ギルムへと続く街道。現在、そこには一台の馬車が止まっていた。

　……そう。走っているのではなく、止まっているのだ。

　その理由は街道の脇を見れば誰もが理解するだろう。

　現在そこではモンスターと人との戦いが行われているのだから。

　街道での戦闘となると、人がモンスターに襲われているというのが普通なのだが、このときは違っていた。むしろ本来は襲撃者であるはずのモンスターたちが逃げ惑うのを、襲撃された側である人間たち……否いな、たった一人の人間が蹂躙じゆうりんしていたのだ。

「浅ましきオーク共よ、私たちを襲った不運を嘆きながらその命を散らすがいい！」

　女はそう言いながら、持っていた武器を大きく振るう。

　その武器は、一見普通のロングソードよりも多少長めだが普通の剣に見える。だが女が大きく剣を振るうと、その剣先が伸びて鞭むちのようにしなり、同時に刃もまたその鞭の所々へと付いている。

　いわゆる、連接剣や蛇腹剣と言われる武器だ。本来なら扱うのに非常に高度な技術が必要なマジックアイテムの一種でもあり、さらに女が使っているのはその中でも極めて稀き少しような素材や高度な技術を持つ錬金術師が命を削ってまで作った、『ミラージュ』の銘を持つ至高の一品だった。

　それだけに扱いは通常の連接剣と比べると比較にならないほどに難しいのだが、女はまるで舞うかのようにミラージュを振り回す。

　そして、ミラージュを振るう女も美しい舞を踊るのに相応ふさわしい美び貌ぼうを持っていた。

　まるで芸術品の如く整った顔立ちをしており、鋭い切れ長の眼がその気の強さと意志の強さを連想させ、十代の後半と言うまさに少女から女へと生まれ変わる者独特の匂い立つような色気を放っている。

　頭部からはまるで黄金の糸とでも表現すべき豪ごう奢しやな金髪が背中の中程まで伸びており、髪の先はくるりとロール状になっている。いわゆる縦ロールという髪型だ。

　身体を覆っているのは、これもまたミラージュと同様のマジックアイテムである鎧よろいだ。

　その効果は風の祝福を与えるというもので、装備している者の速度を上げ、風を読むという能力を与える。

　その背を守るのは髪と同様の色を持つ黄金のマントで、危険察知の効果を持つマジックアイテムだ。

　そして足に履かれているのは、数歩であれば空を蹴けることが可能だというスレイプニルの靴。胸元には男の眼を惹ひき付けて止まないだろう巨大な膨らみに挟まれるように魔法防御を高めるネックレスが掛けられている。

　まさに全身がマジックアイテムで固められている女だが、何よりも驚嘆すべきはそのマジックアイテムの性能に頼り切っているのではなく、完全に使いこなしていることだろう。

「どうした、私を手に入れたいのだろう？　ならば己おのれの力を見せてみよ！　私は自分より弱い男にこの身を任せるような真似は断じてしないぞ！」

　鋭く叫び、ミラージュを振るう女。激しく、舞うような動きでミラージュを振るっているためだろう。その姿は自分の命を狩ると分かっているのに、オークは女の美貌に見み惚ほれたままその首をミラージュによって断ち切られる。

　オークの首から切断された勢いで血が数滴白い肌へと跳ねたが、その返り血ですら女の美しさを際立たせるための化粧と化していた。

　その姿はただひたすらに美しく華麗であり、それでいて残酷でもあった。美しさや残酷さだけではない。人の眼を惹き付けるようなカリスマ、あるいは将としての威厳というものも発している。戦いくさの神とも、美の女神とも表現出来るその姿を無理に言い表すとするのなら戦女神だろうか。
















　そう、たった一人でオーク十匹以上を圧倒しているこの女こそがエレーナ・ケレベル。ケレベル公爵家の令嬢にして、ミレアーナ王国やその活躍で一躍名を上げたベスティア帝国だけではなく、周辺諸国一帯で姫将軍として名高い存在である。

　そんな自分たちの上司を、少し離れた場所で二人の騎士が見守っていた。

「さすがエレーナ様ね。オーク如きはものともしていないわ」

　舞うようにオークを狩っているエレーナを、うっとりとした表情で眺めているのは女の騎士。年齢は十代後半ではあるがエレーナよりは少し下くらいか。

　名をアーラ・スカーレイと言い、エレーナの護衛騎士団の一人だ。名字持ちなのは貴族派に所属しているスカーレイ伯爵の三女という立場ゆえだった。

「あー、本当にうちの女王様は綺き麗れいだけど怖いと言うか、怖いから綺麗だと言うか……」

　呆れたように苦笑を浮かべているのは、二十代前半の騎士でヴェル・セイルズ。こちらもアーラ同様に貴族派に所属しているセイルズ子爵の次男で護衛騎士団の一人である。

　そしてこの二人にブラシン侯爵の次男であるキュステを入れた三人が、ギルムに向かっているエレーナの身を守るようにケレベル公爵に命じられた、護衛騎士団の中から選抜された者たちだった。

「それにしてもこんな街道でオークが出るなんて……それもオークメイジやオークアーチャーまで出て来るなんておかしいわね」

　エレーナに見惚れつつも呟つぶやくアーラ。その言葉を聞いたヴェルは、いつものような軽い口調で言葉を紡ぐ。

「確か最近ギルムの近くにオークが集落を造ったって話があって討伐隊が派遣されたから、恐らくその生き残りとかだと思うよ」

「……あんた、良くこんな辺境の出来事まで知ってるわね」

　驚きの表情で自分を見る同僚に苦笑を浮かべるヴェル。

「これから俺たちが行く街なんだから情報収集くらいは当然しないといけないでしょ、この部隊の裏方担当としては。それにただでさえギルムは俺たち貴族派じゃなくて中立派の、しかも中心人物でもあるラルクス辺境伯のお膝ひざ元もとなんだから」

「……そうね。エレーナ様を守るためには情報収集を怠る訳にもいかないものね」

「そうは言っても、俺たち全員を合わせたよりもエレーナ様の方が強いから、護衛騎士団の意味なんて殆どないんだけどね」

「あんたねぇっ！」

　怒鳴りつけてくるアーラに向かい、ヴェルは話を誤魔化すようにエレーナの方へと視線を向ける。

「ほら、そろそろ戦いが終わりそうだよ。ここで時間を取ってちゃギルムに到着するのが遅れるだろうし、後片付けはちゃっちゃと済ませないと。俺はエレーナ様が倒したオークの魔石を集めてくるから」

「別にオークの素材くらい集める必要は無いと思うんだけど」

「そう言わない。ほら、ここで取った魔石とかをギルムで売れば、少しでもこっちに親近感を抱かせられるだろう？」

「じゃあ、討伐証明部位はいいの？」

「それはねえ……何しろ俺たちギルドに登録してないから。まさか討伐証明部位を売るためだけにギルドに登録するなんてのも馬鹿らしいし」

「そう言われればそうね。ギルドに所属していなくても討伐証明部位くらいは買い取ってくれてもいいのに」

　頷うなずいているアーラの下へと、小規模とは言えオークの群れを傷一つ負わずに殲せん滅めつしたエレーナが近寄ってくる。

　その顔には疲労の色は無く、息すらも乱してはいない。ただ激しい運動をしたために微かすかに頰の血色が良くなっているくらいか。それがよけいにエレーナから凄せい絶ぜつとも言える色気を醸し出させていた。

　本人は恋愛といったものに全く興味を抱いてはいないのだが、その外見は多くの者が見ただけで引き寄せられるほどの色気を放っている。それは本人にとっても周囲の者にとっても不運なことだろう。

「さすがに辺境と言うべきか。まさか昼間から街道にオークの群れが出るとは思わなかったな」

「お疲れ様でした、エレーナ様。これをどうぞ。頰に返り血が……」

　シルクのハンカチをそっと差し出すアーラ。

「ありがとう、アーラ」

　そのシルクのハンカチで頰に付いている血をそっと拭ぬぐいながらオークの胸を切り裂いて心臓から魔石を取り出しているヴェルへと声を掛ける。

「ヴェル。魔石の回収をするのもいいが早めにな。オーク共の血の臭いを嗅かぎ取って他のモンスター共が近寄ってきては面倒になる」

「はいはい、すぐに終わらせますよ」

　その言葉通り、ヴェルは手際よくオークから魔石を取り出していく。その作業は傍はたから見ても手慣れているものだった。

　それも当然なのだろう。何しろケレベル公爵の本拠地でもある王国第二の都市でもあるアネシスからギルムへと辿たどり着くまで、すでに何度となくモンスターに襲われ、それを返り討ちにしてはその死体から魔石を取り出しているのだ。その手際の良さはその辺の冒険者たちと比べても遜色そんしよくないものになっている。

　その手際の良さを発揮して十匹以上のオークから素早く魔石を取りだし終えたヴェルは、これまでのモンスターから取ってきた魔石が入っている袋の中へと無造作に放り込む。

「エレーナ様、魔石の回収を完了しましたので早めにこの場を離れましょう。エレーナ様が仰おつしやったように血の臭いに惹かれて新たなモンスターが来ても厄介ですし」

　アーラの言葉に、エレーナは小さく頷き口を開く。

「うむ、そうしようか。ギルムまであと少しだからな。二人共もう少々頑張ってくれ」

「何を言ってるんですか。私はエレーナ様が側にいてくれればいつでも元気ですよ！」

「ふふっ、アーラは元気がいいな。……ヴェル、準備はいいな？」

「馬車の方にも被害は特にないようです。……相変わらずさすがですね」

　ヴェルはエレーナに言葉を返しながら、馬車へと視線を向ける。

　一見普通の馬車にしか見えないこの馬車が、実は非常に高度なマジックアイテムであると見抜ける者は極少ない。目立たないようにと隠いん蔽ぺいの効果も付与されているからだ。

　他にも空間魔法により調整されており、馬車の内部は三十畳を超える豪華な部屋となっている。また、馬車その物が魔法による強化を施されているために非常に頑丈になっており、弓矢程度なら文字通り刃も立たない。

　そして馬車を引く馬の能力を増加させるという付与効果も持ち、馬車を引いている馬がミレアーナ王国でも有数の軍馬であるという影響もあって、この馬車は一種の走る城塞じようさいとも言える存在になっていた。

　他にも敵意を感知するという効果があり、そのおかげで先程もオークに奇襲されるのを避けられたのだ。

　それもこれも全てがノブレス・オブリージュ、いわゆる高貴なる義務を果たすべく戦場へとその身を投じた愛娘まなむすめを守るため、ケレベル公爵がこの世界でも有数の魔法使いたちが集まると言われている魔導都市オゾスの錬金術師たちへと金に糸目をつけずに制作させた特注品のマジックアイテムゆえの性能だ。




　魔導都市オゾス。それは大陸中央付近にある都市国家である。大陸でも有数の魔法使い育成学校を擁している都市で、オゾスに所属している魔法使いたちの戦力を背景に周辺の国々から独立を保っている。また、錬金術師たちが集まる関係上良質なマジックアイテムを輸出することでも知られている。




　馬車へと向けるヴェルの視線を追い、エレーナは小さく頷く。

「うむ。父上には感謝せねばな。この子たちとこの馬車のおかげで、戦場だろうと辺境の街道だろうと何の心配もなく旅をすることが出来るのだから」

　そう言いながら、馬車に繫つながれている二頭の軍馬の背を撫なでるエレーナ。

「ブルルルル」

　軍馬は自分の背を撫でられ、気持ちよさそうに目を細めて小さく嘶いななく。

「ギルムまではもう少しだ。お前たちも頑張ってくれ」

　最後にそう言い、馬車の中へと入っていくエレーナ。アーラはそのあとを追って馬車の中へと入り、ヴェルは御者台へと座って馬車を発進させる。

　馬車の中には職人が技術の粋を凝らして作ったと思われる家具の数々が並んでいた。これもまた危険な場所へと出ていく娘を心配して、少しでも寛くつろげるようにと父親であるケレベル公爵が用意したものだ。

　そしてマジックアイテムによる簡単なキッチンまで備え付けられている馬車の中ではアーラが紅茶を淹いれており、エレーナはソファへと座ってそれを待つ。

「キュステ、大丈夫ですかね？」

「何がだ？」

　淹れたての紅茶を、エレーナが寛いでいるソファの前にあるテーブルへと置きながらアーラが呟く。

「ほら、キュステってば貴族に対しては基本的に丁重に応じますけど、相手が貴族じゃないと途端に対応が不ぶ躾しつけになるじゃないですか。ただでさえこれから向かうのはエレーナ様が所属している貴族派じゃない中立派の貴族の領地なんですから、あまり騒ぎを起こして欲しくないな、と」

「アーラ」

「はい？」

「確かに私の父上は貴族派の中心人物であるのは事実だ。だが、今まで何度も言ってるように私自身は別に貴族派という訳では無い。……もっとも、だからと言って中立派や国王派でもないがな」

　先程までの激烈な戦闘が噓であるかのように、優雅に紅茶を口に運びながらそう告げるエレーナ。

　アーラはそんな自分の上司に、見惚れつつも溜ため息いきを吐つくという器用な真似をしてみせる。

「エレーナ様。これまでにも何度か言ってますが、他の方たちはエレーナ様のお父上が貴族派の中心人物であるケレベル公爵であるという時点で、自動的にエレーナ様自身も貴族派であると見なすのです」

「……貴族とは面倒なものだな」

「貴族の義務を忠実にこなしているエレーナ様が言われると、凄すごい説得力のある言葉ですね」

　用意してあったクッキーの乗った皿をテーブルの上に置き、微かな笑みを浮かべるアーラ。

「貴族としての義務は理解している。民の税によって私たちは生きているのだから、その民を守ることにこの身を捧ささげるのには何ら躊躇ちゆうちよはしない。だが、権力争いにまで手を出したいとは思わないがな」

「ですがエレーナ様の存在は、お父上のケレベル公爵が貴族派の中でも中心人物だという関係もあって貴族派の象徴とも言えるほどになっています」

　アーラのその言葉に、エレーナは苦笑を浮かべつつクッキーを口へと運ぶ。

「姫将軍か。正直、私には過ぎた通り名だと思うがな」

「何を仰るんですか。エレーナ様がベスティア帝国の将軍を一騎討ちで倒したあの戦いは、貴族派はおろかミレアーナ王国中に、いえ周辺諸国にまで広まっていますよ。今では姫将軍の名を知らぬ者など平民にもいないほどです」

「その話はともかくだ。これからの予定だが……」

「はい。ギルムに着いたら、まずは領主であるラルクス辺境伯との面談があります。そして領主の館で一泊し、翌日には早速ダンジョンへと出発する予定となっています」

「ダンジョンか。……継承の祭壇。本当にそんなものが発見されるとは思わなかったがな」

「そうですね。幸い、ギルムではその真の価値に気が付いている者はいないようですし」

「そうなると最大の問題は無事そこまで辿り着けるかだが……本当にギルムで雇うのはシーフでなくてもいいのか？　いくらヴェルがその手の技能に精通しているとは言っても、実際にダンジョンに潜るのは初めてだろうに」

「私もそう思うんですが……何しろヴェル本人が大丈夫だと言い切ってますし」

「ふむ。……辺境の街の冒険者か。もしかしてそこになら私よりも強い相手がいるかもしれないな」

「エレーナ様……自分を倒した相手にその身を委ねるとか公言するのは止めて欲しいのですが」

　エレーナに心酔しているアーラにしても、そればかりは譲れないと口を開く。

　文武両道にして容姿端麗。あまりにも他人より突出しすぎたがゆえに、エレーナは自分と結ばれる相手は何か一つでも自分より上でなければならないと思い込んでいた。そして現在の自分は姫将軍と呼ばれる存在だけに、その相手は自分より強い者でなければならないと公言しているのだ。

　当然それを聞いた貴族の若者たちは、エレーナに勝てば絶世のと表現してもまだ足りぬほどの美び貌ぼうを持つ妻と、ケレベル公爵家そのものが手に入るとして今まで何人、何十人、何百人と勝負を挑んできてはいたのだが、その全てがエレーナに返り討ちにされている。

　そんなエレーナだからこそ、自分に相応ふさわしい相手はそうそういないだろうと思い込んでいる。

　……だが、エレーナは知らない。これから出向く辺境の街で己おのれの運命とも言えるような相手と出会うということを。そこで初めて自分が女であるという自覚を持つということを。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　領主の館でキュステとの初顔合わせをした翌日、約束通りにレイは朝九時の鐘が鳴る前にセトと共に正門へと向かっていた。

　大通りをセトと共に歩いているといつものように街の住人や冒険者たちが近寄ってくるのだが、さすがに今日は公爵令嬢を出迎えるという目的があるため、いつものようにしっかりと相手をするのではなく短い挨あい拶さつだけをして正門へと向かっている。

「おや、レイ君。もしかして君もあそこの人たちの関係者だったりするのかな？」

　正門前でいつものようにランガへとギルドカードと従魔の首飾りを渡すと、そう声を掛けられる。

　あそこの人たちの関係者との言葉に、ランガが見ている方へと視線を向けると、そこにはここギルムの領主であるラルクス辺境伯のダスカーとエレーナの護衛騎士団団長キュステの姿があった。当然その二人だけではなく、護衛やお付きの者たちも十数人単位で存在している。

　ダスカーは領主に相応しい豪ごう奢しやな服を着ており、キュステもまた前日よりは劣るがそれでも一目で高級品と分かる鎧よろいを身につけていた。

　何しろ前日までキュステが使っていた鎧はレイ自身がデスサイズを振るって破壊してしまったのだから、今キュステが身につけている鎧は急遽きゆうきよ用意した物なのだろう。

（それでも、あのレベルの鎧を用意出来る財力はさすがと言うべきか）

　見栄えで言えば確かに昨日レイに破壊された物よりも劣るだろうが、レイの目が惹ひき付けられるということは恐らくマジックアイテムなのだろう。

「で？」

　ギルドカードを返却しながら尋ねてくるランガに小さく頷く。

「あながち間違いではないよ」

「やっぱりね。ただ、あのキュステって人はプライドが高いらしいから、迂う闊かつなことは言わない方がいいと思うよ」

　そう忠告してくるからには、恐らくキュステはこの正門前でも何らかの騒ぎを起こしたのだろうとは予想が出来た。

　……ただ、前日にキュステを文字通り叩たたきのめしているレイにしてみれば、遅すぎた忠告だったのだが。

「ちょっと遅かったな」

「ありゃ、そうなのかい？」

「ああ。昨日ちょっとあって」

　それだけ言いギルドカードを受け取ると、セトと共に正門を出てから近くにいるダスカーとキュステを目指して歩いて行く。

　そしてダスカーの近くにいた面々はグリフォンであるセトの姿を見て反射的にだろう、手に持っていた剣や槍やりを構える。それはキュステも同様で、その手に持っている魔槍を素早く構える。

「やめんかっ！　……悪いな、レイ。こいつらは俺の護衛を担っている者たちでな」

　周囲の者へと一喝したダスカーが苦笑を浮かべつつレイに声を掛けてくる。

「いえ、こちらこそ声も掛けずに近付いてしまって申し訳ありませんでした」

　どうしたの？　と小首を傾げるセトに、何でも無いと首を振りつつその頭を撫でる。

　すると嬉うれしそうに喉のどの奥で鳴き声を漏らすセト。

「ふむ、随分と懐いているのだな。確かに話に聞いていた通りだ」

　ダスカーが感心したように呟つぶやき、横にいる男へと目をやる。

　そこにいたのは、鍛えられた筋肉と意志の強さを感じさせる中年の男だった。レイは知らないが、ギルムを守る騎士団の副団長を務めているトレンマという男だ。

　そのトレンマは、自らの主君であるダスカーの目配せを理解してレイへと声を掛ける。

「レイ殿、その、私はこう見えてもモンスターに興味があってな。良ければそのグリフォン……セトとか言ったか。触らせて貰もらっても構わないだろうか？」

（……なるほど、本当にセトが俺に従っているのかを確認したいのか。本来なら領主であるダスカーが自分で確認したいんだろうが、立場上それは難しいから信頼の置ける部下に頼むってところか？）

　目配せをしたそのやりとりで大体の話の流れを理解したレイは、トレンマへと向かって頷うなずく。

「ああ、普通に撫でるだけなら問題無いと思う。……普通に撫でるだけなら、だけど。ただし人間がやられて嫌なことはグリフォンも嫌がるというのは覚えておいてくれ」

　含みを持たせたレイの言葉に、ダスカーもまた自分たちの狙いをレイが悟ったのだと理解し再びトレンマへと目配せをした。

　その目配せを受けたトレンマは、レイの言う通りにただ大人しくセトの背を撫でる。

「ほう、それがお前自慢のグリフォンか。なるほど、確かに見事なグリフォンだ」

　トレンマが離れていったところで口を挟んできたのはキュステだった。言葉では褒めてはいるのだが、その目には相変わらずレイを見下すような光が宿っている。

　セトもまた、それを感じ取ったのか不機嫌そうに喉の奥で鳴く。

「残念だが、セトはあんたが好みじゃないらしい」

「あんた、だと？　貴様、平民風情が誰に向かって口を利いていると……」

「キュステ殿、そこまでにしてもらおう。レイもだ。お前たち二人は明日から臨時とはいえパーティを組んでダンジョンに挑むのだぞ。それを今から仲なか違たがいをしていてどうするのだ」

　レイの態度に咄とつ嗟さに魔槍を構えようとしたキュステだったが、ダスカーの言葉に渋々とだがそれを収める。

　同時に、レイもまた今にも襲い掛かろうとしていたセトの背を押さえていた。

　不満そうに喉の奥で鳴くセトだが、レイに押さえられてはその不満を飲み込むしかない。

　……ただし、キュステへとその鋭い視線を向けたままだったが。

　その視線と正面から向き合ってしまったキュステは、一瞬だけだが確かにその動きを止める。

　それに気が付き、周囲に聞こえないように口の中だけで舌打ちをして内心で呟く。

（私がテイムされているモンスター如きに一瞬でも恐怖を覚えたというのか？　いくらランクＡモンスターのグリフォンといえども不愉快な。その飼い主であるレイとかいう奴も平民の分際で貴族に対する礼儀というものを知らないし……このような下げ賤せんな者共をエレーナ様の下に近づけねばならないとはな）

　キュステのその様子を見やり、レイもまた内心で呟く。

（ゴブリンの涎よだれといい、『夜よ闇やみの星ほし』といい、アロガンといい、どうしても俺はこの手の奴等に好かれる運命にあるらしいな。まあ、アロガンに関しては最終的にいくらかマシにはなったが）

　何をしてるの？　とでも言うように頭を擦こすりつけてくるセトに、何でも無いと頭を振って頭を撫でる。

　本来であればミスティリングの中に入っている干し肉なりなんなりを与えてもいいのだが、現在は姫将軍の到着をこの街の領主と共に待っているので、さすがにそんな不躾な真似は出来ない。代わりにセトをあやすようにしてその頭を撫でていた。

　ダスカーは部下の者たちと何やら仕事について話し合い、キュステは黙って街道の向こう側をまるで祈るように見つめている。




　そんな状態が三十分ほど続いた頃。街道の先から徐々にこちらへと向かって来る馬車が見えてきた。

　それを見たキュステは、レイに対して取っていた高慢な態度は完全に消え失うせて喜色満面の表情を浮かべ、この地の責任者でもあるラルクス辺境伯のダスカーも同様に安あん堵どの息を吐く。

　何しろこの地の責任者ということは、ここで起きた不祥事はダスカーの責任となるのだ。

　自分が所属している派閥と対立関係にある派閥の象徴的な人物が盗とう賊ぞくやモンスターに襲われて怪我や死んだりしてしまった場合、自分だけではなく部下たちにも責任が行くのだから、無事に到着したのを見て安堵したとしても不思議ではないだろう。

（まあ、姫将軍の異名が示す通りの実力者なら、街道に出て来るようなモンスター程度なら問題無く倒せると思うがな）

　ダスカーは内心で呟く。

　姫将軍、という周辺諸国へと広がっているその異名はそれほどの武名を誇っているのだ。

　やがて二頭の軍馬に引かれた馬車の細かなところまでしっかりと確認できるようになると、レイは思わず感嘆の息を漏らす。

「へぇ、随分と立派な馬車だな」

　その言葉にキュステは軽く眉まゆを動かし、一瞬、ほんの一瞬だけ感心したような目をレイへと向ける。……もっとも、すぐにその視線はこれまでと同様の見下すようなものへと変わったのだが。

「ほう、気が付いたのか。さすがだな」

　ダスカーは感心したようにレイへと声を掛ける。

　彼も今は領主とは言っても、元々は武人畑の人間だ。それだけにこちらへと近付いてくる馬車がどれだけの魔力を込めて作られたマジックアイテムなのかというのは感じ取っていた。

　レイにしても、マジックアイテムを見たときと同様に視線を惹き付けられる感覚があったためにその事実に気が付いている。

「領主様、どういうことでしょう？」

　だが、領主の側にいる側近たちは基本的には文官なのでマジックアイテムに関しては疎く、自分たちへと向かって来る馬車がどれほどの逸品なのかに気が付けない者が殆ほとんどであり、そのために自分の上司であるダスカーへと尋ねる。

「お前たちには分からないかも知れないが、あの馬車そのものがかなり強力なマジックアイテムになっているんだよ」

「本当ですか？　一応私も魔法を使える身ですが、あの馬車がそれほどの物だとはとても思えませんが」

「だろうな。あの馬車には隠いん蔽ぺいの効果も与えられている。……だよな、レイ？」

　お前のそのローブと同様にな、という風に匂わせるダスカー。

（……気が付いていたのか。さすがと言うべきか）

　世界最高の錬金術師と言われたエスタ・ノールが作ったドラゴンローブの隠蔽効果が見破られるとは思ってなかっただけに、驚きの表情を浮かべるレイ。

　ダスカーの言葉に再びレイへと視線を向けるキュステだったが、すでに馬車が目の前まで近づいて来ているために特に何かを口に出す時間も無かった。

　やがて馬車がレイやダスカー、キュステたちの目の前で停止し、御者台から一人の男が飛び降りる。

　その身のこなしと同様にどこか軽い性格を持っていそうな雰囲気を持つ男は、キュステを見て軽く手を振ってから馬車の扉を軽く叩く。

　そんな男の様子に苦笑を浮かべているところを見ると、レイにも今の御者の男がキュステの知り合いなのだろうというのは容易に理解出来た。

（それに、今の身のこなし……どこかシーフのキュロットに通じるものがあった。となると、あの男が姫将軍御一行のシーフ役なのか？）

「エレーナ様、ギルムに到着致しました」

「うむ、ご苦労」

　中からの声が聞こえ、馬車の扉が開かれる。同時に出て来たその人物。ただ一人のその姿を見た瞬間、ダスカーの部下や、あるいは何が起きているのかと馬車の周囲を遠巻きに見ていた者たちに衝撃が走る。

　黄金をそのまま髪へと作り替えたかのような金髪が日の光を反射し、その顔立ちはこの場にいる殆どの者が今まで見たことも無いほどの美貌だった。普通ならまるで人形のようだと表現されるのかもしれないが、自らの意志と気の強さを表している鋭い眼がその人物が人であると証明している。

　そして鎧に包まれていてもなお隠しきれないその豊かな双丘はまさに肉感的としか言いようがないだろう。その人物が馬車から地上へと降り立ったとき、その女の目線が周囲の男たちとそう大して変わらない位置にあるのに気が付く者もいた。つまりは女にしては相当に高い身長だということだ。

　周囲の男たち……否いな、女たちも含めまずは女の美貌に、次にその豊かな双丘に、そして最後にその高い身長にと目を奪われる。

　女にとっては周囲の視線を集めるのはすでに慣れているのか、特に気にせずに周囲を見回し……馬車の周囲にいる者たちの中で、唯一自分の顔や身体ではなくその腰に装備されているミラージュや鎧そのもの、あるいはマントや靴といった自慢の装備品へと視線を送っている存在に気が付く。

（ほう、面白い）

　女の興味を引いたのは、その男──レイ──もまた自分と同じスレイプニルの靴を履き、その身をかなり高性能なマジックアイテムであろうローブで包んでいたからだ。そしてなによりも……

（あの者、本当に人間か？　まるで魔力そのものが人間と化しているかのようなこの圧倒的な魔力。このような人物がいるとは、さすが辺境というべきか）

　レイの持つ魔力に気が付き、内心で感嘆の念を抱く。

　そして、レイの視線がエレーナの装備しているマジックアイテムからその顔へと移り……

　エレーナもまた同様に、その視線をレイの装備しているマジックアイテムからその顔へと移す。

　それは、本当に偶然だった。たまたまレイの視線がエレーナへと、そしてエレーナの視線がレイへと同時に向けられ……二人の視線が交わる。

「……」

「っ!?」

　何があった訳でも無い。視線が交わったという、本当にただそれだけの事実。

　だが、レイは何故かエレーナという人物を見た瞬間、小さくだが思わず驚きの表情を浮かべ、エレーナは殆ど反射的に息を吞のんでいた。

　周囲の者からしてみればほんの数秒。だが視線を合わせている二人にしてみれば一時間、あるいはほんの一瞬にも感じられる不思議な感覚の中で、間違い無くお互いに決して言葉には出来ないナニカを感じたのだ。

「エレーナ様、どうかしましたか？」

　エレーナのあとから馬車から降りたアーラが、馬車から降りてから動きを止めてどこか一点を見つめているのに気が付き声を掛ける。

　だがエレーナはそれに答えず、ただじっとレイと視線を合わせていた。

「エレーナ様？　どうしましたか、エレーナ様!?」

　いつもは声を掛けるとすぐに反応があるエレーナが、声を掛けても何一つ反応しない。それがどれだけ異常なことなのかというのは、長年エレーナの護衛兼世話役として常に側に仕えてきたアーラにとっては明らかだった。

　そしてアーラは殆ど反射的と言ってもいい動きでエレーナの視線の先を追う。

　そこにいたのはローブを身に纏まとった一人の青年……いや、自分と比べて数歳ほど年下の、少年とでも言うべき存在だった。

　だがエレーナに心酔しているアーラにとっては、相手が少年だろうと青年だろうと、あるいはどこぞの貴族であろうと関係は無い。ただ自分の敬愛するエレーナに何らかの危害を加えたと判断すると、殆ど反射的に腰から鞘さやに入ったままの剣を持って地を蹴けり、レイとの距離を縮める。

「貴様、エレーナ様に何をしたぁっ！」

　周囲へと響くその怒号は、幸いなことに時間を忘れてエレーナの美び貌ぼうに見み惚ほれていた者たちの時計を再び動かし始める。

　それは、エレーナと視線を絡めていたレイもまた同様だった。

「っ!?」

　気が付けばすでに自分は襲ってきた女の攻撃範囲内へと存在しており、その女は鞘に包まれた剣を大きく振りかぶっている。

　抜き身ではないのは、さすがにこの地の領主がいる前で人を殺すのは不ま味ずいと判断したためなのだろう。

　小さく息を吞み、殆ど反射的な動きで自分の肩を目掛けて袈け裟さ懸けに振り下ろされた鞘の一撃を半身だけ身を引いて回避する。空を切り裂き、地面へとめり込む女の鞘。

　数センチどころか二十センチ近くも鞘の先端が地面にめり込んでいるのを見れば、剣を抜いていようが、あるいは鞘であろうが十分以上に殺傷能力があるというのは明らかだった。

　地面にめり込んだ鞘を引き抜こうと女が力を入れたその瞬間。鞘の先端へと右足を乗せ動きを固定し、同時に左足で鞘を持っていた女の右手首を蹴り上げる。

「きゃぁっ！」

　鞘の先端が地面にめり込むほどの剛剣を放った女の声とは思えない可愛い悲鳴を上げつつも、手首を蹴られた衝撃で握りしめていた鞘を手放す。

　それを見るまでもなくレイはミスティリングからデスサイズを取り出し、刃ではなく石突きを用い、身体を回転させた遠心力を利用して意識を刈り取るべく柄の部分がその細い首へと迫り……

　キンッ、という音を立ててどこからともなく飛んできた何かにデスサイズが弾はじかれる。

（何だ!?）

　自分の近くには目の前の女以外は誰もいなかったはず。そう思いつつ素早く周囲を見回すと、いつの間に抜いたのか剣の柄つからしき者を握っているエレーナの姿が視界に映る。

　だが、妙なのはその剣だろう。エレーナの手元にあるのは剣の柄と鍔つばのみ。本来であれば鍔から伸びているはずの刀身は金属質の鞭むちのようなものが伸びており、その鞭には規則的に分解されたかのような刃が備え付けられている。

（連接剣って奴か）

　地球では空想の武器として存在していた連接剣がこのエルジィンには存在することに意外性を感じつつ、その顔には驚愕きようがくとも言える表情が浮かんでいた。

　何しろ今弾かれたのはただの武器ではない。魔獣術で生み出された、自分の魔力が物質化したマジックアイテムなのだ。

　そう、ゼパイルですら驚愕したほどの莫ばく大だいな魔力によって作り出されたマジックアイテムであり、そのデスサイズに魔力を通して放った一撃。

　通常であれば受ける、いなすという手段は役に立たない。盾で防いだとしてもその前日のキュステが受けた鎧よろいのように砕かれるほどの一撃であり、回避以外に死を逃れる術すべは無い。それほどの一撃を弾かれたのだ。

　そして驚愕を感じているというのはエレーナもまた同様……否、エレーナの方がよほど大きい驚愕に襲われていた。
















　突然襲い掛かっていった部下に放たれた一撃。今まで見たどんな一撃よりも鋭く、強力で、圧倒的な一撃。現にその一撃を何とか弾いた自分の手は未いまだにその衝撃で痺しびれているのだから、今と同じ攻撃をあと何度防げるだろうか。そんな風に思いつつも背筋にゾクリとした何かを感じる。

（……これは、何だ？）

　怒り、怯おびえ、焦燥、悲しみ……そのどれとも違う。そう、久しく感じていなかったそれは……歓喜。

　天賦の才があり、同時に決して修練を怠けることもなかったエレーナにとっては、たとえ隣国の将軍といえども苦戦するほどの相手では無かった。そんな自分が気け圧おされるほどの一撃を放つ相手。初めて自分と対等以上に戦える相手と出会ったエレーナの内心は歓喜に染まる。

　だが、すぐに内から湧き上がってくるその歓喜を押さえて口を開く。

「待ってくれ！」

　凜りん、とした声が周囲へと響く。

　その声で、今起こった出来事に慌てていた周囲の者たちも落ち着きを取り戻す。

　レイもまたその声に何かを感じ取ったのか、デスサイズを持ったままではあるが戦闘態勢を解いて様子を窺うかがう。

　そんなレイの様子に微かすかに安あん堵どの笑みを浮かべ、エレーナは再び凛とした声を放つ。

「今の出来事はこちらの不始末だ。そこの者には後ほど改めて謝罪をさせて貰もらう。……構わないか？」

　レイから外された視線は、この場の責任者であるギルムの領主、ラルクス辺境伯へと向けられていた。

「そうだな。そちらがそれでいいのなら。……レイ、お前も異論はないな？」

「……はい」

　ダスカーの言葉に小さく頷うなずき、チラリとあらぬ方へと視線を向ける。

「セト、もういい」

　その声に、セトは短く喉のどを鳴らしながらレイの方へと向かって歩いてくる。

　セトがどこにいたのか。その答えは、自らの同僚に危害を加えようとしたレイへと向けて魔ま槍そうを構えようとしていたキュステの目前。その手が魔槍へと触れたその瞬間にセトは音もなく地を蹴りキュステの前へと姿を現し、鋭い目付きで牽けん制せいしていたのだ。

「ぐっ！」

　グリフォンとは言っても、見下しているレイにテイムされているモンスター。そんな存在に自らの動きを封じられたという屈辱に顔を歪ゆがめるキュステだったが、今はレイの下へと暢のん気きに歩いて戻っているセトに鋭く見つめられて身動き一つ出来なかったのは事実なのだ。

　高慢なプライドを持つが、それでもキュステは現実を見ないほどに愚かではなかった。

「……グリフォン、だと？」

　そしてエレーナもまた、自分の目の前を悠々と通り過ぎるその存在に思わず声を漏らす。

　ランクＡモンスター、グリフォン。大空の死神とも呼ばれるそのモンスターがこんな場所におり、しかも人に従っているということ自体が信じられない。

「ラルクス辺境伯、あのグリフォンは……」

　近くまで近寄ってきたギルムの領主へと尋ねるエレーナ。その物問いたげな様子に小さく頷くダスカー。

「先程、エレーナ殿と刃やいばを交えた冒険者が従えているモンスターだ」

「済まないが、勉強不足ゆえにグリフォンほどのモンスターを従えられる者がいるなど聞いたこともない。それほどの者がいるのなら噂くらいは広がってもおかしくないのでは？」

「そうだな。だが、何しろあいつがこのギルムに現れてからまだ一ヶ月ほどしか経っていない。さすがにアネシスまで噂は届かなかったんだろうよ」

「……ふむ、そういうものか。ここで私たちを待っていたとなると、あの者が私たちと共にダンジョンへと？」

「そうなる。言っておくが、あいつは手紙にもあったランクＤまでという条件から外れてはいないぞ。何しろつい一週間ほど前にランクＤになったばかりだからな」

「あれほどの人材が？　ああ、なるほど。街に現れてから一ヶ月ほどしか経っていないのならしょうがないのか。いや、そう考えるとよく一ヶ月ほどでランクＤまで上がれたというべきか」

「オーク討伐で功があってな。そのおかげだ」

「オークの集落が造られたという噂はうちの者が拾ってきたが……なるほど、あの者なら確かにオーク如きはどうとでもなるでしょうな」

　デスサイズを弾いたときに痺れた右手が、ようやく感覚を取り戻し始めたのを確認して頷く。

　確かにあれほどの威力の一撃を難なく繰り出せる実力があるのなら、オーク如きはどうとでもなると理解出来た。

「ああ。おまけにそのオーク共を率いていたオークキングすら単独で倒したというんだからその実力は保証付きだ。ご覧のようにグリフォンすらも従えているしな」

「オークキングを？　……そうか、それほどの腕か。正直今回のダンジョン探索は気が進まなかったのだが、これはいい。一気に楽しみになってきた」

　胸の中に浮かんできた喜びの感情を、そのまま笑みに浮かべるエレーナ。それを見たダスカーは、年とし甲が斐いもなくその笑顔に自分の頰が赤く染まっているのを自覚し、視線を逸そらしながら咳せき払ばらいをする。

「ん、ごほん。それでエレーナ殿。そろそろ街中に入りたいのだが構わないか？」

「ああ、もちろん構わんよ。このあとはラルクス辺境伯の館であの者との顔合わせが出来るのだろう？」

「もちろんその手て筈はずは整っている」

「助かる。アーラにも謝罪させないといけないからな。……アーラは気が利くし腕も立つのだが、どうにも私に関係することには過敏に反応してしまうのだ。今回もまさかいきなり襲い掛かるとは思ってもみなかった。剣を抜かずに、鞘のままだったのが唯一の救いか。……あの者の名前を聞いても？」

　そう尋ねるエレーナは、部下の不始末に対する責任というよりも純粋に自分が名前を知りたいのだという本心を隠しながら尋ねる。

「そうだな、詳しい説明に関しては館に着いてから本人に自己紹介をさせる予定だが……まあ、名前くらいはいいだろう。レイという」

「レイ、か」

　口の中で実際に言葉に出してレイの名を呟つぶやくエレーナ。そんなエレーナの下にようやくアーラがやってきて頭を下げる。

「すいません、エレーナ様。勝手な真似を……」

　そして頭を下げているアーラから少し離れた場所にはヴェルとキュステの姿があった。

「おい、あいつ本当にランクＤなのか？」

「らしいな。正直、腕はともかく性格を考えるとエレーナ様の側には近寄らせたくはないのだが」

「確かに腕はともかく、性格に問題があるというのはマイナス要素だぞ。それにアーラとのやり取りを見ても俺たちと上う手まくやっていけるとは思えない。他の人選は無理なのか？」

「……ヴェルにしては随分と拘こだわるな」

「いや、これから向かうダンジョンはまだ未踏破ダンジョンなんだぞ？　そんな危険な場所で後ろを気にしながら進むなんてのはさすがに遠慮したい」

「話は分かるが、何しろラルクス辺境伯直々の推薦だからな。断る訳にもいくまい」

「けどよ！」

「どうした？　いつものお前らしくもない」

「いや、確かにそうだな。いつもの俺らしくないといえば俺らしくないか。俺たちの上司であるエレーナ様も気に入ったみたいだし、護衛騎士団の団長でもあるキュステがいいならこれ以上は言わないさ」




　小声でそんな風に会話をしている横で、アーラはエレーナに窘たしなめられていた。

「アーラ、今回のお前の行動は正直感心出来ないぞ」

「申し訳ありません。エレーナ様にもご迷惑を……」

「私に対する迷惑は別にいいのだがな。このあと、ラルクス辺境伯の領主の館であの者を正式に紹介されるだろう。そのときにはきちんと先程の件を謝罪するようにな」

　自分たちから離れた場所でグリフォンと戯れている男へと視線を向けながらエレーナが告げる。

「エレーナ様がそう仰おつしやるのであれば」

　エレーナの視線の先を追い、そこに先程自分を一撃で倒す寸前だった男の姿を視界に入れ、奥歯を嚙かみ締めながらもその命令に頷くアーラ。

「ラルクス辺境伯の話によると、あの男とダンジョンで行動を共にすることになるらしいからな。アーラとしても気まずい雰囲気でダンジョンに潜りたくはないだろう？」

「っ!?　あの男が……ですか？」

「うむ。実際にどれくらい腕が立つのかはアーラ自身が体験したと思うが」

　その言葉にアーラは、先程見たレイの身のこなしや空気すらも斬り裂くような一撃を思い出すと同時に、冷や汗が背中と額に噴き出るのを感じていた。

　実際、エレーナに助けられなければ本当に自分の命はあそこで終わっていたのではないかと思えるほどの一撃だったのだ。敬愛する自らの上司であるエレーナには及ばないであろうが、少なくとも自分よりは腕が立つということも明確な事実だった。

「確かにあの者の腕が立つのは認めましょう。ですが、腕が立ちすぎます。キュステのように貴族に拘る訳ではありませんが、もう少し別の人選をお考えになってはいかがでしょうか？」

　アーラのその言葉に、エレーナは苦笑を浮かべて首を振る。

「そもそもあの者はラルクス辺境伯に父上が依頼した上で推薦された人物だぞ？　腕が悪いからという意味で却下するならともかく、腕が立ちすぎるから却下するというのは向こうに対しても失礼だろう」

「ですが！」

　そう声を荒らげたとき、人混みを割って三人の人物が姿を現す。

「ありゃ？　姫将軍様が何でここに？」

　その人物は、まるで悪いた戯ずら小僧がそのまま大人になったような無邪気な笑みを浮かべてエレーナへと声を掛ける。

　そこにいたのは、マジックアイテムでもある巨大な戦せん斧ぷを背負った人物。その隣には杖つえを持ってローブを身に纏まとっている理知的な女と、長剣を腰へと携えた少年の姿があった。

　すなわち、ランクＡパーティ『雷神の斧』の面々だ。

「エルク殿か？　久しいな。いつぞやの大地の精せい霊れいの一件以来か。そう言えばエルク殿もこのギルムを拠点にしていたのだったな」

　久しぶりに出会った戦友へと笑顔を見せるエレーナ。同時にエルクは照れくさそうな笑みを浮かべて言葉を返し、その妻でもあるミンもまた微かな笑みを浮かべる。だが、二人の息子であるロドスはそのエレーナの美び貌ぼうに微笑みかけられてその顔を真っ赤にして視線を逸らす。

　そんな息子の様子に笑みを浮かべつつ、エルクは口を開く。

「ああ。このギルムが俺のホームだな。……で、姫将軍様はなんでまたこんな辺境に？」

「姫将軍様というのはやめてくれ。エレーナでよい。何、父上からダンジョンへ潜るようにと命を下されてな。その関係でここまで来た訳だ」

「……ダンジョンに？　エレーナが強いというのは知っているが、それとダンジョンに潜るのは別物だろう？　……ああ、なるほど。だからこのギルムに寄った訳か。ここでシーフなりなんなりを雇うと」

　そのエルクの言葉に首を横に振ったエレーナは、グリフォンを撫なでながらも驚いた表情をして自分たちを見ているレイへと視線を向ける。

「ラルクス辺境伯には彼を薦められてな」

「彼……って、レイじゃねぇか」

「おや、知ってるのか？」

「ああ。オークの集落に対する討伐隊で一緒になってな。……なるほど、奴なら確かにダンジョンでも何とか出来そうな実力は持ってるだろうな。セトもいるし」

「おや、『雷神の斧』の保証付きと考えてもいいのかね？」

　意外、という表情で一瞬エルクへと視線を向けるエレーナだが、すぐにレイの強さを思い出して逆に納得する。

「そうだな。色々と不器用なところはあるが、問題無い人選だろう」

「だろう？　俺も自分の眼には自信を持ってるんでな」

　今まで少し離れた所でエレーナとアーラ、そしてエルクのやり取りを見守っていたダスカーがエルクへとそう声を掛ける。

「おや、ラルクス辺境伯のダスカーともあろう者が、こんな所で何をしてるのかな？」

「エレーナ殿の出迎えだよ。そっちこそどこかに出掛けるのか？」

「ああ。トロールが数匹現れたって話でな。商人たちが襲われる前に何とかしてくれとのことだ」

「……ああ、そう言えば緊急性の高い報告として上がってたな。確かにそれは緊急度が高い依頼だ。引き留めて悪かった、なるべく早めにトロールを何とかしてくれ。ここは辺境ゆえに、商人が来なくなったらダメージが大きいからな」

「ああ、任せておけ。じゃ、エレーナもまたな」

「うむ。ダンジョンの件もあって私はしばらくギルムに逗留とうりゆうするだろう。機会があればまた会おう」

「そうだな。うちの息子もあんたに憧あこがれてる口だから構わないぞ」

「父さんっ！」

　突然妙なことを言い出した父親に思わずそう声を掛けるが、その父親はいつものように豪快に笑ってそれを受け流す。

「お前の息子はロドスとか言ったか。言っておくが私を口説こうとするのなら、最低限私よりも強いというのが条件だぞ？」

「くっくっく。周辺諸国にその勇名を馳はせる姫将軍よりも強い男なんて……」

　そこまで言って、ふとレイの方へと視線を向けるエルク。

「そうだな、そう言えばレイがいたな。これは本気でもしかするか？」

　口の中で小さく呟き、何かを言いかけた所で……その頭部へとミンの持っていた杖が振り下ろされる。

「エルク、楽しく話しているところを悪いが、こちらもそう余裕がある訳じゃない」

「っと、悪い。じゃあ、そういう訳で俺たちはそろそろ行かせて貰うよ。ダンジョン攻略頑張れよ。……まあ、レイがいるんだからよほどのことでも無い限りは問題無いと思うが」

　そう言いエルクとミンは街道を進んで行き、エレーナに見み惚ほれていたロドスもまた慌ててそのあとを追う。

　その後ろ姿を見送ったエレーナは、再度アーラへと視線を向けて口を開く。

「どうやらあの者はランクＡ冒険者でもあるエルクの保証付きのようだぞ？　なら問題はないと思うが？」

「……はい。エレーナ様がそう仰るならば私は従うまでです」

　アーラが渋々ではあるが納得したのを見たエレーナは、ダスカーへと視線を向ける。

「では、ラルクス辺境伯。案内をして貰もらっても構わないか？」

「そうだな、そうした方がいいだろう。いつまでも正門の前にいては通行する者たちの邪魔にもなるしな」

　ダスカーは頷うなずき、領主の館へと戻るよう周囲に指示を出していく。




　ギルムにある領主の館。現在、レイはその一室で待たされていた。

　正門で一緒だったセトに関しては領主の館に入る前に別れており、今は恐らく領主の館にある厩きゆう舎しやで昼寝でもしているのだろう。

　夏から秋に移り変わってきているこの季節、外の気温はつい数週間前までの暑さがなんだったのかと言いたくなるくらいに過ごしやすい気温になっている。

　もっとも、グリフォンであるセトはそれこそ夏だろうが冬だろうが平気で過ごせる身体を持っているのだが。

　羨うらやましい。レイはそんな風に思いつつ、部屋に案内されたときメイドに出された紅茶を飲みながら部屋の中を見回す。

　基本的には領主の館というよりも、辺境ゆえにいざというときのための砦とりでとして造られているのだろう。それだけに内部もどちらかと言えば無骨に出来ており、レイの目を楽しませるようなものは殆ほとんど無い。

「まあ、分かっていたことではあるんだがな」

　呟き、ミスティリングからモンスターの解体に関する本を取り出して読み始める。

　何しろ、この殺風景な部屋へと半ば連行されるように案内されたあとは部屋の扉の前、廊下側に見張りの兵士らしき存在がいる他は、最初に紅茶を持ってきてくれたメイド以外誰も訪れないのだ。

（姫将軍の護衛騎士団といきなりやり合ったんだし……それを考えればこの待遇はどちらかと言えば好待遇なんだろうけどな）

　そう判断し、部屋の中で大人しく本を読むのだった。




　それから一時間後、唐突にドアがノックされる音が部屋へと響く。

「ようやくか」

　呟き、本をミスティリングへと収納して返事をすると、ギルムの騎士団だろう人物が顔を出す。

「レイで間違い無いか？」

「ああ」

「待たせて悪かった。領主様がお待ちなので付いて来てくれ」

　その言葉に頷き、冷え切った紅茶を飲み干してからそのあとに付いていく。

　案内された場所は前日にも呼ばれた部屋。中へと入った途端にキュステに殺気を飛ばされた執務室だ。

　精せい緻ちな彫り物を施された芸術品と見紛うような扉は一度見たらそう簡単に忘れられるようなものではないので、その部屋が領主の執務室であるというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

（まさか今回も殺気を飛ばしてきたりはしないだろうな）

　そう思いつつも、ここまで案内をしてくれた騎士が先を歩いているためにその心配は無いだろうと判断する。例によって扉の横に付いているドアノッカーでノックをしてから部屋の中へと入っていく騎士のあとを付いていく。

「呼ぶのが遅くなって悪かったな」

　部屋に入った途端にダスカーが謝ってくる声を聞き、小さく首を振る。

「いえ、大丈夫です」

「そうか。ならいい。それよりもこっちに来い」

　部屋のソファにはダスカーが座っており、その向かいにはエレーナが座り、護衛の三人はいざというときに何が起きても対処出来るようにその背後へと立っていた。

　そんな様子を見ながら、ダスカーの側へと向かうと立っている三人から鋭い視線を向けられる。

（キュステは昨日の件があるから分かる。アーラとか呼ばれていた女に関しても同様だ。だが、もう一人の御者をやっていた男に何かした覚えはないんだが……いや、仲間とやり合ったのを思えばしょうがないか）

　内心で呟きながらダスカーの側へと移動するレイ。

　だが、そんな中で自分に向けられる視線のうちの一つが、護衛の三人とは不自然なほどに好意的であるのに気が付く。

　思わずその好意的な視線の先を辿たどると、そこにいたのは今回の依頼の主役とも言える、姫将軍エレーナだった。

　一度見たら決して忘れられないような美貌に、強い意志の籠こもった視線。その視線には好意的……というよりも、興味深いといったニュアンスが含まれているようにレイには感じられる。

　そんな風に思いつつ、ダスカーの近くまで移動して護衛の三人同様にその背後へと立とうとしたところで……

「いや、いい。俺の隣に座れ」

「しかし……」

　貴族が自分の隣に平民を座らせる。そんなことは普通ありえないというのはレイでも理解出来た。だが、そんな横紙破りを平気でやるからこそのラルクス辺境伯なのだ。

　結局、殆ど強引に引っ張られてダスカーの隣へと腰を下ろすレイ。

　そしてそれを待ってましたと言わんばかりのタイミングでメイドが紅茶をレイの前へと置く。

「さて、まあ、色々と騒ぎはあったが……」

　苦笑を浮かべながらダスカーが口を開く。

「とにかく、この人が今回お前が護衛をするエレーナ殿だ。エレーナ殿、この男がレイと言って今回エレーナ殿の護衛としてギルムから派遣される冒険者となる。どれほど腕が立つのかというのは、実際に刃やいばを交えたエレーナ殿には言うまでも無いだろう？」

「うむ。あの一撃を弾はじいてからしばらく手の痺しびれが取れなかったからな。あれほどの一撃を放てる者だ。冒険者としての腕も一流だろうし、私としても文句は無い」

「ありがとうございます」

　どうやらあの件に関しては特にペナルティはないようだと判断し、恐らくそう取り計らってくれたのであろうエレーナへと頭を下げる。

「いや、あの件はこちらの早合点でもあるからな。アーラ」

　エレーナにそう呼ばれ、つい数時間前にレイと刃を交えた女騎士が一歩前へと出る。

「レイ殿、先程は私の早合点で攻撃を仕掛けるという不始末をしてしまったことを謝罪します」

　そう告げながら頭を下げるアーラだが、その眼には不満がありありと浮かんでおり、自らが心酔するエレーナに言われて渋々謝っているというのは傍はたから見ても明らかだった。

　だが、現在のレイはあくまでもランクＤ冒険者にしか過ぎないのだ。騎士という身分にいるアーラを相手に文句を言えるはずもなく、同時に言う必要も感じなかったので特に責める様子も無く頷く。

「いや、こっちも反射的とは言っても攻撃してしまったからな。気にしなくていい。お互い様ということにしておこう」

「……はい。ありがとうございます」

　ペコリ、と頭を下げてそのままエレーナの背後へと戻るアーラ。エレーナはそんな部下の背中を一瞬だけ見てから、苦笑を浮かべてレイへと話し掛ける。

「レイ、と呼んでもいいか？」

「はい」

「そうか、ではレイと呼ばせて貰おう。誤解しないで欲しいのだが、アーラは別にレイに敵意を持っている訳では無い。その……何と言うべきか。そう、何故か私に関しては妙に心配性になるのだ。だからあまり嫌わないでやってくれ。これから共にダンジョンに挑む者同士、つまらないことでギクシャクしたくはないだろう？　それにそんな状態ではダンジョンの中でいざ何かあったときに助かるものも助からなくなる」

「そうですね。こちらとしても同意見です。俺自身はまだダンジョンに潜ったことはありませんが、今回の指名依頼を受けてから色々と調べてみましたが……どうやらそうそう簡単な場所でもないらしいので」

「だろうな。それで早速だが、ダンジョンに向かって出発するのは明日の朝六時の鐘が鳴る頃にしたいと思う。問題は無いか？」

「はい、俺の方は依頼を受けてから必要な物資は殆ど購入してありますので、なんなら今からこのまま向かっても構いません」

　そんな風に言い切るレイが不愉快に見えたのか、キュステが鼻で笑って口を挟む。

「ふん。このままも何も、着の身着のままでダンジョンに向かう気か？」

「……キュステ、とか言ったか。お前はすでに何度か見てるはずだがな」

　右腕に嵌はまっているミスティリングをその場にいる全員に見えるようにして見せつける。

　それが何なのか。一番初めに察したのは、レイについての情報をギルドや警備兵たちから仕入れているこの地の領主であるダスカーだった。

「ほう、それがアイテムボックスか」

「はい」

　アイテムボックスという単語を聞いたエレーナたちは、その腕に嵌っている腕輪へと視線を集中させる。

「なるほど、そう言えば確かにアーラと揉もめたときにもどこからともなくあの巨大な鎌を取り出していたが……これがアイテムボックスか。疑似的なアイテムボックスとも言えるマジックアイテムは知っているが、本物は初めて見るな」

　感心したように呟つぶやくエレーナに対し、すでに二度もミスティリングからデスサイズを取り出すのを見ていたにもかかわらず、それがアイテムボックスであると見抜けなかったキュステが眉まゆを顰ひそめる。

　だが、それは当然だろう。アイテムボックスというマジックアイテムはそれほどに稀き少しようなのだ。まさか辺境にいるランクＤ冒険者が持っていると言われても、こうして実際にその眼で見ないととても信じられる話ではないのだから。

「ご覧の通り、俺の準備はいつでも万端だ。幸いセトもここにいるしな」

「……確かにお前の準備は万端らしいな。だが、こちらはそうもいかん」

　忌々しそうにレイを一いち瞥べつしたキュステの言葉に、エレーナが頷く。

「確かに私たちはまだダンジョンへと挑む準備が完了してはいない。……それよりも、レイ。アイテムボックスを持っているということは、荷物の運搬に関して頼まれてくれないか？」

　オーク討伐隊のときの経験上そう言われるのを半ば予想していたレイは、特に悩むまでもなく頷く。

「それは構いません。ですが、このミスティリングはちょっと特殊なアイテムボックスなので、それを了承して貰えるのなら」

「特殊？　それはどういう風に特殊なのだ？　そもそもアイテムボックスの実物を見るのが初めてなのでな。説明して貰えると助かる」

　エレーナの問いに頷き、腕からミスティリングを外してそれをテーブルの上に置く。

「本来であれば、アイテムボックスというのは誰でも使える物です。例えば俺がこのアイテムボックスに入れたポーションをエレーナ様が取り出す、という風に」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、エレーナへと視線を向ける。

　理解していると頷くエレーナを見て、レイは説明を続けるべく口を開く。

「ですがこのアイテムボックスは制作途中でちょっと特殊な仕上げをしたらしく、持ち主の魔力にのみ反応するようになってます。つまり俺がこのアイテムボックスへと入れた物は俺しか出せなくなる。同時に他の人がこのアイテムボックスを使おうとしても使えないという風に。魔力によって持ち主を認識しているんですよ」

「……ほう。それは素晴らしいな。持ち主を認識するマジックアイテムの武器というのは、数が多くは無いがそれなりに存在している。例えば、キュステの魔ま槍そうはそうだな」

　エレーナの言葉にキュステは笑顔を浮かべながら頷いて口を開く。

「そうですね。例えば今は領主であるラルクス辺境伯の執務室に入るということで武器を預けていますが、その預けられた魔槍を私以外の者が使おうとしても斬れず、刺さらずと、棍こん棒ぼう代わりがせいぜいといったところでしょう」

　その説明を聞き、レイはエレーナ以外の者が武器を持っていないことに気が付く。

（……そういう意味では、ミスティリングを持ってる俺は誰と会うときでも武器を持ち込めるってことになるのか）

　内心で呟くレイ。確かにミスティリングを持っていればどんな場所にも武器を持ち込むことは可能だろう。それはつまり、暗殺には最適の人材であるということだ。

（まあ、モンスターの魔石を集めるのが目的の俺が暗殺なんて真似は、よほどのことがない限りはしないけどな）

「とにかくそういうことですので、アイテムボックスに関しては俺を信用して貰もらえるのなら物資の輸送は引き受けても構いませんが。……どうしますか？」

「私としては問題は無いが……お前たちはどうだ？」

　エレーナに問われ、まずはアーラが口を開く。

「私は、エレーナ様が彼を信用出来るというのならそれに従います」

　続いてヴェルが。

「うーん、悪いけど会ったばかりの人をすぐには信用出来ないかな。それもダンジョンに挑むんだからよけいに。俺としては反対に一票」

　最後にキュステが。

「この者を推薦したラルクス辺境伯には申し訳ありませんが、私もヴェルと同意見です」

「ふむ、そうなると賛成二、反対二という所か」

「エレーナ様、どうなさいますか？」

「そうだな、ここは私の権限でレイに頼むとしよう。ヴェルとキュステの意見ももっともだが、ダンジョンに挑むのによけいな荷物を持って動きを鈍らせるというのは致命的だろう」

　エレーナのその言葉に頷うなずけるところもあったのか、反対していた二人も渋々とだが頷いてみせる。

「という訳だ、明日の朝に正門の前に集合するまでに荷物を用意しておくので、移動中に収納してくれ」

「分かりました」

「ああ、それとお互いどういう戦闘スタイルなのかを確認しておいた方がいいだろうな。レイ、お前から教えて貰っていいか？」

　その質問に頷き、ミスティリングを腕に戻しながら口を開くレイ。

「そうですね。俺の場合、基本的には魔法戦士となります。先程も見せたあの大鎌はマジックアイテムであり、同時に魔法発動体でもあります。使える魔法は基本的には炎の魔法が中心となりますが……」

（一応デスサイズに取り込んだスキルについても魔法扱いにして教えておいた方がいいだろうな。教えるのはマジックシールドと飛ひ斬ざんで十分か？　いや、ダンジョンという初めて行く場所なんだ。腐食についても匂わせておいた方がいざ使ったときに怪しまれないですむ、か）

「多少の補助魔法と風の魔法、それと土の魔法が使えます」

「ほう、炎に風、土と三属性が使えるうえに補助魔法も使えるのか。大したものだな」

　感心するように頷くエレーナだったが、関心を得ているのが気に食わないのだろう。アーラが嫉しつ妬と混じりの鋭い目付きでレイを睨にらむ。

「あくまでも炎以外はほんの少し使える程度でしかありませんが。それとあの大鎌、デスサイズと言いますが、あれと同様にマジックアイテムを使っての戦闘がメインになりますね」

「そのようだな。隠いん蔽ぺいの効果が付与されているようだが、そのローブも相当の業わざ物ものだろう。左腕の腕輪も何らかのマジックアイテムだろうし、そして何よりその靴は私もよく知っている代物だ」

　そう言い、エレーナは己おのれの足へと視線を向ける。その視線を追うレイ。その足に履かれているのは……

「スレイプニルの靴？」

「そうだ。どうやらお揃そろいのようだな」

「……確かに。ですが、師匠からスレイプニルの靴はかなりの貴重品だと聞いてますが、よく手に入れられましたね」

　自分の設定を思い出しながらそう尋ねるレイ。

「確かに貴重品であるのは間違い無いが、アイテムボックスのように生涯に一度見られるかどうかというほどに貴重という訳でも無い。それに、それを言うのならレイの方がよくスレイプニルの靴を手に入れられたな」

「俺の場合は師匠から譲り受けた物なので」

「ああ、そう言えば師匠から修行が終わったあとに放り出されたのだったか。ラルクス辺境伯にその辺は多少聞いている。その修行があってこそ、この短期間でランクＤまでランクアップ出来たのだろうな。……さて、なら次は我々の番か。私はどちらかと言えばレイと近いな。ミラージュや魔法での中距離を得意とする魔法戦士だ。得意属性は風だな」

（同じ魔法戦士タイプでもデスサイズで近距離を、魔法で遠距離とはっきりと分けている俺とは違って中距離がメインか。百キロを超える重さのデスサイズを弾く実力を持っているんだし、戦闘では頼りになるだろう）

「お互い似たような戦闘スタイルなんだ。いずれ手合わせを頼みたいものだな」

「そうですね。機会がありましたら」

　レイが頷いたのを見て、嬉うれしそうな笑みをうかべるエレーナ。その美び貌ぼうが浮かべる笑みに思わず見み惚ほれるレイだったが、エレーナの声ですぐに我に返る。

「次、アーラ」

「はい、エレーナ様。私は騎士で、武器は先程もお見せした長剣となります。純粋な前衛ですのでレイ殿とは隣で戦うこともあるでしょうからよろしくお願いします」

　正門前での出来事を思い出すレイ。確かに自分に振るわれたあの一撃は華きや奢しやな外見に似合わぬ剛剣で、鞘さやにもかかわらず先端が地面へめり込むほどの威力を持っていた。あの剛力で剣が振るわれれば、その辺のモンスターは恐らく一刀両断だろう。

「キュステ」

「私の武器は先程も言ったように槍で、エレーナ様同様に中衛を務めることが多い。一応剣に関しても使えないことはないが、あくまで剣は予備としての意味しか持っていない。それと水の魔法を得意としているためにこの部隊の回復役も務めている」

　よほどレイに負けたのが悔しかったのだろう。昨日負けたのはあくまでも使い慣れない剣を持っていたからだと言外に告げるキュステ。その無駄に高いプライドに内心で溜ため息いきを吐つきながらも、レイはダンジョンまでの旅路が思いやられていた。

「ヴェル」

「基本的に弓を使っての後衛がメインかな。他にも短剣を使った前衛を任されることもあるし、地系統の魔法も多少使える。冒険者で言うシーフのようなものと思って欲しい」

（なるほど、やはり自前でシーフの技能を持った人物を用意してきた訳か。これならトラップの心配はしなくてもいいか？）

「以上が今回レイと共にダンジョンへと挑むメンバーとなる。……短い間かもしれないが、よろしく頼む」

　差し出された手を握り返すレイ。その手は、姫将軍と呼ばれるには相応ふさわしくない女らしいほっそりとした手だった。普通なら剣を握って戦闘を繰り返せば剣ダコと呼ばれるものが出来るのだが、その類たぐいの物は一切無い。恐らくは回復魔法によるものなのだろうと当たりを付ける。

　こうして、レイとエレーナの初顔合わせは終わり、その場で解散することになる。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






「えーっと……確か聞いた話によると、こっちだったと思うんだけど……」

　そう呟きながら、珍しく一人で街中を歩いているのはレイ。

　いつもは一緒にいるセトの姿は無い。

　領主の館でエレーナたちとの顔合わせが終わったあとで一度宿に戻ってから、ふと以前のランクアップ試験のときに盗とう賊ぞくから助け出した商人がそのお礼としてマジックアイテムを譲ってくれるという話を思い出し、こうして街中へと出てきたのだ。

　なお、セトは宿の厩舎きゆうしやで昼寝中であり、レイが声を掛けても起きる様子がなかったので結局レイ一人で話だけでしか聞いたことのない商人たちの店舗を探していた、そのとき。

「ん？　レイ、か？」

　不意に背後から声を掛けられ、そちらへと振り向くと、そこには一時間ほど前に領主の館で別れたばかりのエレーナの姿があった。

　その美しさゆえに周囲からの視線を集めているのだが、本人には全く気にした様子が無い。

　本人はその類の視線には慣れているのだろうが、レイにしてみれば気が気では無い。自分とやり合えるほどの力を持っているのは分かっているのだが、それでもやはり護衛対象であると考えれば危険な目に遭わせないに越したことは無いのだから。

「エレーナ様、何故一人でこんな街中に？」

「ん？　ああ、少し気晴らしにな」

「お付きの方々は知ってるんでしょうか？」

　気晴らしという時点でいやな予感のしたレイが尋ねると、エレーナは問題無いと小さく肩を竦すくめる。

　たったそれだけの動作にもかかわらず、周囲でこっそりとエレーナの様子をうかがっていた者たちは目を惹ひき付けられる。

（不ま味ずい……色々な意味で不味い）

　その雰囲気を感じ取ったのだろう。レイは急いで周囲を見回し……そのとき、ちょうど近くを通りかかった男に気がつく。

　どこか惚ほうけたような表情を浮かべたその男は、間違いなくレイがランクアップ試験で倒した盗賊に捕まっていた二十代ほどの男だ。

　すると、向こうでもレイに気がついたのだろう。驚きの表情を浮かべながらレイへと視線を向け、次の瞬間にはその隣にいるエレーナの美貌に思わず息を吞のむ。

　そんな様子を見て、ある意味では納得しながらも男へと声を掛けるレイ。

「丁度良かった。聞いてた店に行こうと思ったんだけど、場所が分からなくてな」

「……え？　あ、はい！」

　エレーナに見惚れていたところで声を掛けられたためだろう。甲高い声で返事をする男。

　だが、レイはそうなるのも分かるとばかりに内心で頷き、そのまま言葉を続ける。

「以前言ってたお礼ってのを貰いに来たんだ。それと、マジックアイテムには色々と興味があってな」

「え？　あー、はい、はい。……ああ、はい。わ、分かりました。すぐにご案内します」

　喋しやべっているうちに、ようやく我を取り戻したのだろうレイを道案内するべく進み始め……

「えっと、その……レイさん？　そちらの女性も一緒に来るんでしょうか？」

　その言葉を聞き、エレーナへと視線を向けるレイ。

　レイの立場としては、護衛予定の人物をここで放り出すというのは色々と不味い。本音を言えば放り出しても全く問題ない実力を持っているというのは分かっているのだが、それでもまさか公爵家の令嬢を放り出すわけにもいかないだろう。

　そして何よりも、エレーナ本人がその怜れい悧りな美貌に興味深げな光を宿しながらレイへと視線を向けているのだ。言葉には出さずとも、一緒に行きたいという雰囲気を出している。

　迷ったのはほんの一瞬。レイにしても、むさ苦しい男と比べればエレーナのような美人と共に行動する方が魅力に思えたからだ。

　もっとも、そうは思っていても実際にそれを口に出すような真似が出来ないのがレイがレイたる所以ゆえんなのだろうが。

「もし興味があるようでしたら、一緒に来ますか？」

「む？　良いのか？　私としては嬉しいのだが、レイの邪魔になるのではないか？」

「いえ、問題ありません。俺としても、さすがにエレーナ様をこんな場所で放り出す訳にもいきませんしね」

　そんなレイの言葉に、エレーナは小さく笑みを浮かべる。

　だが、その破壊力は凄すさまじく、近くで見ていたレイのみならず周囲で様子を窺うかがっていた者たちもまた思わず見惚れることになる。

「さ、さあ。とにかく行きましょう。ここでこうしていても時間の無駄ですしね」

　このままここで話をしていれば、本格的に不味い事態になる。そう判断したレイが、エレーナとその笑顔に見惚れていた商人の男を促す。

　レイの声で我に返った商人の男は、何かを誤魔化すように十メートルほど先にある店へと視線を向けて口を開く。

「ほら、あそこの店ですよ」

「そうか、なら少し急ごう。このままここにいるというのはちょっと不味いかもしれないしな」

「……そうですね」

　自分もエレーナに見惚れていた自覚があるのだろう。商人の男は頷き、楽しみだとばかりに笑みを浮かべているエレーナとレイを連れて十メートルほど歩き店へと到着する。

「今は他の人たちは出掛けてて僕一人しかいませんから、気楽にして下さい」

「一人って……よくそれで店をやっていけるな」

　商人の言葉に思わず聞き返すレイ。

　だが、商人の男はそんなレイの言葉に小さく笑みを浮かべてから口を開く。

「基本的に僕たちの店はギルムの外にマジックアイテムを輸出するという形の商売ですしね。もちろん要望があれば売らせて貰いますが。……ちょっと待ってて下さい。いくつかお渡し出来るマジックアイテムを持ってきますので」

　レイへと声を掛けつつ、それでも何かの拍子にレイの近くにいるエレーナへと視線を向けてしまう。

　そんな風な自分を心の中で叱しつ咤たしつつも男は店の奥へと向かい、その場にはレイとエレーナのみが残される。

「このような店に直接入ったことはないのだが……なるほど、このようになっているのか」

　耳に掛かった黄金の髪を搔かき上げ、周囲を見回しながら呟つぶやくエレーナ。

　その言葉を聞いたレイもエレーナに続いて周囲を見回すが、先程の商人の男が言っていたように、基本的にギルムの中での商売は考えていないのだろう。店というよりは、どこか事務所といった雰囲気を漂わせている。

　何よりも、マジックアイテムを扱っている店であるにもかかわらず店頭に商品が一切置かれていないのだから、一見してここがマジックアイテムを取り扱っている店であると知る者は少ないだろう。

　もっともレイ自身は知らなかったが、日常生活で使うような安物のマジックアイテムならともかく、ギルムの外へと輸出するような高価なマジックアイテムを店頭に置いておくはずも無い。もしそのような真似をすれば、それは強盗やら泥棒やら盗賊やらを引き寄せることになるのだから。

「マジックアイテムを売っている店に来たのは、俺も殆ほとんどないので分かりませんが、確かにこうしてみると殺風景ですよね」

「うむ。出来れば普通の道具屋というのを見てみたかったのだがな」

　ほう、と残念そうな溜息を吐くエレーナ。

　普通なら特にどうということもない仕草なのだが、エレーナのような人物がやるとそれだけで人目を惹き付ける。

　そんなエレーナを見て、一瞬だけ胸が高鳴ったように感じた、そのとき。

「お待たせしました。いくつか候補を持ってきたので、この中から選んでください」

　店の奥から戻ってきた商人の男が、手に持っていたマジックアイテムを近くのカウンター上へと並べていく。

　短剣や長剣、盾の他に少し変わったところで直径二センチほどのビー玉のような球体の物もある。

「へぇ、随分と色々あるんだな」

「何しろレイさんたちは命の恩人ですしね。あまり下手なものは出せませんよ。えっと、説明はいりますか？」

　カウンターの上に並べられている品々に目を通しているレイへと尋ねると、当然それらの効果を知らないレイは小さく頷うなずいて頼む。

　盗賊から助けて貰もらったお礼というだけでは無く、自分の扱っている商品に興味を持ってくれたのが嬉しいのだろう。商人は小さく笑みを浮かべて短剣へと手を伸ばす。

「まずこの短剣からですね。錬金術によって貫通力を強化しています。それほど強力な効果では無いのですが、代わりに使用者が消費する魔力も少なく、使い勝手は非常に良いかと。一般的なレザーアーマーくらいなら十分貫通出来る威力を持っていますし」

「貫通力強化、か」

　呟き小さく首を振るレイ。

　そもそも武器という意味では、最上級とも言えるデスサイズがある。その石突きの部分を使えば、それこそ金属鎧よろいですら貫通することの出来る威力を持っているのだから、レイにしてみれば目の前の短剣は取り回しの良さ以外には利点を見いだせなかった。

　商人としての勘でそれを察知したのだろう。持っていた短剣をカウンターの上に戻し、次に長剣へと手を伸ばす。

　刀身は両刃で、七十センチ程度。典型的な片手で使う長剣だ。

「この剣は土の属性を付加されていますので、見た目以上に重いです。つまり、この剣で攻撃された相手は見た目に騙だまされる訳ですね」

「……それだけか？」

「え？　はい、そうですけど……お気に召しませんでしたか？」

「ああ、いや。確かに普通なら結構使える武器なんだろうが……」

　思わず口くち籠ごもるレイ。

　何しろレイの持っているデスサイズは百キロ以上の重さを持っている。重量を武器にすると言う意味で考えればデスサイズの方が圧倒的に上だろう。

「確かにレイにはあまり合わない武器だろうな」

　デスサイズと打ち合った経験のあるエレーナもレイの言葉に同意するように頷く。

「そうですか。結構自信があったんですけど……では、次はこちらです」

　商人の男が溜息を吐き、長剣をカウンターに置いて盾に手を伸ばす……が、その前にレイが口を開く。

「悪いが、俺の戦闘スタイル的に盾は合わないんだ。その盾はとばしてくれていい」

　基本的にレイの戦闘スタイルは巨大な大鎌でもあるデスサイズを中心にしたものだ。デスサイズの重量軽減の効果により片手で振るうことも多いが、それでも両手を使うこともある。

　そして盾というのは敵の攻撃を防ぐものだが、レイの場合は回避が基本である。さらに攻撃を受けたとしても、竜の革かわや鱗うろこを使って作られたドラゴンローブがある。剣や槍やりといった刃物はその殆どが無効化されると言ってもいい。

　ハンマーや斧おの、槌つちといった打撃力のある一撃にはそれほどの防御力を発揮しないが、それは盾であっても同様だろう。

　総合的に考えて、戦闘で片手を盾で塞ふさぐというのはレイの戦闘スタイル的に考えると下の下でしかなかった。

「ふむ、確かにレイの戦闘スタイルに盾は合わないだろうな」

　レイと刃やいばを交えたエレーナにしても同意見なのだろう。小さく頷きながらそう呟く。

　だが、それを聞いて困ったのは商人だ。どのマジックアイテムに関してもそれなりに自信があった代物であったのに、その全てが却下されたのだから。そして最後に残ったのは……

「その、そうなるともうこれしかないんですが」

　恐る恐るといった様子で最後に残ったビー玉のような球体へと手を伸ばす。

「……これは？」

「ゼクシードと言いまして、その……一度だけですけど、所有者がある程度のダメージを受けたときにそれを肩代わりしてくれるという能力を持っています」

「随分といい能力だけど、なんでこれが最後に？」

　レイの問いかけに、商人は苦笑を浮かべて小さく首を左右に振る。

「色々と欠点も多い品なんですよ。例えば効果はある程度のダメージとなっていますが、このある程度というのがマジックアイテムを作る複雑な過程の末に決まるので、実際に試してみないとどの程度のダメージで発動するのか分からない訳です」

　持っている球体を撫なでつつ、溜ため息いきを吐ついてから再び口を開く。

「しかもこのマジックアイテムは一度発動すれば壊れる使い捨てなので、非常に使い勝手が悪いんです。以前聞いた話では、頰にかすり傷がついただけで発動したという事例もあるとか。かと言えば右腕を切断されるほどのダメージでも発動しなかったり」

　それを聞いた瞬間、レイは直感的にこれが欲しいと思った。

　基本的には敵の攻撃は受けるのではなく、回避するというのがレイの戦闘スタイルだ。強力な防御力を誇るドラゴンローブがあっても、敵の攻撃を受けたときの保険があるというのはありがたかった。

「これにしてくれ」

　即断即決と言うべきか、ゼクシードを欲したレイの言葉を聞き、商人の男は驚きの表情を浮かべた。

「……本当にこれでいいんですか？」

「ああ、これがいい」

　意地でも引かない。そんなレイの表情を見た商人の男は、小さく溜息を吐いて頷く。

「分かりました、ではこのゼクシードをお譲りしましょう」

「助かる」

　商人に対して感謝の言葉を告げ、レイはゼクシードを受け取って満足そうに頷いた。

　そんなレイに向かって、エレーナは小さく首を傾げつつ尋ねる。

「レイ、何故そのゼクシードとかいうのを選ぶのだ？　いや、確かに他の物に比べればレイに合っているのは分かる。だが、運の要素が余りに強くないか？」

「ええ、確かにエレーナ様の言う通りだと思います。普通なら使い勝手が悪いとして好まれないでしょう。ですが、エレーナ様も知っての通り、俺の戦闘スタイルは敵の攻撃を回避するというものです。このゼクシードがあれば、もし敵の攻撃を受けても大丈夫……かもしれないと思えます」

「思えます？」

　尋ね返すエレーナの言葉に頷いたレイは、そのまま言葉を続ける。

「ようは保険のようなものですね。いざという時に大丈夫だからこそ、何かがあっても躊躇ちゆうちよせずに動き出せる。実際に効果の有無はそれほど関係ありません」

「……そういうものなのか？」

「ええ。その安心感によってほんの一瞬でも動き出すのが速くなり、結果的に危機をどうにか出来る。……といいなぁ、と。まあ、そこまで深く考えなくてもいいですよ。本当に念のためなんですから。験担ぎのようなものとでも思って貰えれば構いません」

「なるほど。騎士団でも験担ぎをする者はいるが、冒険者も似たようなものなのだな」

　小さく笑みを浮かべたエレーナに、一瞬だがレイも商人も目を奪われる。

　だが、すぐにレイは我に返って言葉を紡ぐ。

「騎士にしろ、軍人にしろ、冒険者にしろ、命を賭かけている以上はやはり似るんだと思います」

　そんなレイの言葉にエレーナは満足そうに頷き、その後もマジックアイテムについての話を商人の男からレイと共に色々と聞き、あるいは自分の経験を話す。

　姫将軍と呼ばれる人物の経験してきた戦闘についてや、あるいは行軍中の話を興味深そうに聞くレイと店主。

　エレーナもまた、色々と希少なマジックアイテムを見ることが出来たのが嬉うれしかったのだろう。凜り々りしい表情に小さく笑みを浮かべていた。

　少なくとも、気晴らしという意味ではこれ以上無いほどに有意義な時間を過ごすことが出来たのだから。

　特にエレーナにしてみれば、これからしばらく行動を共にすることになるレイという存在をよく知ることが出来たのは僥倖ぎようこう以外のなにものでも無かった。

　それから商人の男にマジックアイテムについての話を聞かされ、エレーナもまた自分がこれまでに見てきた色々なマジックアイテムについての話をし、レイはマジックアイテムという存在に強い興味を抱くことになる。

　だからこそだろう。エレーナの口から珍しく誘いの言葉が出たのは。

「レイ、良ければもう少し私に付き合って貰えぬか？　明日から共に旅をするのだ。お互いのことをより多く知っておいた方がいいと思うのだが」

「俺は構いませんが……その、よろしいので？　その、他の者たちを放っておいても」

　そんなレイの言葉に、エレーナは口元に微笑を浮かべて頷く。

「うむ、問題は無い」

　自信に満ちた言葉に、レイもまたそれならばと納得する。

「では……どこか行きたい場所とかはありますか？」

「そうだな、マジックアイテムはここで見せて貰ったし、辺境ならではのものを見たいところだが……店主、どこかお薦めの場所はないか？」

「……え？　あ、はい。えーっと、そうですね……」

　微笑を浮かべたエレーナの美び貌ぼうに見み惚ほれていた店主は唐突に声を掛けられ、慌てて考えを纏まとめて口を開く。

　この辺はさすがに商売人といったところなのだろう。

「そうですね、確かそちらはギルムの外から来たばかりだとか。では、普通の道具屋を覗のぞいてみるのでも十分かもしれませんね。ここは辺境のギルム。それだけに他の街では見られないような商品も売っていますし」

「ほう？　なるほど、それは興味深い。……レイ、行くぞ」

　店主の言葉に興味を惹ひかれ、そのままレイの手を握って店の外へと向かう。

　もしもこの光景をアーラなりキュステなりが見ていれば、恐らく卒倒しただろう。それだけエレーナがプライベートで自ら見も知らぬ相手の手を握るというような真似は珍しかったのだから。

　そんな二人の後ろ姿を店主は頭を下げて見送り、台風一過の如く静まりかえった店の中で今のやり取りを思い出し、小さく笑みを浮かべていた。




「ふむ、ポーションか。これは味の問題でどうしても飲むという方法ではなく、傷口に振り掛けるのが一般的だが……私の知ってるポーションに比べるとかなり割高だな」

「お客さん、このポーションはちょっとした新商品でしてね。この辺境でしか取れない素材を加えることにより味の方も大分マシになってきてるんですよ。もっとも、そのせいでこの値段なんですけどね」

　先程の店から歩いて五分ほどの場所にある道具屋で、エレーナの言葉に店主と思おぼしき四十代ほどの中年の女が言葉を返す。

　店に入ってきたエレーナを見て美貌に一瞬動きが固まったが、さすがに商売人と言うべきか、あるいは同じ女だからか。ともあれ、すぐに我に返ってエレーナに言葉を返す。

「ほう？　具体的にはどれくらいの味になっているのだ？　普通のポーションは数日くらいまともに舌が利かなくなるが」

「そうですね、一日程度……でしょうか」

　そっと目を逸そらしながら告げる店主に、エレーナが小首を傾げる。

　普通のポーションよりも多少高価だったとしても、味を感じられないのが数日から一日になるのなら欲しがる者は多いと判断したからだ。

　だが、店の中に客の姿は数人程度で、とても繁盛しているとは思えない。

　エレーナの考えていることを理解したのだろう。店主が目を逸らしたまま口を開く。

「その、味を改良したおかげで、肝心の傷を癒いやす効果も下がってしまっているんですよ」

「それは……意味が無いだろう」

「ええ、ですからこうして売れ残っている訳で」

　そんな風に会話をしながら一時間ほどを道具屋の中で過ごすことになる。

　結局レイとエレーナが店を出たのは夕方も近くなってからとなり、領主の館までエレーナを送ってレイは宿に戻る。

　レイは知らなかったが、数時間とは言っても行方不明になったことでエレーナは珍しくキュステやアーラに小言を言われることとなり、自分だけさっさと宿に戻ったレイに対して若干の恨みがましい気持ちを抱くのだった。

　そして翌日、いよいよ五人と一匹はダンジョンへと出発することになる。







　　　第四章







　領主の館でエレーナたちと顔合わせをした翌日の早朝、レイはドラゴンローブとスレイプニルの靴といういつもの格好で街の大通りを歩いていた。

　隣にはこちらもいつものようにセトの姿があるのだが、どこか残念そうに肩を落としながらレイの隣を歩いている。

　何しろ朝六時の鐘が鳴る前に正門に集合ということになっているため、いつもなら大通りの脇に出ている食べ物の露店がまだ殆ほとんど開いていないのだ。開いている露店にしても朝早くから活動する者たちのために売られているスープの類たぐいがメインで、歩きながら食べるというのはちょっと無理な代物だった。

　もちろん探せばサンドイッチのような軽食を扱っているところもあるのだろうが、残念ながらレイとセトの通り道にその手の店は存在していない。

　近くの露店で、夜勤明けと思われる兵士たちが具だくさんのスープを美う味まそうに食べているのを見てセトは羨うらやましそうに喉のどを鳴らす。

　レイはその様子に苦笑してセトの頭を撫でる。

「一応お前の分も宿で弁当を用意して貰もらってるからな、エレーナたちと合流してダンジョンに向かって出発したら朝食の時間になるだろうさ。……まあ、そうは言ってもセトの弁当なんて一食分程度だからな。一応今まで狩ったモンスターの肉とかはミスティリングに入ってるから食事に困ることはないだろうが、出来ればダンジョンに向かってる途中でセトの食事用に何匹か狩っておきたいな」

　そんな風に話しながら歩いていると、いつものように正門前に到着する。

　だが今日レイの対応をしたのは珍しいことに警備隊の隊長であるランガではなく一般の兵士だった。

「おはようございます。ギルドカードと従じゆう魔まの首飾りを」

「ああ。いつもはランガが対応してくれるんだけど、今日はいないのか？」

　セトの首から従魔の首飾りを外し、ギルドカードと共に手渡しながら尋ねる。

　兵士はそれを受け取りながら苦笑を浮かべて言葉を返す。

「確かにランガ隊長は大抵ここに詰めてますが、だからと言って毎日休み無しに一日中詰めてる訳じゃないんですよ。今日は隊長は休日ですので僕が担当しています」

「なるほど、てっきりランガは俺の担当という形になってるとばかり思ってたけど……まあ、いないんじゃしょうがないか」

「ええ。その……正直、レイ君が初めて来たときはグリフォンであるセトに凄すごく驚いて怖がっていたんですが、さすがにこう長い間街にいるのを見ていれば、慣れると言うか、構いたくなると言うか……」

　呟つぶやきながらセトの方へと視線を向ける兵士。

　それを感じたのか、セトは小首を傾げてクリクリとした目で兵士を見返す。

「こうも無邪気な様子だと、遠巻きにしている僕の方が何か苛いじめている気になってしまって。それと僕には年の離れた弟がいるんですが、その弟も街中でセトに遊んで貰ったって話を嬉しそうにするんですよ。そうなったらさすがに……」

　周囲を見て、レイの他には誰もいないのを確認してから懐に入っていた干し肉を取り出してセトへと差し出す兵士。

「今まで怖がってごめんな。はい、仲直りの印だ」

　小さく、しかし嬉しそうに喉を鳴らしながら干し肉を咥くわえて口の中に収めるセト。

　その様子を微笑ましそうに見ていた兵士だったが、何を思ったかその笑みは苦笑へと変化する。

「けど、セトにはこうして慣れましたけど……これはこれでちょっと怖いんですよね。もしセトじゃないグリフォンと出会ったら即座に対応出来るかどうか。今の調子で近付いていった所をガブリ、なんて風になったりしそうで」

「……確かにそう考えると慣れすぎるのは良くないか。けど、そもそもグリフォンほどにランクの高いモンスターはそうそう人のいる場所に出て来たりはしないだろう？」

「確かにそうですが、その万が一があり得るのが辺境なんですよ。……はい、どうぞ。ギルドカードを確認しました。お気を付けて」

　ギルドカードを返して貰い、セトが機嫌よさげに喉の奥で鳴き、兵士と別れて正門の外へと出る。

　するとそこには、すでに昨日見た馬車が存在していた。

「まだ多少時間よりも早いが……良く来てくれたな、レイ」

　そしてレイを出迎えるのは、こちらもセトと同様に上機嫌なエレーナの姿だ。

　朝日に照らされるその美貌にレイも一瞬息を吞のむが、すぐに気を取り直す。

「おはようございます、エレーナ様。先に来ているとは思ってませんでした。では、早速ダンジョンに向かいますか？」

「いや、ちょっと待ってくれ。ヴェルが何か用事があるらしく、多少遅れている」

（ヴェル、確かこの部隊の斥候と言うかシーフ役の男だったか。ダンジョンに関する調べ物か何かか？　まあ、ダンジョンにシーフは必ひつ須すなんだし、その関係で遅れているのなら文句を言う訳にもいかないな）

「分かりました。ではもう少し待ちましょう」

「うむ。……それでだな、昨日から気になっていたんだが、そのグリフォンを撫なでても構わないか？」

　突然自分に興味を向けられたセトは、小首を傾げながらエレーナへと視線を向ける。

「エレーナ様、いくら何でも危険すぎます！　テイムされているとは言ってもモンスターはモンスターなんですよ？　エレーナ様の身に何かあったらどうするんですか！」

　そんなエレーナへとアーラが注意をし、レイの存在を無視していたキュステもまた口を開く。

「アーラの言う通りです。モンスターはモンスター。いくらテイムされているとは言っても、迂う闊かつに触るのは危険すぎます」

　苦言を呈する二人に対し、エレーナは何でも無いかのようにセトの頭を撫でながら口を開く。

「だがな、このグリフォンもダンジョンに一緒に潜るんだろう？　なら交流を持っておくのは決して悪い話じゃないと思うがな」

　撫で方が上う手まいのか、上機嫌に喉を鳴らすセト。

「ほう、こうして見ると大空の死神と言われるグリフォンも随分と可愛いものだな」

　その様子を眺めていたレイは、今朝宿を出るときにセト用にとラナから手渡されたサンドイッチをミスティリングから取り出す。

「エレーナ様、これをどうぞ」

「おい、そんな粗末な物をエレーナ様に食べさせようとは本気か!?」

　レイの手にあるサンドイッチを見て、怒るというよりは呆あきれたように溜ため息いきを吐つくキュステ。

　その隣にいるアーラはどこか困惑したような眼まな差ざしをレイへと向けている。

「勘違いするな。これはセト用のサンドイッチだ」

　と二人に断ってから改めてエレーナへとサンドイッチを差し出すレイ。

「よければ餌え付づけしてみますか？」

「モンスターに対する餌付けというのは今までやったことがないな。ほら、セト。お前の食事だぞ」

　エレーナによって差し出されたサンドイッチを嬉うれしそうに喉を鳴らしながら咥え、そのまま口の中に収めるセト。そして再びレイへと伸ばされるエレーナの手。その手は前日にも感じた通り、とても戦士のものには見えなかった。

「ん？　私の手を見つめてどうした？」

「いえ、俺の攻撃を弾はじくほどの腕をお持ちの割には随分と綺き麗れいな手だと思って」

「……おい、貴様。いい加減にしろよ。エレーナ様に対して先程から気安いぞ」

　そう言いながら持っていた魔ま槍そうの切っ先をレイへと向けるキュステ。

　だが、それを止めたのはエレーナだった。

「よい。昨日から何度も言っているが、この者とはダンジョンでしばらく行動を共にするのだ。気安く接することで能力が発揮出来るのなら、それで十分だろう。……ただし、一応言っておくが私を口説くつもりなら最低でも私より強くなってから挑んで……」

　レイに向かってそう声を掛け、すぐに自分の手を見るエレーナ。

　そう。自分は昨日、この男の一撃を弾くのがやっとだったのではないか。それはつまり……

「……いや、何でも無い。それよりもこのグリフォン、セトと言ったか？　これほど人懐こいというのは、テイムされているモンスターにしても珍しいな」

　ふと自分の心に湧いてきたソレを、意図的に気にしないようにしながら会話を続ける。

「ええ。おかげで街の住民や子供たちからの人気も高くて、街を歩くだけで皆みなが餌付けをして来る始末です」

「ふふっ。まあ、この愛らしさでは分からないでもない」

　それから数回、エレーナはレイからセト用のサンドイッチを受け取ってはセトへと与える。

　サンドイッチを食べさせてもらい、ご機嫌で鳴くセトにエレーナもまた笑顔を浮かべていた。

　そんなエレーナに再び見み惚ほれそうになったレイだったが、すぐに気を取り直す。

「エレーナ様、どうせならヴェルが戻って来るまでに荷物の方をアイテムボックスに収納しておきたいのですが」

「ん？　ああ、そう言えばそうだったな。確かに暇な今のうちに収納しておいた方がいいだろう。アーラ！」

「分かりました。馬車の中へ案内すればいいのですね？」

「うむ。必要な荷物は全て馬車の中に入れておいたはずだからな」

「はい、その辺は問題ありません」

「では任せた。私はもうしばらくここでセトと戯れている」

「はい。……レイ殿、付いて来て下さい」

「馬車の中にと言ったって……」

　そんな二人のやり取りを聞きながら不思議そうな顔をするレイだったが、アーラは特に説明もせずに先へと進んでいくのでそのあとを追う。

　そして馬車の前へと辿たどり着くとアーラは無造作に馬車の扉を開けて中へと入る。そのあとに続いて馬車の中へと入ったレイは、珍しいことに啞あ然ぜんとした表情でその中を見回す。

「これは……」

　外から見た限りでは六人程度が乗る普通の車体に見えたのだが、その中は想像を超えた物だった。

　レイの感覚で言えば、三十畳を超えるほどの大きさの空間。中には見るからに高級そうな家具が揃そろっており、同時に簡単な調理が可能なキッチンまで備え付けられている。

「驚きましたか？　ケレベル公爵がお嬢様のために用意した物です。光金貨五十枚以上を支払って、魔導都市オゾスでも最高峰の錬金術師たち数十人が年単位で作成したマジックアイテムです。一品物ですので、稀き少しようさという意味ではレイ殿の持っているアイテムボックスよりも上になりますね」

「確かにこれは凄い。空間魔法を使って車体内部の空間を拡張して固定しているのか。この大きさの空間を固定するというのは相当高度な技術だろうに、車体そのものにも隠いん蔽ぺい効果を付与してマジックアイテムであると見破られにくくしている。備え付けられている調理台にもマジックアイテムを使用してるな」

「そうなります。何しろエレーナ様は姫ひめ将しよう軍ぐんとして戦場を渡り歩くだけではなく、ときにはモンスター退治をすることもありますのでいつでも疲れを癒せるようにとケレベル公爵が手配したものです。……さて、荷物に関してはこちらへ」

　驚くレイを満足そうに眺め、馬車の内部でも隅の方へと案内する。そこはテントや食料、水、調理器具、ポーションや状態異常回復薬等が山となって置かれている一角だった。

「確かにこれを皆で分担して持っていくのは大変そうだな」

「ええ。ですのでレイ殿にお任せすることになりました」

　さすがに公爵令嬢一行が用意した物であると言うべきか、そこにある物資の数々はどれもが高い品質を誇る代物だ。

「さすが、と言うべきだろうな」

　感心した様子の言葉が聞こえたのか、アーラは当然だという風に頷うなずいてみせる。

「当然です。私たちだけではなくエレーナ様が使うのですから。それより時間の関係もあります。早いところ収納して貰ってもいいでしょうか？」

　アーラの言葉に頷きポーションへと手を伸ばしたところで、ふと何かに気が付いたように動きを止める。

「もしかして、この車体をそのまま収納してダンジョンの中に持っていった方が良くないか？」

　そんな当然とも言えるレイの質問だったがアーラは首を横に振る。

「この馬車は軍馬を繫つないでいる部分まで含めてのマジックアイテムなので、車体だけを外して持っていく訳には行きません。……アイテムボックスというのは生物を収納することが出来ないと聞いているのですが、レイ殿の物は違うのですか？」

「いや、さすがに生物の収納は出来ないな。……だが一応隠蔽の効果が付与されているとは言っても、ダンジョンの近くにある場所にこれを放り出していくのは危険じゃないか？」

　ダンジョンの付近には人が集まるので、簡素な街……否いな、村のようなものが出来上がってはいる。夜になると襲撃してくることもあるモンスターを撃退すべく、少なくない数の冒険者たちがそこに駐在しているのだ。

　ダンジョンに挑む冒険者たちはそこで休み、装備を整え、あるいはダンジョンの中で手に入れた素材や鉱石といった物を目的として買い取りに来た商人へと売り払う。同時に、ダンジョンまでの足でもある馬車や騎獣といったものを預かる厩舎きゆうしやや駐車場のような場所もある。

　しかし、当然冒険者の中には楽に金を稼ぐためには犯罪に手を出すような者もいるために、高価なマジックアイテムでもあるこの馬車が狙われるのではないかというレイの指摘に、アーラは笑みを浮かべる。

　……もっとも、その笑みはどちらかと言うとニヤリとでも表現すべき代物ではあったが。

「先程も言いましたが、この馬車は魔導都市オゾスに所属する魔法使いたちが総力を結集して作ったと言ってもいい代物です。そのマジックアイテムが、泥棒を相手に何の対策もしていないと思いますか？」

「……その言葉で大体予想は出来たよ」

　詳細な効果はともかく、この馬車へと手を出した者が碌ろくな目に遭わないだろうというのはレイにも容易に想像出来た。

「さて、話はこの辺で。そろそろヴェルも戻って来る頃合いですし、荷物の収納を急いで下さい」

　馬車の自慢をして多少は気を許したのか、ほんの僅わずかではあるが人当たりが柔らかくなったアーラと共にその荷物をミスティリングへと収納していく。そしてそれが終了するとヴェルも戻ってきており、そのままダンジョンへと出発することになる。
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「エレーナ様、紅茶です」

　アーラがソファに座って本を読んでいるエレーナの前にあるテーブルへと紅茶を置く。

「うむ」

　本のページを捲めくりつつ紅茶を口に運ぶエレーナ。

　その様子を見ながら、レイは馬車の中へと視線を向ける。

　揺れすらも殆ほとんど無く普通にどこかの部屋にいるという感じなのだが、現在この馬車は間違い無くダンジョンへと向かって進んでいるのだ。

「さすが貴族と言うべきか」

　思わず呟つぶやいたその言葉に、エレーナの近くにあるソファでこちらも何かの本を読んでいたキュステが一瞬だけ視線を送ってくるが、特に何を言うでもなく再び本へと戻る。

　ギルムから馬車で移動を始めた当初はレイに対してあからさまに見下した視線を向けていたのだが、それをエレーナに注意されて以降は関わるのもごめんだとばかりにレイの存在を空気のように扱うことにしたらしい。

　なお、現在馬車の中にいないヴェルはと言えば御者台で馬車を操縦している。

　この辺は元からそういう分担なのか、特に何を言うでもなく出発前に自然と分かれていたのだ。

　レイは護衛としての自分は御者台で警戒しなくてもいいのかと尋ねたのだが、エレーナによるとこの馬車の効果の一つに敵意を感知するとそれを馬車内部にいる者たちに知らせるという効果もあると聞かされて納得した。

　そういう機能があるならということでレイは大人しく馬車の中に入り、同時に馬車の横をセトが歩いているのだから、いざというときにはセトの鳴き声で襲撃を知ることも出来るだろうと判断する。

　あるいはどこかのモンスターや盗とう賊ぞくが襲撃して来たとしても、モンスターが相手ならその肉がセトの食事になるだけだし、盗賊ならその骸むくろを野に晒さらすだけになるだろう。

「どうした、レイ。あまり居心地が良さそうではないが」

　どこか所在なさそうにしているレイにエレーナが声を掛けてくるが、このような豪華な馬車に乗ったことのないレイにしてみれば落ち着かないのは当然だった。

「こういう立派な馬車に乗るのは初めてなので、どうにも緊張してしまって」

「ふむ、そういうものか。だがここからダンジョンまで二日ほどは掛かるのだ。そのうち慣れるだろうから、今は気分を楽にして旅路を楽しむといい。……もし何なら、私の持っている本か何かを貸すが？」

「いえ、一応本の類たぐいは俺も持ってますので」

　その一言に感心したように頷くエレーナ。この世界での書物というのは基本的に写本が殆どであり、それゆえに一冊当たりの値段も相応の額となる。安い物でも銀貨数枚。稀少な物だと白金貨数枚というものもあるのだ。

「何しろ師匠のところで習っていたのは基本的に魔法を含む戦闘技術といったものでしたので、冒険者としてやっていくためには倒したモンスターの素材を剝はぎ取る方法やモンスターの特徴も自分で調べないといけませんでしたから」

「冒険者というのはそういうのが一般的なのか？　騎士団では上の者が下の者へと色々と指導するのが普通だが。アーラ、お前はどうだった？」

　馬車の一件から多少ではあるがレイへの態度を軟化させ始めたアーラへと尋ねるエレーナ。

　アーラにしても前日に一方的にやられた記憶は強く残ってはいるのだが、一晩経ってあれが自分の勇み足であったというのをきちんと納得したというのもあり、レイに対する態度はキュステほどに頑かたくなではなくなっていた。

（そういう意味で問題なのはキュステとヴェルだろうな。特にキュステは貴族としてのプライドが高く、貴族以外の者を見下す傾向にある。……このレイという男との旅でその辺が解消すればいいのだが）

　エレーナはそう思いつつ、本を読む振りをしながら自分へと……正確にはレイが自分へと危害を加えないかどうかを窺うかがっているキュステの方へと視線を向ける。

　エレーナにとってキュステという存在は、その貴族特有のプライドの高ささえ無ければ非常に頼りになる部下だった。

　魔槍を操る腕に関してはケレベル公爵が擁する騎士団の中でも上位に位置するし、何よりも自らが貴族であるという矜きよう持じとエレーナ自身を慕ってくれているために裏切りの心配が無く安心して戦場を共に出来るのだ。

　そんな風にエレーナが考えている間に、アーラは自分が騎士団に入団したときの経験を話し出す。

「そうですね。確かに私がケレベル公爵の騎士団に入団した当初は先輩たちから色々と教わりました。例えば訓練で使う武具の置き場所とか、戦闘に関するアドバイスとか。……それこそ、その先輩たちから教えて貰もらわないと訓練に付いていくのは無理だったでしょうね」

「そうだろうな。私の騎士団はこんな具合なのだが、冒険者は違うのか？」

　エレーナの言葉に、ギルドに登録したときのことを思い出すレイ。

　もし自分に絡んできた『鷹たかの爪つめ』の面々と上う手まい具合にやり取りを出来ていたら、アーラの言っていたようになっていたかもしれないとは思った。だが……

「その機会が無かったとは言いませんが、何しろつい一ヶ月前までは魔法の師匠とセトだけしかいない場所で育って来たので、どうしても人付き合いが苦手なんですよ」

「そうか？　こうして私とやり取りをしているのを見てもそういう風には感じられんが」

「人と合う、合わないというのが結構ありますから。エレーナ様とはそうでもないですが……」

　一瞬だけキュステの方へと視線を向けるレイ。

　それを見たエレーナとアーラも納得したという風に頷く。

「まあそういう訳で、ギルドの最初が最初だったので結局は独学で学んで覚えていくしか無かった訳です。……もっとも、そのあとはエレーナ様もご存じの『雷らい神じんの斧おの』の面々と交流を持ったりして、それなりに冒険の知識を得られましたが」

「そう、それだ。レイ、お前がエルクと出会ったのはオークの集落に対する討伐隊のときだったと聞いたが？」

　興が乗ってきたのか、読んでいた本を閉じて紅茶を一口飲むエレーナ。

　あるいは馬車の中で上手く馴な染じめないレイに対して気を遣っているというのもあるのだろう。

　自らが心酔する上司のそんな気遣いに気が付いたアーラは、多少の嫉しつ妬とを覚えながらもオークの集落に対する討伐隊というヴェルが聞いてきた噂話に興味もあり大人しく話を聞く態勢をとっている。

「そうですね、間違いではないです。実際あのオークの集落を討伐するという依頼は、エルクがいないと失敗していたでしょうし」

「む？　レイがオークキングを倒したと聞いたぞ？」

「確かにオークキングを仕留めたのは俺です。他にも『灼熱しやくねつの風かぜ』というランクＣパーティもいましたが。ですが、そもそもオークキングが集落から逃げ出さないといけないほどにまで追い詰めたのはエルク……と言うか、『雷神の斧』の活躍あってこそです」

「続けてくれ」

「そもそもオークの集落に対する夜襲で一番目立つような場所へ配置されたのが『雷神の斧』です。派手に暴れて集落にいたオークを引きつけていたんですが……さすがランクＡパーティと言うべきか、集まってきたオークの殆どを相手にして一歩も引かずに渡り合っていたんですよ」

　微妙に呆あきれたような表情を浮かべつつも、説明を続ける。

「それで集落中のオークがエルクたちに向かって行き、それでも倒せない。最終的にオークキングは勝ち目が無いと判断したのか、側近と思われる極少数の部下と共に集落を抜け出そうとしているところを、セトに乗って集落の上空にいた俺が発見して近くにいた『灼熱の風』と協力して倒したという流れですね」

「……なるほど。その話を聞けば確かにエルクがいなければ無理だったように聞こえる。だが……果たしてそれは本当に無理だったのか？」

　ゾクリ。

　何気なく言われたエレーナのその一言に、レイの背筋へと冷たい氷が差し入れられたかのような悪寒が走る。

　そう、実際レイが手段を問わずにオークの集落を一人で……否いな、セトと共に一人と一匹でどうにか出来なかったかと言われれば、それは出来たのだ。ただし、その場合はレイの持つ魔力を最大限にまで使って集落ごと全てを焼き払うという方法ではあるのだが。

「昨日のアーラとの一件。お前が振るったあの大鎌を私は弾はじいたが、あの一撃の重さ、そしてお前自身から感じられるその魔力。それを思えば……いや、よそう。ここでそんなことを言ってもどうにもならないな。そうだろう？」

　エレーナのその言葉に、動揺を押し殺して表面上はいつものように首を傾げるレイ。

「さて、何の話をしているのか俺にはちょっと分かりませんね」

　だが、そんなレイの顔を見てエレーナが浮かべたのは苦笑だった。

「私も腹芸に長たけてる訳でもないが、お前はそんな私よりも腹芸には向いてないな。……まあ、いい。その代わりと言ってはなんだが、今日の野営のときに私と多少手合わせをして貰おうか。……構わないな？」

「別に俺が手合わせをする必要はないと思いますが」

「何を言う。これから共にダンジョンに挑むのだぞ？　お互いの実力を知っておいて損はない。……と言うか、それくらいは必要最低限やっておくべきだろう」

「俺の実力ならキュステが十分知ってますよ。アーラも同様でしょう」

　引き合いに出されたキュステは忌々しそうな視線をレイへと向ける。そしてアーラは苦笑を浮かべつつ敬愛する上司であるエレーナを眺める。

「レイ殿、こうなったエレーナ様は止められませんので諦あきらめて下さい」

　アーラに出来るのは、そうやって諦めるように忠告するだけだった。

　その言葉に、どうやっても模擬戦の相手をすることになると判断したのだろう。レイは溜ため息いきを吐ついて頷うなずく。

「分かりました。確かにこれから共にダンジョンに挑むというのに、お互いの実力を知らないというのは上手くないですからね。引き受けさせて貰います」

「そうか、それは助かる。さて、では夜の楽しみも出来たことだし、あとは時間が過ぎるのを待つとするか。レイ、お前も夜に向けて体調を整えておくようにな」

「……はい」

　そう答えたときだった。突然馬車の中へと笛の音のような音が響く。

「これは？」

　不思議そうに呟いたレイの言葉に答えたのは真面目な表情をして剣を腰の鞘さやから抜いているアーラだった。

「これはこの馬車に付与されている効果の一つである、馬車に向けて危害を加えようとしている者を感知した音です」

「つまりは襲撃か？」

「恐らく。敵がモンスターかどうかは分かりま……せん……が？」

　言葉が途切れたのは、馬車の中で鳴っていた笛の音が唐突に途絶えたからだ。

「えっと、……あれ？」

　笛の音が突然途絶えたことに困惑するアーラ。それを見ていたキュステは壁の窓から御者台へと声を掛ける。

「ヴェル、何が起こった？」

「あー、それがさぁ。アイアンスネークが襲ってきたんだが……」

「何!?」

　ヴェルの言葉に咄とつ嗟さに魔ま槍そうを取りに戻ろうとするキュステ。だが、ヴェルがそれを止める。

「いや、大丈夫大丈夫。ほら、見えるか？」

　ヴェルの視線の先を追うと、そこではグリフォンであるセトが自分の倍ほどの長さはあろうという巨大な蛇の頭部を鋭い鷲わし爪づめで叩たたき潰つぶしていた。

　アイアンスネークの頭部が破裂したために、周辺には頭部の中身や頭ず蓋がい骨こつが砕け散っている。

「アイアンスネークをあっさりと倒すか。……さすがグリフォンと言うべきか」











【アイアンスネーク】

　ランク自体はＥと低いモンスターだが、それは高い防御力とは裏腹に低い攻撃力ゆえのランクだ。

　その身体は名前通りに鉄の如き鱗うろこで覆われており、低ランク冒険者ではたとえ武器で攻撃しても文字通りに刃が立たないほどの防御力を持っている。あるいはハンマーや棍こん棒ぼう、斧のような、破壊力重視の武器なら内部に衝撃を通せるためにある程度対抗は出来るのだが。

　その高い防御力とは裏腹に、攻撃方法は締め付け、嚙かみつき、尾を使った打撃という通常の蛇と変わらないものしかない。牙きばにも毒は無いので、攻撃力自体はそれほど恐れるべきモンスターではない。

　ただひたすらに頑丈な防御力と無尽蔵な体力。それらが合わさった結果、強くはないが厄介なモンスターという認識になっている。













　だが、そんなモンスターもグリフォンであるセトの一撃──力を上げるマジックアイテムである剛ごう力りきの腕輪付き──には耐えきれずにあっさりとその命を散らしたのだった。

「グルルルゥ！」

　そしてキュステが開けた扉から聞こえて来るセトの呼び掛けるような鳴き声。

　その声が何を期待しているのかを感じとったレイは、苦笑を浮かべながらエレーナへと声を掛ける。

「エレーナ様、セトの用事でちょっと馬車から降りたいのですが構いませんか？」

「うん？　何だ急に。アイアンスネークが出たのだろう？」

　ミラージュの収まっている鞘を腰に差しながら尋ねてくるエレーナ。

「どうやらそのアイアンスネークをセトが倒したらしいですが、その保管をして欲しいとセトが鳴いてるので」

「保管？」

「セトの今日の夕食ですね」

「……ああ、なるほど。そうか。セトも生きてるのだから当然食べ物は必要になるか。それがアイアンスネークなのか？」

「そうです。一応セト用の食事はアイテムボックスの中に色々と入ってはいますが、食べる量が量なので現地調達出来ればそれに越したことはないんですよ」

「ふむ、まあいいだろう。キュステ」

「分かりました」

　エレーナの声に、キュステが御者台にいるヴェルへと声を掛けてゆっくりと馬車は止まる。

　それを確認してからレイは馬車から降りると、褒めて、とばかりに頭を差し出してくるセトの頭を一通り撫なで、頭部の無いアイアンスネークをミスティリングの内部へと収納する。

「へぇ、便利なもんだね」

　その様子を見ていたヴェルの感心したような声。セトへとご褒美に干し肉を与えながらヴェルの方へと視線を向ける。

「まあな。ソロで冒険者をやるのには十分以上に役立ってくれてるよ。……と、悪い。すぐに出発した方がいいな」

「確かにね。……君も、キュステの相手はしんどいかもしれないけどなるべく仲良くしてやってくれないかな？　ああいう性格だから友達少ないんだよ」

「まあ、相手次第だな」

　突然話し掛けてきたヴェルにそう返し、馬車の中へと戻っていく。

（俺を嫌ってると思ってたんだが……そうでもないのか？）

　そんな疑問を心の中に残しながら。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ギルムを出発したその日。レイやエレーナたちは、まだ日が沈みきらないうちに見晴らしの良い場所へと馬車を止めて野営の準備に入っていた。

　もっとも、野営とは言ってもエレーナとアーラの二人は馬車の中に広がっている部屋で休むので、外で寝るのは男三人のみとなっているのだが。

　そしてキュステとヴェルは自分たち用のテントを張り、レイもまたそこから少し離れた場所に自分用のテントを張っていた。

「悪いね、キュステの我が儘ままで」

　テントを張っているレイへとヴェルが近づき、そう声を掛ける。

　手を上げながら謝っているその様子は、とても貴族とは思えない軽い調子だった。少なくともこのヴェルを見てキュステと同じ貴族階級であると見抜ける者は数少ないだろう。

　本来なら大きめのテントを一つ張って男三人でそれを使う予定だったのだが、それにキュステが強硬に反対したためにレイはミスティリングに入れてあった自分用のテントを出したのだ。

　もっとも、レイにしても自分を見下していると分かりきっているキュステと同じ空気を吸いたいとは思わないので、むしろ歓迎すべき事柄だったのだが。

　テントが倒れないように杭くいを打ち込みつつ、軽い調子で声を掛けて来たヴェルへと視線を向ける。

　その口調にはギルムで感じたような、自分に対する忌避感とも呼ぶべき物が無いように思え、内心で疑問を覚えつつも首を振る。

「気にするな。あいつと俺はどう考えても合わないからな。それに……」

　テントの反対側を引っ張って、倒れないようにしてくれているセトへと目を向ける。

「俺以上にセトと気が合わないらしい。変な揉もめ事が起きる可能性を考えれば最初から別々のテントで休む方がいいさ」

「そう言って貰もらえると助かる。キュステもああ見えていい所もあるんだけどな。まあ、それを貴族以外に見せるということは滅多にないんだが……」

　そんな風に言ってる間にも、杭を打っていきテントを完成させる。

「さすが冒険者、慣れてるねえ」

「そうか？」

　そんな風にレイとヴェルが会話をしていると、セトが鳴きながらレイのドラゴンローブをクチバシで引っ張る。

　その鳴き声だけでセトが何をして欲しいのかを悟ったレイは、ヴェルへと目を向ける。

「悪いな、セトが空腹らしい。昼に収納したアイアンスネークの処理をしてくるからちょっと離れるぞ」

「ああ、分かった。エレーナ様には俺から言っておくから心配しないでゆっくりとしてきてくれ。いつもはソロで行動してるんなら、ずっと他人と一緒にいて気疲れもしてるだろうしな」

「まあ、オークの討伐隊のときとかランクアップ試験とかではそれなりに集団行動をしてはいるんだけどな」

　そう言い、セトと共に少し離れた場所まで移動していく。

　その間もレイは先程の会話を思い出しては内心首を捻ひねる。

（ヴェルは昨日確かに俺を警戒していた。それは間違い無い。だが、それが何でたった一日でその警戒を解く？　アーラも似たようなものだが、あっちはエレーナに心酔……というよりは、憧あこがれているからそっちから口添えがあれば意外とあっさりと警戒を解きそうなのは分かる）

　そこまで考え、遠くから周囲を警戒しているヴェルへと視線を向け、相手が自分に気がつく前に視線を逸そらして再び内心で考えを進めていく。

（だが、ヴェルはそうでもない。ましてやこのパーティのシーフともなれば……まあ、いい。俺はあくまでも臨時のパーティ要員で、ギルムから派遣された護衛でしかないんだから。よけいなことに首を突っ込む必要はないだろう）

　そう思いつつも、何故かヴェルのしっくりとこない言動が胸に残る。

　どうしたの、とばかりに喉のどを鳴らしながら見上げてくるセトに軽く首を振り、ミスティリングからアイアンスネークと、素材の剝はぎ方が載っている本を取り出す。

　セトはその様子をじっと見つめて素材の剝ぎ取りが終わるのを待っている。その様子は、傍はたから見ると獅し子しの身体を持つグリフォンではなく人懐っこい犬のようにも見えただろう。

　その様子に思わず笑みを浮かべながら本へと目を通す。

「えーと、アイアンスネークの討伐証明部位は牙……は、無しと」

　何しろセトの腕力で頭を潰されたのだ。その牙は頭部と同時にどこかへと吹き飛んでいる。

「あー、気にするな。ミスは誰にでもあるって」

　落ち込んだように鳴くセトを撫でて慰めつつ、素材に関して読み進めていく。

「素材は……皮かわか。まあ、確かにアイアンスネークと呼ばれるほど防御力が高い蛇なんだから、防具とかには簡単に流用できそうだよな」

　呟つぶやき、腰に差してあるミスリルナイフを抜く。ここでいつも素材剝ぎ用に使っている普通のナイフを出さないのは、アイアンスネークと呼ばれるだけあって普通のナイフでは刃が通りにくく、皮を剝ぎ取りにくいためだ。

　そのまま魔力を通してミスリルナイフの刀身を魔力で保護しつつ、アイアンスネークの首から刃を入れて鱗が付いたままの皮を剝いでいく。

　以前はこの剝ぎ取りが非常に苦手だったレイだが、オーク討伐のときに『雷神の斧おの』のリーダーであるエルクからコツを教えて貰ったこともあり、現在では以前に比べるとかなり上達していた。

　今もアイアンスネークから剝いだ皮には多少の肉片が付いてはいるものの、ウォーターベアのときに比べると別人のような仕上がり具合だ。

「よし、と。あとは……」

　そのあとは魔法を使って火を熾おこし、ミスリルナイフでぶつ切りにした蛇の肉をその辺に生えていた木を串くし代わりにして焼き始める。味付けは塩だけだが、セトは特に気にせずに上機嫌で焼きたての蛇の肉をクチバシで咥くわえては腹の中へと収めていく。

　ついでに取り出した魔石も食べさせてみたのだが、残念ながらスキルの習得は起きなかったらしい。

　上機嫌で喉を鳴らしながらレイが切り分けた肉を食べていくセト。そこへ背後から四人分の足音が聞こえてきた。

　その人数だけでレイには誰が来たのかすぐに分かったので、特に気にせずにセトへと蛇の焼き肉を与えていると背後から啞あ然ぜんとした気配がする。

「……モンスターも調理した肉を好むのだな。てっきり生肉しか食べないと思っていたのだが」

　そちらへと振り返ると、予想通りにそこにいたのはエレーナたち四人だった。アイアンスネークの焼き肉を上機嫌で頰張っているセトを驚きの目で見ている。

　エレーナのそんな声に、レイは苦笑を浮かべながら焼けた肉をセトへ放り投げる。

「グルゥ！」

　飛んできた肉を上う手まくクチバシでキャッチし、そのまま口の中へ。

「何しろずっと俺と一緒に暮らしてきましたから、焼いた肉が美う味まいと知ってるんですよ。普通のグリフォンなら恐らく生肉を食べるんでしょうが」

「うむ。私も今まで幾度かモンスターと戦った経験はあるが、焼いた肉を食べるという話は聞いた覚えがないな」

「あ、エレーナ様。火竜がファイアブレスで獲物を焼いて食べるって何かの本で読んだ覚えがあります」

「ほう。確かに竜種の中には人より高い知能を持つ者も多いと聞く。そう考えると確かにあり得るのかもしれないな」

　アーラの言葉に興味深そうに頷うなずくエレーナ。

　そしてアーラは、エレーナの興味を引くことが出来て嬉うれしそうに笑っていた。

　しばらくそんな様子を見ながら、アイアンスネークの最後の肉をセトが食い終わったのを見たレイは改めてエレーナへと目を向ける。

「さて、エレーナ様。わざわざ離れた所まで来たということは、何か目的があるんですよね？」

「うむ。完全に日が落ちる前に、昼間言ったように手合わせをして欲しくてな」

　キン、と腰に差しているミラージュの鞘さやを指で弾はじくエレーナ。

　その何気ない仕草でさえエレーナ自身の美び貌ぼうやカリスマ性もあり、人目を惹ひき付ける。

　だがレイは苦笑を浮かべてその吸引力を断ち切ってその場から立ち上がり、エレーナと距離を取って向き直った。

「グルゥ？」

　不思議そうに自分を見るセトに、心配いらないという意味を込めて軽く頷きミスティリングからデスサイズを取り出して構える。

「分かりました。約束は約束ですしお相手しましょう。……一応模擬戦ですし、エレーナ様は俺の雇い主でもある以上危険度の高くなる魔法は抜きで、純粋に武器での勝負ということで構いませんか？」

「むぅ、魔法も使ったレイの実力を見てみたいのだが……」

　不満そうに告げるエレーナだったが、その言葉にアーラの雷が落ちる。

「エレーナ様、レイ殿の言う通りです。もしその綺き麗れいな肌に傷でもついたらどうするんですか！」

「まあまあ、アーラも落ち着きなよ。そもそもあのエレーナ様だよ？　そうやすやすとダメージを受けるなんて真似はしないだろうに」

　いつもの如く軽い口調で告げたヴェルだったが、反対意見は意外な所から出る。

「いや、私もアーラの意見に賛成だ」

「……キュステ、何かおかしな物でも食べたのかい？」

「ふん、私はただ純粋に奴の実力を評価しているだけだ。昨日も言ったが、奴は性格はともかくとして腕は立つ。……いや、立ちすぎると言ってもいいだろうな」

「そんなにかい？」

「何よ、昨日の一件はヴェルも見てたんでしょ？」

「もちろん見てたよ？　アーラが暴走していきなりレイに斬り掛かったところとか」

「ぐ……」

　何を言われても暴走したのは事実である以上、言い返すような真似は出来なかった。

　アーラを庇かばうとするのなら、貴族派と比べて勢力は圧倒的に低いとは言っても、敵対する勢力の……それも、中心的な人物の治める街へと数人だけで向かったのだから多少の過剰反応は仕方が無いのだろう。……あの一件が過剰ですむかどうかは別として。

　そんな三人の話を聞いていたエレーナは溜ため息いきを吐つきながら口を開く。

「どうやらアーラたちを心配させないためにもレイの意見を吞のんだ方がいいようだな。よかろう、ならば純粋に武器のみで相手をするとしよう」

　腰の鞘からミラージュを抜き、その切っ先をレイへと向けるエレーナ。

　それを受けたレイもまた、両手でデスサイズを構えていつでも反応出来るようにする。

『……』

　お互いが無言で相手の隙を窺うかがいながら少しずつ間合いを詰めていく。

　剣と大鎌であれば大鎌の方が遠くの間合いから攻撃出来る分だけ有利なのだが、何しろエレーナの持っている剣はただの剣ではなく鞭むちと剣両方の特性を持つ連接剣のミラージュなのだ。射程距離に関して言えばエレーナの方が上だろう。

（それでいて長剣の状態に戻せば近接戦闘にも対応出来るんだから便利と言うか、卑ひ怯きようと言うか……）

　近距離と遠距離でミラージュが。中距離はデスサイズが有利だろうと判断するレイ。

　エレーナもまた同様のことを考えたのか、レイが一歩踏み出そうとしたそのとき、ミラージュを大きく振るう。

　その動作に反応して刀身が伸び、刃付きの鞭へと変化してレイへと襲い掛かる。

　元来鞭という物は、熟練の者が使えばその速度は容易に音速を超える。ミラージュという、正確には鞭その物ではない連接剣だとしても、使い手がエレーナである以上その速度がどれほどのものなのかは容易に想像出来るだろう。

「ちぃっ！」

　人間よりも五感や身体能力が格段に優れているレイだからこそ反応出来たその一撃。殆ほとんど反射的と言ってもいい動きでデスサイズを振るい、胴体目掛けて振るわれたミラージュの剣先を弾く。

「さすがだな。私の一撃をこうも容易たやすく防ぐとは……」

　感心したように呟くエレーナだが、それに対するレイの口元には苦い笑みが浮かんでいる。

「エレーナ様こそ。これほどの一撃を食らったのは随分と久しぶりです。……けど、このままやられっぱなしというのも嬉しく無いので、次はこちらから行きますよ！」

　鋭く叫ぶと同時に地を蹴けり、デスサイズを構えながらエレーナとの距離を縮めていく。そうはさせじとエレーナもまた息も吐かせぬ速度で繰り返しミラージュを振るうのだが、その尽ことごとくをレイはデスサイズの刃や石突きを使い弾いていく。

「どうした、防ぐだけで回避はしないのか？」

　再度ミラージュを振るい、地を這はうようにして地面のすぐ上を滑るようにレイの足下へと向かう剣先。

　その一撃を、デスサイズの石突きを使い弾くレイ。

　だが、弾かれたミラージュはエレーナが手首を返すと空中で軌道を変更し、その切っ先をレイの胴体へと向ける。それを再度デスサイズの刃で大きく弾き、笑みを浮かべるレイ。

「回避したとしても、今のように軌道を変えられるだけですからね。少なくとも紙一重での回避というのはこの場合上手い手ではないです……よっ！」

　再度襲ってきたミラージュをこれまで同様にデスサイズで弾く。だが今までと違っていたのは、より強い力でデスサイズを振るったことだ。これまでよりも大きく弾かれたミラージュは、エレーナが軌道を変えようとした場合はどうしても隙が大きくなる。

　そしてレイはその隙を逃すほどに甘くはなかった。

　素早く地を蹴り、自分の間合いへと踏み込む。一瞬でミラージュの間合いの内側へと入られたエレーナは、感嘆の思いを胸中に抱きつつも魔力を使い、ミラージュを通常の剣の状態へと戻してレイを待ち受ける。

「はぁっ！」

　振るわれた大鎌の刃を刀身で受け流す。レイの一撃がどれほどの重さを持っているのか知っているエレーナにとっては、その一撃を受け止めるという選択肢は無い。もし正面から受け止めるなり弾くなりした場合、前日のように腕が痺しびれて最悪ミラージュを地面へと落とすだろうと半ば確信していたからだ。

（確かにレイの一撃は信じられないほどに重い。だが、それゆえに渾こん身しんの一撃を放ったあとには隙が出来るはず！）

　刀身に沿って受け流されたデスサイズの一撃。その一撃を受け流したあとの隙を突こうと狙っていたエレーナだったが……

「っ!?」

　受け流され、振り切られたその直後。殆ど何の停滞もないままにデスサイズは切り替えされる。

　重量を使用者に感じさせないというデスサイズ特有の能力により、レイはまるで木の枝でも振り回しているかのように軽々と百キロを超える重量を持つデスサイズを操れるのだ。

　それを知らないエレーナは完全に虚を突かれる。

「何だと!?」

　それでもなおその一撃に反応出来たのは、周辺諸国に姫将軍と言われて恐れられているエレーナだからこそだろう。反射的とも言える動きでミラージュへと魔力を込めてその刀身を伸ばし……

「引き分け、ですね」

「どうやらそのようだな」

　デスサイズの刃がピタリとエレーナの首筋へと触れており、同時にミラージュの鞭の如く伸ばされた剣先もまたレイの側頭部へと突きつけられている。

「……そんな、エレーナ様と引き分け？　初めて見た」

　アーラが信じられないといった表情で驚き。

「……」

　キュステは改めてレイの力量を知り、奥歯をギリッと嚙かみ締める。

「なんともはやまあ……腕が立つとは思っていたけど、これほどとはね。さすがにちょっと予想外。嬉しい誤算と言うべきかな」

　ヴェルはいつもの軽い調子で口を開きながらも、鋭い視線をレイへと向けていた。
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「……平和ですね」

　ダンジョンへと続く道を馬車で走りながらアーラがポツリと呟く。

「確かにそうだな。だがまあ、無駄に戦いをする必要もあるまい」

　軍学の本を読んでいたエレーナがアーラの言葉に目を上げてそう返す。

　すでに馬車は街道から外れ、道無き道を進んでいる。

　いや、正確にはダンジョンへと向かう者たちによって踏みしめられた地面が、半ば道のようになってはいるのだが。

　そんな中を進む一同だったが、退屈そうなアーラの言葉が示す通りその道行きは非常に順調だった。

　本来ならギルムからダンジョンまでは二泊程度が必要なのだが、マジックアイテムである馬車はそれを引いている軍馬にもその効果を発揮して、普通の馬よりも力強く、素早く馬車を引いている。

　更に馬車を引いている軍馬はミレアーナ王国でも屈指の名馬なのだから、その道程が捗はかどらない訳が無い。

　また、普段なら馬車を見つければ獲物だとばかりに襲い掛かってくるモンスターも、その馬車の隣を進んでいるセトの発する気配を感じ取れば殆どが格の違いを理解して身を隠す。

　たまに前日のアイアンスネークのように知能が低く格の違いを理解出来ず襲い掛かってくるモンスターもいたが、それらはセトに文字通りの意味で一蹴いつしゆうされて命を散らし、セトの食事となるべくレイのミスティリングへと収納されている。

　その順調な道程の結果、ギルムからダンジョンまでは今日中に到着するだろうという驚異的なペースで進んでいたのだ。

「でもですね、エレーナ様。こう何もないと緊張感が保てませんよ。せめて盗とう賊ぞくか何かくらい襲ってくれば多少は暇つぶしにでもなるのですが」

「アーラ、ちょっと好戦的過ぎるぞ」

　ソファでダンジョンの本を読んでいたキュステが呆あきれたように呟つぶやく。

「なによ。キュステだって暇そうにしてる癖に」

「ふん、私をアーラと一緒にして貰もらっては困るな。こうしてダンジョンについての知識を得ているので、暇という訳ではない」

　あるいはその一声がフラグだったのだろう。今まで何度か聞いた笛の音が馬車の中へと響き渡る。

「お前が妙なことを言うから……」

「私のせいにしないでよ。それにどうせまたグリフォンが全部片付けてくれるんでしょ」

　だがそのアーラの願いも裏腹に、この旅が始まってからはセトによって極短い間だけしか鳴っていなかったはずの笛の音は止むこと無く鳴り続ける。

　さすがにその様子に不安になったのか、御者台にいるヴェルへと事情を聞こうとキュステがソファから立ち上がったそのとき、御者台と繫つながっている扉が開く。

　そこから顔を出したのは、いつもの軽い表情が消え失うせ珍しく厳しい表情を顔に浮かべたヴェルの姿だった。

「モンスターはどうしたんだ？」

「……ちょっと不ま味ずいかもしれないな」

　キュステの問いに短く答えるヴェル。それだけで事態が面白くない方に進んでいるのだというのは、馬車の中にいる者全員に理解が出来た。

　キュステが魔ま槍そうを手に取り、アーラは剣を、そしてエレーナはミラージュを手に立ち上がる。

　当然護衛として派遣されているレイも、すぐにミスティリングからデスサイズを取り出せるようにして皆みんなのあとに続く。

　何故この場でデスサイズを出さないのかと言えば、単純に馬車の扉の問題だ。一応それなりに大きく作られている扉ではあるのだが、二メートルを超える長さを持つデスサイズを持ったままだとつっかえる可能性があったためだ。

「ヴェル、このまま馬車を進めるのは問題があるか？」

「ちょっと難しいっぽいかな」

「それはどういう理由でだ？　敵の速度の問題か？」

　エレーナの質問に黙って首を振るヴェル。こうして話している間にも、進路がずれないように小まめに進行方向へと視線を向けては軍馬を操っている。

「いや、そもそも敵の姿が見えないんだ。それなのに馬車の敵意感知が止まない」

「こっちから確認できないほどに遠くからこの馬車を狙っているのか、あるいは姿そのものが見えないか」

「アンデッドのゴーストだったりすると厄介ですね」

　アーラの言葉に小さく頷うなずき、エレーナは方針を決定する。

「このまま敵を引き連れてダンジョンに行く訳にもいかないだろうし、それに逃げるのは性に合わん。……ヴェル、馬車を止めろ。ここで迎撃する」

「いいのかな？　このまま逃げ切った方がいいような気がするんだけど」

「くどい」

「はいはい。全く、うちの女王様は勇猛果敢っていうか猪ちよ突とつ猛進……いえ何でも無いですはい」

　アーラが無言で剣先をヴェルの顔の横へと突きつけると、冷や汗を垂らしながら大人しく馬車を止める。

「レイ、お前はまだ私たちとの連携が上う手まく行かないだろうから、好きに動いて構わん」

「助かります。なら俺はいつものようにセトと」

　レイの言葉に小さく頷くと、アーラへと視線を向けるエレーナ。その視線で何を命じられているのか分かったアーラは、馬車が完全に止まったその瞬間扉を開けると真っ先に突っ込んでいく。

　その後ろを魔槍を構えたキュステが、そして最後にレイが表へと飛び出して瞬時にデスサイズをミスティリングから取り出す。

「エレーナ様、敵の姿発見出来ません」

「こちらも同じく」

「だろう？　それなのに敵意感知は止むことなく鳴り続けているんだからな」

　御者台の上から弓を構えたヴェルが、周囲を鋭く見回しながらそう告げる。

「……確かに敵の姿はどこにも無いな。だが敵意感知に反応があったということは、必ず何者かがこちらの様子を害意を持って窺っているはずだ。各自油断せずに警戒せよ」

　エレーナの言葉を聞きながら、レイもまたデスサイズを構えたまま馬車の近くにいたセトの下へと向かいつつ周囲を警戒する。

　周辺、というよりは現在レイたちが止まっている馬車の周辺は草原であり、少し離れた場所にはそれなりに木々が茂っている林がある。

（怪しいとすればあの林なんだろうが）

「セト、何か感じるか？」

　レイの質問に喉のどを鳴らしながら首を振るセト、グリフォンとしての五感を以もつてしても敵の存在を感知出来ないらしい。

「このままだと一方的に攻撃を受けるか。なら保険は必要だな。……マジックシールド」

　デスサイズが魔石を吸収して習得したスキルの一つであるマジックシールドを使用する。するとレイの横に光で出来た盾が形成され、デスサイズを振り回す邪魔にならない位置へと自動的に移動する。

　突然現れた光の盾にエレーナたちの視線が一瞬だけ集まるが、すぐにその視線は方々へと散らばり敵の痕こん跡せきを捜す。

　だがそのまま数分が経っても敵からの攻撃は一切無く、そして敵の姿すら見つけられない。

「レイ、そちらで敵の姿は確認できたか？」

　馬車の反対側からエレーナに声を掛けられるが、レイやセトの感覚を以てしても敵の姿を見つけることは出来なかった。

「こちらでも敵の姿はありませ……」

「レイ？」

　話の途中で唐突に途切れた声に、エレーナが再度声を掛ける。

　だが、レイはその質問に答えることなく鋭い視線を周囲へと向ける。

　セトもまた同様のものを感じたのだろう。警戒の唸うなり声を上げながら周囲を見回す。

　周囲にあるのは草原と林、そして夏から秋に変わるとき特有のからりとした風。

　そんな中で、微かすかに聞こえたその音。

「レイ、どうした？　何か見つけたのか？」

「っ!?」

　エレーナの声が聞こえたその瞬間、殆ど反射的にレイはデスサイズを振り下ろしていた。

　そして周囲に響く金属音。

　その瞬間、確かにレイは見た。攻撃を弾はじいた先にある物を。すなわち……

「エレーナ様、気をつけて下さい。巨大なカマキリです。それも馬車並の大きさの。それが透明になってこっちを狙っています！」

　レイの叫び声。そう、レイが見たのは馬車ほどもの体たい軀くの巨大なカマキリだった。そのカマキリが攻撃を放つ一瞬だけ姿を現し、その大鎌の一撃をデスサイズで弾かれ、また姿を消したのだ。

（光学迷彩みたいなものか？　にしても何で音すらも聞こえなかったんだ？　それにセトなら嗅きゆう覚かくでの発見も可能だったはず）

　内心で疑問に思うが、田舎で暮らしていたときの知識を思い出しすぐに氷解する。

　カマキリというのは基本的には待ち伏せをして獲物を仕留める。つまり音がしなかったというのは、単純にカマキリが姿を消してこちらを待ち伏せていたのだろう。そしてカマキリの射程範囲に偶然レイが入り、それを防いだ。

　臭いに関してはまだ不明だったが、そっちに関してはこの襲撃を退けてから考えればいいだろうと判断する。

「きゃあっ！」

　カマキリの姿を捜していると突然悲鳴が聞こえてきた。そちらへと向かったレイが見たのは、鎧よろいの右肩部分を破壊されながらも剣でカマキリの鎌を受け止めているアーラの姿だ。

　ここで初めてレイはカマキリの姿をきちんと確認する。

　大きさにして四メートル以上はあるだろう。身体を覆うように甲虫の甲殻のような物が備え付けられており、二対の鎌。つまりは四本の腕を持っている。

　今はそのうちの一本をアーラが防ぎ、反対側の鎌はキュステが魔槍で防いでいた。残り二本の鎌でその二人を仕留めようとするカマキリだが、そのたびに離れた位置から放たれるヴェルの矢とエレーナの連接剣でもあるミラージュが刃の付いた鞭むち状になってそれを妨害している。

　戦況を一瞬で確認したレイはエレーナへと向かい叫ぶ。

「エレーナ様、俺とセトが上空から仕掛けます」

「分かった！　ただし、奴がカマキリだとすれば空を飛べる可能性もある。十分に気をつけろ」

　背でエレーナの声を受け、そのままセトの背へと跨またがるレイ。

「セト、分かってるな」

　レイの呼び掛けにセトは短く鳴き、数歩だけ助走をしてその翼を羽ばたかせる。そしてまるで空気そのものを蹴けり上げるようにして上空へと上がっていく。

　そのまま鋭く旋回し、エレーナたち四人と互角にやり合っているカマキリの真上へと向かう。

（……いや、互角というのは違うか。前衛二人がカマキリに足止めされてるために、エレーナの真骨頂である変幻自在なミラージュの攻撃や魔法を使えない、あるいは軌道が限定されるせいで威力を発揮出来ないのか）

　その戦闘の様子は上空からでも確認出来る。カマキリも相応に知能があるのか、あるいは本能的なのかアーラとキュステの二人を丁度エレーナの盾になるように立ち回っているのだ。そしてヴェルの弓矢は威力不足であり、甲殻を纏まとっているカマキリには牽けん制せい程度しか効果が無い。

「ったく、カマキリなら腹は柔らかいものだろうに。あんな鎧みたいなのを着てるとか。セト、行くぞ。俺のあとに続けよ。波状攻撃だ」

　レイはセトが鳴いたのを見て、そのまま跨がっていたセトの背から飛び降りる。同時にデスサイズを振りかぶれるようにカマキリの真上から落下していき……

「っ!?」

　その瞬間。カマキリの顔がグリンと百八十度回転して自分をその視界に捕らえたのを、確かにレイは見た。

　そして一撃でアーラを吹き飛ばしたあと、デスサイズ並の大きさを持つ鎌を空中にいるレイへと向かって振るうも……

「飛ひ斬ざん！」

　カマキリの仕草がデスサイズのスキルの一つである飛斬に似ていたと判断したのは、殆ほとんど本能的なものだった。だがその判断がレイを救う。デスサイズから放たれた飛斬とカマキリが放った同種の攻撃。それは空中の丁度レイとカマキリの中間で衝突してお互いに相殺する。

　しかし忘れてはいけない。デスサイズが一つのレイに対して、カマキリは四本の鎌を持っているのだ。

「レイッ、避よけろぉっ！」

　エレーナの声が響く中、キュステもアーラ同様に吹き飛ばされる。それもエレーナ目掛けてだ。

　レイに対する攻撃を妨害しようとしていたエレーナだったが、このまま攻撃をすればキュステを巻き込む。そして回避すれば吹き飛んでくる速度からキュステが怪我をする可能性が高いと判断し、そのまま受け止めるという選択をする。

　回復魔法を使えるキュステがこのまま吹き飛ばされて怪我をして戦力外になるというのは、目の前に存在する見たこともないモンスターを相手にする上でどうしても避けたかったのだ。

　地上でそんな出来事が起きていると知らないレイは、咄とつ嗟さに空を蹴ることが可能なスレイプニルの靴を起動。瞬時に空を蹴り素早く空中で体勢を整える。

　それを見ていたセトが鋭く鳴き、翼を羽ばたかせながらレイを背で受け止め、カマキリから距離を取って着地した。

「セト、助かった」

　セトへと短く礼を言い、手に持っていたデスサイズを改めて構えてカマキリへと視線を向ける。

　その隣に吹き飛ばされたキュステを受け止めていたエレーナの姿が並ぶ。

　素早く周囲を見回すと、キュステは魔槍を持ってカマキリの後ろへと回り込もうとしており、ヴェルは矢を撃ち込み牽制をしている。アーラは先に吹き飛ばされた衝撃で馬車にぶつかりそのまま意識を失っていた。

「レイ、これ以上時間を掛けては面倒なことになりかねん。一気に仕留めるぞ」

「分かりました。カマキリだけに飛んで逃げられても厄介ですしね」

「ああ。では奴をしばらくの間引きつけてくれるか？　魔法で一気に倒してしまいたい」

「問題ありません。では……行きます！」

「こっちの合図を聞き逃すなよ」

　エレーナの声を背に、デスサイズを構えたままその射程距離まで踏み込んでいく。

「……」

　カマキリは特に鳴き声も上げず無言でそんなレイを待ち受け、四つの大鎌を振り上げ……そのまま振り下ろす！

　先程自分が放った飛斬を相殺したのと同質の斬撃が四発。しかも微妙に時間差を付けてそれぞれに向かって来るのを察知するも、それに構わずひたすらに前へと出る。

（さっきと違って来ると分かっていれば対抗手段はいくらでもある！）

　最初の斬撃は身体を斜めにすることにより回避し、二つ目の斬撃は魔力を通したデスサイズの一撃で斬り捨て、三つ目の斬撃は同時にデスサイズの石突きで砕く。そして最後の斬撃に関しては先程の空中戦でも使わなかったマジックシールドで受け止めて相殺する。そのまま霞かすみのように消えていくマジックシールドの残ざん滓しを横目にしつつ、さらに前へ。そこまですればすでにレイの目前にはこちらを待ち受けているカマキリの姿があった。

「はああああぁぁっ！」

　振り下ろされるカマキリの鎌に、レイもまたデスサイズで迎え撃つ。

　魔力を通したデスサイズの刃とカマキリの刃が撃ち合わさる……背後から隙を窺うかがっていたキュステがそう思った瞬間、ザクリ、という音が響きデスサイズの刃は特に抵抗を受けるでもなくカマキリの鎌を斬り飛ばす。

「……」

　自分の右上腕が斬り飛ばされたというのに、痛みの声を上げるでもなく無言で残り三本の鎌を振り下ろすカマキリ。

　その鎌を回避しつつ、再度一いつ閃せん。左上腕の鎌を斬り飛ばす。

（何だ、この違和感は）

　確かに虫型のモンスターというのは痛覚がないタイプもいる。だが、それでも衝撃を受けたり致命的なダメージを受けたりすれば何らかの反応を示すのが普通だ。

　しかしレイの前にいる巨大なカマキリは、己おのれの腕であり同時に武器でもある鎌を二本斬り飛ばされても威嚇の声一つ上げないまま無感情に次の攻撃を繰り出してくる。

　そんな得体の知れない違和感に一瞬だけ気を取られ……その一瞬は致命的なまでの隙を生み出す。

　斬り飛ばされた左上腕の鎌を囮おとりにでもしたかのように、残り二本の鎌を振り落とすカマキリ。

　本来のレイであれば回避するのはそれほど難しくない攻撃。だがカマキリに覚えた違和感ゆえにそのタイミングを見失い……

「戦闘の途中で呆ほうけるな！」

　カマキリの背後から投とう擲てきされたキュステの魔ま槍そうが、レイへと死を運ぶはずだった鎌の一撃を弾く。

　鎌を弾いた魔槍はそのままレイの横を通り過ぎて地面へと突き刺さった。

　レイにしてもその千載一遇の隙を逃すことなく横へと大きく跳び、それを追撃しようとするカマキリにはヴェルから放たれた矢が邪魔をする。そして……

「退どけえぇっ！」

　周囲に響くエレーナの声。その声を聞いたレイは、反射的に地を蹴り素早くカマキリから距離を取る。

　すでにカマキリの周囲にはレイの姿しか無い。キュステは槍を投擲したあとは素早く距離を取っているし、ヴェルは弓矢で攻撃していただけに元々距離を取っていた。アーラは気絶して馬車の側にいる。

　レイが距離を取ったのを確認したエレーナは、詠唱を終えた魔法を発動する。

『ライトニング・トルネード！』

　その魔法が放たれた瞬間、カマキリを中心にして風が集まり円を描くかのように竜巻を形成していく。

　その竜巻は最初はカマキリの足を止める程度の大きさしか無かったが、急激にその大きさを増して四メートル以上のカマキリそのものを覆い隠すほどの大きさとなり、さらにその大きさを増していく。

　さらに魔法名通りにその竜巻には雷が絡みついており、中心部分に存在するカマキリは竜巻と雷という二種類の攻撃を竜巻が消えるまで食らい続けることになる。




　レイたちの目の前で竜巻が消えていく。

　雷を纏ったその竜巻は、まさに風の上級魔法と呼んでも差し支えのない威力だった。

　そして何よりも驚くべきは、それほどの魔法を放ったにもかかわらずエレーナにはまだ十分な余力が残っていることだろう。

　ミラージュを構え不測の事態に備えるエレーナは、レイの目から見てもまだ戦闘が可能な状態に見えた。

（さすが姫将軍ってところか）

　内心で感嘆の声を上げつつ、レイもまた同様にデスサイズを構えていざというときに備える。

　離れた場所では地面に突き刺さった魔槍を引き抜いたキュステや、矢を番つがえたまま弓を引き絞っているヴェルも同様に敵を警戒している。

　そんな状態で竜巻が消えていくのを見ながら、エレーナがレイにだけ聞こえるように口を開く。

「レイ、お前はあのモンスターの存在を知っているか？」

「いえ、初めて見るモンスターでした。ですが俺の冒険者としての見識はそう高くありませんので、単純に知らなかっただけかもしれません。エレーナ様は？」

「いや、私も初めて見るモンスターだ。だが、あれほどの強さを誇るモンスターだ。噂くらいは広まってもいいはずだが」

「最初に見た周囲の景色に溶け込む能力。あれを使って待ち伏せをされれば、普通の冒険者は何も気が付かずに文字通り餌え食じきになっているでしょう。それで広まらなかったのでは？　それに普通に戦ってもあのモンスターは十分に強かったですし」
















「だろうな。どの程度と見る？」

「少なくとも、俺が戦った中ではオークキングクラス……と言ってもいいと思います」

「ランクＢモンスターのオークキングクラスか。確かに私の印象としてランクＢ以上、ランクＡ未満といったところだな」

　そうしていざというときに警戒しつつ話をしていると、やがて雷の竜巻が完全にその姿を消す。

　そのあとに残っているのは、竜巻に全身を切り刻まれ、同時に雷により焼き尽くされた巨大なカマキリの死し骸がいのみだった。

「なんとかやった、か」

　安あん堵どの息を吐くエレーナ。その隣ではレイもまた構えていたデスサイズを下ろす。キュステやヴェルもまた同様だった。

　戦闘が終わった直後の安堵した空気の中、エレーナが皆みなへと指示を出す。

「キュステ、回復魔法でアーラの治療を。ヴェル、お前はあのカマキリの魔石を……」

　だが、エレーナが最後まで声を出すことは出来なかった。

「エレーナ様っ！」

　驚愕きようがくに満ちたキュステの声が周囲へと響き渡ったのだ。

　その場にいた三人は咄嗟にキュステの方へと視線を向け、次いでその視線が向けられている方を向く。

「……何？」

　思わず漏れるレイの声。

　本来であればそこにはエレーナの魔法で命を失ったカマキリの死体が転がっているはずだった。

　……否いな、その死体はあるのだ。あくまでも『まだ』という但し書きが付くが。

「溶けている、だと？」

　そう。レイが思わず呟つぶやいた通り、四メートルを超える大きさを持つ巨大なカマキリの死骸が各所から細かな泡を出しながら急速にその姿を崩していく。

　その速度は瞬時にと言うほどに速くはないが、かと言って何か対処が出来るというほどに遅くもなかった。

　そしてカマキリの溶けていく場所からは鼻に突き刺さるかのような刺激臭が漂ってきており、地面から生えていた草もカマキリの死体から流れ出る液体に触れると見る間に茶色く変色してカマキリの死体同様に溶けていく。

「これは……一体どうなっているんだ？」

　エレーナが啞あ然ぜんとした声を漏らすが、それに答えられる者はこの場に存在していなかった。

　そんな中、キュステがカマキリの死体があった場所を遠回りに迂う回かいしながらエレーナへと近付いていく。

「エレーナ様。今の存在が何なのかは分かりませんが、少なくともあそこから漂ってくるこの臭いが身体に良いとは思えません。即刻この場を離れるべきかと」

「うむ、確かにな。出来ればあのモンスターがどういう存在なのかを調べるためにも、一部分でいいから持って行きたかったのだが……」

　無念そうなエレーナの視線の先では、すでにカマキリの肉片一つすら完全に消えてしまっており周辺にあった草を溶かした液体すらもすでに存在していない。残っているのは鼻を突く刺激臭のみだ。そしてその刺激臭すらもそう遠くないうちに風が散らしてしまうだろう。

　つい数分前までは戦っていたモンスター。その姿がすでに完全に消え失うせたのを見てエレーナは思わず眉まゆを顰ひそめる。

　違和感。そう、その胸に残るのは強い違和感のみだ。

　だからと言ってその違和感の原因を確認しようにも巨大カマキリの死体はすでに無く、そうである以上はここにいてもただ無為に時間を過ごすだけだろう。

「出発する。キュステ、アーラを馬車に」

「お任せ下さい」

　エレーナの命令に従い、馬車の近くで気絶しているアーラを抱き上げるキュステ。

「ヴェルは馬車に異常が無いかを調べてくれ」

「お任せあれってね」

　いつものように軽い口調で返事をし、馬車や御者台を調べていくヴェル。

「レイはセトと共に念のため周囲の警戒を頼む。あのカマキリが一匹だけとは限らないからな」

「分かりました」

　レイもまた頷うなずき、セトと共に馬車から少し距離を取り周囲の気配や音へと集中する。

「グルゥ」

　セトもまた、レイの横で同じように周囲を警戒していた。

　そんな中、耳を澄ませ、いつでも敵に対してデスサイズを振るえるようにしながらもレイは内心で考える。

（あのカマキリ、少なくともモンスターという括くくりには当てはまらないだろうな）

　そもそもモンスターというのは、倒した瞬間にまるで自爆するかのように消えたりはしない。魔物、モンスター、魔獣。色々と呼び方はあるが、広義的な意味では皆生き物であるというのは変わりないのだ。

（それなのにあのカマキリはまるで自らの存在を消滅させるように……待て。今、俺は何を思った？　自らの存在を消滅させる？　それはつまり自らが存在したという事実を隠したいということなのか？）

　そんな風に考えていると、背後から一つの気配が近付いてくるのに気が付き、そちらへと振り向く。

　そこにいたのは片手を上げて近づいて来ているヴェルだった。

「馬車に異常はないから、そろそろ出発だってさ。エレーナ様がレイを呼んでこいって」

　さすがにあの巨大なカマキリと一戦を交えたあとだけに、多少疲れた様子でヴェルが告げる。

　その言葉に頷き、レイもセトと共に馬車の方へと向かう。

「なぁ、レイ。君は冒険者だよな？　さっきのカマキリ、どう思う？」

　馬車へと戻る途中、ヴェルがレイへとそう尋ねるが、その問いにレイは小さく首を振る。

「さっぱりだな。少なくとも俺の知ってるモンスターは死んだ途端にああいう風に溶けたりはしない」

「だよな。俺も今まで何度かモンスターとは戦った経験があるけど、倒した途端に溶けるのなんて初めて見たよ」

「……あれがモンスターかどうかも不明だがな」

「え？」

　ボソリと口の中だけで呟いた言葉だったため、ヴェルにも聞き取れなかったらしく改めてそう尋ねてくるが、レイはその問いが聞こえなかった振りをして馬車へと向かう。







　　　エピローグ







「来たか。では早速出発するぞ。証拠が無いとは言っても、どう考えても異常事態だ。確かダンジョンの周囲にはギルドの出張所があったはずだな？」

「はい。こっちで仕入れた情報ではそうなってますね」

　気絶から目が覚めたのだろう、アーラがどこか気後れしたようにエレーナの質問にそう答えていた。

「あ、レイ殿。……足を引っ張って申し訳ありません」

　そしてレイの姿を見た途端、素早く頭を下げてくる。

　どうやらカマキリからの一撃を受けて気絶していたのを恥じているらしいと気が付き、小さく首を振るレイ。

「気にするな。あのカマキリは最低でもランクＢモンスターレベルの実力は持っていたんだ。それを何の前知識も無い状態でやり合えば不覚をとるのもしょうがない」

「ですが……」

　良く言えば純粋、悪く言えば猪ちよ突とつ猛進といったアーラだけに、自分一人だけが気絶していたというのが堪えているのだろうとレイは苦笑する。

　実際あの巨大カマキリは、透明になったり飛ひ斬ざんと同様の攻撃を四つの鎌全てで行えたりと、レイにしてみても色々と規格外の存在だったのだからアーラを責めたり笑ったりといったことは出来なかった。

「アーラがその身で奴の強さや危険性を証明してくれたからこそ、それ以上の被害が出なかったんだと思ったらどうだ？」

「エレーナ様……」

　慰めるように……というよりは事実を口にしたその言葉に、アーラはエレーナの方へと視線を向ける。

「全く、いつもの元気はどうした？　今回ミスをしたと思うのなら、そのミスは次に取り返せばいい。違うか？　少なくともいつものアーラならそう前向きに考えるはずだし、そういうアーラだからこそ私は好ましく思っているのだがな」

「はい、分かりました！　次こそはエレーナ様のお役に立って見せます！」

　心酔しているエレーナの励ましを聞き、殆ほとんど反射的と言ってもいい早さで立ち直るアーラ。その様子に思わず笑みを浮かべつつ、エレーナは再び口を開く。

「アーラ、お茶を頼めるか？　全員分だ」

「はい、すぐに」

　エレーナの言葉に頷き、マジックアイテムで構成された調理場の方へと向かうアーラ。

　その後ろ姿をエレーナは柔らかい笑みを浮かべながら見送る。

「仲がいいんですね」

「ん？　ああ、確かにそう見えるか。何しろ私は公爵令嬢という立場なのに戦いくさに身を置いている変わり者だからな。どうしても女友達というのは少ない。それに私に取り入ろうとする貴族は多いが、アーラのように純粋に慕ってくれる者というのは貴重でな」

　これまでに自分に近づいてきた相手を思い出しているのか、エレーナは苦笑を浮かべつつ言葉を紡ぐ。

「だからこそアーラは私にとっては掛け替えのない存在なのかもしれないな。……言っておくが、それだけでアーラを側に置いている訳ではないぞ？　実際にどれほどの腕なのかはお前もよく知っているだろう？」

　エレーナのその言葉に、ギルムで初めて会ったときのことを思い出す。

　一撃の鋭さや速度は特筆すべき物は無い。だが、その腕力。あるいは剛ごう力りきといった一撃は、まさに一撃必殺と言ってもいいだろう。

「確かにあの力の強さは近接戦闘をやる上ではかなり有利な要素ですね」

「うむ。だがアーラには私の信を得る騎士として、もっと強くなって貰もらわないといけない。それとあの猪突猛進気味なところがなんとかなってくれれば文句は無いんだが」

　そんな風に会話をしていたレイとエレーナだったが、やがて二人の目の前に紅茶の入ったカップがそっと差し出される。

「お待たせしました、紅茶です」

「ご苦労。……さて、全員ちょっと聞いてくれ。あのカマキリの件についてだ。……どう思った？」

　エレーナのその言葉で、馬車の中にいるレイ、アーラ、キュステの三人が厳しい顔付きになる。

　最初に口を開いたのは、意外なことにキュステだった。紅茶で口を湿らせてから一瞬だけ魔ま槍そうへと視線を向ける。

「少なくとも、私が一人で戦って手に負える相手ではなかったですね。いえ、むしろあの戦いを思い返せば私はエレーナ様の足を引っ張っていたように思います」

「それは私も同じよ。私なんか足を引っ張る引っ張らない以前に、一撃で気を失ってしまったし」

　キュステの言葉にアーラが溜ため息いきを吐つきながら言葉を返す。

　先程の落ち込み振りから考えると、その立ち直りの早さはアーラだからこそなのだろう。

「戦闘力もそうだが、何よりも厄介なのはあの透明になる能力だな。おまけにこっちが近付くまで身動き一つせずに待ち受けている徹底ぶりだから、俺やセトでもその存在に気付くのが遅れた。どういう訳かセトの嗅覚きゆうかくでも臭いを感知出来なかったし、普通の相手ならあの透明な状態から鎌の一撃を受けたら対応するのは難しいだろうな」

「そうですね、確かにレイ殿の言う通りあの透明になる能力は厄介極まりないです。実際私もあの一撃で不意を突かれましたし。あの一撃を防げたのは殆ど運によるものでした」

　キュステに話し掛けるときに比べるといくらか硬い口調でアーラがレイの意見に同意する。

「他にも身体を甲殻のようなもので覆われていたので攻撃が通りにくかったし、レイが使ったのと同じような風の魔法で斬撃を飛ばすという攻撃方法もあったな」

　再び紅茶で口を湿らせながら呟くキュステ。

　基本的にはレイの存在を努めて無視しているのだが、さすがに仕事のことになれば話は別らしい。

「そして何よりも異常なのは倒したあとだな。倒したあとに自らの身体を溶かして存在そのものを消してしまうような相手だ。尋常なモンスターではあるまい。……レイ、お前は確か魔法使いの弟子をしていたのだったな？　何か心当たりは無いか？」

　エレーナの言葉を受け、すぐに自分の設定を思い出すレイ。

　だが、設定はあくまでも設定であり現実ではない。

　それでも数秒ほど悩み、ギルムで読んだ本や、あるいは日本にいたときに読んだファンタジー小説や漫画の内容を思い出しながら口を開く。

「これは確実ではないですが……と言うか、この方法ならあのカマキリの現象を説明出来るかもしれない……というのなら一つだけ思いついたのがあります」

　レイの言葉に、エレーナも含めて全員が驚きの表情を浮かべる。

　エレーナにしても、言うだけ言ってみた質問だったのだろう。

「それはどういうものだ？」

「あのカマキリが錬金術で作られた一種の人工生物のような存在だった場合です。その場合はあのカマキリを造り上げる過程で、もし死にそうになったらその死し骸がいから錬金術師の技術が流出しないよう、一種の証拠隠滅をするための仕掛けを組み込むというのはあり得るかもしれません」

「……私は錬金術には詳しくないのだが、そういうことが可能なのか？」

「可能性はある、としか言えません。そもそも俺は師匠から錬金術については殆ど習ってませんから。今の知識にしても、会話の中でそういう風な物があるという感じで聞いた覚えがあっただけですし」

「まあ、何も手掛かりが無いよりはいいだろう。ダンジョンについたら一応カマキリの件はギルドの出張所に知らせておくとしよう」

　そのあともいくらかカマキリの件について話し合ってはみたのだが、そもそも死骸が消滅してしまっては証拠となるようなものも無いため、レイのあやふやな考え以上の意見が出ることは無かった。

　だが、そんな状態でもレイの中にはカマキリの件と併せて漠然とした嫌な予感が残り、決してそれを杞き憂ゆうだと切り捨てることは出来ないままに馬車は踏み固められた道を進む。

　馬車の中に満ちる沈黙。それを嫌な沈黙と判断したのか、不意にアーラが立ち上がって再び紅茶の用意を始める。

　さすがに紅茶を淹いれ慣れているというだけありその動作は淀よどみなく行われ、最初にエレーナ、次にキュステ、レイ、最後に自分の前へとお茶の入ったカップを並べていく。

「アーラ？」

　唐突なその行為にエレーナが首を傾げながら尋ねるが、アーラは笑みを浮かべて口を開く。

「暗い雰囲気の中では、いい考えは浮かびません。ですから、気分転換も兼ねて、一いつ旦たん休憩にしませんか？」

　いきなりのその一言に、思わずあっけにとられた表情を浮かべたエレーナだったが、すぐに幼おさな馴な染じみの気遣いを理解して小さく笑みを浮かべる。

「そうだな、確かにこうしていても打開策が浮かぶ訳でも無い。ならば気分転換をするのもよいだろう。……アーラ、確か果実をたっぷりと使ったケーキがあったな。それを出してくれ」

「え？　よいのですか!?　あれはもうそれほど残っていませんが」

「構わぬ。どうせ気分転換をするのなら、この際奮発してもいいだろう」

　問題無いとばかりに頷うなずくエレーナに、アーラは遠慮しつつも隠しようがないほどに嬉うれしそうな笑みを浮かべながら収納棚のある方へと移動し、そこから木で出来た箱を取り出す。

　その箱を開けると、そこにあったのはパン。レイの感覚で言えばパウンドケーキのようなものだった。

　それを素早く人数分に切り分け、皿の上に乗せてフォークと一緒に皆みんなの前へと並べていく。

　目の前に置かれたケーキを見て、思わず喉のどを鳴らすレイ。

　パウンドケーキの生地には、見て分かるほどにいくつもの果実が存在している。ざっと見て五種類ほどだろうか。

「さあ、食べてくれ。王都の菓子職人が作ったケーキと比べても決して劣ってはいないはずだ」

　エレーナに勧められ、レイはフォークでパウンドケーキを切り分けて口に運ぶ。

　最初に感じたのはパウンドケーキ自体の生地の包み込むような柔らかさ。そして次に酸味の強いベリー系の果実に、濃厚な甘みを感じさせる果実、爽さわやかな甘み、甘さの中にも微かすかな苦みを感じさせる果実といった具合に幾つもの甘みが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって口の中に広がる。

　そしてケーキの生地にはクルミも練り込まれており、食感とクルミの濃厚な味が後を引く。

　いつまでも味わっていたいほどのケーキを飲み込み、紅茶を飲むことで口の中に残っている甘みの残ざん滓しが消える。

　すると再びパウンドケーキを味わいたくなり……そんな風にレイはケーキと紅茶を交互に食べていく。

　それを見て満足そうに頷いたエレーナもまた、フォークをケーキに伸ばして味わい深いケーキを楽しみ、それはキュステやアーラもまた同様だった。

　ケーキの効果なのだろう。先程まではどこか暗かった馬車の中の雰囲気も次第に明るくなり、会話も次第に弾んでいく。

　レイは日本で暮らしていたときのことを、エルジィンという世界に合うようにアレンジしつつ、自らの失敗談を面白おかしく話し、エレーナはそれを興味深げに聞く。

　そんなエレーナの様子を見て嫉しつ妬としたのか、キュステが鋭い視線をレイに向けるが、話に夢中になっている二人はそれに気がつく様子は無い。

　アーラはキュステの様子に気がついてはいたものの、特に何を言うでも無く紅茶を新たに注ぎ、あるいはパウンドケーキほどでは無いにしろ、クッキーやサンドイッチのような軽食をテーブルの上に並べる。

　こうしてお茶会は進み、暗い雰囲気もある程度は払拭ふつしよくされて、いつの間にか馬車の中は常と変わらぬ雰囲気に戻っていた。




　そして、その日の夕方。ダンジョンとその周辺に出来た村がようやく見えてくる。この地で何が起きるのか、それを知っている者は誰もいない。ただ、馬車を包み込むかのような夕日が降り注いでいるだけだった。

　だがその夕日を見ていたレイは、その真っ赤な夕日にどこか血の色をイメージすることになる。

　まるでこれから先に起きる出来事を暗示しているかのようなその光景は、少し前に行われたお茶会の余韻を吹き飛ばし、レイの胸の中に間違いなく不安の種を植え付けていた。







　　　あとがき







　読者の皆様、こんにちは。神かん無な月づき紅こうです。『レジェンド』の二巻を手に取ってくれてありがとうございます。

　今回の二巻は話の区切りの良いところで終わっている……とはとても言えず、なるべく早いうちに続きである三巻を出したいと思います。

　実はこのあとがきを書いている十二月の時点ですでに三巻の作業には入っていますので、よほどのことがない限りはそれほどお待たせせずに続きをお届け出来るかと。




　さて、言うまでもありませんが、本作『レジェンド』は「小説家になろう」というサイトへ投稿しているものへ大幅に加筆、修正を加えたものです。

　ＷＥＢ版の読者にも楽しんで貰もらえるように、追加エピソードに関してはかなり頑張らせて貰いました。恐らく二万文字近い加筆になっているのではないかと。

　他にも見所としては、夕ゆう薙なぎさんの非常に素晴らしいイラストがあります。

　エレーナの特徴でもある金髪の縦ロールや、凜とした美しさといったものが非常に上手く描かれており、追加エピソードと併せて『レジェンド二巻完全版』と言えるものになっていると思います。




　……えー、相変わらずあとがきには何を書けばいいのか迷いますね。

　少し前にも書いていますが、このあとがきを書いている現在は十二月上旬です。そして私が住んでいるのは秋あき田た県。

　すでに雪も降っており、今も現在進行形で窓の外では雪が降っています。

　さて、そんな時期になると秋田では名物でもあるハタハタの水揚げが始まるのですが、この際ですので秋田の……より正確には私が四季を通じて食べている美お味いしい物を紹介してみたいと思います。




・春

　山菜の季節です。特にボンナ、アイコ、ワラビ。ちょっと変わったところではフキノトウ。基本的にはおひたしにして食べるのですが、フキノトウなどは味み噌そ汁しるに入れたり、天ぷらにすることも。

　そして何よりも、山菜の王様とも言われているタラの芽。うちの畑の周辺にはタラの木がかなり生えていることもあって、春になると大量のタラの芽が採れます。タラの芽は天ぷらが主な食べ方で、揚げたてに天つゆや塩といったもので食べると、サクッとした歯ごたえが堪らなく、いくらでも食べられます。

　採れすぎたものは、ごま和あえにしたりもしますね。

　他にもネマガリダケという、細長いタケノコもあります。

　父親が大量に採ってきて、家族総出で皮を剝むくのですが……爪が痛くなるのが困りもの。皮の剝き終わったタケノコは茹ゆでて灰あ汁く抜きをしてから味噌汁や天ぷら、煮物、ちょっと変わったところではフライといった調理法で食べます。

　殆ほとんどのタケノコが缶詰となり、一年を通して食べることが出来ます。……実は一昨年おととしや、さらに前の年のタケノコもまだあったり。




・夏

　私にとって夏と言えばミョウガです。ミョウガの出荷で非常に忙しくなり、同時に出荷出来なかった大量のミョウガが常に食卓に並びます。

　ミョウガと言えば薬味として食べるのが一般的ですが、漬け物やサラダ、ツナや大葉と一緒にマヨネーズ和えや味噌和えにしても美味しいですし、かき揚げの具としてもお薦め。私としてはシンプルにピーマンと一緒に味噌炒いためにしたものがベスト。




・秋

　キノコ。これに尽きます。父親が趣味で原木栽培をやっているのですが、そこで採れるナメコは店で売ってるような指先程の大きさではなく、エリンギくらいの大きさで非常に食べ応ごたえがあります。

　水で洗ったナメコに醬しよう油ゆを軽く回し入れ、鍋なべで火に掛ければナメコから出た水分で煮込まれ、そこに大根おろしを加えればナメコおろしの完成。

　店で売ってるナメコではありえないほどの嚙かみ応えは、私にとって至高の一品。




・冬

　秋田の冬と言えばハタハタ。煮ても焼いても美味しく食べられます。特にハタハタを使った魚醬ぎよしようである「しょっつる」を使ったしょっつる鍋。寒い日にこれを食べるというのは幸せの極み。

　他にもうちの場合、漁港まで直接出向いて数十キロ単位で漁師から直接購入──何と値段がスーパーに比べると約十分の一！　──して寿す司しにします。

　なお、この場合の寿司というのは握り寿司ではなく、いわゆる飯い寿ず司しの類たぐい。出来上がったものは冷凍庫で保存され、一年を通して食卓に。

　ハタハタといえば雌の卵であるブリコを好む人が多いのですが、私はどちらかと言えばブリコはあまり好きではなく、雄の方を好んで食べます。




　では、そろそろページも埋まってきましたので、最後に謝辞を。

　担当のＨ氏、そしてこの二巻の作業の途中から副担当になったＷ氏には言葉に出来ないほどお世話になりました。

　イラストレーターの夕薙さんには、一巻から変わらず素晴らしい絵を描いて貰い、非常にありがたいです。体調にはくれぐれもお気を付け下さい。

　そして『レジェンド』を応援してくれている読者の皆様や、何よりも本書を購入してくれた皆様には心の底からありがとうと言わせて下さい。




　最後に完全に私信ではありますが、弟のＭ、結婚おめでとう。妻のＫ共々、末永くお幸せに。

　では、この辺で失礼します。





神無月　紅
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